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「来たか」

　窓の外の気配に、男は薄闇の中で顔を上げた。

　窓辺に寄ると、夜の中から黒い手が差し伸べられ、男に短い書簡を渡す。

　渡すとすぐに気配は消える。まるで男を恐れるかのように。

「……なるほど。私自らあれだけの仕込みをくれてやったのに、獣一匹にしてやられよって。やはり下げ司すはどこまでも下司か」

　書簡を読み下した男は、それを暖炉の熾火に放り込んだ。一瞬の明るさが、男の横顔を照らし出す。彼の耳には蛇の形の装身具があった。

「しかし、この女というのが気になる。まさかとは思うが……まぁ、密偵も下司だ。こんな半端な報告ではなにもわからぬ。そろそろ……機が熟したか」

　男は窓の外、遥か南を見つめた。

「愛しい人……！　もうすぐあなたに会える」









１章　父と子











　ああ……獣が吠えている。

　荒々しい息遣い。

　汗まみれの体。

　休むことのない律りつ動どう。

　私はこのまま、喰われてしまうのだわ。

　それでも、かまわない。

　なにもかも忘れてしまっていい。

　──この、ひとときのためならば。




「あ……」

　目覚めて最初に見たのは、暖かい金色。虎の目。

　──なんて綺麗で、愛しい色なの？

　レイフェリアは無意識に微笑んだようだった。それに呼応するかのように金色が細められ、ゆっくり下りてきた。

　──幸せとは、こんなひとときをいうのかしら？




　その日もよく晴れ、初夏の空は青く高い。

　朝食の席に姿を見せたレイフェリアは、窓から入る初夏の日差しに、目が眩くらんで立ち止まる。

　──眩しい。だって昨日は……

「どうした？　疲れたか」

　背後にぴったり寄り添ったティガールは、両腕でレイフェリアの肩をしっかりと抱いている。

「いいえ。裏の離れと母屋の明るさが違い過ぎて、目が慣れないだけ」

　居間には既に、皆がそろっていた。

　村長家族と従騎士ヒューマ、そして利発そうな少年だ。テーブルには素朴だが、うまそうな料理が並んでいる。

「おはようございます。主あるじ様さま、レイフェリア様」

　ヒューマは席を立って、正式な騎士の礼を取った。普段、飄々としている青年にしては珍しいことだ。

　それは、昨日二人が何をして過ごしていたか、知っているということだ。

　そのことがレイフェリアの頬を熱く染める。

「フェリア、だめだ」

「きゃっ！」

　頬よりも熱い吐息で囁かれ、レイフェリアの肩が跳ねあがった。

「そんな顔を俺以外の奴に見せるな」

「どんな顔!?」

「この顔」

　言うなり、皆の前で唇が塞ふさがれた。そのままたっぷり三呼吸。

「ティー！　やめなさい！」

　たまらずレイフェリアは叫んだ。

「どうして」

　男の返事は疑問形ですらない。

「皆さまの前だからよ！　それに子どももいるんです！」

「皆の前だから、だめなのか？」

「……」

　レイフェリアが、おそるおそる首を回すと、居間中の視線が二人に注がれていた。

　無論、その中には村長の孫もいる。ヒューマの隣の少年は、彼の大きな手に目を塞がれていた。

「おはようございます。いいお天気ですわね！」

　ティガールを置き去りに、レイフェリアは颯爽と朝食の席に着いた。




「じゃあ、ウンピョウは一緒に来るのね？」

　レイフェリアは、利発そうな少年を見て言った。

　ウンピョウは黄色味がかった肌と灰色の髪と黒い瞳の、珍しい風貌を持っている。

　東方に近い地域には多いらしい。

「はい。とりあえずログウッドに連れて帰ろうかと。いいですか？」

「……」

　ティガールは黙々と食べているが、視線はレイフェリアから外れない。ヒューマの言うことにも興味がないようだ。

「ティー！　ちゃんと聞いて！」

「聞いてる。フェリアがいいなら俺はいい」

「まったくもう……いろいろ事情がありそうね」

「はい。昨日聞いたんですが、こいつは母親と妹を取られて脅されただけで、悪いことには、直接加担していないんですよ」

「ご家族は無事なの？」

「はい。警備隊に知らせを頼みました。でも、こいつしか稼ぎ手がいないんで、俺たちについていきたいって言うんですよ」

「そう。大変だったのね。ありがとう、ヒューマ」

「レイ様こそ、大変だったんじゃないですか、主様に……いてっ！」

　ヒューマはどこかを蹴られたように顔をしかめ、レイフェリアはますます赤くなる。

「一時間後に発つ。支度を」

　ティガールはミルクをたらふく飲んで満足しきった猫のように、自分のつがいを見つめながら命じた。ヒューマと少年はいそいそと出ていく。

「フェリア、もっと食べろ」

　ティガールは彼女にチーズを挟んだパンを勧めた。

「え、ええ」

　確かに空腹だった。愛し合っては抱きしめられて、短い眠りを取り、ほとんど食事もとらずにまた愛し合う。

　何度も求められ、体のあちこちが痛いし、寝不足だった。

　──今朝はきれいに身支度をしたし、痕の残ったところには白粉をはたいたから、変なところはないと思うんだけど……でも、今日からまた旅の空の下だわ。いくらなんでも、野宿で求められることはないだろうから、安心と言えば安心ね。




　食事がすめば、ここを発つ。

　馬はたっぷり休んだので、ログウッドの城まで三日もあれば、帰りつくことができるだろう。その上、ティガールは馬車の手配までしていた。

「フェリアはこれで行く」

　普段なら愛馬、ユタに乗りたいところだが、さすがに昨日の出来事で、体に疲労を感じていたレイフェリアは、おとなしく従うことにした。

　内心、意外に細やかな気配りのできるティガールに驚いてもいる。

「どうした？　まだ体が辛いのか？　すまない、やりすぎた」

「いいから、あなたは黙ってて！」

　無遠慮なところはいつも通りだと思い直しながら、レイフェリアは平気なふりをした。

　ウンピョウはレイフェリアと共に、馬車に乗り込む。

　警備隊から借りた馬車は、しっかりしたつくりで乗り心地は悪くない。レイフェリアが外を見たがったので窓の覆いは外してある。

　ティガールが騎馬で周囲を警戒し、ヒューマが御者を務めている。

「ウンピョウ……だったわね。とてもいい名前だと思うわ」

　少年は最初、戸惑ったように彼女を見ていたが、やがてふいと目をそらせて言った。

「……父さんがつけてくれたんだ」

「そう、愛されているのね。それで、あなたのご家族はどうしているの？」

「父さんはずっと前に病気で死んだ。ここからずっと東にある村に母さんと妹がいる」

「遠いわね」

　ここから更に東ということは、そこはもうほぼ東方領土ということになる。

「よかったら事情を話してくれない？」

　十二歳だというウンピョウは、しばらく躊躇っていたが、やがて話し始めた。

　ウンピョウの話では、彼らはもともと東方との国境地帯の貧しい村の住民だった。

　彼は昔から身軽で、半年ほど前に村の祭りで軽かる業わざを披露しているところを、偶然通りかかった、東方の町から来た旅の一座に誘われたと言う。

「そん時かなりの金や食べ物をくれたし、これからもくれるってんで、喜んでついていったんだ。俺の村はみんな貧乏で、母さんに楽させてやりたかったし……その時は、あいつらが悪い人間だってことは知らなかった。知った時にはもう逃げられなくて……。それからは前座や、使いっ走りをやらされた。一度逃げ出そうとした時には、死ぬほどぶん殴られた」

「子どもをぶつのか！　屑みたいなやつらだ！」

　振り返ったヒューマの声が、珍しく怒気を含んでいる。

「ぶたれることくらい平気さ、あの嫌な曲に比べたら。俺はあいつらの曲が始まると、寝泊り用の天幕で布団を被ってぎゅっと耳を塞いでた」

　少年の声は暗い。

「大丈夫よ。これから行くところは、立派なお館だから」

「お館……でも、牢屋もあるんだろ？」

　少年はまだ心配そうにしている。半年の間に、大人に対する不信感が募ったのだろう。

「大丈夫。牢屋なんかに入れないわよ。ウンピョウ、私たちと来てくれるのはいいけど、本当に故郷に帰らなくていいの？」

「そりゃいつかは帰るよ。でも、俺だってあいつらの仲間として、悪いことの片棒を担いできたんだ。このままじゃあ村に帰れない」

　少年は腹を括くくっているようである。

「警備隊にあの人たちのことを報告したんでしょう？　ねぇヒューマ」

「ええ、こいつはちゃんと証言してくれましたよ。あいつらが軽業やナイフ投げで村人を楽しませ、油断させてから、音を使った幻術みたいなもんで、村人を扇動してたって」

「じゃあ、もう充分じゃ……」

「それじゃだめなんだよ。お金がないんだ。半年も家を空けて無一文じゃ帰れない。だから、この兄ちゃんとこで働きたいんだ。あんたが主人なら金をくれるかい？」

「残念ながら私は主人じゃないの」

「けど、あんたは、あの派手な兄ちゃんに命令してたじゃないか」

「め、命令……？」

　──そんなふうに見えたのかしら？

「と、とにかく。お城に着いたら、ヒューマにいろいろ教えてもらえばいいわ。お家に手紙も書かなくちゃ」

「あ……ありがとう」

「よかったな、ウンピョウ」

　しかし、喜んでばかりもいられない。

　不吉な風は東方から吹いているのだ。

「……それでヒューマ、彼らの楽器は調べたの？」

　ウンピョウが三人に慣れはじめたその日の宿で、レイフェリアは気になっていた事をヒューマに尋ねた。

「楽器は証拠品として保管しています。しかし、楽器そのものに妙な仕掛けなどはなく、高い音が出せるだけのようで、それだけでは証拠にならないようです。多分演奏者の腕と曲調によるものかと。ウンピョウ、お前なにか、楽譜のようなものを隠してる場所とか知らないか？」

　ヒューマが少年に尋ねる。

「そんなものはなかったよ。奴らは身分のある誰かに教えてもらったと言ってた」

「だろうな。証拠を残すとは思われない。やはり音の出し方と曲の調子なんだろう……」

「俺にはものすごく不愉快な曲だった。ただの旋律の中に嫌な音が混じる……というか、同時に聞こえる」

　ティガールがその時のことを思い出して、獰猛な顔になった。

　曲を聴いて突然彼が獣化したのは、やはり普通の人間には聞きわけられない音を、笛が出したからだったのだ。

「俺、少しならわかるよ！　あいつらが練習するのを、毎日遠くで聞いていたから。はじめは嫌な気持ちになったけど、繰り返し聞くうちに少し覚えたんだ。笛も吹けるよ。同じじゃないかもだけど」

「本当かウンピョウ！　それなら証拠になるかもしれない！」

　ヒューマが大きな手でウンピョウの頭をかき回したので、小さな灰色の頭はくしゃくしゃになった。

「問題は、あいつらが雇い主を白状するか、だ。まぁ、白状したところで、間に介在する小悪人程度だろう。とてもあの男まではたどりつけない」

「あの男？」

「それは誰です」

　レイフェリアとヒューマが同時に尋ねた。

「ファハル・ザイード」

「……」

「あの」

　大人たちが黙り込むのへ、少年がまた間に入った。

「ファハルって奴は知らないけど、夕べ、あいつらが言ってたことなら伝えられるよ」

「それは？」

　ティガールがするどく尋ねる。

「あいつらに笛や曲を教えた奴の中に、蛇みたいな宝石の耳飾りをした奴がいたって、言ってた」

「蛇のような耳飾りだと？」

　蛇とは東方領主の紋章に描かれた獣である。

「ティガール様！　それはやはり」

　ヒューマが勢い込む。

「ああ。だが、証拠はない。確かに東方は蛇の装飾品を好む。だが、そいつがファハルだという確証はないし、辺境の騒動ぐらいではなんの問題にもならない。ただ、音を扱うことはかなりの秘術だから、限りなく奴に近い誰かの可能性は高い。今は、東方の野望の片鱗を掴つかめただけでいい。これからの警戒しようもある」

「でもなぜ、東方領主様はそのようなことを？」

　レイフェリアが尋ねた。

「さぁ、先々代──つまり俺の爺様の代の争いで、東方は領土の一部を、南方に譲渡する羽目になったからな。こいつが住んでいるところより東南の、上質な岩塩や鉱物の取れる土地だ。おそらく二世代積もった恨みつらみで、失った領土を取り返そうとでもいうのだろう。これから調べるが」

「恨み……」

　──イェーツ叔父も、根深い恨みを南に持っているのだわ……そして私もまた、胸に秘めた強い想いがある。

　それは恨みというほど、どろどろした感情ではない。しかし、誰のどんな想いにも負けないほど強い願いだ。

　──父の無実を証明したい！　どんなことをしてでも。

　レイフェリアは、このところ忘れがちになっていた目的を再び噛みしめた。




「……どうしてティガール様が馬車に？」

　翌日、レイフェリアは、覆いを下ろした馬車に乗り込んできたティガールに尋ねた。

　馬に乗りたがったウンピョウは、ヒューマと相乗りしている。

「ティガール様ではなく、ティー」

　まじめに文句を言うティガールに、レイフェリアは参ったというように両手を挙げる。

「もう！　わかったわ！　では、ティー。どうしてティーまで馬車なの？」

「あなたと話したかったから。それにここまでくると、ログウッドの版はん図とだ。すぐに紅鷲城に伝令も出せる」

「そうか……そうね」

　馬車の周囲は待ち構えていたログウッドの衛士たちが固めている。だから彼も安心して馬車に乗り込んだのだろう。

　──この人だんだん、甘ったれになってるような気がする。最初はこんな感じじゃなかったと思うんだけど。

「私も聞きたいことがあるの」

　とにかく今まですれ違った時間の分、話をして、お互いを知らなくてはならない。

　それに、レイフェリアも次第に彼に慣れつつある。そっけない態度は照れをごまかすため、短い言葉は甘えを自制するためだ。

「聞きたいこと？　それは？」

　しかし、この二日間でそれも和らいで、二人だけの時のこの男は、箍たがが緩んだようにレイフェリアに触れたがる大きな猫なのだ。

　今もレイフェリアを膝に乗せ、長い指が彼女の髪を梳すいている。その手が胸に伸びようとするのを容赦なく払落し、レイフェリアは続けた。

「叔父が気になることを言ってたの。なにやかやで、すっかり忘れていたんだけど……」

　レイフェリアは尋ねてから、自分の薄情さに苦笑した。

　身内である叔父の密令を簡単に裏切って、彼が嫌っていた当の相手にその実情を聞こうとしているのだ。

　──だけど、良心が痛まないのは、私もよっぽど性格が悪いのだわ。これでは、イェーツ叔父のことを悪く言えない。

　レイフェリアは小さく笑った。

「イェーツ殿がなにを言った？」

「叔父は若い頃、王都で暮らしていたのだけど、南方領主の屋敷で獣に襲われたって。そして叔父を庇かばって従者が一人殺されたそうなの。それをずっと恨みに思っていて、私に獣のことを探れと命じたの。まさか、従者を襲ったのはティーじゃないわよね？」

「違う。それは時期的に多分、親父殿だな」

　なんでもないことのように、ティガールが応じる。

「ご、ご領主様!?」

　叔父があんなにも秘密めかして探ろうとしていたことを、いともあっさり認められ、レイフェリアもさすがに呆れかえってしまった。

「あなたも、もうわかっているだろう？　俺たち南方領主家は、代々その直系の男の体に獣を飼う。祖父は俺が赤ん坊の頃に亡くなっているから、イェーツ殿が見た獣は、親父殿が変異した姿にまちがいない」

「そ、それなら、なぜ叔父は襲われたの？　確かに陰険な人ではあるけれど……。叔父の話が本当なら人が一人、亡くなっているわけだし」

「知らん。帰ったら直接尋ねるといい」

　ティガールはイェーツの災難など、どうでもいいらしい。しかし、叔父の、あの陰湿さと執念深さは侮あなどれない、とレイフェリアは思った。

　──やっぱり、リューコ様にお尋ねしなくては！

「それに、俺も親父殿に話があるからな！」

　ティガールは唸った。

「え？　それは……ひょっとして私のこと？」

「それ以外になにがある？　南方はもうすぐ雨期となる。一ひと月つき近く続く、雨の季節だ。ログウッドの城も街も、その時期はびしょ濡れとなるが、この時にしかできないことがある。そしてそれが明けたら、真夏の赤せっ夏かの月だ」

「赤夏の月……夏の宴があるのね？　雨期にしかできないことって？」

「それはまだ内緒だ。親父殿の前ではっきり伝える。二人で会いに行こう」

「わかった……そうしましょう」

　レイフェリアは緊張した面持ちで答えた。

　こうして、国境での仕事は終わった。

　ティガールとレイフェリアは、旅に出る前とは関係がすっかり違っている。もう、お互い距離を取ったりはしない。

　そしてウンピョウも加えた四人は、それぞれの希望を胸に抱きながら、ログウッドの街に戻ったのだった。




　南方領首府、ログウッド。

　紅鷲城に着いた時は夕刻で、既に雨が降っていた。

　雲のようにけぶる霧雨だ。

　この地方での雨が初めてなレイフェリアは、冷たい北の雨と違い、ふんわりと降る暖かい雨に驚きながらも、ティガールの上着を掛けられて馬車から城に入る。

　馬も人も城も滲んで、まるで水の中にいるようだ。

「これが雨期というものなのね？」

　レイフェリアは、城門から雨に霞む街を見下ろしてつぶやいた。

　春の終わりにあんなに熱かった大気は今、ひんやりと重たいものに変わっている。

　季節が逆戻りしてしまったようだ。

「そうだ。これからほぼひと月の間、夕方から翌日の昼まで雨になる。今はこんな霧雨だが、そのうち滝のような大雨に変わるぞ。それが終わったらいきなり夏が始まる」

「南方では、季節の変わり目がはっきりしているのね」

「ああ。うっとおしい季節だが、これでこの地方で一年間に使う水が賄まかなえるから、民にとっては恵みの雨だ」

「私は美しいと思う。これも太陽の慈いつくしみなのだわ」

　霧雨は、水滴が細かい分、布地を通して肌まで染み通ってくる。

　レイフェリアは体がぐっしょりと濡れるのにもかまわず、鮮やかな街が彩度を落とす風景に魅入っていた。

「これからは嫌というほど見られる」

　壁内に入ったレイフェリアは、自分に与えられた場所である、城の裏の小屋に一人で向かおうとした。

　帰りを知らせていないので、ルーシーもマヌルも迎えに出てきていない。

「あなたは俺と来るんだ」

　一人で行こうとしたその肩を、ティガールががっしりと掴む。

「いえ、でも私は」

「今から一緒に親父殿のところに行く」

「え？　今からご領主様に？　でも私……ひどい格好だわ。せめて着替えないと」

　レイフェリアはフードを背中に落としながら言った。

　いくら裏革の合かっ羽ぱにくるまっていたとはいえ、髪は湿って額や首筋にぺったりと張りつき、服装は平民女の旅装である。とても、貴人に会える身なりではない。

「構わん。親父殿は気にしないだろう」

「主様。俺は次の間に控えています。ご用がありましたら、いつでもお呼びください」

　ヒューマはそう言って、ウンピョウとともに先に城に入っていった。

「ティー……」

「大丈夫だ」

　ティガールはレイフェリアの腕をつかんで、どんどん城の奥に進んでいく。

　奥へ上へと行くにしたがって装飾は赤く、豪華になる。情けないが、レイフェリアは急に心細くなった。

　以前リューコに会って話をしてから、自分はなにも変わっていないからだ。

　ひたすら目だたぬよう、迷惑をかけないように振舞っていただけだ。何の成果もあげていない。勝手にティガールについていき、あまつさえ特別な関係になってしまった。

　──これでは自分で、無能と証明しているようなものだわ。私が誘惑したと思われるかもしれない。私たちの様子が変わったことなど、あの方はすぐに気がつかれる。だけど、どうすればいいのかわからない。

　非難されるのは必然だろう、とレイフェリアは考えた。

　三階のホールに入った途端、歩みの遅くなったレイフェリアを、ティガールは振り返った。

「心配するな。報告は俺からする。あなたがいなければ、俺は混乱したままで、賊を一網打尽にはできなかった。安心して俺のそばにいろ」

　ティガールは改めて手のひらを差し出す。雨が降り注ぐ丸屋根のホールに、豪華な髪がきらきらと映えた。

「行こう。俺がいる」

「……わかった」

　意を決したレイフェリアが、ティガールの手を取った時、奥の廊下から軽い足音が響いてきた。カラカである。

「ティグ兄様ぁ！　お戻りになっていらっしゃったのね！　お帰りなさい」

「カラカか。今戻った」

　弾むように駆けてきたカラカの細い腕が、ティガールの腰に回される。

「嬉しいわ！　でも今度の巡察は短かったのね、よかった！　雨期に入ってしまったから私、心配してたのよ」

「問題ない。濡れるから離れていろ」

「平気！　でも、レイ姉様もご一緒だったのね？」

　カラカは旅姿でびしょ濡れのレイフェリアに、意外そうな視線を送ってきた。まったく知らなかったらしい。

「はい、故あって、お供をいたしました」

「……どぉして？　私、お母様にしばらく外へ出るなって、厳しく言われていたから、なんにも知らないの。なにがあったの？」

　カラカは可愛い眉に不信感を漂わせている。

「なにか理由があって、レイ姉様は兄様とご一緒に行かれたの？」

「戦えるからだ」

「え？」

「え!?」

　驚いたのはレイフェリアも同じである。自分の能力は高く跳べるだけで、戦闘能力などはない。

「今回、一風変わった悪人がいてな。レイフェリア殿に協力を願ったのだ」

　──ええ？　それって言いわけとしては、かなり苦しいのでは？

　レイフェリアが内心冷や汗をかいていると、好奇心満々のカラカの視線が絡みつく。

「まぁ、レイ姉様ってお強いの？　戦うの？」

「え？　ええ……少しなら。でも、大したことは全然なくて……」

　かなり無理をして、レイフェリアは微笑んで見せた。嘘をつくのは昔から苦手だ。

「まぁ、すごい！　ますます好きになっちゃいそうよ！　ねぇ兄様！　お願い、レイ姉様を私の侍女にしてくださいって、母上にお頼みしていただけないかしら？」

「侍女だと？」

　ティガールの声が鋭くなった。

「そうなの、母上は姉様の良さをわかってくれないの。だから兄様からお願いしてもらえば、きっと叶えてもらえるわ！」

「なにを誤解しているのかはしらないが、レイフェリア殿はお前の侍女などにならない」

「……え？」

　カラカはやんわりと解かれた自分の腕を扱いかねたように、呆然とティガールを見上げた。

「なにを騒いでおるのじゃ？」

　その時、奥から侍女たちを引き連れたナドリネが現れた。

「おお！　これはティガール殿！　雨の中、よう戻られた！　なにやら国境で物騒な噂が流れておったようだが、ご無事のお帰りなによりじゃ。さ、まずはゆるりと休まれよ。キティ、茶の支度を申しつけて参れ。火も焚いてあるな？　カラカ、そなたも、もう少し良い服に着替えてくるがよい」

「はい！　お母さま」

「かしこまりました」

　カラカは侍女と奥へと戻りかける。

「茶も火も必要ない。俺はこれから親父殿のところに報告に行く」

「左様か。それもそうかの。ではその後にでも……おや？　こなたがなんで、ここにいるのじゃ！」

　面倒ごとを避けて、ティガールの背後に隠れていたレイフェリアを見つけた途端、叩きつけるような言葉が浴びせられた。

「そんな汚いなりで床が汚れるわ！　さっさと自分の小屋に引っ込むがいい！」

「……黙れ」

「ひ!?」

　静かな、しかしたっぷりと怒りを含んだ声が、ナドリネの舌を凍りつかせる。

「部屋に引っ込むのはお前だ、ナドリネ」

「ティ、ティガール殿？　どうしたのじゃ」

「兄様……？」

「聞こえなかったか？　ナドリネ、カラカを連れて下がっていろ。お前たちは必要ない。俺は急ぐのだ、どけ！」

　そう言うと、ティガールはさっさと大階段を上って行く。

　手を散られたレイフェリアが振り返ると、怒りに燃えたナドリネと、青ざめた顔のカラカが自分を見上げているのが見えた。




「親父殿、俺だ。今帰った。入るぞ」

「戻ったか」

　ティガールは案あ内ないも乞わずに、ずかずかと領主の私室に入って行く。

　レイフェリアは膨れ上がる緊張を抑えられなかった。この二人が対峙するところを見るのは、初めてである。

　先ほどよりも雨は強くなっていた。部屋には足の悪いリューコのためか、暖炉に小さな火が焚かれていて、空気は乾いている。

「国境のいざこざを収めてきた」

「ご苦労。先ずは体を拭け」

　リューコは無造作に、長椅子の背に掛けられた布を指した。レイフェリアのことは無視である。声をかけられず、視線すら送られない。ここは黙って腰を折り、床を見つめるしかなかった。

　髪から滴り落ちた雫がぽたぽたと床に滴したたり、床に広がるのを見つめていると、その頭にふわりと布が掛けられた。

　ティガールがレイフェリアの髪をぬぐってくれている。

「……」

　体は冷えていたが、レイフェリアの心の中には暖かいものが広がった。

「着替えさせてやれなくてすまない。こっちに来て暖まれ。大丈夫だ、後で風呂に入れてやる」

　ティガールはレイフェリアの手を引いて、暖炉のそばの椅子に座らせる。

　その様子をリューコは黙って見つめていた。

「親父殿、やはり東方領主家だった」

　やがて彼はリューコに向き直った。

「東か」

「そうだ。ファハル・ザイード。奴が姑息な手段を使って、間接的に民を扇動しようとしている現場を抑えた。実行犯は東の砦に繋つないである。奴は芸人に音の秘術を授け、工作員に仕立て上げて、村人の不安を煽っていたのだ。俺もフェリアがいなかったら危ないところだった。彼女は、正気を失った俺の目を覚ましてくれたのだ」

「……ほう」

「今、きゃつらを尋問しているから、もう少しなにか聞き出せるだろう」

「そうか……わが父の時代から東は面倒だの。あやつらは下っ端どもの言うことなど、知らぬ存ぜぬで押し通すだろうて」

「だが、囚われていた子どもから、ある情報を聞き出せた。俺の勘ではまちがいがない。春先の野盗騒ぎもファハルの差し金だ。おそらく爺さん同士の戦で、失った領地を取り戻そうとでもいうのだろう」

「ふん……それにしては、このところ急に数が多いの。やることが性急すぎる。他になにか原因は考えられるか？」

「ファハルが、領主の座に着いて数か月が経つ。そろそろ時期だと考えたのでは？」

「だが奴がここまではっきり動き始めたのは、お前が北方へ旅立った時と、ほぼ同じ時期だ」

「それはどう言う意味だ？」

「わからんか？　まぁいい……ところで、そこに座っている、見栄えのしない娘をどうするつもりだな？」

　リューコが顎をしゃくった。

　レイフェリアは内心の動揺を押し隠し、殊勝げに視線を落としている。

「フェリアは俺の花嫁になる。俺のつがいだ」

「ほぉお？　つがい、つがいとな」

「そうだ」

　リューコの金色の瞳が面白そうに瞬またたいた。話を続けろと言うのだろう。

　レイフェリアの知る限り、ティガールはこういうことに関しては、最も話の下手な人間である。

　しかし今は、自分が口を出す筋合いのものではない。暖炉を背にしてかしこまり、向かい合う父子を見つめているばかりである。

「レイフェリア殿と俺は、子どもの頃に王都で出会っていた。その時、俺はずっと獣の姿だったが、強烈に彼女につがいを感じていた。しかし、北方領主エイフリーク殿が奇き禍かに遭われ、彼女は連れて行かれた。俺は幼なすぎて、どうすることもできなかった。だから成人を迎えてすぐ、北へ彼女を迎えに行ったのだ」

「……ほう。私にも断りを入れずに、ばたばたと王都に赴き、更に北方へ行ったと思ったら……なるほど、そういう魂胆があってのことか」

　リューコがちらりとレイフェリアに視線を流す。

「親父殿に言えば、邪魔されると思ったからな。だが、まちがいはなかった。彼女は誇り高い鷲の血を内に宿す、北方領主家の直系だ。彼女がいなければ、俺は村人の命を奪ってしまったかもしれない。そうすれば事態は、もっと深刻化しただろう」

「ティガール様……」

「だが、結果は民草にひどく感謝され、東方の下っ端どもも、全て捕えることもできた。だから、今回の手柄は全てフェリアのものだ」

「フェリアか……なるほどのぅ」

「だから親父殿、これ以上俺たちの邪魔をするな」

「邪魔をした覚えはないがのぅ」

　リューコはのんびりと答える。息子の切迫に少しも動じる様子はない。

「覚えがないだと？　では、なんでフェリアを主宮から追い出した？」

「まぁ、それはそうだがな。その娘は少しも困っていなかったぞ。であろ？　北の娘」

「元氷室は気に入っております」

　レイフェリアは落ち着いて返事をした。その紫し瞳どうに暖炉の炎がちらちらと映りこむ。

「うむ。聞けばそなた、なかなかの商売上手だそうだな」

「自分で自分を賄うことは、私の信条でございますので」

「城北の森でいろいろ活動しているそうだの。なにをしている？」

「ご存じでしたか。あそこは涼しいので、持参した北の薬草の栽培などを試しに」

「ほう、なんの薬草だな？」

「主に熱取りと、痛み止め。あとは消化器系の薬草です。鎮静剤も少し」

「鎮静剤とは珍しいのぅ。ここではあまり見かけぬな」

　リューコは興味深そうに言った。

「いずれも北方ではよく使われるものです。この度たびの視察にも持って行き、傷ついた村の人々に配りました。毒でないことはティガール様が証人です！」

　レイフェリアの声がわずかに厳しくなる。

　彼女の父は、王太子妃の慶事に、毒を用いたとの疑いをかけられたのだ。

「毒とは申してはおらんではないか。情のこわい娘じゃ。鎮静剤が必要なのは、そなたではあるまいか？」



　レイフェリアは唇を噛んで黙った。毒について、まだ打ち明けていないことがある。それを言うのも今だ、とレイフェリアは決意して顔を上げる。

「そうかもしれません。ご領主様、これを」

　レイフェリアは上着の隠しの中から、小さな袋をリューコに差し出した。

「お気をつけください。中には本物の毒の入った瓶が入っております。叔父から獣を殺せと言われ、受け取ったものです」

「そなたの叔父？」

「はい。現北方領主ノーザン・イェーツでございます」

「存じておる。が、ここ何年も会うておらぬ」

「彼は私の父の異母弟です。今夜は叔父から聞いた話を、全てお伝えするつもりで参りました。まずはこれを」

「ふむ」

　リューコは袋を受け取ると瓶を取り出し、中身の臭いを嗅いだ。

「ふーん、これは東方産の毒だな。多分鉱毒、鉱石から抽出する毒素だ。かなり珍しいものである」

「またしても東方か！」

　ティガールが唸る。

「私は父の無念を晴らすために働きかけるという叔父の言葉を受けて、この役目を受けたのです。でも、正直怖こわくて、使う気持ちはありませんでした」

「まぁ、それは怖いだろうよ」

　リューコはそう言って立ち上がると、小瓶の中身を暖炉に空けた。

　じゅっ！　と音がして一瞬炎が緑色に代わるが、すぐに赤く燃え盛る。

「今まで黙っていて申し訳ございません。どうかお許しを」

　レイフェリアは深く腰を折ったが、一方で毒という重荷を下ろすことができて、やれやれと思う。

「毒か……毒というものは、弱い者が使うものだ。戦士の武器ではない。うまく使えば薬にもなるが。そなたは毒ではなく、薬を学びたいのだろ？」

「……さようでございます」

「なら、しっかり学ぶことだな、北の娘。語るがよい」

　リューコは水すい盤ばんで指先を洗うと、二人に向き合った。これがリューコの出した結論だと、レイフェリアは悟る。

「感謝いたします。リューコ様、伺いたいことが一つございます」

　レイフェリアは立ち上がり、ティガールの背後から部屋の中央へと進み出た。

「腹ふく蔵ぞうなく伺います。お気を悪くされたなら、後でどんなお叱りでも受けますわ」

「……よかろう」

　射すくめるようなリューコの視線の圧。

　レイフェリアは後あと退ずさらないよう、下腹に力を入れる。

「イェーツ叔父が王都で過ごしていた若い頃、彼を襲い、その従者を殺したというのは、あなた様でございますか？」

　一ひと息いきに言い切った。

「襲う？　従者？　殺す？」

　思いがけないことを聞いたように、リューコは目を丸くして考え込んでいる。なんともいえない気まずい空気が、ひととき部屋に流れた。

「毒の件と今の言から察するに、イェーツは獣のことで、そなたに我が家に探りを入れ、あわよくば殺せと命じたのだな」

「はい。しかし、今の私は、探りという姑息な手段ではなく、ご領主さまに直接伺いたいと存じまして、お怒りを覚悟のうえ、こうしてお尋ねしております。獣は叔父を襲い、人を殺したのでしょうか？」

「……」

　リューコはレイフェリアを見据えた。

　それは恐ろしい目だった。金色は美しくもあるが、時にはこんなに恐ろしい色になるのだ。当然だった。彼ら親子は、獣なのだから。

「い、いかがでございますか？　お心当たりは？」

「ある」

　リューコは平然と言い放った。

「えっ!?　では叔父の話は本当だったのですか!?」

「一部は事実である。しかし、全てではない。あやつは自分の都合の悪いことは隠して、そなたに告げたのだな。なにせ私を、心底憎んでおったようだから」

「そのようです。でも実際には、なにがあったのです？」

「いやなに昔、私のアムールに、手出しをしようとした不届き者がいたのだ」

「アムール様というのは？」

「俺の母だ」

　ティガールが口をはさむ。

「そう。その男はアムールを奪おうと、王都の我が屋敷に忍び込んで来たのだ」

「その男がイェーツ叔父だというのですか!?」

「イェーツ殿が母上に恋慕を？」

　レイフェリアは愕然とし、ティガールまでもが驚いている。

「いや、ええっと……正確にはそうではなかった」

「はぁ？」「なんだって!?」

　二人が同時に突っ込む。

「うむ。真相はこうだ。イェーツの小僧は、王都の小貴族の娘、美しきアムールに熱を上げておった。だがアムールは非常に困っており、偶然彼女を助けた私に惚れてしまったのだ。そして無論、私もな！」

　ほんの少しだけリューコが照れたように見えたのは、気のせいではないだろう。

「もう少し順を追って詳しく！」

　レイフェリアは混乱しながら催促した。

　──聞きたい。その話を、非常に！　もしそれが本当なら、叔父の恨み節は、まんざら邪よこしまなものではなかったということになるわ。リューコ様は叔父の想い人を横から奪ったのかしら？

「真実を聞かせてください！」

「そう……アムールは私より十以上も歳下だったが、お互い一目で恋に落ちたのだ。王宮の春の夜会で我らは出会った。あの夜のアムールは美しかったなぁ。今のそなたのようにな。うむ、見栄えがしないなどと言うて、すまんかった」

「それは今、どうでもいいです。では、イェーツ叔父の言ったことは、本当だったのですね？　リューコ様は叔父の想い人を奪い、叔父はその方を取り戻そうとして、お屋敷に忍び込んだのでは？　もちろん正しいやり方とは言えませんが」

　まさか叔父を庇う日が来るとは、予想もしなかったレイフェリアだが、事実は確認しなければならなかった。

「まさか！　アムールは奴の想い人だったかも知らんが、恋人だったことなど、一度もないぞ！　アムールはしつこく絡んでくる若造に、すっかり怯おびえておったのだ」

「……しつこく」

「そうとも！　春は王宮恒例の夜会があってな。私はあまり気乗りがせんで、ぶらぶらしておった。すると、庭の奥で女の悲鳴が上がった！　駆けつけると、娘を物陰に引っ張りこもうとしている男がいたのだ」

「ひょっとして……それがイェーツ叔父」

「そうだ。もちろん私は娘──アムールを助け、奴を殴り飛ばした。どうだ？　私は糾きゅう弾だんされる謂いわれはないだろう」

「た、確かに、でも」

「そこで私たちは一目で恋に落ちた。アムールは下級貴族の娘で、イェーツの若造は庶出とはいえ、北方領主家の三男だったから無む碍げにもできず、数回会っておったようだが、実のところ困り果てていたらしい」

「たしかに、叔父は執念深い性た質ちです。リューコ様とアムール様とは、その時が初対面だったのですか？」

「ああ、激しい恋であった。なにしろ、その夜のうちに、結ばれたくらいだから！」

「……それでよく、俺たちを試す気になったな」

　今度ばかりはレイフェリアもティガールに大賛成だった。うっかり叔父が気の毒になったくらいだ。

「私はすぐさまアムールを、我が屋敷に匿かくまった。あの若造は、それからずっと私を恨んでおったのだ。大鷲の娘よ、奴がなにを言ったか知らんが、私は決して人など殺してはおらんぞ」

「それではなぜ叔父は、そんなことを言ったのでしょう」

「奴は、私と彼女の婚約が整うても、アムールのことが忘れられず、我が屋敷に忍び込む企みを計画した。周到にも密偵を先に忍び込ませてな」

「その密偵が叔父の従者だった？」

「おそらくな。私は正式な手続きを経て、王と、彼女の両親の許しを得て婚約したのだ。出会って一月後のことだ。その間、彼女はわが屋敷に住まわせた。誰の目にも触れさせたくなかったからな」

「……ほとんど軟禁ではないですか」

「俺たちにとって、つがいとはそういうものだ。フェリア、情愛と執着の対象となる」

　ティガールは父に理解を示す。

　──だけど、陰険なイェーツ叔父のことだ。きっとひどい侮辱だと感じたに違いないわ。アムール様を愛していたのなら、なおさら。

「そうだ。それなのに、あの若造は深夜、我が婚約者となったアムールの部屋に忍び込こみ、襲いかかろうとしていたのだぞ。私が怒って当然だろう」

「当然だな」

　ティガールが大きく頷うなずく。

「悲鳴を聞いて、獣と化した私が一声吠えると、奴は密偵を置いて逃げ出した。密偵は生意気にも、私に向かって弓銃クロスボウを構えたから噛みついてやった。重症だったかもしれんが殺してはおらん。奴は自分を見捨てたイェーツを見限り、ログウッド郊外に住んでおる」

　悪びれもせずリューコは言い放った。

「オセロットに言えば、探し出してくれるだろう」

「そうだったのですか……大体の事情はわかりました。全てはイェーツ叔父上の逆恨みということですね。やや同情の余地はあるにせよ、してはいけないことをして、当然の報いを受けたと」

「そういうことだ」

　リューコは素っ気なく言った。

「叔父は私に、この家の秘密を暴いて証拠をつかめ、と命じたのです。凶暴な獣を飼う危険な家だと、南方領主家の名誉を貶おとしめる狙いで。そしてもし、私が探り出せたら、王に父の名誉回復を進言してやると」

「ふぅん。まぁ、奴の考えそうなことだ。そなたがこのように、真正面から私に問いただすとは思ってもいなかったのだろう」

「はい。でも今では、どちらの話が真実だったのか、私にもわかります」

「わかるか、利口な娘よ」

「これで、全て解決したな。親父殿、これ以上不必要な手間をかけさせるな」

「私が手間をかけさせたからこそ、おぬしたちは懇ねんごろになれたのであろうが。ちがうか？　倅よ」

「……っ！」

　ティガールがぐっと詰まる。やはり見抜かれている、と、レイフェリアは伏せた頬に血が上るのを感じた。

「それに、まだ全ての軋あつ轢れきが解決したわけではない」

「私もそう思います。リューコ様」

「二人とも聞くが良い。南方領土は豊かであるゆえ、昔から国境では、その富を狙って小競り合いが絶えなかった。代々の領主の采配で大きな戦にはならなんだが、我々は常に警戒を怠らない。また王家との良好な関係も維持せねばならない。そしてまた」

　リューコは、いったん言葉を切って、若い二人を強く見つめた。

「我らは、己の中に住まう獣を飼い慣らさねばならん。それはそなたも、だ」

「私も……」

「我ら四方侯は始祖の王より、獣の力を授けられたと言われている。北方領主家の紋章は大鷲だ」

「はい。伝説では四方侯は、神の使いたる獣から力をもらったとか」

「まぁ、伝説ではそうであろうよ。しかし事実は多分逆だ」

「逆、ですか？」

「そう。真国の始祖たる王は、特殊な能力のある一族を選んで四方侯に据えたのだ。そなたにも覚えがあろう」

「……」

　思わずレイフェリアは自分の足に触れた。

　そうではないかと以前ちらりと考えたが、リューコの言葉にはやはり重みがある。

　能力があったから、王に国の四方の守りを任されたのだ。




　曰く。

　北家は大鷲から高みより見る力を。

　西家は神猿から技術たる手て技わざを。

　東家は黒蛇から医と薬の知識を。

　そして、南家は烈れっ虎こから戦う力を。




「ともかく我が領地は一見平和だが、それはたゆまぬ努力の結果だということだ。そしてそれを維持せねばならない。そのためには、あらゆる苦労を厭わぬ、強い精神力が必要なのだ。鷲の娘よ」

「はい」

「仕事が好きで、立ち働くことを厭いとわず、打たれ強い女は、我らの階級にそうはいない。そなたは最初から気がついていたのだろう？　私が試練を与えていたことを」

「そうかもしれないとは思っておりました。でも、リューコ様は、南方領主家の血を守りたいとも、強くおっしゃられていました。そちらの方が説得力があって、私は諦めようとしていたのです。ティガール様の花嫁になることを」

　そう言って、レイフェリアは目を伏せる。

「あの時と今の私の心情は違いますが、これだけは言えます。ここに、南方に来てよかった。ティガール様についてきてよかった」

「親父殿」

「なんだ」

「これでわかっただろう。雨期が明けたら宴を開くと言っていたな？　そこで俺は、フェリア、いやレイフェリア殿に紅こう玉ぎょくを贈る」

「紅玉？」

　レイフェリアが尋ねた。

　赤い貴石は、南方ではありふれたものだが、たいていは不透明なものばかりだ。

　しかし、紅玉と呼ばれるものは、限りなく真紅で、透明度が高い石にのみ使われる名称だという。大きな石になると、屋敷が建つと言われるくらい高価な宝石である。

「妻つま問どいの捧げものだ。あなたにふさわしいものを探す」

「は……はい」

　言葉が足りないのでよくわからないが、この国の儀式のようなものなのだろう。後でマヌルに聞いてみようと、レイフェリアは思った。

「夏が終われば我らは王都に行く。そしてゼントルム王に婚姻の承諾と、お父上の名誉回復を二人で願い出よう。そして全ての憂いを晴らした後に」

　ティガールはリューコの前で、レイフェリアに膝をついて首を垂れた。

「前北方領主英フリーク卿の一人娘、レイフェリア姫。俺の生涯ただ一人の伴侶となってほしい」

「承知いたしました。ティガール様。私はあなたの妻となりましょう」

　ティガールはレイフェリアの手を取った。

「フェリア、本当に……いいのか？」

「はい。今さらという気もするけれど、言葉は大切だと思います」

「父の前で約束できるか？　それは俺と真のつがいになるということだぞ」

「あなたは初めからわかっていたのでしょう？　私もやっと気がついたの。私はあなたのつがい。あなたは私のつがいです」

「そうだ」

　ティガールは、レイフェリアの両手を大きな手で握りしめ、指先に口づけを落とす。

　本当は口に含みたいのを我慢していることが伝わり、レイフェリアも思わず微笑んだ。

　獣の手もいいけれど、この大きな分厚い手も捨てがたいわ。

「俺のつがいだ」

　ティガールはそう宣言し、性急に立ち上がると、レイフェリアの腕を引いた。

「では親父殿、報告は以上だ」

「言っておくが、私の態度は当面保留という程度だぞ。これでも当主ゆえ、複雑な立場もあるでな」

「充分だ。いずれ決着をつける日が来るだろう。しかし今はこれで失礼する」

「まぁ待て倅。気持ちはわかるが、そんなに急せくでないわ」

　リューコは、くつくつと笑いながら、レイフェリアに意味ありげな視線を向ける。

「鷲の娘よ、これはそなたの戦いでもある。今回も、私はなにも手伝わんぞ」

「もちろんです」

　レイフェリアは、リューコの言葉をしっかりと受け止めた。

「なんの話だ！　フェリアに手は出させない！」

「まぁまぁ、倅よ。女の戦場に、男は口を挟まぬのが習いじゃ。北の娘よ。しっかり働くがよろしかろう」

「わかりました。それではひとつお願いがございます。ご領主様」

「申してみよ」

「あの小屋から、城下に自由に出入りする許可を」

「ほぅ？　よかろう」

「ありがとうございます。ティガール様もよろしいですか」

「不服だが、フェリアには何か算段があるのだろう。だが、もうあなたの身は、あなただけのものではない。街に出るなら護衛をつける」

「はい」

「俺は最上の紅玉をあなたに贈る。明日の夜、発つつもりだ。夜の方が俺には有利だし、狩場は限られているからな」

「これはまた性急なことだ。戻ったばかりだというに」

　リューコがからかう。

「でもどうして狩場、なのですか？　紅玉は鉱物なのでは？」

「狩場だ。あなたは待っていればいい」

「わかりました。楽しみにしています」

「聞いていたよりも素直ではないか。娘よ」

「フェリアが悪いのではない。喰えない親父殿のおかげで、引っ掻き回されたのだ」

「ほう。だが、そなたの態度もなかなか無様だったではないか。オセロットが嘆いておったぞ」

「それは……フェリアが俺にあまりに冷たかったから」

　ティガールは素直にうなだれた。

「ティーったら！」

「いや。今では全部俺が悪いとわかっている」

「ははは！　まぁ、報告を受ける限りでは、どちらも意地っぱりだったことは否めぬな。北の娘、そなたは城下で何を始めるつもりか？」

「それはまだここでは。思いついたばかりなので。でも必ずやり遂げます。赤夏の宴の夜には、ティガール様のくださる宝玉にも負けない衣装を整えてお目にかけましょう」

「衣装など俺がいくらでも」

「いいえ。ティガール様。これは私の矜きょう持じなのです。ご領主さまの挑戦を無視したとあっては北方の血の名折れ。やらせてくださいませ」

「おお！　これは確かに大鷲の娘だ。許す。好きにやるがよい」

　リューコがにやりと笑って息子を見た。

「ありがとうございます」

「フェリア」

「いいのです。ご領主さまの許可もいただけたし、私もここで何ができるか試したいの。手を出さないで、好きにやらせて。お願い」

　レイフェリアは紫の瞳でティガールを見つめた。

「わ、わかった。さすがは俺の花嫁！」

　あっさり立ち直ったティガールが胸を張る。

「ふむ、今から尻に敷かれよるか、倅よ。まぁ良い、初めからわかっていたことだ」

「はい」

「賢くて強い北の鷲の娘よ。そなたは、我ら獣の血を鎮しずめるつがいとなるよう、戦うがよい」

「はい」

　レイフェリアは首こうべを垂れた。

「親父殿、では御前を失礼する」

　そういうとティガールは、レイフェリアを急き立てて、にやにやしている領主の部屋を後にした。

　大きくなった雨の音が廊下に満ちている。

　雨は、恋人たちのひとときを優しく包むだろう。

「若いの……ティガール」

　リューコは暖炉に踊る火を見つめて笑った。









２章　熱愛と挑戦











「ティー、どこへ行くの？」

　レイフェリアが来たことのない南の廊下を、ティガールはどんどん進む。

　途中でヒューマを見かけたような気もするが、彼はすぐに姿を隠したので、声をかける間もなかった。

「俺の部屋」

「あなたのお部屋？」

「そう、ここだ」

　ティガールが示したのは大きな扉の前、長い廊下を隔ててリューコの部屋の向かい側になる部分だった。

「さぁ」

　彼は自分で扉を開けて、レイフェリアを引っ張り込んだ。

「ここがあなたの部屋なのね？」

　レイフェリアは物珍しそうに、その空間を見回した。

　そこは赤く、広いだけの殺風景な部屋だった。家具らしいものは見事になにもない。

　あるのは扉の前の衝立て、中央の大きな赤い敷物、そしてその奥にある巨大な寝台だけだった。机すらない。かろうじて小さな暖炉が部屋を照らしている。

　湿気を好まない南方では雨期の間、こうやって室内を乾かすのだろう。

「ちっともご領主後継様らしい部屋じゃないのね……きゃあ！」

　レイフェリアが室内に目を遊ばせていると、あっという間に足元を掬すくわれ、そのまま寝台の上に放り投げられて体が沈んだ。

「ちょっと……あっ！」

　起き上がろうとしたその上に、男が飛びかかって来たのである。文字通り、飛びかかってきたのだ。

　大きな寝台がずしんと撓たわんだ。すぐにびりびりと服が裂かれる。この男には脱がせるという概念はないのだろうか？

「待ち遠しかった……ずっとこうすることだけ考えていた」

　ティガールが情欲に掠れた声で囁く。

　彼は両膝でレイフェリアを捉え、ごつごつした掌で露あらわになった白い肌を摩さすりながらあちこちに口づけを落としていく。吐息が熱く激しい。

「まだ冷えているな……温めてやる」

「あっ……待って、私、結構疲れてて……お風呂もまだ」

「終わったらいくらでも寝ればいい、風呂も隣にある。なんならこの部屋まるごとやるぞ」

「……」

　それは遠慮したいと思った。

　この部屋の殺風景さに比べたら、まだレイフェリアの小屋の方が物が多いくらいだ。

　などと、ぼんやり考えていると、不満そうな顔をした男に唇を覆われる。

　それは飢えた獣の口づけだった。

　互いの唇と舌を擦り合わせる合間に息をつき、次の瞬間にはぴったりと合わさる。

　マヌルが届けてくれる、冷たく甘い菓子を啜るような音が、秘めやかに鳴る。

「親父の前で襲っちまわないか、冷や汗ものだった」

　その通り、ようやく素裸になった男の足の間には、天を衝く巨大な楔くさびがあった。

　辺境での初めての夜からおよそ一週間。

　レイフェリアにはそれほど前のことのように思えないのだが、一度つがいの味を知ってしまったティガールにとっては、狂おしい日々だったのだろう。

「い、いや……」

　自分の腰を挟んで見せつけられるものから、真っ赤になって目を逸らすレイフェリアだが、性急に膝が割られ体を開かされる。

「あっ！　まだ」

　抗議の声は明白に無視された。ずいと腰が進められ、足の間に硬いものが当たる。

「だめ！」

　ゆっくりと侵入が開始される。

「あ！　あ……あ……あああ」

　──入ってくる！　熱い塊が私の中の道をこじ開けて入ってくる！

　それはまだ準備のできていないレイフェリアを気づかうように、そして自分もまた堪えるように、じりじりと進んだ。

　これだけ猛たけり切っているのに、存外慎重である。彼なりに自重しているのだろう。

「ああ……はいった……やっとはいれた。フェリアの中だ……」

　男が呑んだ息をゆっくり吐き出す。

　それは熱く湿って、レイフェリアの汗ばんだ肌を撫でた。

「んんんっ」

　胎な内かがみっしりと埋め尽くされている。レイフェリアは固く目を閉じて、その圧に耐えた。息が継げない。

　──苦しい……でも、体が……体が喜んで解れていく……！

「……っ？」

　ぱらぱらと顔に落ちてくるものがあるので、うっすらと目を開くと、しとどに濡れた男の顔があった。額から顎からつたい落ちた雫が上から降ってくる。

　ティガールは非常に苦しそうだった。豪華な髪が頬にいく筋も張り付いている。

「……ティー？」

　レイフェリアは思わず腕を伸ばして男の汗を拭ぬぐい、髪を掻き上げてやった。

「もう、いいわ」

　それが箍の外れる合図。

「……っううあああ！」

　男は一声吠えると、猛烈な勢いで体を揺すり始めた。

　がつがつと打ち付けられて、体が跳ね上がりそうになる。

　しかし、彼はそれさえも許してはくれなかった。がっちりと腰を掴まれ、敷布に押しつけられて動けない。

　男は胎内の薄い皮膚どうしの摩擦からくる熱い感覚を、味わい尽くそうとしている。

　レイフェリアの胎はらから圧迫感が急速に引いていき、徐々に別の刺激に取って代わろうとしていた。

　しかし常に、男の方が性急で強欲である。

「あおおおおおっ！」

　ぴったりと腰を押し付け、背中を反らせて獣は吠えた。最初の爆発が来るのだ。猛烈な刺激が体の中心を駆け上がる。

「くそっ！　出る！　出てしまう！　フェリア！　俺を受け止めて！」

　瞬間、レイフェリアの中に熱い飛沫が大量に注がれた。

　どっと伸のし掛かる愛しい重さ。

　レイフェリアの体はまだ途中だったが、あまりに可愛い男の我わが儘ままに、広い肩を抱いてやることしかできない。ティガールは荒い息を零していた。

「大丈夫？」

「すまない……我慢がきかなかった……あなたの胎内があまりに、その……よくて、いつも最初は抑えられない」

　息継ぎの間にティガールが囁いた。

　汗に濡れた胸と胸がぴったりくっついて離れない。二人はまだ繋がったままだ。敷布の上には引き裂かれた二人分の服が散乱している。

「私、いいの？」

　熱い体液が足の間から溢あふれる。少し気持ちが悪い。

「うん」

　レイフェリアは嬉しかった。

　自分がこの大きな獣を喜ばせられることに、誇りを感じる。

　──今までなんの役にも立てなかった、誰にも好かれなかった私なのに。この虎はこんなにも愛しんでくれる。

「けど、あなたはまだ途中だ……大丈夫、すぐに回復する。ほら」

　放たれた子種が潤滑液となり、ティガールが再び静かに腰を揺らし始めた。

「ああ……あなたを、あなたの形を感じる」

「そうだ。俺をもっと感じてくれ」

　ティガールの指先が胸に触れる。ざらざらした指先に丸く擦られて、体の中心から胸に向かって疼痛が駆け抜ける。レイフェリアの腰が大きく撓しなった。

「あ……あんっ！」

「その声が聞きたかった！　もっと感じて！」

「や！　やぁあ！」

　たまらなく心地がいい。

　しかし、レイフェリアはもどかしさも感じはじめていた。心地が良いだけでは満足できないのだ。もっと強く、激しく触れて欲しいという気持ちが湧いてくる。

　──私、変だ。あの夜からずっと濡れている。

「だめ……変になる！　もう堪忍して、ティー！」

「冗談だろう？　フェリア、今始まったばかりだ」

　男はそう言って、ぐいと腰を突き入れた。彼の雄がますます増長する。

　最初の交わりの時は、初めての行為に戸惑い、余裕がなかった。嵐のような感覚をひたすら受けるだけで精一杯だった。

　なのに今は、胎内に蠢うごめくものにもっと擦りあげられたい、胸の頂をきつく捻ひねりあげて欲しい、器用な長い舌で、体の奥まで全部味わい尽くして欲しかった。

　知らず知らず、腰が揺れる。

「俺が欲しいか？」

「欲しいわ……ああ！　もっと！　もっとして！」

「フェリア！」

「きて！　もっと強く触れて」

　ティガールの頬を両手で挟んで顔を覗のぞき込む。金の瞳は情欲に溢れていたが、いたずらっぽく煌いた。

「な……なに？」

　ティガールは浅い部分から深い部分まで、味わい尽くすように静かに動いている。指先は両胸に沈み、手のひらの中心で丸くなぞられた頂が潰れた。

「固くなってる。色は……こんなに赤く」

「言わないで」

「赤く腫れ上がっている……美しい。まるで紅玉のように」

　あむり、と胸を喰われる。舐めるのが好きなこの男は、レイフェリアの熟れた小さな果実を、あらゆる方法で攻め立てた。

　器用な舌先は敏感な部分をつつき、転がし、押さえこむ。それを両の胸で代わる代わる試されるのだ。

　分厚い唇で挟まれて擦り付けられたとき、レイフェリアは堪らず、最初の坂を駆け上がった。

「あああああっ」

「ううっ！　フェリア！　きつい！」

　強烈に締め付けられたのだろう。ティガールが思わず腰を引く。

「あう！　あう！　あああっ」

　二度目の爆発は、ぬるりと抜けたその瞬間だった。

　熱い飛沫がレイフェリアの足の間を汚す。

　あっと思うまもなく、男はその部分にも喰らいついた。

　自分の体液を舐め取り、レイフェリアから滲み出る蜜を求めている。滑稽とも思える水音が雨音に混じった。

「あっ！　そこは」

　中芯に吸いつかれてレイフェリアの腰が跳ねる。

　るろるろと上下に扱しごかれると、嬌声が止まらない。おまけに長くてごつごつした指が、濡れそぼった隧ずい道どうに忍び込んでくるのだ。

「ああっ！　やぁあ！」

　指の腹を使って胎内をかき回される。それは男根よりも細いが、やはり器用にレイフェリアを翻弄した。たちまち第二の登り坂が目の前に迫った。

「んんんーっ！」

　腰を大きく反らせて、レイフェリアが再び頂点に達する。

　ティガールはその様子を見届け、再び膝を使ってレイフェリアを跨またいだ。

　自分の指を舐めている。レイフェリアの蜜を味わっているのだ。

「甘い」

　そして自分のものを掴むと、その切っ先をレイフェリアに定めた。二回も放ったというのに、それはますます雄々しい。

　──これこそが獣なんだわ。

　レイフェリアは魅入られたように、それを見つめた。

　奇妙で滑稽で不思議な獣。しかし、繊細で美しくもある。

　今それは、涎を垂らして切なそうに揺れた。

　──これが欲しいわ。とても。

「……凄い色だ」

　低く呟つぶやく声がある。

「色……？」

「俺を求めてくれる透き通った紫色。炎が映って凄く綺麗だ……」

　ティガールが欲情に溢れた微笑みを浮かべた。ふてぶてしい獣が、その質量と硬度を更に高めている。

「俺の……俺のものだ！」

「ひう！」

　ずん、と奥を突かれてレイフェリアが息を呑んだ。しかし、体は浅ましく、それを締め上げる。

「ああっ！」

　恥ずかしいと、理性は訴えている。しかし、それがなんだというのだ。レイフェリアは深いところまで彼を受け入れ、荒い吐息をこぼした。

　雨期に入っているので月は見えない。だから、男の肌には紋様は浮かんでいないが、今のレイフェリアにはそれすら確かめるゆとりがなかった。

「くうっ！　まだこんなにきついとは！」

　そうして男はまた、激しく体を揺らしはじめた。今度こそ一緒に高みに昇りつめようというように。

「ティー！　もっと、もっと、全部！」

　レイフェリアは叫んだ。

「全部ちょうだい！」

「やるとも！　さぁ！」

　獣が腰を振りたくり、のけぞる首筋に歯を立てた。

「おおおおおおおおお！」

　それは原始の行為。激しく打ち付け合う肌が鳴る。

　しかし、雄と雌は互いを貪り尽くすことしか頭になかった。

「ああ！　フェリア！　フェリア！」

　ティガールが体勢を入れ替え、レイフェリアは、背後から抱きすくめられる。彼のものは胎内に残ったままだ。背中と胸がぴたりと合わさった。高々と片膝を抱えられ、横向きにされ、ぴったりくっついた獣に、後ろから貫かれている。

「こんなの……あっ！」

　もう一方の腕は脇から回って乳房を揉みしだき、首に歯が当たる。肌を傷つけないように、しかし痕は残るように甘く嚙まれている。

　それは獣の愛撫だった。

　一方の手に乳房を掴まれ、もう一方の手はずうずうしく腿の間から入り込んで、敏感な花芽を探し当て、押しつぶした。

「ああ……い、いやぁ」

　四つの部分を同時に愛されて、レイフェリアの体が大きく跳ねる。白い肌から汗が飛び散った。

　彼女とて、通常の女よりは強い体を持っているはずだが、この獣にはかなわない。たやすく抑え込まれ、ますます強く刺激されるだけだ。

「いいっ！　フェリア、すごくきれいだ！」

「後ろからは見えないでしょう！」

　レイフェリアは息も絶え絶えに文句を言った。

「見えるとも！　俺には見える」

　調子に乗ったティガールは、唇と両手と雄をつかって、ますます愛撫を深めた。口は不器用なくせに、どうしてこういうところだけ器用なのだろうか？

「ああっ！」

「うおあ！」

　男を締め付けながら、レイフェリアが達する。同時に搾り取られるようにティガールが三度目の精を放った。

「フェリア、フェリア！　唇をくれ！」

　ティガールの指が顎を捕え、ちゅうと音を立てて吸われた。

　レイフェリアも体が柔らかい方だが、ティガールも大きいくせに、非常にしなやかな体をしている。

　二人は弓なりになったまま口づけを交し合い。お互いの体液を存分に味わった。

「口づけ、好き。もっと」

「本当か？　素直になったフェリアには、もっとやる」

「素直でなくてもして」

　暗い室内に湿った音が溶け出してゆく。

　その夜、レイフェリアが覚えているのはそこまでだった。

　雨は、恋人たちの睦むつ言ごとを包む帳とばりとなって降り注いでいた。




　目が覚めると、目の前に金色の光があった。

「朝……なの？」

「夜明けだ」

　ティガールは低く答えた。

　室内は暗い。雨がまだ降り続いている。

　周囲を見ると、ここは主宮のティガールの部屋ではなく、レイフェリアにあてがわれた元氷室の小屋だった。

　眠っている間に連れてきてくれたのだろう。

「あなたがここを望んだからだ」

「ありがとう」

　不服そうなティガールの頬に手を当てて、レイフェリアが微笑む。服は着ていないが、肌はさらりとしているのは、彼が拭いてくれたのだろう。

　けれど、肌の上に散る赤い痕までは消し切れていない。それは彼の執着の証だった。

「ティーは眠ったの？　今夜出かけるのでしょう？　少しは体を休めた方が……」

「大丈夫だ。少しは寝た。俺はそんなに眠らなくていい体だから」

「ずっと私を見ていたの？」

「まぁ、そうだ」

　──あれ？　この人、もしかしたら……。

「もしかしてティー、北の領地に私を迎えに来てくれた時も、こうしてくれてた？」

「ああ。あの時は窓枠越しだったが、獣となって毎晩見守っていた。フェリアがいつか気づいてくれるかと思って」

「知らなかったわ。言ったでしょ？　あの頃の事、猫のティーのこと、私はすっかり忘れていたのよ」

「そうだったな。悲しかった……今から、懲らしめてもいいか？」

「だめよ、困ります。そろそろ、ルーシーが来るから」

　朝から盛ろうとしたティガールを、何とか躱かわしてレイフェリアは服を着た。

　朝の雨で、部屋は薄暗いが、いつのまにか壁には窓がくりぬかれ、ガラスや帳まで、しつらえられている。留守の間、ルーシーとマヌルが一生懸命整えてくれたのだろう。

　レイフェリアは心が温まるのを感じた。

「雨期の間、雨はずっと降り続くの？」

「いや、降るのは主に、夕方から夜を通して午前中までだ。昼から午後にかけては止むことが多い」

「ああ、それなら昼間は活動できるわね」

「親父殿も言っていたが、何をする気だ？　危ない真似は……」

「まぁ！　扉が空いているわ！　ひょっとしてレイ様、お戻りですか？」

　明るい声が外から聞こえてくる。

　レイフェリアは急いで部屋着を身に着け、寝台を衝立で隠してから扉を開けた。

「ルーシー！」

「レイ様！　やはりお戻りでしたか！　そろそろかなって、そんな気がしたんです！」

　ルーシーは心から嬉しそうに、そして安心したように抱き着いた。

「心配してたんですよ！　とても急なお出かけだったし、でも……ご無事でよかった」

「昨夜戻ったのよ。遅くなったし、雨だったので、連絡しなかったの。ごめんね、心配してくれたのね」

「いいえ、私のことなんていいんです。すぐにマヌルさんを呼んで、朝食のお支度をいたします！」

　ルーシーは涙を拭きながら、再び小雨の中を駆け出していく。

「ティー、この隙に出てちょうだい」

　レイフェリアが衝立の後ろを覗くと、そこにはもう誰もいなかった。

「まったくもう……」

　レイフェリアは苦笑を一つ漏らした。

「本当にご無事でようございました！」

　あの後、ルーシーと共に、朝食をもって駆け付けたマヌルも嬉しそうだった。

　留守にしたのは一週間程度だが、レイフェリアもこの場所と二人を、懐かしいと思っている自分に気がついている。ここが彼女の居場所となるのだ。

「二人には申しわけないと思ってるわ。急に決めて、ほとんど話もしないで出立してしまったから。でも、こうして無事に帰ることができたのは、ティガール様のおかげよ」

「国境の問題はどうなったのです？」

「ひとまずは収まったみたい。でもこれからややこしくなる……と思う」

「こちらはこちらで大変でしたのよ。あのうるさいナドリネ様が見に来られて……」

「ナドリネ様が？」

「ええ。レイフェリア様がいないと知って、『小娘が、やっと北へ逃げ帰ったか。いい気味じゃ』とすごくご機嫌でしたわ」

　ルーシーはナドリネの様子をまねて報告する。

　その様子がとても似ているので、不謹慎にもレイフェリアは大笑いしてしまった。こんなに笑うのはいつぶりだろうか？

「でも……なるほど、こちらもやっぱり大変そうね」

　レイフェリアは昨夜見た、ナドリネの怒りに満ちた顔を思い返してため息をついた。

「ご飯を食べたら街に下りるわ。ついてきてね、ルーシー、マヌルも」




「綺麗な街ね」

　レイフェリアはログウッドの城下町を見渡している。

　午後になって雨は小やみになり、人々の姿も街に見え始めた。南方に来て初めての街歩きだ。

「そうですねぇ、でもどこも、やっぱり赤っぽい感じがしますね」

　ルーシーは、ゆるい坂道を下りながら言った。石畳も壁も、赤味のある石が使われている。

「街の名もログウッドあかみのきだしね」

「でも川が街中を流れているからか、思ったより暑くはないですね。水路も多いし。あ！　あの橋、アーチ型で可愛い！」

　ルーシーは珍しそうにあちこち見渡している。この街は主な道に沿って、澄んだ水が流れる水路があり、小さな橋があちこちに掛かっているのだ。

「はい。涼しく過ごせるように、いろんな工夫がありますよ」

　マヌルが説明する。

「本当ね、樹木も多いし、広場には噴水がある。市場も天幕が大きくて、まるでお屋敷のようね」

「お店も多いわ。これならいけるかも」

　レイフェリアは嬉しそうに言った。少し離れたところにいるヒューマが、かばんを持ってくれている。

「市場はこの近くです。人が増えますから、被り物を下ろしてくださいませ」

「ええ、わかったわ」

　レイフェリアは町娘が日よけに被る、薄い色の布を顔の前に下ろした。

「でも、どうして急に、お金を稼ごうなどと思われたのですか？」

「私、自分のお金をほとんど持っていないの。だから、少しは稼ごうと思って」

「だけど、そんなことを姫様がする必要ないと思います。欲しいものがあったら、ティガール様におっしゃればよいかと」

　ルーシーが不満そうに唇を尖らす。

「それはだめよ、説明したでしょう？　私はもうお館の賓ひん客かくではないし、たとえお客だとしても、そんなことはしないわ。リューコ様は支援しないっておっしゃったのに、ティガール様に助けてもらうのも悔しいじゃない。それに私は働くことに慣れてるの。いざとなったら厨房の下働きだってできるわよ」

「そんな……姫様」

「ええ。そんなことをすれば、ナドリネ様に一層軽蔑されるだけから、できればそれは、したくないわね。だからここで探すの。あ、あれは……」

　レイフェリアの視線の先には、店先に様々な細工物を所狭しと並べている店があった。三階建ての大きな店である。

　レイフェリアが興味を引かれて中に入ると、そこはやはり装飾品を扱う店で、室内用の飾り物から、男性用の大ぶりの装身具までずらりと並べられている。

　南方では男性も様々に身を飾るようである。馬具用の飾りまであった。

　そして、もちろん一番多くの棚を飾るのは、女性用の宝飾品だ。

　一番多いのは頭飾りで、頭に被る布の上から巻くものだ。あとは耳飾りに首飾りと、胸から上を飾る品々が一番多い。北方ではあまり見かけない、腕輪や足輪もたくさんある。

「ふーん。全体的にやっぱり、赤や橙色のものが多いのね。あとは白か黒」

「はぁ、この地方では太陽を尊ぶものですから」

「宝石類も赤系が多いのね」

「ああ、それもここらで一番よく採れる石です」

「赤といっても同じ色合いのものはないのね。でもこの値段では、宝石ではなく輝き石せきね。きっと貴族用の希少な石は、別の部屋にでもあるのだわ……ご主人！」

　レイフェリアは、声を掛けられたそうにしている店主を振り向いた。

「はいはい、いらっしゃいませ。お嬢様方、なにをお求めに？」

「いえ、あの……ちょっとお伺いしたいんですけど」

「なんでございましょう？」

　店主は上客と見ていそいそと寄って来る。

「私たちは遠くから来たんだけど、南方では赤色の装飾品ばかりが人気があるの？」

「はい。確かに赤は太陽の象徴で尊重されるのですが、こちらではまぁ、ありふれた色でございます。なので、工夫を凝らした細かい意匠デザインの物が、人気があります。ご覧ください。石を飾る金や銀の細工が見事でしょう？　西方の職人の仕事です」

　──確かに西方には優れた技術者が多いと聞くけれど、いい材料さえあれば、私だって負けないわ。

　様々な細工物を見ながら、レイフェリアは冷静に考えた。

「青や緑の石は人気がないの？」

　店の中には、寒色系の色はほとんどない。

「いえ、人気はむしろ高いのですが。最近は滅多に入ってこないんですよ。青や緑の宝石は、北方で採れる石です。しかし最近は、北との交易がほとんどなくて。貴重な色の石は、王都や西方で大方捌さばかれてしまいます」

「そうなの」

「ええ。こちらの貴婦人たちは、高いお金を払って都から商人を呼んでいるそうです」

「よくわかったわ。ところで、このお店では、石は買い付けてないの？　それとも出来上がった品物を仕入れているの？」

「石も買ってますよ。店の裏に小さな工房があって、職人がいます。でも、どうしてそんなことを？」

「私も以前、装飾品を扱ってたから気になって」

「そうなんですか？　お嬢様はもしかして、北方の商人さんで？」

「正確には商人じゃないけど。飾るよりも作る方に興味があるの」

「ああ、それでお目が高いのですね！　見ると、お嬢様も大変美しいお色の瞳で、珍しい宝石のようですね。どうですか？　こちらなど、とてもよくお似合いです」

　店主は柘榴石ざくろいしの首飾りをレイフェリアに示す。

「ありがとう。とても綺麗ね。でも今日は買えないの。でも、きっとまた来るわね」

「お待ちしております。どうぞご贔屓に」

　店主は買いもしないレイフェリアを気に入ったと見えて、深々とお辞儀をした。

「さぁ、次は薬屋さんを見たいわ」

　店を出たレイフェリアは、もう次の狙いを定めている。

「はい、お城の御用達の店が大通りにあります」

　マヌルが連れて行ってくれたのは、意外にも大通りの奥にある古い小さな店だった。

　店主は腰の曲がった老人だ。

「こちらではどんな薬草が一般的なのかしら？」

　薬屋でもレイフェリアは熱心に質問し、この地方の代表的な消炎薬と、体を冷やす効果のある香草などを見せてもらった。

「やっぱり北のものとは種類が違うのね。でも似たようなものはあるわ」

　そう言ってレイフェリアは袋から画帳を出して、自分で作った標本を見せた。

「この薬草のこと知ってる？」

「どれどれ……ああ、これは珍しい。こちらじゃめったに見られない、北の国で採れるもんじゃな。これは下痢止め、こっちは熱冷まし。お嬢さん、よくこんなものを持っていたね。もっとあるのかい？」

　老店主は顔を近づけて、葉を見たり匂いを嗅いだりしている。

「良ければ今度持って来るから、引き取ってもらいたいんだけど」

「ほう！　いくらだね？」

「おじいさんが出せるお金でいいわ。あと、さっき見せてくれた薬草を少し買いたいわ」

「へぇっ、驚くね。じゃあ、そのうち持ってきなさい。いい値で買うよ。それとこれを持っておいき。あとこれも」

　店主は、レイフェリアが見ていた薬や香草を、多めに袋に入れてくれた。

「今度はちゃんとした商売にしよう。お嬢さん」




「さぁ、これからもっとお金を稼がないと」

　市場を歩きながらレイフェリアは意気揚々と言った。

「今日はほとんど様子見だったけど、石はいくつか持ってきてるし、薬草は乾かしたものと種子があるわ。どこか涼しい山の中でなら、いまより大掛かりに栽培できるかもしれない。きっと値がつくと思う」

「……レイ様って、本当にすごい方なんですねぇ」

「俺もびっくりしてます」

　マヌルもヒューマも、すっかり感心している。ヒューマは店先で見張りをしてくれていたのだ。

「そうよ、こう見えて私は商売人なのよ」

「でも少し休まないと。お二人ともほっぺたが真っ赤です。こちらへどうぞ。素敵なお店があるんですよ！　冷たい飲み物も、甘味もあります」

　ヒューマが青い日よけの掛かった、水辺の茶屋に案内した。

　こういうことにかけて彼は、マヌルより詳しいようだ。

　木陰で休めるので、二人の娘は文字通り一息つく。

　ヒューマが飲み物を買いに行っている間に、レイフェリアは被り物を下ろして街の様子を観察した。マヌルは「少しだけ失礼します」と言って手洗いに立った。

　人通りは多かったが、ティガールの言った通り、人相風体の悪い輩も見かけない。

　街は活気づき、みんな短い雨上がりのひとときを、楽しんでいるようだ。

「お嬢さんたち、休憩？」

　見ると、二人の若い青年が立っていた。

「よかったら何か奢ろうか？」

「わぁ君、すっごい綺麗な目の色してるね」

　青年の一人が、ずいと顔を近づける。

「それにものすごい美人だ。色も白くて……って、うわ！」

「その方に気安くするな」

　いつも朗らかなヒューマの獰猛な声に驚いたのは、二人の青年だけではない。

　レイフェリアもルーシーも思わず体を寄せ合った。飲み物が乗った盆を片手に、ヒューマは青年の胸ぐらを掴み上げている。

「どっか行けよ暇人」

「わかったよ！　離せったら馬鹿力！　別べっ嬪ぴんさん、またね～」

　ヒューマの脅しに縮みあがりながらも、最後の礫つぶてを放って去る青年たちを見送って、振り向いたヒューマは、もう笑顔だった。

「すみません。びっくりしたでしょう？　こっちの若い奴は、綺麗な女の人にすぐにちょっかいかけるんで。きっとそう悪い奴らじゃないんですが」

「みんな陽気なのね。ヒューマもそうなの？　こういうお店に詳しいようだし」

「いえっ！　ルーシーさん、俺はそんなことは！　仕事中は、えっと……」

「やっぱりするのね」

　ルーシーは半目になって青年を見やった。

「そんなっ！　俺がそんな浮わついたことするわけないでしょ！　レイフェリア様～、信じてくださいよ」

「信じるわよ」

　冷たい清涼飲料を受け取りながら、レイフェリアは陽気な青年を見直した。

　あたりまえだけど、ただのお調子者ではないのね。

　ティガール様もそうだけど、この人もいきなり様子が変わるのだわ。油断ができないわね、南の殿方は。

「レイフェリア様、ルーシーさんすみません。ちょっと目を離した隙にお調子者がやってくるなんて」

　戻ったマヌルが二人に詫びる。

「でも、さすがティガール様が選んだ護衛だわ、ヒューマ、よくやったね」

「ありがとうございます！　マヌルさん。俺、すばやいんで！」

「ですがレイフェリア様、この城下でひどい悪さをする者はいません。これもご領主様の統治のおかげなのです」

「リューコ様は、領民に尊敬されているのね」

　──そういうお方に、私は挑戦してしまったのだわ……。

「さぁ、これを飲んだらお城に戻りましょう。これから忙しくなるわ。また近々街に下りるつもりだから、その時もヒューマ、お願いね」

「はいっ！　いつでもお供いたします。でも……レイ様って、本当に男の目を惹くんだなぁ。ティガール様が気を揉むわけだ……」

　ヒューマの言葉の後半は、口の中で消えた。

「どうしたの？　ヒューマ、何か言った？　顔が暗いわよ」

「いっ、いえっ！　なんでも、さぁ、お館に戻りましょう！　早く戻りましょう！」

　ヒューマが急かすので、女たちは陽が落ちる前に城に戻ることができた。

「今日は久しぶりに歩いてお腹が空いたわね。汗もかいたからお風呂にも入りたいけど、大丈夫かしら？」

「お任せください！　使用人の方々と仲良くなったので、お風呂は使えますわ。召使い用なのが申しわけないですけど、誰も入ってこられないように私が見張りをいたします！」

「ルーシーは有能ね。とってもありがたいわ。でも、多分その必要はないわ」

「え？」

　レイフェリアは城を見上げていた。

「ルーシーはもうお部屋に戻ってちょうだい。明日から忙しくなるから！」

「だけど……え？　あの？」

「さぁ、まいりましょ！」

　マヌルとヒューマがルーシーを引っ張っていった。

　暮れなずむ空には月が昇り始めている。もうすぐ雨になるのだろうが、今の空は澄み渡り、最後の美しさを放っていた。

　レイフェリアは明日の希望を感じて空を見つめている。

　その足元にふわりと獣が降り立った。




　ティガールが館を出たのは深夜だった。

　彼はぐっすり眠るレイフェリアの髪を掬って口づけると、ありったけの自制心を動員して部屋を出たのだ。

　せっかく支度を整えたのに、少しでも肌に触れてしまっては、今夜の出立は諦めなくてはならないだろう。体力を使い果たして眠るレイフェリアを抱いて小屋に連れていき、護衛に合図すると素早く立ち去る。

　激しくなりつつある雨。しかし、心は明るい。

　今から行けば、昼過ぎには宝石の谷に着く。赤夏は南方の男にとって、求婚の季節だ。谷底に流れる川が、宝物を運んでくるのだ。

　庶民から貴族まで、この時ばかりは身分の上下なく、男たちは恋人に送る美しい宝石を探し求める。雨が谷川に宝石を運んでくる。しかし油断すると、雨期で飢えた獣に襲われることもある、危険な場所である。

　ゆえに石は、最初に見つけた男のものになるのだ。

　ティガールの目指しているのは、谷から更に深い山に分け入ったところにある、川の源流だ。複雑な地形で、ほとんど誰も入らない場所だが、ティガールにためらいはない。

　そこに、ティガールの求める紅玉が眠っているはずだった。

「こんな遅くに、どこに参られるのです？　ティガール殿」

　城門で呼び止められる。

　ティガールは振り返らなかった。

「ナドリネか。言っただろう、お前に用はない。下がれ」

「いいえ、下がりませぬ。どうしても、確かめたいことがございますゆえ」

　ナドリネは一人だった。服装も常になく簡単なものだ。

「なら早くしろ。俺は忙しい」

　ティガールは素っ気なく告げた。

「紅玉を取りに行かれると伺いました」

「そうだ」

「それは勿論、我が娘カラカのため、でござりましょうな？」

　いつもの横柄な声音ではなく、どこか縋すがるような響きである。

「カラカ？　俺がなぜカラカのために、紅玉を取りに行く理由がある？」

「なぜと申されまするか？　カラカは伯父上……リューコ様が認めた花嫁候補ではありませぬか！　赤夏の宴で、正式にお認めくださるのでござりましょう！」

「ないな。俺はフェリア……レイフェリア殿のために出立する」

「そんな馬鹿な！　ありえませぬ！　あんな貧相な、罪人のむす……ひぃ！」

　ナドリネの声が途中でくぐもる。

　ティガールの腕がナドリネの服を掴んで壁に押し付けていた。

「今までは親父殿の姪だということで、俺も甘くしていたがな。これ以上は許さん」

「な……な！　私のカラカを蔑ないがしろろにするとおっしゃるか？」

「蔑ろにした覚えはない。カラカはカラカだ。大切な身内、それだけだ、だが」

　ティガールは腕を離して踵きびすを返す。ナドリネは湿った床に投げ出された。

「フェリアは俺のつがいで、花嫁となる女だ。無礼は許さん。覚えておくがいい」

　そう言って、ティガールは灰色の雨の中に出て行った。




「今朝も雨ですね～」

「雨ね」

　レイフェリアとルーシーは、ぼんやりと戸口を眺めていた。

　小屋が北にあるのと、空を厚く覆う雨雲のせいで、昼間なのに室内は暗い。

「でも、恵みの雨なんですよ。年に一度たっぷり降る雨のおかげで、この国は豊かでいられるんです」

「私もそう聞いたわ。マヌル」

「山や草原には保水力があり、水路も井戸も枯れることはありませんし。洞窟の奥からはいつでも氷が取れます」

「じゃあ、文句なんか言えないわね」

「私、厨房の女の子から聞きましたよ！　若い殿方はこの時期、紅玉を探しに行かれるんですって。もちろんお店でも買えますが高価だし、母親からも受け継げますけど、自分で採って来た紅玉を首飾りや腕輪にして、好きな娘さんに贈るのが一番の求婚の証とされるそうです！」

　──ああ、なるほど、そんな意味があったのね。だから「狩場」なのだわ。

　ティガールはあまり語らないし、レイフェリアも野暮な気がして尋ねなかったが、紅玉を贈ることにはそんな意味があったのだ。

　ティガールは、眠るレイフェリアを残して行ってしまった。

「でも紅玉って、どこで採れるのかしら？」

　もともと鉱物に、強い関心のあるレイフェリアが興味津々で尋ねる。

「山の方です。川を遡さかのぼって行くと、深い谷になっていて、ところどころ浅瀬になっているところがあって、そこで原石を採るんです」

「だけどマヌル、この雨よ。危なくはないの？」

「訓練された犬を連れて行くし、雨は毎年決まった量ですから、大丈夫なようです。それに皆、自分だけの秘密の採石場所があるんですよ。もちろん領主家の場所は誰も知らないところです。ご安心ください」

　マヌルは意味ありげに、レイフェリアに目配せをする。

「紅玉って、市場ではどのくらいの価値があるの？」

　レイフェリアは頬が緩まないように気をつけながら、まじめに尋ねた。

「大きさや色合いで、いろいろですけれども。混じり気のない、私の小指の先くらいの大きさのものなら、立派な馬が二頭買えるほどでしょうか？　親指くらいのものになると、普通の屋敷なら馬車つきで買えるそうです」

「それは凄いわね」

「だから殿方は一生懸命、好きな娘さんに送る良い石を探すのですわ。でもたいていは、磨けば小指の爪の半分くらいになってしまいます」

「受け取らなければどうなるの？」

「あなたと男女の仲に、なりたくないってことになります。殿方には非常にきつい仕打ちですのよ」

「え？　そうなの？」

　レイフェリアはまだ紅玉をもらっていない。なのに、既にティガールに好き放題されている。

　──これって、決まりごとを破った、ってことにはならないのかしら？

「大丈夫です。ティガール様はきっと、レイフェリア様に素晴らしい宝玉を持ってこられますよ」

　レイフェリアの微妙な顔を、違うように解釈したマヌルは、見当違いな励ましの言葉をかけた。

「ああ、外が少し明るくなってきましたね。今日の雨は短くてすみそうですわ。午後は街へ下りられるのですか？」

「もちろん。昨日約束した品を持って行かなければならないんだもの」

　この数日、雨が上がるたびにレイフェリアはログウッドの街へ下り、装飾品の店と、薬屋の主人と懇意になった。

　装飾品店では、原石に高い値がついただけでなく、故郷の家でレイフェリア自身が作った細工物や、彼女が描きためた装飾品の意匠デザイン画にも値が付いた。

「あんたの意匠で、いくつか作らせようかと思うんだよ。こちらでも王都でもない独特のもので気に入った。ここには西方の職人もいるから、これからも描いて持っておいで」

「ありがとうございます」

「それと、あんたが北方の商人と渡りをつけてくれるなら、別に仲介料を払うよ」

　そう言う店主に、レイフェリアは確かな手ごたえを得る。

「多分時間がかかるかと思いますけど、実現させてみせますわ」

　また、乾燥させた薬草を持って行った薬屋では、老店主に見習いとして働かないかと言われる始末だった。つまり、レイフェリアの目論見は当たったことになる。

　受け取った利益は予想を上回るものだったが、商売を続けるためには、商品がなくてはならない。北から持ってきたものだけでは少なすぎる。

　──せっかく南北交易の可能性があるのに、叔父上の統治では、双方の利益をつぶしてしまっている。何とかしなくちゃだわ！

　北方に伝手を持たないレイフェリアには、これから考えること、やることが山ほどあった。

　──薬草の栽培については、城北の洞窟なら何とかなりそうだけど、それにしたって今すぐってわけにはいかないわ。当分は残りの石と意匠画、そして薬屋のお爺さんの手伝いでお金を稼がないと！

　しかし、レイフェリアの意気込みに反して、次の日は午後になっても雨はなかなか止まなかった。

　こういう日もあるのだとマヌルは笑うが、せっかくやる気に満ちているのに、出鼻をくじかれたようで、レイフェリアの働きたい気持ちが収まらない。

「私って、本当に貧乏性にできてるのね」

「貧乏性ではなく、働き者なんですわ。そうだ！　東の庭の回廊を散歩してみませんか？　回廊なら雨でも濡れないし、中庭と違って野趣があって綺麗ですよ」

「素敵ね」

　東の庭園は表の馬場の奥にある。

　レイフェリアの小屋からは、主宮の北壁を回ればすぐのところだ。

　大きな中庭と違って、整備された花壇の花が咲き誇っているわけではないが、野山をそのまま移し替えたような東の庭は、以前、ティガールと会ったところであり、レイフェリアの好きな場所だった。

　回廊は庭の三方を囲んでいて十分な幅があり、蔓性の花が絡みついた柱が並んでいて美しい。風通しもよく、屋外での茶会に向いている。

「じゃあ、ヒューマとウンピョウも呼んで、向こうでお茶にしましょうか？」

「私すぐに厨房に行って、お菓子をもらってきますわ！」

「お願い。でも、叱られないかしら？」

「お城の中に入るわけじゃないし、ナドリネ様は雨の日には、部屋から出ていらっしゃいません。大丈夫ですわ」

　マヌルが自信たっぷりに頷く。

「では、昨日私が焼いた北方のお菓子も持ってきますね！　お味を見てください」

　嬉しそうなルーシーが、まだ小雨の残る屋外に駆け出して行った。

「こんなに自由でいいのかしら？」

　最近のレイフェリアは、狭い小屋での生活にもすっかり慣れてきた。

　好きに街に降りられる分、主宮にいるより自由で快適だ。雨のおかげで暑さもいったん和らぎ、体も楽になっている。

　ルーシーは厨房を自由に使わせてもらえるし、仲良くなった料理人が料理を取り置いてくれるので、主宮でのご馳走とまではいかないものの、食糧事情は悪くはない。

　もともと舌が驕おごっているわけでもなく、自分で料理もできるレイフェリアだったが、ここは素直に、ルーシーやマヌルの好意を喜んでいた。

「まぁ綺麗！」

　回廊に並ぶ円柱には、小さな花がびっしりついた房が上から垂れ下がり、涼しい風が渡っていく。

　雨でも湿気が少ないのは、分厚い石の壁が湿り気を吸うからだそうだ。

　少し薄暗いことを除けば、美しい空間だった。

「すごいね。こんな綺麗なところ初めて見た」

　乾燥地の出身で、あまり花を見たことのないウンピョウが、ヒューマに連れられてやってきた。彼は珍しそうに当たりを見回している。

　ウンピョウは、国境の村の件で知っていることを全て報告し、捜査に協力したので、放免してもらえたのだ。

　それ以降はヒューマの下で働いていた。

　ヒューマも彼を可愛がり、ウンピョウも懐いている。実家には手紙を送り、これからは仕送りができるように取り計らったようである。

「俺のいたところじゃあ、塩の花が咲いてたけど」

「塩の花？　それはなに？」

　珍しいことには興味があるレイフェリアが尋ねた。

「塩って結晶すると四角くなるんだ。それが重なると、花みたいに見えるんだよ」

「そうか、あの辺あたりは岩塩が主な産業だったわね」

「ウンピョウ、姫様にお話しするときは丁寧な言葉を使うんだ」

　ヒューマが注意を与えた。

「礼儀作法も、お仕えする者の仕事だぞ」

「ヒューマさんがそんなことを言うと、なんだかおかしいわねぇ」

「ええ～、そんなことないですよぅ」

　ルーシーの指摘に皆が笑い、場は和やかそのものだ。

「さぁ、召し上がれ。この季節は、春の花や実で作った砂糖漬けや、果物入りの焼き菓子が美味しいのです」

　マヌルは、色鮮やかな花びらを漬け込んだジャムを添えた菓子を、レイフェリアに進めた。

「ウンピョウ、こっちは焼いた生地に蜂蜜を染み込ませたケーキよ。召し上がれ」

　ルーシーも負けじと、自作のお菓子を皆に切り分ける。

「ルーシーさん、私には大きく切り取ってくださいよ」

　ヒューマは遠慮なく皿を突き出している。

「はいはい、冷たいお茶もどうぞ」

「これ、すごく美味しい」

　ウンピョウが菓子を頬張りながら小さく呟いた。

「まぁ！　レイお姉様、楽しそうね」

　主宮の方からやってきたのは、カラカである。

「カラカ様、どうしてこちらへ？　ナドリネ様はご存じなのですか？」

「いちいち言ってないから」

　カラカは珍しく不愛想にマヌルに答えた。

「それに、私だって散歩ぐらいするわよ。ずっと退屈してたの。レイ姉さま、私も混ぜてもらっていいかしら？」

「勿論構いませんが、私などに関わると、お母上に叱られるのでは？」

「お母様なんて……知らないわ！　この頃、いつも不機嫌だから逃げてきたの。あら、お姉さま、この子はだぁれ？」

　カラカは、ヒューマの隣にちんと座っているウンピョウを珍しそうに見つめた。年のころはカラカが少し上、というところだろうか。

「この子はウンピョウと言って、東の国境での仕事を手伝ってもらったんです。今は俺の手伝いをしているんですよ」

「まぁ、男の子をこんなに近くで見たのは、初めてだわ。私はカラカっていうのよ。よろしくね」

「……」

「ほら、ウンピョウ！　お姫様から挨拶をしてくれているんだぞ！　お前も挨拶しろ！　お辞儀の仕方くらい教えただろうが！」

　カラカに微笑まれて、へどもどしているウンピョウの背中をヒューマがどやしつける。

「よ、よろし……よろしく、です」

「まぁ、おもしろいのねぇ。私最近、面白いことがなにもないのです。東の方のお話聞きたいわ。いっぱいお話してくださいな？」

　カラカは照れるウンピョウを見て、屈託なく笑った。

「い、いいです、カラカ様」

「でも、お母様には内緒よ。また怒り出すに決まってるんだから。ねぇ、レイ姉様」

「ナドリネ様は、なにをご不興なのですか？」

　あまり聞きたくはなかったが、カラカが話を向けたのは、聞いて欲しいからだと解釈したレイフェリアは、諦めて少女に尋ねてやる。

「多分、ティグお兄様のことだと思うんだけど」

　カラカは注がれたお茶を口に含みながら言った。

「ティガール様、ですか？」

「ええ、そうなの。お兄様は今、私にくださる紅玉を取りに行ってらっしゃるのよ」

「……」

　その場にいた全員がうつむいたり、そっと目を逸らしたりしているが、カラカはなにも気がつかずに話し続ける。

「雨期が明けてから、このお城では久しぶりに宴が催されるの。赤夏の宴って、大きなお祭りになるのよ」

「……そのようですね」

「ええ、私は今年の宴が楽しみでしょうがないの。だってその宴でお兄様は、私を婚約者に指名してくださるんだと思うのよ」

「……ティガール様がそうおっしゃったのですか？」

　レイフェリアは用心深く尋ねた。

「直接聞いたわけではないけれど……でも、オセロットに紅玉を探しに行くっておっしゃってるのを私、うっかり聞いてしまって。お兄様が急に紅玉を探しに行くなんてびっくりしたけど、贈る相手は私以外に考えられないし」

「……」

「でも、お兄様はこの間、巡察から帰ってきてから、私とほとんど顔を合わしてくださらなくて……何かわけがあるのだと思うの。お母様が理由を尋ねに伺ったんだけど、それ以来ひどく機嫌が悪くて」

「そうなのですか。ではお母様にお伺いしてみては？」

「でも、ずっとお部屋にこもっていらっしゃるの。私が行っても頭痛がするからって、会ってくださらない」

「そうですか……」

　レイフェリアは、不安そうにしているカラカに、どう接していいのかわからなかった。

　自分が口を挟める問題ではない。けれど後でカラカがティガールとのことを知ったら、どんなに傷つくだろうか？

「だから、私、ティグお兄様が帰っていらしたら、思い切って尋ねてみるつもり」

「……わかりました。でも今日のところは、お菓子を召し上がってくださいな」

「ありがとう、レイ姉様。あっ！　このルーシーのお菓子、とても美味しいわね。ほら、ウンピョウも召し上がれ？　これが大きいわよ」

「あ、ありが、ありがとでございますです」

「まぁ、うふふふふ。ウンピョウって素敵な名前ね！」

　カラカは鈴が鳴るように笑った。こんなに楽しそうなカラカを見るのは初めてだった。

「さぁみなさん、こちらもどうぞ～」

　やや微妙な雰囲気で始まったお茶会だったが、各人が気をつけてカラカをもてなし、カラカはウンピョウに興味を示し、しきりに話しかけていたので、意外にも和気あいあいの雰囲気となった。

　穏やかな雨季の昼下がりだった。




　翌日、レイフェリアは、今まで開けていなかった荷物から小さな袋を取り出した。

「あ、それ、なんだろうって思ってたんですけど、何が入っているんですか？」

　ルーシーとマヌルが珍しそうに覗き込む。

　二人の見ている前で、レイフェリアは袋の紐をゆるめた。

「一番貴重な石よ」

「石!?」

　そこには今まで売ったものよりも、格段に美しい結晶が入っている。取り出した石を小屋の小さな窓に翳かざすと、石は陽を吸い込み、薄暗い部屋中に青い光の粒をまき散らした。

「まぁ、綺麗！」

「ええ、私が住んでいた森の川や崖の下には、こんなふうに、透き通って色のついた石が採れる場所があってね。それを輝石というの。宝石とまではいかないけど、それなりに綺麗でしょ？　ほらこの石、色が二つに分かれている。不思議でしょ？」

「ここらじゃ見かけない色ばかりですね！　不思議な色合い！」

　マヌルが六角形に結晶した青水晶やトルマリンに見入っている。

「どうして今まで売らなかったんですか？」

「取引は信用第一よ。お店に持ち込んでも、私という人間を知らないままだったら、門前払いされるか、安い値段で買いたたかれるだけだと思ったから、今まで取っておいたの」

　そう言いながらレイフェリアは、親指くらいの大きさの深い青い石を眺めた。

　海王石という珍しい石だ。数は少ないが、小さくとも質の良い石ばかり選んだのだ。

　南方では青や緑の石が珍重されるということだから、この石を持っていけば、まとまった金額が手に入るかもしれない。

　──紅玉に負けないドレスで、赤夏の宴に出るって言ってしまったからなぁ。

「素敵！　きっと高値で売れますよ」

　ルーシーはうきうきと言った。

「だったらいいけど。これで綺麗な布地が買えたらなあって思うの。そしたら自分で縫って、宴の時に着る服にできるわ」

「もう、レイ様には、そこまでしなくても……って言うのはもう、やめましたけどね」

　マヌルは盛大にため息をついた。

「せめてお手伝いさせてくださいね」

「ありがとう。薬草の方は、北の山に涼しげな場所があるそうだから、種子をまいて育ててみようと思ってるの。こちらでは手に入りにくいものもあるそうだから、これもうまくいけば売れるわね」

　気がつけばルーシーが口をあんぐりと開いている。

「どうしたの？　ルーシー、お腹空いたの？」

「レイ様って……レイフェリア様って……なんだか、本当にすごいですね！」

「……はい？」

「こんなに美人で、生活感なんて全然感じないのに、なんていうか……たくましい」

「美人は知らないけど、十三歳で屋敷を追い出されて、十五歳で一人ぼっちになって、それからずっと、こんなことして生きて来たんだもの。たくましくもなるわよ」

「ご尊敬申し上げます。どうぞお心のままに。レイフェリア様」

　マヌルも畏敬の念を込めてレイフェリアを見つめた。









３章　出奔











　夜半。

　依然雨が降り続く。今夜は一層激しかった。

　ティガールが言っていた雨期明けが近いのだろうか？

　昨日カラカが漏らした言葉は、レイフェリアを複雑な気持ちにさせている。

　今夜も、なかなか寝付けなかった。

　どんどんどん。

　雨音を聞きながらぼんやりと横になっていると、表の戸を叩く者がいた。

　ルーシーかと思ったレイフェリアは、寝間着の上にショールを巻きつけ、戸口まで駆け寄ったが、どうも様子がおかしい。ルーシーならば声をかけるはずだ。

　どん！　と、また扉が叩かれた。

　レイフェリアは寝台の下から護身用の短刀を取り出し、扉の端に寄ると勢いよく扉を開け放った。

　予感は当たった。

　雨の雫を撒き散らしながら男が二人、どっとなだれ込んできたのだ。

　勢い余った彼らが体たいを返す前に、雨の降る外へと走り出る。

　しかし表から扉を閉めることは叶わなかった。男たちがうっそりと出て来たのだ。雨を透かせて一人が持つカンテラの灯りが踊った。

「何者だ？　誰に頼まれた？」

「聞かれて答える間抜けはいねぇ。おい、気の強いお嬢さんよ。俺らはある人から、あんたを好きにしていいと言われている」

「そうか。聞いても答えられないのなら、私が当ててやろう」

　レイフェリアは雨を叩かれながら男たちを睨にらみつけた。

「ナドリネ様」

　墨を流したような夜の雨だが、男たちの体がこわばる気配が伝わった。

「驚くことはない。わかりやすすぎる。でも、ついにそこまでするのか、あの方は」

　レイフェリアの声は雨に沈んだ。

「うるせぇ。どうせ逃げられねぇ。おとなしく俺らに捕つかまっておけ、そうすりゃ殺すまではしない」

「ありがたいお申し出だ。それに従ったらどうなる？」

「この城に帰れなくするだけさ。あちらは、お前がここにいちゃ邪魔なんだそうだぜ」

「俺らと一緒に遠くへ行こうぜ。あんたは美人だから、楽しくやっていけるさ」

「そうか。では連れて行くがいい！」

　言うなり、レイフェリアは小屋の屋根に跳んだ。

　大した高さではないが、雨で地面が滑りやすいので、これがぎりぎりの跳躍だった。

　普段なら木を伝って跳び、城壁の上まで逃げられるだろうが、ティガールと違ってレイフェリアは夜目が利かない。この闇と雨では、小屋の上で籠城するしかなかった。

　レイフェリアが身を伏せていると、下で男たちの騒ぐ声が聞こえる。

「くそ！　あの女、どこに行きやがった」

「灯りが少なくてわからん。おい、もっとカンテラを持ってこい！　部屋の中にあるはずだ、探せ！」

　──ここの屋根は低い。見つかるのは時間の問題か。

　しかし、ここから逃のがれる術がない。よじ登ってくる男たちを跳躍で躱すしかない。

　レイフェリアはもうずぶ濡れだった。夜の雨は冷たく、どんどん体が冷える。

「上だ！　上にいやがる！」

　──見つかった！

　一人が土台になれば、男ならたやすく登ってこられる高さだ。下の方で灯りが動くので見下ろすと、やはり男の一人が屋根に上がってきている。

「どうやって登ったかしらんが、追い詰めたぜ」

　男がじりじりと間を詰める。

　灯りを持っているので雨の中でも場所はわかるが、この狭い屋根の上をどうやって逃げ回ればいいのだろう。

　──せめて弓矢があれば威嚇になるのに。こういうこともあると、予想できなかった私の失態だわ。

　北方にいた時は、獣を狩るために小型の弓矢を扱っていた。しかし、南方では必要ないと思い、持ってこなかったのだ。

　屋根には傾斜があり、しかも雨で滑りやすくなっている。彼らは底の厚い靴を履いているのだろうが、レイフェリアは裸足だ。

「さぁ！　来いよ」

　ずかずかと突進してくる影を躱して、レイフェリアは反対側の端へと跳んだ。

「なんだ？」と、男は驚いたようだが、頓着なく反転して再び間合いを詰めてくる。

　レイフェリアは大きく跳んで屋根を飛び越え、地面へと着地した。地べたの男と反対側である。

　靴を履いていないので、指に衝撃が走ったが、そのまま城壁の方に向かって走る。雨で松明は点っていないが、警備の者がいるはずだ。

「逃げたぞ！」

「追え！　警備の詰め所に駆け込まれると、こっちがやばい！」

　男たちも必死のようだった。

　城の北側から東側にかけての広い空間は、敷石が敷かれていない。北の林から東の庭、そして馬場へと続くのだから仕方がないのだが、小石や泥がごちゃ混ぜになっている。

　土砂降りの雨の中、足元は非常に危うかった。

　レイフェリアは大きく転び、親指の先に鋭い痛みが走る。おそらく爪が剥がれたのだ。

「く……」

　跳んで距離を稼ごうにも、暗すぎて距離感が掴めない。下手をすれば着地の際に指の骨を折ってしまうだろう。レイフェリアは足の痛みに耐えながら走った。

「いたぞ！　あと少しだ！」

「おう！　壁際に追い詰めろ！」

　男の声が背後に迫る。

「あっ！」

　覚悟を決めて跳躍しようとした指先が、泥に埋まって足がとられる。粘土の層が露出していたようだ。体が大きく横に傾き、泥の海に突っ込んでしまう！

　──捕まる！　でもただではすませないわ！

　レイフェリアは握りしめていた短刀を鞘から抜いた。

　灯りと足音は、もう十メートル先まで迫っていた。

　剣で戦ったことはないが、ここは自分を傷つけてでも、相手の思い通りにさせるわけにはいかなかった。

　レイフェリアが短剣を構えた時、ふっと灯りの一つが見えなくなった。

　どしゃっ！

　音がした後、カンテラが地面に転がった。

　光が四方八方に散って消える。雨音に混じって悲鳴に似たような声も届いた。

「フェリア！」

　勢いよく体が引き上げられ、宙に浮いた。気がつくと、尻の下に太い腕がある。

「ティー！　ティーなのね!?」

「俺だ」

　唸るような声が直ぐそばで聞こえ、思わずレイフェリアがしがみつく。身体中からどっと力が抜けたが、すぐに抱きしめられた。泣きたいほど安心している自分がいる。

　下を見ると倒れ込んだ男の姿が二つ見えた。妙にゆがんで見えるのは、どうやら四肢の骨を折られているからのようだ。

「怪我はないか？」

「足に少し」

「そうか、ではこいつらは殺す！」

　闇をも透かして金色の光が凄みを増し、拳が振り上げられる。殴り殺す気なのだ。

　レイフェリアは慌てて腕に取りついた。

「いけない！」

「なぜだ！　俺のフェリアに傷を負わせたのだぞ！」

「それでもだめです！　お館が穢けがれてしまうわ！」

「どうでもいい」

「お願い！　ティー！　殺してはだめ！」

「ち……運のいい奴らめ！」

　ティガールは、長い足で男の一人を蹴り飛ばした。

　殺気はそのままに、腕が下ろされていく。

「こいつらは？」

「さぁ？　急に襲ってきたのよ。でも護衛の人がいたはず……よね？」

　自分の留守中、ティガールがレイフェリアの守りを固めないはずがない。

「二人倒れていた。奴らは降格だ」

「この人たちはどうなるの？」

「尋問する。首謀者を吐かせる。場合によっては殺す」

「……」

　襲われたのは確かだが、できれば大事にしたくはなかった。ナドリネはカラカの母親だし、お家騒動があったことを王都に知られるのは拙いだろう。

「今はとにかくあなただ」

　ティガールはそう言って、レイフェリアの冷え切った体を抱きしめた。




「お館様、ナドリネ様が参られたようでございます」

　オセロットが淡々と告げた。

「さ、参上いたしました。リューコ伯父上、ティガール殿」

「……」

　現領主、リューコはなにも言わずに、自分の姪であるナドリネを見つめている。

　老いたりとはいえ、その金色の眼光は、見る者を竦みあがらせる威光があった。

「それで……御用の向きは、なんでございましょうか？」

　ナドリネは努めて平静を装いながら、久しぶりに会う伯父を見上げた。

　重厚で厳いかめしい領主の居間。領主の側近や、オセロットも控えている。

「心当たりがないと申すか？」

　氷のようなティガールの声に、ナドリネは必死で己を叱しっ咤たし、拳を握りしめて体の震えを抑える。この城でナドリネの地位は、ティガールに次いで高い。

　領主の姪の誇りを持って額を下げてはいけない、そう思ってナドリネは顔を上げた。

「はて？　わかりませぬが」

「従姉殿、あの二人はあっさり白状したぞ。足を折ったら動けなくなったので、いっそのこと切り落としてやろうかと言ったら、震え上がってあらいざらい喋った。愚かな従姉よ。所詮は世間知らずの浅知恵だな。今後、人を雇う時は人物を見極めることだ」

　ティガールの言葉にナドリネの肝がちぎれそうになる。しかし、彼女は最後の足掻きを試みた。

「それは物騒な話でございますな。それでその、なにやら無頼の者が、苦し紛れに私の名を出したことを信用されるのでございますか？　ティガール殿」

「なるほどシラを切るか？　まぁそれもよかろう。俺はお前とカラカを、この城から追放することもできる」

　見え透いた演技にうんざりして、ティガールは冷淡な言葉を返した。

「なんとな？　そんな無体をご領主様が承知なさるわけがない！　そうでございましょう？　伯父上様」

　リューコは答えない。ただ黙って、一段高い椅子の上からナドリネを見下ろしている。

「領主は、この件に関しては一切口出しせぬ。お前も直接口をきいてはならん」

　ティガールは父の方を見もせずに言い放った。

「そ！　そんなことが許されましょうや？　私こそ、ご領主様からカラカをあなたの花嫁候補と認める、とのお言葉を先にいただいておるのですぞ！　な、そうでありましょう！　伯父上様！」

　ナドリネは必死に領主の方へ体を折って嘆願する。

「親父殿、どうなさるか？」

「うむ、確かに申した。これがカラカを連れて戻ってきた折にな」

　リューコは熱なく答えた。話を継いだのはティガールである。

「だが、我が花嫁は既に決まっている。先だっても伝えた筈だ」

　ティガールは紅玉を取りに行く際に、カラカへ贈るものと思い込んでいたナドリネに対し、レイフェリアに捧げるものだとはっきり申し伝えている。

「まさか、あなたはあの……あんな貧相な北の娘を娶ると、本気で言われるのか？　あの娘は主宮から追い出されて、街でさもしい商いをしながら、日銭を賄のうていると聞く！　ご領主様は認められぬはずです！」

「そうだ。あの人は、親父殿が下した試練に見事に応え、民に親しみ、自分で自分の身を養える逞たくましい働き者だ。我が花嫁にふさわしい」

「じゃが、あれは反逆を疑われた者の娘でございます！　そんな者を後継の花嫁にするなど……正気の沙汰とも思えませぬ！」

「フェリアは父御の無実を証明しようとしている。健気で気高い魂の持ち主だ」

「そんなことが潔白の証にはなりませぬ！　どうぞ、目を覚ましてくださいませ！」

「おまえこそ話を逸らすな。お前は俺がレイフェリアを選んだと見て、あの娘を亡き者にしようとしたのだろうが！」

「ですからそれは、無頼の者の苦し紛れのでまかせ！」

「そうか。だが、あの者どもは支払われた金を、袋ごと差し出したぞ。その袋を温めると香油の香りがしたわ。お前からこの瞬間も漂ってくる、きつい香油の香りがな！」

「……な……な！　そんなことは証拠になりませぬ！」

「倒れた衛兵は、差しいれの夜食を食べた後に、強烈な眠気に襲われたと報告があった。何かの薬剤を盛られたと見える」

「薬剤？　それこそ、あの北の娘の得意技ではないかえ？　あの娘は最近、城下の薬屋に出入りしていると聞く！」

「そのことについては当の薬屋から報告がある。代々我が城に薬を上納する、信頼できる筋だ。城下の監視役でもある。それによると、レイフェリアからは北方から持参した薬草の鑑定や、薬に関する情報を共有したいという依頼があっただけだ。しかし一昨日、強めの眠り薬を購入した女の客からは、高価な香油の香りがしたとあった。なんならもっと詳しく言うか？　店主は、下男に女の後をつけさせたのだぞ」

「知らぬ！　知りませぬ！　私はなにも！」

　ナドリネは両手をもみ絞って叫んだ。

「この上まだ罪を認めぬか？　では、情けをかける理由はないな。追放がせめてもの情けかと思ったが、もう許せぬ。母娘して地下の水牢に三日も浸かってみるがいい」

　金色の目は今、酷薄に細められていた。

　ついさっきまで、飴のような甘い光を湛えて、つがいを見つめていたものと、同じものだとは思えない。

「水牢へ引っ立てろ。娘もだ」

　ティガールの合図で扉が開かれ、衛士が入ってくる。彼らは無表情にナドリネの体に手をかけた。

「ひぃっ！」

　娘と聞いて、ナドリネはティガールが本気だとようやく理解した。衛士の手を必死で逃れて、床に身を投げ出す。

「お、お許しを！　お許しを！　ティガール殿！　あの日、あなた様に言われたことがあまりに受け入れがたく、腹立たしく、あの娘さえいなければ、と浅せん慮りょを起こしたのでございます！　白状いたします！」

　金切り声が薄暗い室内に響く。

「街中で攫さらおうとしましたが、あの軽薄な護衛が邪魔で、こんなことをしてしまったのです！」

「ヒューマのことか」

「ですが、これだけは信じてくださりませ！　私はあの娘を一時、軟禁しようとしただけで、亡き者にするつもりはございませんでした！　あの者たちにもそれだけは、きつく言い含めました！　誓って本当でございます！　なにとぞお慈悲を！」

　ナドリネは、もはやなりふり構わず、床に這いつくばる。

「全て私の一存で行ったことです！　カラカはなにも知りませぬ！　ティガール殿！　罪は私だけのものでございます！」

「……どうかな？」

「お願い、お願いでございます！　カラカは一途に、ティガール様のことをお慕いしているのです！　罪に問うのであれば、どうか私一人に！　お願いでございまする！」

　額は床に擦り付けられ、その指先はティガールの足元に伸ばされた。赤い爪が汚れた長ちょう靴かをつかんだ。

　それは高慢な貴婦人の姿ではなく、娘を愛する一人の母親としての姿だった。

　そこへ──。

「お母様！」

　部屋に飛び込んできたのはカラカである。

「い……いったい、これはどういうことですの？　ティグ兄様、お母様になにがありましたの？」

　這いつくばるナドリネを見て、愕がく然ぜんと立ち尽くしたカラカは、震える声でティガールに尋ねた。ティガールは、カラカが初めて見る冷たい顔をしている。

「ティ……ティグ兄様？」

「お前の母はレイフェリアを襲い、攫おうとしたのだ」

「攫う？　レイ姉さまを？　お母様、本当なの？　どうして？」

　カラカは乱れきった様子の母親に駆け寄る。

「……すまぬ、カラカ。私はお前をどうしても、南方侯領主の令夫人にしてやりたかったのじゃ……」

　ナドリネは娘の視線を避けるようにゆっくりと立ち上がった。そのまま部屋の隅に下がって行く。

「しかし、私は道を誤った。愚かな母を許してたもれ」

「え？　どうして？　だってお兄様は、私のために紅玉を探しに行って下さったのでしょう？　だったらなんで……」

　カラカはわけがわからないように、母親とティガールを交互に見つめている。

「カラカ、よく聞け。俺が紅玉を捧げるのはレイフェリアだ」

「……え……え？」

　言われている言葉が理解できずに、カラカは小首を傾かしげる。

「だって、兄様は王様への義理を果たすためだけに、レイ姉さまをお迎えに行ったのではなくて？　会ったばかりで、どうしてそこまでするの？　陛下のご命令なの？」

「そうではない。俺たちはずっと昔からお互いを知っている」

「でっ、でもレイお姉様は、そんなこと何にも……」

「あの人は俺を覚えていなかったからな。でもやっと思い出してくれた。二人が出会った時のことを」

「……」

「フェリアは俺のつがいだ」

　ティガールの言葉が重厚な領主の部屋の壁に響いたが、カラカの頭に収まるまでに少し間があった。

「そんな……そんなことって……」

　紅色の瞳に涙が盛り上がる。

「俺は、たった一人の年下の身内であるお前を大切に思っている。だが、一度たりとも誤解されるような態度をとったことはないはずだ」

「でもっ……可愛いって、小さい方がいいって」

　涙が溢れ、つやつやしい頬に流れ落ちていく。

「言った。しかし、それは従姉の娘であるお前に対してだ。それをお前が、自分に都合のいいように解釈したのだ」

　ティガールはゆっくりと繰り返した。カラカの胸に届くように。

「でも……そんな！　お兄様！　私は、私はずっと、ティグお兄様のことをっ！」

「これはもう決まったことだ」

「じゃ、じゃあ！　私は二番目でいいわ！　お兄様のことが好きなの！　どうか、お嫁様にしてください！」

　カラカがティガールの胸に飛び込む。

　乱れた紅色の髪も、涙に濡れた瞳も健気で可憐で、普通の男なら胸に訴えるものがある筈だった。なのに、ティガールの心の琴線はみじんも揺るがない。

「俺のつがいは、ずっと前からただ一人だ。お前にわかる言葉でいうなら……」

　優しくカラカの体を押しやりながら、ティガールはしかし、はっきりと言った。

「運命の相手」

「……い、いやぁ！　お願い……お願いです！　どうかカラカをお側に置いてください……このお館に来てからずっと私は、お兄様のお嫁様になることを夢見てきたのに！」

「カラカ、少しでも南方の血を引くお前ならもう、わかっているだろう」

「いや……いやぁ……いやよぅ」

　細い首が振られるたびに、涙が暗い部屋に散った。

「カラカ、そしてナドリネ。よく聞くがいい」

　ティガールの声は彼らが初めて聞く、次期領主のものであった。

「お前たちはもう西方領主家の人間だ。ナドリネが西方領主の弟君に嫁いだ時から、仕える家は西方領主家になったのだ」

「でも……」

「ナドリネ、お前は西方領主家に長らく後継者が生まれなかったために、夫である領主の弟、グエノン殿を領主に立てようとする一派に加担し、自分がその令夫人に収まろうと思っていたのだろう」

「……そ、それは」

「しかし、遅まきながら現西方領主、ナグート殿に男子が生まれたため、その望みは絶たれた。だから、実家であるこの南方領主家に、カラカを嫁がそうという野心を持ったのだな。グエノン殿と離縁してでも」

「……」

「そしてお前は、離縁を渋るグエノン殿を捨てて、里帰りの名目で南に戻った。西方領主殿からは、しばらく好きにさせてやってくれという書状がきたので、親父殿もお前を好きにさせていたのだ」

　言いながらティガールは部屋の隅に置かれた櫃から、丁寧に巻かれた書紙を取り出し、部屋の隅で佇立しているナドリネに示す。

「だが、ここに一つの知らせがある。西方領主家から親父殿に宛てた正式な書状だ。ナドリネ、今までは南方領主家にお預かりの身分であったが、この度、正式に西方へ帰還の命令がおりた。これは無視するわけにはいかん」

「き、帰還命令が？　西のご領主から？」

「そうだ。それに、お前の夫からも書状が添えられている。これだ」

「グエノン殿から!?」

　ナドリネはよろよろとまろび出て、ティガールが示した手紙を受け取った。

「……」

「グエノン殿は寛大な夫だ。書状には全てを許すと認したためられている。お前はそんなグエノン殿に、もの足りなさを感じて、勝手に嫁ぎ先から飛び出してきた。だが、長い間、自由は満喫しただろう、夫の元に帰るべきだ」

　ナドリネは夫からの手紙を貪り読んでいる。

「……」

「お、お母様……お父様からはなんと？」

　カラカの問いかけも、ナドリネには届いていない様子だった。

「あ……あなた、グエノン殿……」

「ナドリネ、お前の罪は明白なのだ。だがフェリアの意向もあって、おとなしく従うなら罪には問わぬ。グエノン殿と我が花嫁。二人の寛大な意向に感謝するのだな。もう気がすんだだろう、諦めて帰るが良い」

「……」

　ティガールの言葉に、ナドリネはふらふらと部屋を出てゆく。

　その後を追いながら、カラカはティガールへ涙の乾かぬ瞳を向けた。

「お兄様……」

　しかし、その声に応える者は、もうここにはいない。ティガールの関心は既に別のところに向いているのだ。

　カラカが姿を消したのは、次の日の夕刻のことだった。




　カラカがいなくなった。

　彼女はナドリネが詰問された翌日、一人で自室に籠っていたのだが、午後になって、熱い茶が飲みたいと言いだしたのだ。

　彼女はずっと泣き続けており、食事も取ろうとしなかったので、侍女はほっとして湯をもらいに行くために席を外した。

　しばらくして茶を持って行ったところ、姿が見えなくなっていたという。

　ナドリネが半狂乱でティガールの元に転がり込んできたのは、その一時間後のこと。

「カラカが！　カラカがおりませぬ！　ティガール殿、探して……すぐに探してたも！」

「落ち着けナドリネ。城内にいるかもしれないではないか、よく探したのか？」

「既に侍女には物見台から厨房まで、くまなく探させておりまする！　ですが、未だ見つからないのじゃ！　もうすぐ日が暮れる！　いったいどうしたら……」

「わかった、俺も城の周りを探させる。オセロット、ヒューマ！」

「は！　ただちに手配を」

　オセロットとヒューマ、そしてウンピョウも続いて部屋を出る。室内からはまだ、泣き叫ぶナドリネの声が漏れてきていた。

　ナドリネの言った通り、カラカの住まいである西の対ついでは、大騒ぎになっていた。

　侍女たちは、衣装箪笥の奥まで顔を突っ込んでいる。

　オセロットが、主だった者に事情を聞いた結果わかったことは、最後に見た時のカラカの服装である。

　彼女は比較的軽装だったが、雨よけの帽子がなくなっていること、靴はいつもの華奢なものではなく、外出用のものを履いて行ったらしいという事実だった。

「てぇことは、カラカ様は、外に出ていかれたってことですかね。街にでも下りられたかな？」

「可能性はあるな。最近あまり外出しておられなかったようだし」

　そこへ、衛士の一人がオセロットの元へと駆け寄ってきた。

「申し上げます！　ティガール様！」

「なんだ」

「この件とは関係ないことなのかもしれませんが、衛士の詰め所付近に常備していた雨具が、どうやら一対無くなっているようです。数が合いませんので」

「なに？」

「衛士の雨具だって？」

　オセロットとヒューマは顔を見合わせた。

　衛士の雨具とは、全身をすっぽり覆う地味で丈夫な合羽のことである。カラカの持つ華やかで繊細なイメージとは程遠い。

「街に下りて行かれたのではないのか？」

「でも、それならいったいどこへ……」

「ともかく私は小隊に城周囲と城下を探させる」

　オセロットが言った。

「俺はレイ様にこのことを伝えてきます。カラカ様はレイ様を慕われていますから、もしかしたら、なにか手がかりになるようなことをご存じかもしれない」

　ヒューマの言葉にウンピョウが前に出る。

「じゃあ俺も行くよ。カラカ様ってこの間、俺にお菓子をくれたからな。一宿一飯の恩義ってやつだ」

「ちょっと意味が違うような気もするが、そうでなくちゃいかん。よし！　ウンピョウ、ついてこい！」

　二人はすぐに駆けだした。




「カラカ様がいない？」

　ヒューマとウンピョウから話を聞いたレイフェリアに緊張が走る。

　つい先日、自分が襲われたばかりなのだ。他人ごとではない。

「いつから？」

「かれこれ、一時間以上になります。今、衛士たちが探しています」

「攫われたの？」

「いえ、外出用の靴を履き、衛士用の雨具が一式なくなっていたことから、おそらく自分から出しゅっ奔ぽんされたのではないかと……」

「出奔？　どうしてまた、そんなことに？」

「いや、話せば長いことながら……要するに、主様が紅玉を捧げるのが自分ではない、花嫁となるのはレイ様だと、直接主様に聞かされたことが衝撃だったのではないかと」

　ヒューマは非常に言いにくそうにしている。これは繊細な問題なのだ。

「つまりカラカ様は、ティーから直じかに聞いたってこと？」

「はぁ……そういうことのようです。あとはまぁ、ナドリネ様のこととか、いろいろあったんですけど」

「……」

　言葉足らずのティガールのことだから、おそらく結論しか言わなかったのだろう。

　レイフェリアには、彼が自分たちのことを、どのようにカラカに伝えたか、手に取るようにわかった。

　自分でさえ、最初は理解が追い付かず、誤解していたくらいなのだ。少女と言ってもいい年齢のカラカが、どんなに傷ついたか想像に難くない。

　あんなにティガールのことを崇拝していたのに、突然、拒絶に近い否定の言葉を聞かされて、堪えられなくなってしまったのだろう。

　同じ女として、レイフェリアは密かにカラカに同情した。

　──いつかは伝えないといけないこと、だったのかもしれないけれど……。

　心ならずも当事者の一人となってしまったことに、レイフェリアは責任を感じていた。

「わかりました。私も探しに行くわ」

「いいえ、レイ様。やみくもに探せばいいわけではないし、主様には、レイ様に知らせようという意思はなかったようだから、これは俺の独断でお話ししているんです。レイ様は、カラカ様とわりと親しかったようだし、行かれそうなところを思い当たるかも、と思って……」

「カラカ様の行きそうなところ……」

　レイフェリアは首をひねった。

　正直、カラカとは親しいというか、一方的な興味の対象になっていただけのような気がする。それは自分が優位に立っているという無意識の自信に基づいた、単純で明朗なものだとレイフェリアは思っていた。

　だから、交わした言葉も多くはないし、そのほとんどはカラカが主体のものだった。

「最近はそんなにお話しすることもなかったけど、この間のお茶会では、紅玉を捧げられることを嬉しそうに語っておられたわね」

「ああそうでした。でもそれはレイフェリア様のために、でしょ？　俺あの時、どうしたらいいかわからなくて、すごく困りました。レイ様もお困りでしたよね？」

「ええそう。でもその時のカラカ様は、そうは思っておられなかった。自分に貰えるものだと頭から信じておられたわ」

「……そうでした」

「だから、すごく期待していたと思うし、待ち焦がれていたのじゃないかしら？　カラカ様は本当に純粋に、ティガール様のことをお慕いしていらっしゃるのよ」

「そういえば、俺もちょっと聞いただけなんですけど、カラカ様は主様に、二番目でいいから妻にしてほしいって望まれたそうです」

「……そういうことを聞くのは辛いわ」

　レイフェリアは心が鉛のように重くなるのを感じた。

　傍らのウンピョウは黙って話を聞いている。よくわからないながら、自分なりに理解しようとしているのだ。

「……もしかしたら、カラカ様はご自分で、紅玉を探しに行かれたのかも？」

　これは思いつきだが、レイフェリアには確信に近いものがあった。

「ご自分で？　まさか！　普段一人では城の外にも出たことがない方ですよ！」

　ヒューマがあり得ないと首を振る。

「あの方は守られることが普通なのです。一人で行動するなんてありえない」

「だけど、私の北での一人暮らしの話や、東国境での話をとても興味深く聞いていたし、ウンピョウとも会話が弾んでいたわ。そういうものに対する憧れはあったのだと思う」

「しかし……」

「それに、ティガール様に拒絶されて、紅玉に対する思いが、余計に強くなったかもしれない。紅玉って、求婚の証なのでしょう？」

「ええ。でもそれは、男が女にするもので……」

「昔からの風習だから、南方の人たちにとってはそうでしょうけれど、西方から来たカラカ様にとっては、純粋に愛の証だと思われたかもしれないわ」

「……」

「ここで問答していても仕方がないわ。試しに山に行ってみましょう。紅玉は、この季節に採れるものだと聞いているし、カラカ様もそのくらいは知っているはずね」

「ええ、雨で斜面の土がはがれて、原石や母石が露出しやすくなりますし。川岸に流れ着いていることもあります」

「北の山の谷間ね。私も麓までなら薬草の栽培で結構行ってるわ。大丈夫よ」

　レイフェリアは身を乗り出した。

「まさかレイ様……いけません。麓はともかく、奥は結構岩場で歩きにくいです」

「貴石の良く出る地形だわ。きっと険しいわね。もうすぐ日が暮れてしまうし、遅れては危険だわ」

　ヒューマを無視して、レイフェリアは立ち上がった。

「レイ様！　俺が行きますからレイ様は！」

「いいえ。ティーに知られたら絶対に止められるから、知られないうちに行く！　今すぐに出ましょう！　ヒューマ、案内を頼みます」

　レイフェリアはもう支度をはじめている。

「俺も行く！　俺は目がいい！　カラカ様を見つけるんだ！」

「わかった。ウンピョウ、あなたもついて来て！」

「あああ、俺は馬鹿だぁ！」

　断れる雰囲気ではない。というか、自分は初めからこの展開を予想していたのではないか、とヒューマは思った。

　そして、三人は雨の降り続く屋外へと出たのだった。




　北の山は、レイフェリアが薬草栽培に適していると考えた場所の、更に奥にある。

　聞いた通り、谷には水の流れがあった。

　普段なら、涼しげな清流なのだろうが、今は濁って水量が増している。

「氾濫することはないの？」

「俺の知る限り聞いたことはないです。この山には、いくつも水の湧き出すところがあって、山自体が貯水池のようになっているのです。雨期に水かさが増すことがあっても、氾濫はしません」

　雨でも消えないカンテラを持って、ヒューマが先導する。

「でも、もう暗いし、雨も止まないし危険だわ。急ぎましょう！」

　一緒に行くと言い張ったルーシーは、主の命令だと言って置いてきている。

「はい。夜の山は、たとえ晴れていても、無知なものが行くには危険な場所です。ですがカラカ様がそんなこと知っているとは思えません。どうして、こんなことしでかす気になったんだか……」

「あのね、女はどうしても欲しいと思ったものには、勘が働くのよ。山には紅玉目当ての街の人だっているだろうから、まぎれてついて行ったんだわ」

「理解できませんね」

「この辺りね」

　頭からすっぽり合羽を被ったレイフェリアは、珍しそうに雨の谷間を見渡した。

　大きく侵食された谷は広く、あまり幅の広くない川が、それでも雨季のために水量を増して流れている。辺りには紅玉掘りの若い男たちが、十人ほど点在して腰を屈め、水を浚っていた。

「案外人数がいないのね。もっと多いかと思った」

「一応許可制なんです。普段は立ち入り禁止になっていますから。それに、ここが一番知られている場所ですが、もっと奥に入る奴もいますし」

「そう……みんな同じような雨具を着けているから、女の子が紛れ込んでもわかりにくいだろうけど、見た感じ、ここにはいないようね」

　レイフェリアはフードをあげて、雨を透かしながら言った。

「はい。俺も目だけはいいんで、すぐにわかるつもりだったのですが……ここにはいませんね」

「もっと奥へ入ったのかしら？」

「街を探していた衛士も応援に来ることになっているから、この付近にいればわかるはずなのですが……」

「これ以上、増水の危険はないの？」

「この程度の雨量は、毎年のことなので。水量はこの後が一番多くて、今よりもう少し水面が高くなりますが、それぐらいですかね」

「そう。もう少し奥に行ってみましょう」

「俺、走れるよ！　先に行って調べてくる！」

　ウンピョウが、石がごろごろ転がる雨の河原を軽快に走っていく。子どもは大人よりも身が軽いのだ。

「レイ様は、ここにいて下さい。俺は男たちに小柄な人物が紛れ込んでいなかったか、尋ねて回りますね」

　ヒューマも、近くの採掘者のところに歩み去る。

「……」

　レイフェリアは雨の中、しばし一人になった。

　雨は小降りになっている。

　もし私がカラカ様なら、どうするだろう？　恋を失って悲嘆にくれる十代の少女だったら？

　レイフェリアにはそんな経験はなかったが、かつての父の城で、叔父の家族に受けた仕打ちを思い出す。

　叔父のイェーツには冷淡にされ、従妹のアリーナや、叔母のギンシアには散々馬鹿にされて嫌味を言われた。屋敷や大切な物も全て奪われ、両親の悪口を言われ続けた。

　──一人になりたい。一人になって思い切り泣きたい。そして……誰にも知られないように、両親のもとに行けたなら……。

「レイ様！」

　その時、ウンピョウが谷の入り口から呼んだ。レイフェリアは我に返って駆け出す。

「ウンピョウ！　何かわかったの？」

「この奥の川を渡ったあっちにも小さな谷があって、小柄な人影が一人で入っていったと教えてくれた人がいた！　その時はまだ、川の中に飛び石がたくさん見えていて、小さくても渡れたんだって」

「わかった！　すぐに行くわ」

　レイフェリアはすぐさま谷に向かう。奥には雨でできた流れがあった。

　向こう岸へ渡るための大きな岩がところどころにあるが、雨が止みかけている分、水量が増えて子どもの足では渡れなくなっている。

「これじゃあ無理かなぁ、もう少し水が減るのを待ってから……」

「大丈夫」

　レイフェリアはウンピョウを抱えると、川幅の狭いところで、水平にえいと跳んだ。一度だけ飛び石に着地しただけで一気に渡りきる。

「すっ、すげえ！」

　ウンピョウが感心したようにレイフェリアを見上げる。

「レイ様、空を飛べるの？」

「いいえ、少し高く跳べるだけ。これは私の家の能力なの。ウンピョウが軽いから助かった。でも、着地がちょっと危なかったわね。さぁ、急ぎましょ。もう陽が落ちるわ、この道でいいの？」

「うん！　行こう」

　さっきよりも狭い谷間だ。隧道といってもいい、そこは川ではなく、細い水流が石の上を流れている。

　二人がどんどん奥に入っていくと、少し先の大きな岩陰にうずくまる、小さな姿があった。あと少し遅くなっていれば、闇に紛れて見えなかっただろう。

「レイ様、あれ！　もしかして」

「ええ！」

　ウンピョウのカンテラが足元を照らす。岩が濡れているので二人は慎重に進んだ。

　果たしてそれはカラカだった。

「カラカ様！」

　レイフェリアが叫ぶと、陰はゆっくりとこちらを向いた。雨の中でも紅色の豊かな髪が覗いているのが見える。

「良かった！　ご無事でしたか！」

　レイフェリアは水を撥ねかせながら駆け寄った。

「怪我はしてないかい？」

　ウンピョウも駆け寄り、側に膝をつく。カラカはぺったりと地べたに座り込んでいるので、足を挫いたかと思ったのだ。

　しかし、カラカは二人にそっぽを向く。

「カラカ様？」

「そんなふうに呼ばないで。あなたなんか嫌いよ！　最初から私のことを笑っていたのでしょう？」

「笑ってなんかいません」

「嘘！　だって、お兄様はあなたをお嫁様にするために、北から連れてきたっていうじゃない！」

「そうですが、私にはそうは思えなかったのです」

「じゃあ、私に返してよ！　ティグ兄様を返して！」

　そう言ってカラカは、勢いよく合羽をまくり上げた。

「ほら！　私だって見つけたのよ、これをみてちょうだい！」

　合羽から突き出した細い腕には、小さな石が握られている。

　しかし、レイフェリアが見たところ、それは宝石ではなく、ちょっと変わった赤い石だった。不透明な赤い粒が他の石の中に埋まっているだけで、宝石の原石ではない。

「兄様が見つけたのは、あなたにあげるって言ったから、私は自分で見つけたのよ！　見て！　綺麗でしょう？」

　カラカは臙えん脂じ色いろの石を雨空に翳した。

「そうですね。じゃあ、目的は達せられたのですから、もういいでしょう？」

「まだよ。兄様が迎えにきてくれなきゃ、帰らない！」

　レイフェリアが差し出した腕を、カラカは邪険に振り払う。

「あなたなんか嫌いって言ったでしょう！　ほうっておいて！」

「……」

　確かに、今のレイフェリアは、カラカにそう言われても仕方のない立場だ。

　後から来て、彼女がずっと好きだった人を奪ってしまったのだから。

　やはりここは、ティガールを呼びに戻ったほうがいいのかもしれない。レイフェリアが立ち上がった時。

「おい、わがまま言うなよ！」

　怒鳴ったのはウンピョウだった。

「レイ様は、あんたがいる場所をすぐに割り出したんだぜ。あんたの事を気にかけている証拠だろ！　他のみんなも心配して駆けずり回ってる。心配して、気にかけてくれる人がいるなんて、すげぇいいことじゃないか！」

　ウンピョウは、カラカにぐっと顔を寄せた。

「俺にも……俺にだって、母ちゃんと妹たちがいるんだ。心配してるだろうし、本当は早く帰ってやりたい。でも俺、知らないうちに悪いことの片棒かつがされてたから、ちゃんと償つぐなうまで帰れ……帰らないんだ」

　ウンピョウは雨の雫が流れる頬を拭った。

「誰だって……俺たちみたいな子どもだって、取れる責任は取らないといけないんだよ。あんたはお姫様なんだから、みんなのお姫様でいるのが責任ってもんだろ！　こんなところで濡れて座り込んで、みんなを心配させちゃだめだ！」

「な、なんであんたに、そんなこと言われないといけないの？　それに私は十四歳よ！　もう子どもじゃないわ！」

「へえーえ。俺より年上なんだったら、尚さらこれくらいの理屈はわかんだろう？」

「……！」

　真っ向から正論を突きつけられ、言い返せなかったカラカが黙り込む。

「いい加減に立てよ。お尻が冷えて漏らしちゃうぞ」

「しっ、失礼ね！」

　言われたことのない言葉の数々に、腹を立てたカラカは自力で立ち上がった。

　大人用の合羽の裾から水が流れ落ちる。こうしてみると、確かにカラカの方がウンピョウよりやや背が高かった。

「なによ！　私より小さいくせに!!」

「なんだと！　すぐに追い越してやる！」

「その時は私の方が、もっとずっと大きくなっているわよ！」

　呆気に取られているレイフェリアの前で、二人の子どもは言い合いを繰り広げた。

「ああ！　レイ様！　こちらでしたか……あっ、カラカ様！」

　駆け込んできたのはヒューマである。

「ご無事でしたか！　よかった！　お怪我は？」

「ないわよ！　紅玉を見つけたからお兄様に見てもらうのよ！」

「は！　ではどうぞ」

　ヒューマはそう言うと、カラカに背を向けてしゃがんだ。おぶされというのだろう。

「な、なに？　背中がどうしたの？」

「おんぶだよ。知らないの？」

　ウンピョウがこうやるんだとカラカに説明する。

「だからお姫さまってのは……」

「うるさいわね！　おんぶなんていいわよ！　ここまで一人で来たんだし、帰りだって一人で帰れるわ！」

「ですが、もうすっかり暗くなりましたし、雨もまだ残っています。姫様の足では危険ですよ。さぁ」

「いらないわ！」

　カラカはヒューマの再三の勧めを断り、先頭に立って歩き出した。

　そしてその宣言どおり、薄暗い中、元の川辺まで一人で歩き通したのである。

　雨はもうほとんど止んでいたが、川は先ほどより水嵩がある。カラカはそこで初めて足を止めた。

「大丈夫ですよ。俺が抱いていきます」

「いいえ、今度は私の出番よ」

　そう言うと、レイフェリアはカラカがなにも言えないうちに、さっと身を屈め、少女を抱き上げると、さっきと同じように川向うへと跳んだ。

　念のためにヒューマが置いてきた、予備のカンテラの灯りが目印になったのだ。

「きゃあああ！」

　カラカの悲鳴を残して、あっという間に二人は向こう岸に降り立つ。

「大丈夫よ！」

　レイフェリアがカンテラを振った。

「すごいなぁ。レイフェリア様は……あれ、北方領主の能力なんだってさ」

「本当だよ。お姫さまとは思えない。絶対敵に回したくないね」

　残された男二人は、レイフェリアが聞いても少しも嬉しくなさそうな感想を言い合っていた。

「さ、俺たちも行くぞ！　お前は俺で我慢しろよ。ほらおんぶ！」

「ちぇっ」

　ヒューマはウンピョウを背負うと、こちらはじゃぶじゃぶと川を渡った。

　ずぶ濡れの一行が、城門まで帰りつかぬ間にぶつかったのは、血相を変えたティガールである。

　彼は合羽もつけてない普段の服装のままだった。レイフェリアもいなくなったと聞いて飛び出してきたのだろう。

「フェリア！」

「私はなんともありません」

　レイフェリアは努めて平坦に言った。

「俺……俺は、あなたが出て行ってしまったかと思って……」

「違います。オセロット、カラカ様をお母上の元へ」

　おろおろと自分につきまとおうとする男をあっさり躱し、レイフェリアは自分の小屋に戻りかける。

「フェリア待って！　本当に出て行ったのではないんだな？」

　すたすたと行こうとする背中にティガールが追いすがると、やっとレイフェリアが振り向く。

「あのね……ティー、私なら大丈夫よ。だから今はカラカ様についてあげて」

　雨の中でも輝かしい紫瞳に見返され、ティガールの足は止まった。

「……わかった。カラカをナドリネの元まで連れて行く」

「そうしてください。私にも迎えはいますから。ほら」

　城門には心配そうな様子の、ルーシーやマヌルが待ち構えている。暖かい風呂や食事がすぐに用意されるだろう。

　そしてカラカは──。

　カラカは黙って二人を見つめていた。大きな瞳には隠せない感情が溢れている。

「……行って」

　今夜は私の出る幕じゃない。

　ティガールは最後にレイフェリアを熱く見つめると、黙って踵を返す。

　いつの間にか雨は上がっており、夜空には久しぶりに見る月が昇り始めていた。









４章　赤夏の宴











　さぁさぁさぁ。

　朝の雨が降っている。

　しかし、ひとところの勢いはもうなく、空はそれほど暗くはない。

　一月近く続いた雨期が、終わりに近づいているのだ。

「東の空が明るくなってきたわね……」

　濡れるのにも関わらず、小屋から出たレイフェリアは、雨に打たれる庭を見渡した。

　夏の花が咲き乱れているが、いずれも露を含んで重たげに頭を垂れている。

　雨が上がれば、また太陽の方を向いて輝くのだろう。しかし、今のレイフェリアにはこの方が好ましく写った。

　ルーシーもマヌルも下がらせている。少し一人になりたかったのだ。

　──ここに来てもう三み月つきになるのだわ……。

　新天地では目まぐるしく環境が変わったが、身についた生きる力と、周りの人々のおかげで、少しはこの地に根ざすことができたような気がしている。

　雨季の間も、レイフェリアは精力的に街へ下りた。

　薬屋に栽培した薬草の芽を売ったり、宝石商に宝飾品の意匠を提案したりして、地道に収入を得、店主や市場の人々とも交流を深めることができた。

　マヌルやヒューマ、オセロットにウンピョウと、自分に味方し、助けてくれる仲間もついてくれている。

　そして──。

　はるか遠い北の故郷に突然現れた南方領主後継、ティガール。

　最初は、お互いすれ違ってばっかりだった。

　自分を迎えに来たという彼は最初、無口でぶっきらぼうで、つかみどころのない人物だった。

　王に勧められただけで自分を選んだ、情愛のない関係。そう思い、反発も感じた。なのに、時折見せる優しさに惹かれていった。

　幼い頃の唯一の友だちが、彼だったことを思い出した時の驚きと喜びは、頑かたくなだったレイフェリアの心を一気に溶かし、いつしか体までも寄り添えるようになった。

　いくら王の推挙があり、父の名誉回復に助力をという打算があっても、本当に嫌な男だったなら、彼女は故郷を捨て、ここまでついて来たりはしなかっただろう。

　──人は変わるものだわ……。

　獣の血を持つティガールには、そもそもの出会いから驚かされてばかりだが、彼は最初から自分をわかってくれていた。

　記憶が戻らないレイフェリアを、もどかしく思いながらも待っていてくれた。

　だから、レイフェリアも次第に心を添わすことができたのだ。

「ここに来れてよかった」

　無意識に言葉が零れ落ちた。

　遠い故郷が懐かしくないわけではない。

　子どもの頃は確かに幸せだったのだ。あの森と湖の北の大地で、両親の愛に包まれて。

　──でも、私にはここで見つけたものがあるわ。

　だから今、レイフェリアは望んでこの地にいる。

　この地で生きていこうと、心に決めたのだから。




「レイお姉様……」

　細い声に振り返ると、雨の庭にカラカが佇たたずんでいた。見事な紅色の髪は湿ってべったりと垂れ下がり、水滴がいく筋も頬をつたい降りている。

「カラカ様！」

　レイフェリアは慌ててカラカを四阿あずまやに引っ張り入れた。

　しかし、自分も濡れているので、拭ってやる術がない。二人してしっとりと濡れながら見つめあうだけだ。

　カラカが家出をしたのは一昨日のこと。それ以降レイフェリアは、彼女には会っていなかった。

「ああ、こんなに濡れて……いったいどうしてこんなところへ？　お風邪を召してしまいますよ」

「平気よ。この間だって、なんともなかったわ。それにお姉様こそ、びしょ濡れよ。ずっとここにいらしゃるのでしょう？　寒いはずだわ」

「私は寒い地方の出身だから大丈夫なんです」

「私だって雨期には慣れてます！」

　二人の娘は意味もなく張り合って見つめあう。

　やがて、カラカの目が逸れた。

「……ティグお兄様から紅玉を贈られたの？」

「いいえ。見てもいませんわ」

　レイフェリアは正直に答えた。

　実をいうと、ティガールともあれ以来、会ってない。

　彼が会いたくないわけではなく、レイフェリアが意図的に避けていたからだ。ヒューマを通じて心配いらないとは伝えているから、ティガールはレイフェリアの心情を尊重してくれているのだろう。

「でも、紅玉を捧げられたら、姉様はお受けになるのでしょう？」

「北の国の人間は、獲らぬ獲物の数を数えないことにしています」

「私の採った石は紅玉ではなかったのよ」

　カラカはあっさり白状した。

「ただの赤い石だったのですって。私って馬鹿よね、なにも知らなかったのだわ」

「でも、勇気があります。普通の姫君なら、自分で採りに行こうなど思わないもの」

「だって、どうしても欲しかったのよ！」

　カラカは強く言った。

「お兄様の採ってきたものがレイ姉様に贈られるなら、私は自分で採って来たものをお兄様に贈って、お嫁様にしてもらおうと思ったのよ！」

　そう言って、カラカはぽろぽろと涙をこぼした。

　レイフェリアは黙るしかない。この少女にとって自分から慰められることが、一番辛いと思ったからだ。

「でも……でもね！　やっぱりだめだったわ。今まで私が泣いて頼めば、思い通りにならなかったことはないのに……だめだった。一昨日からずっと泣いているのに、何にもいいことがないの！」

　カラカは泣き続ける。

　レイフェリアが黙って寄り添っていると、ややもしてから、少女は急に顔を上げた。

「でもいい加減、馬鹿馬鹿しいから、泣くのはもうやめにするわ！」

　乱暴に頬をぬぐいながら、カラカは無理に微笑もうとする。レイフェリアは驚いて見つめるばかりだ。

「だからこんな石、もういらないわ！」

　カラカが上着の隠しから何かを取り出し、雨の庭に投げ捨てようと振りかぶる。握られているのは、小さな袋だった。

「待って！　それは……もしかして、あの時の？」

「ええ。宝石どころか、ただの赤い石よ。捨てようと思ったんだけど、初めて自分で得たものだから、なんとなく持っていただけ」

　カラカは投げやりに言った。

「捨てる前に見せてもらってもいいですか？」

「こんなものを？　変な人ね」

　カラカは小さな袋を逆さに降った。小さな石が、ぽとりとレイフェリアの手のひらに落ちる。

「宝石じゃないけど、ちょっとだけ綺麗でしょう？」

　レイフェリアは、用心深く自分の手布ハンカチを手に巻いて赤い石をつまみ上げた。

　それは川で洗われて角の取れた、小さな普通の石だ。しかし、レイフェリアには同じようなものを書物で見た記憶があった。

「これ……もしかしたら辰しん砂しゃと言われる石かもしれない」

「しんしゃ？　なぁに？　それ」

　カラカが不思議そうに覗き込む。

「顔料になる赤い石のことです。カラカ様、これずっと素肌につけていらした？」

「いいえ。見つけたあの時は触ったけど、あとは服の隠しに入れて持ち帰ったの。お城に帰ってからはこの袋に入れたわ」

「それなら大丈夫でしょう。この石がもし辰砂なら有毒だと言われています。触るだけなら問題ないと思いますけど」

「ええっ！」

　カラカは心底驚いて、石から身を遠ざけた。

「いえ、口に入れたりしない限り、きっと大丈夫ですよ。赤い顔料にもなるそうです」

「そうなの？　よくご存知ね」

「鉱物には興味があるんですよ。本当は自分でも探しに行きたいくらいです。だからカラカ様の勇気には感心したんです」

「この石が毒なら、これでお姉さまを殺すことができる？」

　カラカは袖に包んだ石をつまみ上げて言った。

「ええ、粉にして食べ物に入れたら、多分死んでしまうかも」

　レイフェリアは、まじめに答えた。

「じゃあ、いつかこっそり使ってみようかしら。姉様、邪魔なのよ。お姉様さえいなければ、私がティグ兄様の花嫁になれたのに！」

「ええ、そうでしょうね」

「私が、兄様を返してってと言ったら、姉様はどうする？」

「取り上げた覚えのないものは返せません」

「もう！　私がこんなに意地悪を言っているのに、どうしてもっと怒らないの？　お母さまからも散々ひどいことをされたのでしょう？　憎いでしょう？」

「さぁ、自分でもわかりません。私はあまり情が深くないのかも」

　レイフェリアは相手の気を挫くように平坦に答える。

「兄様はそうではないわ。あまり欲を人に見せないけれど、気に入ったものは、とことん大切にする人よ。お二人はいつ出会ったの？　もしかしてその時から、今日のことを計画していたのかしら？」

　カラカはこの少女にしては珍しく、探る目をして言った。

「……私たちは昔に出会っていたのは本当です。私は忘れてしまっていたのですが」

「兄様も同じことを言っていたわ。でもなぜ、忘れてしまっていたの？　あんなに素敵な人なのに？　所詮そんな程度の想いなのではなくて？」

「ええ。でも、時間を遡って私は見つけてしまったのです。私のたった一つの友だちだったティーを」

「ティーですって？」

「ええ。ティー。私の大好きな可愛い子猫」

　歌うように言ってしまってから、レイフェリアは後悔した。

　カラカがなんとも言えない、悲しそうな顔でうつむいてしまったからだ。

「兄様は、姉様の前では素直になるのね」

「……」

　レイフェリアも女だから、カラカの気持ちはわかる。

　しかし、こんな場合に何を言っていいのかわからない。他人を慰める経験が圧倒的に少ないのだ。

　その意味ではレイフェリアとティガールは、似ているのかもしれなかった。

「私がいると不愉快でしょうから、もう行きますね」

　レイフェリアが四阿の外に出ようとすると、背中が掴まれる。

「私からここに来たんだから、もう少し意地悪の相手をしてちょうだい。このままでは胸が苦しすぎるの。この石を見つけたのは偶然ではないのよ。きっと私こそが今、毒そのものなのだわ」

　どこまでも正直な娘だと、レイフェリアは思った。

　正の感情も、負の感情も全部さらけ出してしまう。自分にはなかなかできないことだ。

「ティグ兄様は赤夏の宴で、姉様を正式に、この地の人々にお披露目するおつもりだと思うわ」

「よく知っていますね」

「ええ。きっと紅玉はその時に捧げられるのね。羨ましいわ」

「まだわかりませんわよ」

「まぁ、素直におなりになったらいいのに」

「私はいつでも素直です」

　レイフェリアはおかしくなって少し笑った。

「嘘おっしゃい！　最初はお兄様に、何の興味もないそぶりでいらしたわ。私の恋心を聞いても澄ましてたし！」

「あの頃は本当に、自分の気持ちが定まっていなかったのです」

「でも、嫌いではなかったのでしょう？」

「正直、苦手だとは思っていましたよ」

「でも、だんだんと好きになったのよね」

「そうなると思います」

「だったら、私のことが嫌いにならなかったの？　お母様のこともあったし」

「……正直、初めはカラカ様のことを、無邪気過ぎるお姫様だとは思いましたわ。でもナドリネ様とカラカ様は別の人ですし、私は本当にあなたの……」

「……私の？」

「恋敵になる気は……なかったのです。信じられないでしょうけど」

「ええ、信じられないわ」

「確かに今から思えば、なんだか心の底に、割り切れない思いがあったように思います。だから私はお館の外に出たのです。お金を稼いで自分の生き方に意味を持たせるために」

「私は守られてばっかりの、甘ったれな女の子だと言いたいのね」

「そう思ったことは否定しません」

　レイフェリアは隠さずに行った。

「でも、カラカ様だって、強くなれることを、ご自分で証明されたじゃないですか。飛び出したことは無鉄砲でしたけど、なかなかできない行動力です」

「それ、ほめているのよね？」

「もちろん。強い気持ちをお持ちだわ」

　レイフェリアは、ぐっしょり濡れた髪を払おうともしない少女を見て言った。

「ええそうよ。私まだお兄様のことがまだ大好きなの。だから、姉様のことは嫌い」

「そうでしょうとも」

「……好きだったの、本当に大好きだったの。一生懸命綺麗になって、苦手な勉強も頑張って、振り向いてもらおうと思って……」

「……」

「だけど、お兄様は、花嫁は私じゃないっておっしゃった！　私、本当は気づいていたのかもしれない。いくら上手に甘えても、女らしく見せても、お兄様は優しくしてくださったけど、いつも他人行儀だった。私を真正面から見てはくださらなかった。時々お一人で北の空を見上げていらしたの。憧れるような不思議な目をして」

「北の空を？」

「ええ、そうよ。ずっと不思議に思っていたけれど、今ならわかるわ。あれは姉様のことを想っていらしたのね。やっぱり私なんかよりも、ずっと昔から、お二人の運命は繋がっていたんだわ」

　カラカは少女らしく、感傷的な言葉を使った。

「運命なんて私にはよくわからない。でも、私は……ティガール様を好きになってしまったの……だから、カラカ様に謝らないわ」

「謝らなくていいわ。いくら好きでも、欲しくても、どうしようもないことがあるってわかったから。今までずっとお部屋で泣いていたけど、もう涙も底をついたのよ」

「いいことだと」

「ふんだ。聞いているかもしれないけれど、私は赤夏の宴の前に、お母様と一緒にここを出るの。宴で姉様が、兄様に紅玉を捧げられているところなんて、見たくもないから」

「ええ」

「西方領土のお父様のところに行くのよ」

「そう。私は西方のことはなにも知らないの。どんなところ？」

「実は私もあまり知らないの。向こうではお館の奥で暮らしていたし、街に出たこともないの」

「私も似たようなものだわ。両親が亡くなってからずっと一人で暮らしていたの」

「でもこれからは違うでしょ？」

「……そうなるのかしら？」

　レイフェリアは、いつの間にかカラカと対等な話し方をしている自分に気がついた。

　そう、二人は同等なのだ。

　二人の間にあった壁がなくなっていることを、お互いが感じている。

「……お幸せにとは言わないわ。私は悪い子だから」

「それでいいのよ。でもちょっとだけ待っていて」

「なぁに？」

「すぐよ」

「え？　な、なに？」

　言葉の通り、レイフェリアは身を翻ひるがえして雨の中に駆け出すと、しばらくしてすぐに戻ってきた。カラカの目には、まるで地を低く飛んでいるように見えた。

「川を渡った時もそうだったけど……すごく跳べるのね。びっくりしたわ」

「我が家の伝統でね。ほらこれを」

「……？」

　レイフェリアの手からぽとりと落とされたのは、透き通った青い石だ。

「綺麗……」

「差し上げましょう。北の地で採れる輝石よ」

「……紅玉の代りというわけ？」

「いいえ、違うわ。それは碧石。握ると涙を吸い取ってくれるの。心が鎮まり、強くなるわ」

　それはたった今、レイフェリアが作ったつくり話だった。

　しかし、偶然にもその青い石は涙の形に似ており、中に気泡が浮いて本当に涙のように見えた。

「よかったら持って行ってちょうだい」

「……ありがとうお姉様。じゃあ、これはもういらないわ……えいっ！」

　カラカは細い腕を振りかぶると、赤い石を遠くに投げた。音もしなかったが、どこかの植え込みの間に落ちただろう。

「なんだが、すっとしちゃった……もう行くわ」

「ええ、さようなら。すぐに体を温めてね。風邪をひくから」

「姉様は風邪をひいて、宴に出られなくなったらいい気味だわ」

　カラカは初めて微笑んだ。

「じゃあ、さよなら」

　そう言うと、カラカは雨の庭へと消えて行った。




「……行ったか？」

　四阿にのそりと入ってきたのは、雨の庭に似つかわしくない風貌の男である。

「いつからそこにいたの？」

　レイフェリアは振り向かずに尋ねた。

「あなたがここに来た時から。ずっと俺を避けていたろう」

「ええ、そうね。ヒューマに伝えたはずなんだけど」

「聞いている」

「よかった。でもごめんなさい。今は会わない方がいいと思ったから」

　頑なにこちらを見ようとしないレイフェリアに業を煮やして、ティガールが肩を掴む。

「なぜだ？」

「女心をわかってないから」

「わかりたくもない。あなた以外の女の気持ちなど」

「……正直すぎるわ」

　だから、しばらく会いたくなかったのに。

「フェリア、これを」

　そういうと、ティガールはレイフェリアの手を取って膝をついた。

　濡れても見事な頭髪を伏せられる。そしてここから見えない手のひらに、冷たいものが落とされた感覚。

「これが……」

　掌の上には黒い石があった。

　その中心に、六角形に結晶した赤い宝石が収まっている。かなり大きい。レイフェリアの瞳くらいは優にある。

「俺の見つけた紅玉だ」

「なんて綺麗……」

「さっそく職人に磨かせよう。何に加工する？　指輪か、髪飾りか」

「そうね……それも素敵だけど、やっぱりこのままがいいわ。見て？　石に抱かれて、宝石が守られているみたい」

「そうか。あなたがいいならそうしよう」

「ありがとう、ティー」

　そう言って見上げる額に、レイフェリアは一つ口づけを落とした。

　その夜は雨期の終わりを告げる嵐となった。




　カラカとナドリネは、雨季の終わらぬうちに紅鷲城から去っていった。

　レイフェリアは見送ることはできなかったが、領主リューコは、たくさんの護衛をつけてやり、数台の馬車を連ねた立派な一行だったということである。

　そして──。

　雨期が明けた南方領土は、華やかな夏を迎えようとしていた。

　昼間の気温は、北国育ちのレイフェリアにはなかなか耐え難く、ログウッドの街に出かけるのは、もっぱら夕方になってからである。

　そう、彼女は商売に精を出しているのである。

　最初に行くのは薬屋だ。

　レイフェリアが北方から持ってきた薬草は、城の北の涼しい場所で育てている。

　雨期の間に育ったものを苗だったり、乾燥させたりして売るのだが、評判がよく、南の地では珍しいものもあって、持って行った分は全部買い取ってくれるのだ。

　老店主もレイフェリアの知識欲に負けて、今では週に一度、見習い店員として勤めさせてくれ、専門知識を教えてくれる。

　また、宝飾店主とも懇意になった。

　青や緑の石は、ほぼ全部売り切ってしまったが、レイフェリアの描く装飾品の意匠が評判で、髪飾りや首飾りなどの意匠を描いた画帳を買い取ってもらえるのである。

　もっとも彼らはまだ、レイフェリアが領主後継の知り人であるとは知らない。

「これでなんとか赤夏の宴までに、身につけるものを全部用意できそうだわ」

　レイフェリアは今日の稼ぎを数えながら言った。我ながら商魂たくましいと思う。

　布屋で、なかなか良い生地が買えたので、こちらも自分で仕上がりを描き、それをマヌルとルーシーに仕立ててもらうつもりでいる。あとは生地や意匠に見合う靴と装飾品が必要だった。

　ティガールがいくら用意すると言っても、レイフェリアはこれだけは絶対に譲らなかった。住むところも、今だに氷室を改修した北庭の小屋である。

「ご領主様に挑戦されて受けて立ったのだから、それは最後まで完遂したいの。だからこれは要いらない」

　目の前に広げられた数々の豪華な布地を尻目に、レイフェリアは毅き然ぜんと言い放った。

　残念そうな顔をしたのは、意外にもオセロットである。

　彼は「男というものは、好ましいご婦人の身につけるものを、全て自分で用意したいものなのです。その……その先のことも考えて」などと、よくわからない理由を零こぼしていたが、レイフェリアはまったく頓着しなかった。

「さて、どんなのにしようかなぁ」

　輝石を売って買った布地は、最高級の木綿で、まるで絹のような手触りだ。

　暑い地方ではあまり絹は着られないが、宴となれば別だろう。南方貴族の女性たちは、きっと最高級の絹や宝石で着飾ってくるに違いない。

　しかし、絹地を購入するには金子が足りない。

　だからレイフェリアは、真っ白な木綿を買って自分で染めることにしたのだ。染料は故郷から持ってきた青を染め出す植物だ。

「この地方では赤系の布地が多いから、あえて青に染めようと思うのよ。それで、その上に小さな輝石をたくさん縫い付けたら綺麗じゃないかしら？　手間はかなりかかるけど、昼間の時間がたっぷりあるし。ここは涼しいから仕事が捗るわ」

「まぁ、素敵ですわ！　私の家では染物をしていましたからお手伝いします！　濃さを調節して段階的に染めると華やかになるわね」

　ルーシーも賛成する。

「じゃあ、私は細かい輝石を縫い付けますわ。裾と袖口と……胸元にも少し。きっと夜の星のようにきらきら輝きますわよ！　こんなお召し物は見たことがないって、きっと大評判になりますよ！　残った布で髪飾りも作りましょうね。ああ、腕が鳴ります！」

　マヌルも張り切って、どんなふうに仕立てるかを考えている。

　暑い時期の宴なので、ご婦人方は自慢の肌や曲線を、どんなふうに魅力的に見せるかを競うのだそうだ。

　張りきる侍女二人に、レイフェリアはあまり過激なことはしないように、念を押す。

　北国育ちの自分は露出に慣れていないし、露出に耐えうる曲線にも、まったく自信がなかったからだ。

　次は履物である。これも自分で作るのだ。

　レイフェリアは、宝飾店の隣の革細工店から余った革を安く買った。

　それを青に染めると、手先の器用なウンピョウが膠にかわで何重にも貼り合わせて、レイフェリアの足の形に裁断し、それが靴底になった。

　ヒューマも負けじと、柔らかい革を細く切ってくれたので、レイフェリアはそれをサンダルふうに編み上げた。足の甲にあたる部分に余った輝石を膠で貼りつけて、足元も華やかに涼しげに見せられる。

　南方の婦人の衣装は、北のように足元まで隠れるものではない。

　なので、見える踵の部分は、後ろで花結びになるようにした。

　全て手作りの夜会服。

　南の貴族の令嬢たちが、どんなに華やかに鮮やかに装うのか想像もできないが、レイフェリアはこれで満足だった。

「私はよそ者のくせに、ティガール様の横に立つのだから、何をしたってきっと悪く言われるわ。だから、これでいいのよ。いじめられるのには慣れているもの」

　故郷では叔母のギンシアに従妹のアリーナ、ログウッドの城ではナドリネ。今まで辛く当たられることからは逃れられなかった。

　──それに、これからはもっと大変な試練が待ってるのだわ。多分、王都で。

　それを思えば大抵のことは耐えられる。

「みんなありがとう。とっても素敵に仕上がったわ。私、皆に恥じないよう、誇り高く宴に臨みます。決して下は見ないわ！」

　レイフェリアは出来上がった衣装を前に、そう宣言した。




　そして、赤夏の宴の夜。

　ティガールはオセロットを伴って、北の小屋へレイフェリアを迎えに訪れた。

　扉の前には、マヌルとヒューマが待ち構えている。

「なんでお前がいるんだ」

「え？　主様が最後まで守れと言ったんじゃないですか」

「ふん。どけ」

　ティガールはヒューマを一睨みすると、大きく木製の扉を叩いた。

「フェリア、用意はいいか？　入るぞ」

「……」

　中から応えがあったのを確かめたティガールは、慎重に歩を進める。

「あ……」

　そこには氷の美姫が立っていた。

「こんばんは、ティガール卿」

「……」

　レイフェリアは薄い布を重ねる南方風の衣装をつけていた。

　しかし、その色は赤や橙、桃色といった、この地方でよく見る色合いではなく、胸元の薄い青から裾に行くに従って、青が濃く深くなる色あいのドレスだった。

　胸と裾にあしらった輝石の粒が、彼女を夜の女王のように見せている。

　銀と金が混じり合う髪は、一部が花のように結い上げられ、残りは滝のように下ろされていた。衣装と同じ青い布で作られた飾り紐が髪と一緒に編み込まれている。

　この髪型はマヌルが得意な結い方だった。三つ編みの一部を解してぐるぐる巻き付けると薔薇の形が作られる。それを、レイフェリアもルーシーも目を丸くして見つめていた。

「母から習ったんです。もうこの編み方ができるものは、ここでは私しかおりません。きっと殿方の注目を浴びますわよ」

　そして今、ティガールはおろか、後ろに立つヒューマやウンピョウも、目を丸くして突っ立っている。レイフェリアに見蕩れているのだ。

「手を取ってくださいませんの？　ティガール卿」

　華奢なサンダルを履いた足を踏み出しながら、レイフェリアはティガールを見上げた。

「あ……ああ、でも……」

「なんでしょうか？」

「ものすごく綺麗だ」

「……」

　横でぷっとルーシーが吹き出す。

「まぁ、正直なお方ですわね！　でも、もう少し思わせぶりに褒めた方が、洗練された当世風の紳士ですことよ」

「そ、そうなのか？」

「私はティガール卿に、当世風な紳士は求めないからいいのよ」

　レイフェリアは笑いをかみ殺すために、まじめくさって答えた。

「え？　それはいけないことなのか？」

「いいえ、その方があなたらしくて、私、好きだわ」

「……っ！」

「きゃ」

　急に腰を引かれてレイフェリアは仰け反ってしまった。その体に沿うようにティガールも腰を折る。

「あ！　ダメです！　紅が取れてしまいます」

　レイフェリアは両腕に渾身の力を込めて、迫ってくる唇を押し戻した。

「紅など、後で俺が塗ってやる」

　聞きわけのない男は尚も切なげに体を寄せてくる。

「絶対だめ～」

「ティガール様！　ここは我慢ですぞ！」

「そうですよ～、主様、絶対それでだけで我慢できないでしょ」

　オセロットが強くたしなめ、ヒューマもウンピョウの目の前に手を翳しながら苦言を呈す。子どもには見せられないということだろう。

「……ち」

　従者二人に諭されて、不承不承ティガールは体を離した。

「わかった。ではさっさと宴を終わらせてこよう」

「宴ってそういうもんだったかなぁ。夜を徹して楽しむもんじゃ……」

「行くぞ」

「はい。行ってらっしゃい」

　まずはティガールの見せ場である。しかし彼はレイフェリアの指先をつかみ、唇を寄せる。

「冷たいな……あなたの手はいつも冷たい。この俺の熱で熱くしてやりたくなるほどに。だが、長くは待たせない」

　ティガールはその指先をぎゅっと握りしめた。

　ティガールが入って行くと、明るく照らされた中庭に面した大広間に、静かなどよめきが漣さざなみのように広がった。

　──ティガール様だ。相変わらず雄々しくていらっしゃる。だがカラカ様がいないな？

　──知らないのか？　カラカ様は、お母上と共に西方領土へ旅立たれたというぞ。

　──本当か？　今夜、婚約の儀が発表されると思っていたのに。




　招待客の注目を一顧だにせず、ティガールは定められた席まで進む。

　明るい場所で見ると、ティガールの装いも見たことがないほど立派なものである。

　夏服の礼装。半袖の黒い上衣は膝までで、裾に豪華な刺繍が施されている。その上から赤い緞どん子すの布が斜めに掛けられ、更にその上から幅広の帯が締め込まれて、堂々とした上半身を示していた。逆に脚衣はぴったりした黒い足通し。

　腕はむき出しで、隆とした筋肉が盛り上がっている。

　大柄なものが多い南方の男の中でも、ティガールは一際立派だ。それに珍しい金と黒の髪。

「……ご婦人たちは皆、ティガール様を見ているようですね」

「さようでございます。今までカラカ様に遠慮がありましたが、ご婦人は皆ティガール様に夢中です。主様は南方一の貴公子なんです。だから、是非張り合ってくださいね」

　オセロットは、いたずらっぽくレイフェリアに目配せをした。

　ティガールは段上の左寄りの立派な椅子に座る。中央には、更に大きな椅子が置かれている。肘置きには牙をむく獣の意匠が彫られてあった。

　その時、大きな銅ど鑼らが打ち鳴らされ、領主リューコの臨席が告げられる。

「おお、リューコ様だ」

「ご領主様だ！」

　久々に姿を現した領主の姿に、軽く握った拳を男は胸に、女は額に当てて礼をする。

　ティガールが立ち上がり、父を迎えた。

　リューコは立派だった。

　飾り気の少ない黒い衣装に金色の布を斜めに羽織り、肩から後ろに流している。

　色あせた髪は後ろで一つに結ばれ、赤い羽根の耳飾りをつけていた。悪くしている足を軽く引きずりながらも、優雅な所作で、広間を見下ろす位置にある領主の座に着く。

「皆、よく集まってくれた。今年も恙つつがなく雨期を脱し、豊穣の季節を迎えられたことを嬉しく思う。さぁ、久々の宴である。城の酒蔵を飲み干す勢いで楽しんでくれ！　我らは太陽のもとに！」

「太陽のもとに！」

　その言葉が宴の始まりだった。

　人々は領主が席に着くと、飲み物を手に談笑したり、美しく盛られた豪華な料理に手をつけ始めた。開放的な南の宴では、楽しむのが一番の礼儀なのだ。

　オセロットはティガールの後ろに立って、大広間を見渡している。

　令嬢たちが話しかけたそうに、こちらをちらちら見ているが、さすがに壇上にまで上がる者はいない。

　ヒューマは護衛士として、人々の間を行き来し、交わされる言葉に注意を払っていた。

　やがて一通り食事が進むと、中庭で余興が始まる。

　余興は、これまた素敵に着替えたウンピョウのナイフ投げや、宙返りなどである。もともと陽気な南方の人々は、少年の鮮やかな技の数々に拍手喝采だ。

　これはオセロットの考えた演出で、重大発表の前に、人々の気持ちを和やかにしようという配慮だった。

　しかし、やがてその時が来る。

　ウンピョウは恭しく一礼をして下がった。引き際に暗がりにいるレイフェリアと一瞬だけ目が合う。

　ウンピョウはかすかに片目をつぶって見せた。しっかりやれという合図だろうと、レイフェリアは思ったが、胸の高鳴りを抑えきれない。

　それは、苦痛に似ていた。

　嬉しさはもちろんある。しかし、不安や恐れも交じっている。このような、日常ではない感情の昂ぶりに、慣れていないのだ。

　そうこうする内に、中庭で集っていた人々は再び広間へと戻っていく。その手に新たにガラスの盃が配られた。そこに非常に高価な赤い酒が注がれていく。

　赤い酒。貴婦人の赤い衣装。燃える松明。

　オセロットが静かにレイフェリアの前に立った。

「こちらへ」

　ティガールが先で待っている。大きいくせに気配を隠すのがうまい。レイフェリアも後に続いた。




「さて方々、今日は一つ大切な報告がある」

　リューコがひときわ美しい杯を掲げながら立ち上がる。

「報告は私からではなく、倅から伝えてもらうことにしよう」

　足の悪さを感じさせない、ゆったりとした歩みで、南方領主サーザン・リューコが進み出る。

　放たれる威光に大広間は静まり返った。

「ははは！　皆、そう構えんでもよい。方々、向こうを見よ」

　リューコの手は、広間の向こうの中庭を指す。明るいホールから見ると庭は暗い。

　その言葉で、ようやく人々は、領主の席の隣にティガールがいないことに気がついた。

「ははは！　失礼いたした。我が一族は気配を消すのに長けているでな。年寄りの出番はこれまでじゃ！　入ってまいれ！」

　驚く人々が一斉に背後を振り返る。

　広大な中庭に続く、ガラスの扉は大きく開け放たれていた。

「南方領主後継から報告がある」

　暗がりからよく通る声が響き、大きな人影が姿を現す。

　同時に中庭の中央にある、噴水が高く吹き上がった。

　息をつめた人々が見守る中で、松明が次々に灯される。進み出る人影は最初一つに見えたが、わずかな距離を残して二つに分かれた。

　ティガールと、それに寄り添うすらりとした姿だ。

「方々、今宵のお運びに感謝する。宴の最中だが、俺の話を聞いてほしい」

　ティガールがレイフェリアの腕をとり、一歩前に進み出た。

「南方領主後継サーザン・ティガールは、前、北方領主エイフリーク殿の一人娘、ノーザン・レイフェリア姫を今秋、我が花嫁として迎えることとする！」

　小刻みに震える指先を隠すため、レイフェリアは拳こぶしをきつく握りこんだ。

「レイフェリアと申します。新参者ゆえ、こちらのことはまだよく存じませぬ。どうぞ皆さま、よろしくお導きのほどを」

　レイフェリアは北方ふうに腰を屈め、お辞儀をした。

　長い髪がさらりと肩を滑り落ち、ドレスが水のように波打つ。

　一瞬空気が固まったような間が空いたのち、人々は声を上げた。

「おお、ティガール様がついに！」

「おめでとうございます。ティガール様、リューコ様！」

　レイフェリアはティガールに手を取られ、新たに用意された席に着いた。

　広間中の視線が自分に注がれている。

　それが世間慣れしていない彼女の緊張を高めた。少し前まで公に出ることもなく、隠れるようにして生きてきたのに、なんという変化だろうか？

　──だめよ、レイ。慄おののいていることを知られてはいけないわ！　ティガール様の横で堂々と振舞わなければ。マヌルたちも、きっと見守ってくれてる！

「ご後継殿自ら、北方まで迎えに行ったと聞いている、よほどのご執心であったか」

「風変わりだが、美しいご令嬢ではないか。見ろよ、あの肌」

　護衛士のヒューマが拾う男たちの声は、こんなものだった。

　大方は予想通りの反応である。

　しかしヒューマにも、ずかずかと入りにくい一画があった。

　身を飾りたてた令嬢の集団である。その一角だけ、豪奢で華やかな雰囲気とは、やや一線を画す刺とげ々とげしさに包まれている。

「なんなの、あの娘！」

「貧相な体ね！　それにあの変な服！　あの妙な青色は、わざと目だつためにしているのかしら？」

「目障りだったカラカ様が、やっといなくなったと思ったら、突然現れて、いきなり婚約者ですって？　どういうわけなの？」

「後で、いろいろお伺いに行ってみない？」

「もちろんよ！」

　──うわぁ、怖い。レイ様、ご用心を～。

　戦いに際しては勇敢な若者も、南方女子のあけっぴろげな気の強さに辟易し、とても中に入っていける気がしない。

　下手をすれば、こちらに火の粉が降りかかってきそうなのだ。しかし、一段高いところでも、機嫌の悪い男がいた。

「くそ！　こんなことなら、あなたを連れてくるのではなかった！」

「どうかしたの？」

「うつむかないでくれ！」

　レイフェリアの衣装の胸元は、普段よりも大きく開いていて、布の切れ込みからは、腕や脛がちらちらと覗いている。

　それはこの場にいる若い婦人の露出と比べても、決して多い方ではないが、普段が慎ましい姿なので、よほどティガールには目の毒だったのだ。

「どいつもこいつも、もの欲しそうに我が妻を見おって！」

「誰も私なんか見てないわよ。それにまだ妻じゃないわ」

「これからなるんだから、いいんだ。あ、きたきた。遅いぞ！　オセロット」

「え？」

「方々、用意が整ったようだ」

　リューコが再び声をかけた。オセロットが両手に小さな箱をささげて進み出る。ティガールが立ち上がり、自らふたを開けて中身を示した。

　それは紅玉の原石だ。

　その大きさと美しさに、広間中からため息が漏れる。

「受け取ってくれ。我がつがいよ」

　レイフェリアの望み通り、人工的な加工をほとんどしていないものだった。母石には、繊細な銀の蔓が巻きつき、鎖が繋げてあった。

　受け取ったレイフェリアは、彼の熱が宿った宝石を頬に押し当て唇で触れた。

　承諾のしるしである。

「喜んで。ティガール様」

　レイフェリアが宝石を掲げると、赤い石は、松明の炎を受けて燃えるように輝いた。

　わぁっ！

　周りの人々から歓声が上がる。

　首飾りにするには重い石を、ティガールが両膝をついて、自分のつがいとなる女の腰に巻き付ける。青い衣装に透き通った紅玉が、ひときわ映えた。

　いつの間にか壇上から降りてきていたリューコも息子の横に立っていた。

　一見似ていないと思える二人だが、こうして並び立つと、多くの共通点がある。他を圧する威厳もそうだが、それでいて人々を魅了する雰囲気なのだ。

　二人は生まれながらの獣だった。

「ご領主様、おめでとうございます！」

「おめでとうございます、ティガール様」

　人々が赤い酒を飲み干す。色は美しいが、それなりに強い酒のようで、場の空気は一気に盛り上がった。

「これで南方領土も、ますます安泰でございますな！」

「ティガール様、レイフェリア様！　さぁ最初の踊りを！」

　広間の一隅にいた楽団が、陽気で情熱的な曲を演奏しはじめる。

　レイフェリアにとって初めて聴く曲だが、曲どころか踊ることも初めてなのだ。

「ティー、私踊れない」

　舞踏があるなら、予あらかじめ教えておいて欲しかったと思うが、今さらである。

「心配するな。お前は自由に動けばいい」

　──そんなこと言ったって、何をどうすれば……！

　レイフェリアとて、元は北方領主の令嬢だから、子供の頃に舞踏は学んでいる。しかしそれは、北の民族舞踊と、王都で行う一般的な舞いだけだ。

　こんなに速く、激しい曲調は知らない。

「さぁ、こうだ！　存分に舞え！」

　ティガールはレイフェリアの腰を掴んで宙に放り投げる。

「きゃあ！」

　仰天したレイフェリアだったが、なんとか空中で姿勢を整え、綺麗な弧を描いてふわりと着地した。すかさずその手を取ったティガールが、くるくると回転させる。

　青い服の裾が翻り、白い脛すねが露わになった。

　夏の花々の中に咲く北国の青い花に、人々の視線が注がれる。

　しかし、当のレイフェリアは、もうやけくそだった。

　何度も何度も、レイフェリアは脚力を発揮して宙に跳び、体を捻ったり回転してティガールの腕に収まった。

　それはさすがの南方の人々も初めて見る舞いで、おとなしやかに見えたレイフェリアの驚くべき能力に魅入っている。

　松明が照らす中庭で二人の舞いは、幻想のような影を描きながら、曲が終わるまで続いた。

　息を乱してレイフェリアがティガールの腕の中に飛び込んだ時、周囲からは先ほどのウンピョウの軽業を凌しのぐ拍手が巻き起こった。

「いやはや！　すごいものを見せていただいた！」

「これは見たことのない舞踏だ！」

「北国の姫は蝶か鳥か？」

　周りに群がるのは主に男性である。

　涼しい顔のティガールに対して、息が上がってしまったレイフェリアは、ろくに挨拶も返せない。小腰を屈めて微笑むのがやっとである。

　しかし、それすらティガールは不愉快そうに、自分の後ろにレイフェリアを隠し、男たちを睨み付けている。

　さすがに、獰猛な獣そのものの彼にはむかってまで、レイフェリアに声をかける勇気のある者はこの場にはいないようだ。

「お飲み物を」

　オセロットが恭うやうやしく銀の盆を差し出した。優美な形の二つのガラスの杯に、紅玉を溶かしたような赤い酒が入っている。

「……」

　ありがたく口をつけたレイフェリアは、その強さに少し驚いたが、のどが渇いていたので飲み干した。酒の伝い落ちた部分から体が熱くなる。

「ここの酒は初めてだろう？　どうだ？」

「……美味しいです。北にも強いお酒はありますが、また違った風味ですね」

「そういえば、北方で飲んだ酒は、かなり重い口当たりだった。さすがに寒い地方の酒だと思ったものだ」

「体を温めるものですから。ほら……ティガール様、皆さま方がいらっしゃいました。私はここで休んでますから、どうぞお客様のお相手を」

　舞踏の間は歓談の間でもあるので、次代の領主に近づきたい者が次々に集まってくる。王都から来た貴族や商人たちだ。

「いや、俺は……」

　ティガールは今まで、社交に関心がなかったのと、城での宴が久しぶりだったので、王以外との個人的な繋がりは、あまりなかった。

　だが、ここには南方領主後継に、名前や顔を売り込んでおきたい人間は大勢いる。

「レイフェリア殿の言われるとおりだ。倅よ、ここはひとつお前の手腕を見せてみよ。私は上で見ているほどに」

　リューコは意味ありげに息子の背中をどやしつけて、オセロットとともに下がった。

　振り返ったオセロットは、レイフェリアにやや同情的な視線を投げてくる。少し離れたところではヒューマとウンピョウ、壁際ではマヌルが心配そうに、こちらを見ていた。

　──ああ、なるほど。つまりこれは、私にとっての戦場。腕の見せどころというわけなのね。

　レイフェリアは、きつい眼差しでこちらを見ている令嬢たちに会釈を返した。

　それをきっかけに、ドレスを揺らしながら、美しい獣たちがやってくる。

　いずれも自分の体の曲線を強調する、南方の衣装だが、見事に暖色系の色目ばかりだ。さながら満開の花園のようである。

「はじめまして、私はリンクスと申します。父は城の衛士長を務めておりますの。ご存知でしょう？」

「私はマンチカと申します、レイフェリア様、お初にお目にかかります」

「私はアビシニア」「ソマリですわ」

　息もつかせぬ勢いの自己紹介だ。

「皆様、はじめまして。レイフェリアでございます」

　あっという間に周囲を取り囲まれ、ティガールと離されてしまったレイフェリアだが、ある程度は想定していたことなので慌てることはなかった。

「レイフェリア様は、どうやってティガール様を射止められましたの？　私たちもうずっと、カラカ様が独り占めなさるので諦めていましたのよ」

「そうですわ。ティガール様は、ずっと私どもの憧れの方でしたの」

「カラカ様を西方へ追い返したって本当ですの？」

「あの方も無邪気を装いつつ結構やり手でしたのに、それ以上の手練手管をお使いになったということかしら？」

「そういえば、先ほどの踊りもなんだか曲芸みたいでしたものねぇ。あの技でティガール様のご興味を引かれたのですか？　ぜひともご教授を」

　矢継ぎ早に質問が浴びせられ、その全てに毒や棘が含まれている。

　彼女たちにしてみれば、ずっと憧れながらも近寄りがたかったティガールを、どこからともなく現れた娘に目の前で、掻っ攫われたという心境なのだろう。カラカのことも邪魔に思っていたのに違いない。

「身が軽いのは我が家の伝統なのです。ティガール様は国王陛下の推挙を受けて、北方まで私を迎えにこられたのですわ。カラカ様のことなら、私はあまり存じませんのでお答えできかねます」

　レイフェリアは言葉を選びながら、令嬢たちの質問を躱していった。この程度のことでおろおろしていたら、これからティガールの横に並び立つことはできないだろう。

「その地味なお衣裳は北方風ですの？」

「ええ、私が持ってきた染料で、こちらに来てから求めた布を染めました」

「まぁ、次期ご領主の花嫁となられる方が、染め物職人の真似事を？」

「はい。北と南の交流の架け橋になればと思って、これからは北方の産物などもご紹介していきたいと思っております」

「こんな地味な色、誰か欲しがるかしら？」

　リンクスと名乗った令嬢が疑わしそうに言った。この娘がこの一団で一番発言力があるようだ。

「まぁ、リンクス様には上品とか、風雅という言葉をご存じありませんか？」

「なんですって！」

「青や藍は空や水を示す色。太陽を象徴する赤も、確かに美しいけれど、せっかく女に生まれたのですから、自分に似合う色をいろいろ試してみたいではありませんか。衣装でなくても、小物や宝石に使う青や緑は、赤いお衣裳に映えますわよ。ほら」

　レイフェリアは自分のつけていた青い髪飾りを外して一人の令嬢の衣装の胸元に合わせた。それは確かに美しく映え、その令嬢も、周りの娘も一瞬息をのむ。

「赤と青は上手に使えば、お互いを引き立てあうのですわ」

　レイフェリアも自分の腰につけた紅玉を見下ろし、そして顔を上げて、周りを取り囲む娘たちを見渡した。

「これからは青い石も染料も、北からどんどん入ってきます。私が紹介いたしますから、皆様にも身に着けていただきたいと思いますわ。ログウッドの素敵なお店で、ぜひ良い品に仕上げてもらってくださいね」

　みんな押し黙ってレイフェリアを見つめている。

「北方との人や物の交流。それが私の役目だと思いますの。皆様どうぞよろしくお願い申し上げます」

　令嬢たちに微笑み返しながら、レイフェリアは慎ましく頭を下げた。




「ふむ、倅よ。お前の花嫁は、群がる小雀どもを、お前よりうまくあしらっているようではないか」

　リューコがおかしそうに、客の相手をし終えた息子に声をかけた。

　こちらは一人に一言ずつ、言葉をかけただけのようである。

「ふん、あたりまえだ」

「これは王都に行っても楽しみであるな」

「楽しいことばかりではないがな。フェリアには悲願がある」

「それはそうだが、どう転んでも、あの娘は乗り越えると思うぞ」

「ああ、そうとも。俺たちは、この宴が終われば王都に発つ。親父殿、俺の報告を楽しみにしているがいい」

　そう言ってティガールは、花嫁を自分の腕に取り戻すべく、大股で花園のような戦場へと入っていった。

「ふふふ、見ものじゃて。では年寄りは下がらせてもらうとするか」

　そう言いながらリューコは、目だたぬように中庭から別の道を通って自室に引き上げていくが、ふと途中で足を止める。

「おぬしか」

「ご挨拶が遅れてまことにすみませぬ。南方のご領主」

　黒い服の男がひっそりと声をかける。

「いや構わぬよ。今こうして言葉を交わしているのだからな。東方の使者よ」

「恐れ入ります」

「そなたの主殿は息災かな？」

「おかげをもちまして。我が主も王都に向かっている頃でございましょう」

「そうか。噂は聞いておるが、あまり無体なことはするなと伝えてくれ。もっとも、私が存じておったのは、先のご領主であられたお叔父上の方だが」

「……お伝えいたします。しかし、私も、もう……過去の人間となるようです。ここには最後の仕事で参りました」

「そうか。舞台は回るというわけだな……よろしく伝えてくれ」

「は、左様にいたします。南方のご領主様。今宵はこれにて失礼」

　男は華やかな中庭の様子をしばらく眺め、それから深く礼をして立ち去った。

「せいぜいうまくやるのだぞ。二人とも」

　リューコは、中庭で客たちに囲まれているレイフェリアとティガールを、しばらく見つめてから、明るい宴の間を後にした。

　この夜を以って、南方領主後継ティガールと、前北方領主の娘レイフェリアとの婚約が成立したのである。




　ゆらゆらゆら。

　地下にある丸い部屋には、いくつもの蠟燭ロウソクが燃えている。

　ここは古いにしえ、南方領主が獣と約定を交し合ったと言われている、地下の一室だ。赤い壁には、その時の様子が壁画に描かれている。

　そこにはたくさんの獣が描かれている。彼らが見つめる部屋の中央には、やはり赤い石でできた、円形の大きな台があった。

　その上で、男女が睦みあっている。獣がつがい会う、その体勢で。

　豪華な敷布も布団もない、石の寝床だ。

　下半身は密着し、結合部から獣が水を舐めるような音が零れ、ドーム状の天井に反響した。

「ああ、やっと……やっと俺だけのものだ！」

「あ……ああ」

　赤く冷たい石は、ティガールの熱を冷ましたりしない。しかし、磨いた素焼き煉瓦のような手ざわりは、レイフェリアにとっては好ましかった。

　つがいと認められた二人は、獣に見守られるこの部屋で初夜を過ごす。

　それが南方家の倣いだった。

「獣よ！　俺を讃えよ！　俺のつがいを讃えるがいい！」

　ティガールはそう叫ぶと、細腰を引きつけ、一層激しく腰を振る。

「お前たちの後継は、歴代で一番素晴らしいつがいを得たのだ！」

「ああぅ！」

　奥まで差し込まれたそれが大きくのたうち、胎内を抉る。レイフェリアは極みまで背中を反らせて耐えた。それが獣の雄をきつく絞る。

「あおう！　いい！　だがまだだめだ！　もっとあなたを味わいたい！」

　南方の妻問いの慣例で、その夜の交合は一度限りだということだ。

　ティガールも、これだけはきつく言い渡されたようである。

　開放的なようで、伝統は慮おもんばかる。

「フェリア……あまり締め付けないで……」

　動きを少し緩めてティガールが額の汗を拭う。彼はただ一度のまぐわいをゆっくり味わうために、あえて一旦動きを止めた。しかし、そのことがお互いの情欲を一層搔き立てていく。

「くそ！　なんで一度だけなんだ！　俺は死ぬ！」

「こんなことで死なないわ、ティー、お願い！　やめないで。もっと来て！」

「ああっ！　ひどい！　なんでそんなことを言う!?」

　つがいの願いに背ける雄など、いはしない。

　古の獣たちが見守る中、若い獣はひときわ大きく吠えた。









５章　王都











　大陸宗主国である真しん国こくの首都は、ミッドウェルシュである。

　人口五十万人を超える、この国随一の大都会だ。

　大陸中に放射状に伸びる街道の中心にあり、人や物が常に行き交う商都、文化の都としても知られている。また、東に大河、西に山地、南に森、そして北に湖を備える美しい街でもある。

　南方領土の城下町ログウッドから王都ミッドウェルシュまで、馬車で約七日の位置にある。北にある分、ログウッドよりも秋はやや早く、窓の外に見える風景には、収穫期を迎える農村や、色づき始めた森がいくつも通り過ぎていった。




　赤夏の宴が終わって半月後、レイフェリアは父の一件以来、久し振りにこの都に足を踏み入れた。

「ログウッドの街も綺麗だったけど、王都はなんていうか……やっぱり規模が違いますねぇ、レイ様」

「本当ね。私は子どもの頃、何度も来ているはずなんだけど、あんまり覚えていないのか、まるで初めて来るところのようだわ」

　馬車は広い通りを走っている。四頭立ての馬車が対面ですれ違える広い通りだ。両側には歩行者用の歩道もある。

「来るまでの風景も素敵でしたが、城門をくぐってからはずっと建物ばっかり！　ああ、あそこには、異国の服装をした人がいっぱいいます。向こうにはすごく高くて、立派な塔が見えます。あ！　屋台が出てる！　あんな食べ物、見たことがありません！」

　広い通りにはたくさんの店が軒を並べていた。ルーシーは王都が初めてなので、なにもかもが珍しいようだ。

　馬車は、広い道から折れてやや狭い通りに入ったが、ここもしっかり舗装されていて、不快な揺れがない。

　しばらくすると、道は地道になり、建物が少なくなって大きな樹木が目だち始めた。

「急に雰囲気が変わったわね。もしかしたらここは、もう南方領主公邸の敷地内なのかしら？」

　レイフェリアの予想は当たった。

　馬車が停まったのは、森に囲まれた南方領主の屋敷だった。やはり赤い外壁に囲まれている広大な邸宅である。

「さぁ、着きましたよ」

　オセロットが馬車の扉を開けて言った。

　降りてみると、ログウッドの館に比べると小振りで平屋だが、近代風で、敷地はかなり広いことがうかがえた。広い庭の奥には小規模ながら、小川や池まであるらしい。

　──来た時に通った森と、どこかでつながっているのかしら？

「レイフェリア様には、一番涼しいお部屋をご用意いたしますね」

　オセロットはにこにこと言った。彼はここでも執事の役割のようである。

「ありがとう、とても綺麗なお屋敷ね」

　通された円形のホールは天井が高くて天窓があり、大変明るい。床のタイルには太陽の意匠が描かれている。奥に放射状に三本の廊下が続いていた。

「フェリア」

　馬を預けたティガールがやってきた。

　彼はヒューマとともに、道中は騎馬で馬車の護衛をしていたのだ。レイフェリアがいくら馬車を下りて愛馬のユタに乗りたいと言っても、今回は珍しく許してもらえなかった。

「俺はこれから王宮に行く」

「今から？　到着したという報告なの？」

「ああ。既に先触れは出しているからな。このあいだの一件や……あなたとの婚約のことを、俺の口から王の耳に入れておきたい」

「わかったわ」

　領主は婚約が整ったら、婚姻の許しを請うため、二人そろって国王に報告する義務がある。これまで認められなかった例はないということだが、しきたりはしきたりだった。

　ティガールはその下準備のために、親しい間柄だという、ゼントルム王に謁見するのだろう。

「落ち着いたら、フェリアにも登城してもらうことになる」

「ええ……」

　レイフェリアは頬にさっと緊張を走らせて頷いた。

　彼女には確固とした目的があるのだ。

　父の受けた嫌疑のことを調べ直してもらう、あるいは自分で調べることをゼントルム王に認めてもらい、毒殺事件の真相を探り当てるという目的が。

　だが、そんなことが果たして許可されるのだろうか？　もう七年も前のことなのだ。しかも王家も代替わりしている。

「心配するな。俺はゼントルム王と……まぁ、近しいといえば近しい関係にある。あなたの望みも伝えておく」

　心配そうに瞼まぶたを伏せるレイフェリアの肩に手を置き、ティガールは大きく頷いた。

「ええ、頼りにしているわ」

「ま、任せておけ……では行ってくる！　フェリアは部屋で休んでいろ。ヒューマ！　着替えるぞ、支度をしろ！」

　ティガールは素早く踵を返し、すたすたとホールを横切って行ってしまった。

　その後をヒューマが追いかけるが、彼はこちらに向かってしたり顔で肩を竦めるのを忘れなかった。

　あんまり煽っちゃだめですよ、という意味だろう。

　ルーシーは笑ったが、レイフェリアには通じなかったようで、小首を傾げている。

　王都の昼下がりは、秋の穏やかな日差しに溢れていた。




「久しぶりだな、虎とら男おとこ」

　ゼントルム王は私室にいた。

　すっかり寛いだ様子で、長椅子にだらしなく体を伸ばしている。この部屋に入れるものは数少ない。

　ティガールほどではないが、彼も大柄で、派手な服装を好む男である。

　年の頃は三十半ばというところだろうか。栗色の髪は豊かで、王族なのに無精ひげを生やしている。どこが狼を連想させる風貌である。

「お前、この冬に俺と会った後、その足で北へ向かったんだろう。帰りに寄ってくれるだろう、首尾を聞けるだろうと、俺は待ちわびていたのに、よくも素通りしてくれたなぁ。それを世間では、不義理というのだぞ、この虎男め！」

　ゼントルムは陽気に笑った。

「王よ。何度も申し上げているが、俺のことは名で呼んで頂きたい。この春は気が急いていて、陛下のことなど考えもしなかった。だが、このほど我が領地であの人との婚約を父に承認してもらった。ゆえに、こうしてまかりこしたのだ。順序から見て、決して遅くなったとは思っていない」

「愛しい娘を手に入れた勢いでってことか。まぁそれはわからぬでもないゆえ、許してつかわそう」

「ありがたき幸せ」

　ティガールは嫌そうに鼻の頭にしわを寄せた。

「おいおい、そんな顔をすると、真昼間でも虎になっちまうぞ」

「昼間にはならない。それより婚姻にはあなたの承諾も要るのだろう！　さっさと認めてくれ！　いや、ください！」

「も？　俺はついでかよ？」

「訂正する！　が、だ。あなたの承諾が必要だ。お願い申し上げる！」

「ああ、ああ、わかった。許す、許すぞ。でないと虎に泣かれるからな。ほら、既にできている。これを持っていけ」

　ゼントルムは鷹おう揚ような態度で、脇の小卓上の丸めた書紙を手渡した。

「……感謝の極み」

　ティガールは短く礼を言う。それは王の署名のある婚姻の許可証だった。

　ざっと読み下すと、大切に包んで上衣の内側に入れる。これで、堂々とレイフェリアは自分の婚約者だと、人々に告げることができるのだ。

「それにしてもなぁ。餓鬼の頃の初恋をしつこく思いつめて拗こじらせたうえ、とうとう実らせるなんてなぁ……虎ってなぁ、執念深いもんだねぇ」

「褒められている気がまったくしないのだが、我が王よ」

「褒めているとも！　まぁ、気持ちはわからぬではない。俺の女房もいい女だからな！　けどそれにしたって、十年は思いつめてねぇぞ。やっぱりお前はすごいわ」

「俺たちにとって、つがいは特別な存在なのだ。追って、追いかけて、追い詰めてものにする」

「それじゃまるで、狩りの獲物じゃねぇか」

「……」

「いい女なんだな」

　ティガールは澄まして答えた。

「あらゆる面で、この上なく」

「言うわ！　俺も王太子だった頃に、ほんのちびっ娘こだったあの娘に、会ったことがあるんだぞ。父親に連れられて王宮に挨拶に来たんだよ。あん時は大人しいわりに、好奇心できらきらしていた紫の目が印象に残ってる。あの目はすごいな！」

「俺のものだから」

「……」

　うへぇと言うように肩を竦め、ゼントルムは傍の飲み物を一気に飲み干した。

「……それで、何か曰いわくがあるんだろう？　その娘には」

「あなたはもう気がついているのだろう？」

「まぁな。あの娘の父親は、七年前、俺がまだ王太子だった時に、王家への反逆罪の疑いをかけられ、自害して果てた」

「……世間ではまだ、疑いは晴れていないと聞く。だが、フェリアは、父親は無実だと信じている」

「ふむ」

「俺はフェリアの望みを叶えてやりたい。だからあなたにお願いする」

　ティガールは低く頭を下げた。

　口調は王に対するものとしては、かなりぞんざいではあるが、南の領主家は忠実に王家に仕え、守ってきた一族である。

　代々、無骨で不器用で、一徹な男たちが領主を務めるのだ。

　そして、内に飼う獣ゆえか、容貌が独特で美しいので、南方領主は四方侯家の中では、常に目だつ存在だった。

「恋する男とはこんなものか」

　ゼントルムは、ティガールのつむじに向かって笑った。

「考えておこう」

「ありがたく」

「話が変わるがな。東からまたぞろ、お前の嫌いな男が出で張ばってきたぞ」

「わかっている。先に送った報告書は？」

「読んだ。確たる証あかしはないが、さもありなんという気がしたな。実は俺自身の調査でも、その音曲の一見に関しては、都の楽器職人の蔵から、紛失した古い譜面があると聞いている。無論、東とのつながりは見つかっていない」

　ゼントルムは傍らの書類の束を指した。

「東の領土は代替わりしてから、どうもなんというか……澱よどみを感じる」

「澱み」

「それにあの男──ファハル・ザイードは少々得体がしれん。表面は物静かで慇いん懃ぎんで更に篤とく志し家かだ。王都下町の病院に、たくさんの薬や薬師をよこしてくれた」

「……」

　ティガールは眉間を険しくした。

「おい、あんまり顔に出すなよ。お前の悪いところだぞ」

「……気をつける」

「だがまぁ、あの男もお前のことは好いてはおらんだろう。お互い様だが、なにやら仔細があるようだな」

「俺を挑発しているのだと思う。それも大事にならぬよう、ギリギリの線を狙ってくるところが、巧妙なところと思う」

「東は、昔から南と仲が悪いが、特にお前たちの相性は最悪だよなぁ。歳はわりあい近いのに」

　ゼントルムは考え込むように言った。

　東の領主は、代々医薬の術を受け継いでおり、様々な草木や、獣の肝などを薬にする術が伝わっているという。

　数代前まで、姻戚から王家に仕える殿医を輩出したほどなのである。

　しかし一方で、秘密主義がはびこる土地柄でもあり、既知の知識を除いて、薬学や医術などの研究の成果を、他領に伝授する意思はほぼない。

　土地そのものはあまり豊かではなく、交易品は主に薬や陶磁器、それに塩である。

　その塩の産地が東と南にまたがっていて、その国境線をめぐって昔から南方と小競り合いが絶えないのだ。良質な岩塩の産出地が主に南の領土に広がっているせいもある。

　そしてその東の領主ファハル・ザイードは、数年前に叔父の跡を継いで領主となった男だった。

　年のころは二十代の後半だが、表情があまり変わらないのと、ゆったりした態度のせいで、年齢よりも年上の印象を受ける。黒髪に黒い瞳、そしてやや黄色味がかかった肌の、痩身の男であった。

　ティガールは本能的に、ファハルが物静かなその物腰の裏に、粘着質で残忍な本性を隠していることを読み取った。そしてファハルも、荒々しく派手な印象のティガールを、おそらく憎悪している。

　これは獣たる彼の直感だった。

「俺は……あいつを信用できない」

「おいおい、お前らを束ねる立場の俺のことも考えてくれよ。いいから、揉めごとだけは起こすな。報告にあったように、もし奴がなにか邪よこしまな方法で南に爪を伸ばしてくるなら、あるいは過去に何かしでかしているのなら、確たる証拠が必要なのだ。わかるな」

「……」

　ティガールは黙って頷いた。

「よし！」

　ゼントルムは、やおら体を起こし立ち上がった。

「とにかく、この件はいったん置いといて、まずはお前の手に入れた宝の顔を拝ませてもらうとするか！　そうさな。五日後、ここに連れてまいれ。我が私邸のほうにな。目通り許す！」

　ゼントルムは王者の威厳をもって、ティガールにそう告げた。




　王都の夜はなかなか更けない。

　いや、実際には陽が落ちているのだが、街の灯りがいつまでたっても消えないので、夜が更けたような気がしないのだ。

　王都の南、低い丘の上にある館からは、にぎわう街の様子がよく伝わってきた。道も街も明るく、まるで宝石箱を覗いているようだ。

　──ティーは今、あの中心にいるのね。

　レイフェリアは快適な自室の窓から王都を見下ろしている。ルーシーは既に下がらせているので、今は一人だ。

　夜空には月が登り始めていた。

　その真下、街の中心には一際大きな建物がある。ミッドウェルシュの王宮だ。ここからでもその壮大さがよく伝わった。

　夜空を突く高い塔がいくつもあり、その先端まで灯りが点っているのが、まるで槍のようだ。街中からもよく見えるだろう。

　城の周辺には広大な庭園や森があるのか、光の塊の中で、その部分だけがやや暗くなっている。

　──私もここでなにもしないわけにはいかないわ。

　レイフェリアは荷物の中の一番底にしまってあった、小箱を取り出した。

　それは故郷を出る時、家から持ち出した両親の形見だ。

　レイフェリアの両手に乗るくらいの小さな箱だが、頑丈な硬い木で作られており、ふたは簡単に開かないように、膠にかわで接着されている。

「母上は、私がこれを開けるべき時が来るまで、中を見ないようにと言ったのだわ」

　その時はしかるべき時とは何かわからなかった。

　しかし、今自分は南方領主の婚約者として、王都にいる。

　ティガールはいくら推挙されたといえど、正式な婚約者となるには、王に謁見し、公式の場で認められなければならないと言っていた。

　おそらくその前に、内々に謁見の儀がある。そうなれば、王に近づくことができ、そして王の受け取り方次第では、自分の望みを伝えられるかもしれないのだ。

　父親がかけられた、反逆罪の疑いを晴らすという望みを。

　その時に、何か説得力のある手がかりが必要だわ。つまり、この箱を開けるのは、きっと今だ。今に違いない。

　なんの望みもなかった以前とは違う。

　レイフェリアは、私物の中から細工物に使う小刀を取り出した。

　ふたと本体の間に小さな刃を入れる。古い膠は石のように固くなっていて、なかなか刃の先が食い込まない。しかし、諦めずにじわじわと作業を進めた。

　四半時ほど格闘すると、やっと小さな切れ目を入れることができた。そこに切っ先をこじ入れて、一方の手で箱を握りこみ、てこの要領で握りを手前に引く。

「つっ……！」

　跳ね上がった刃の先が人差し指の付け根を突いたが、ふたと本体に隙間を開けることができた。

　傷は小さいが深く、血が指と服を汚したが、そんなことには構わずに、レイフェリアは更に刃を差し込んで接合部をめりめりと引っぺがす。

　ほどなくして、ふたが外れた。しかし、力を入れたせいで傷がぱくりと開いた。

「いたっ」

「どうした！」

「わっ！」

　いきなり飛び込んできたのはティガールである。今、王宮から帰ってきたのだろう。彼はすぐに異変に気が付いた。

「血が出ているじゃないか！」

　レイフェリアの返事を待たず、ティガールは手首を引っぱり、握っていた箱を引っぺがして傷の具合を確かめた。

「いえ、あの」

「こんなに血が……流れて」

　浅黒い顔に血が上り、金の瞳が光っている。

「たいしたことないわ。細工用の小刀の先で突いただけだから」

「……」

　傷口からはまだ細く血が出ている。

　ティガールの鼻の先で、赤い雫が指の付け根をすべり落ちた。

「……っ！」

　いきなり、熱い舌に手首を舐められてレイフェリアが硬直する。固くなった体に気づいてティガールが夢中で啜っていた傷口から唇を離した。

「すっ、すまん！　つい……」

「ついじゃないわ。びっくりした」

「……」

「他人の血なんか不潔よ」

「他人じゃない。それにフェリアの体液なら、全部飲みたい」

「な、なにを大まじめに言っているの!?」

　レイフェリアは呆れかえって手を引っこ抜こうとしたが、更に強く掴まれるだけに終わった。あきらめのため息が漏れる。

「痛いわ」

「すまん……でもなんでこんな怪我を？」

　ティガールはとりあえずの応急処置として水盤でレイフェリアの手を洗い、自分の手布を裂いて指に巻いた。

「この箱……前にあなたと一緒に私の家に行った時に取りに行った箱よ。両親の形見なんだけど、いざというときにしか開けてはいけないと言われていたものなの。それを今開けてみたのよ」

「これか。俺も見てもいいか？」

「ええ。一緒に見てもらいたいの」

　ティガールは彼の手には、小さすぎる箱を開けた。

　中には丁寧に包まれた二つの物が入っていた。油紙に巻かれた小さな包みと、絹の上等な袋に入れられた小さな硬いものである。

「ずいぶん厳重に包まれているのね」

「俺が開けようか？」

「いえ、私が」

　傷はティガールがしっかり巻いてくれたので、指を動かすのに不自由はない。

　レイフェリアはまず、絹の方から解いた。

「ああ、これは……」

　中から出てきたのは、透明度の高い紫色の石をその色の濃さの順に繋いだ美しい首飾りだった。紫色の石の間には無色透明な小さめの石が挟まっている。

　どちらも輝石などではない。紛れもなく宝石である。

「母が昔、儀式や行事の折につけていたことを覚えているわ。イェーツ叔父に取り上げられたとばかり思っていたのに」

「綺麗なものだな。あなたの瞳の色だ」

「紫曜石と金剛石というのよ。こっちの油紙はなんだろう……かなり厳重に紐が……あ、これは……手紙？」

　小さい紙切れが紙と紐の間に挟まっていた。まるで開ける前に読めという指示のようである。

「母の字だわ……」

　小さな紙に小さな文字でびっしりと書かれている文字は、まぎれもなく懐かしい母の書体だった。ずっと封印されてきたからだろうか、微かにインクの香りさえ漂う。




『愛する娘レイ、私たちのレイフェリアヘ。

　父上が亡くなる直前にこれを預かりました。

　この箱の中には、小さな毛皮の切れ端が入っています。

　一部に緑色の染料がついていますが、この染料は毒です。決して触れてはなりません。

　父上が苦労して手に入れた証拠の品ですが、ご自分が仕込んだものではないという、証明をすることができなかったのです。

　私はこの毒物が、東方領土で採れる鉱物から、密かに抽出される毒物だということまでは突き止めました。しかし力及ばず、その毒物がどうやって父上の献上品の品に紛れ込んだかまでは調べ切れず、父上の疑いを晴らすことができませんでした。

　あなたにこれを託すのは、私たちの無念を晴らして欲しいからではありません。

　あなたはあなたで幸せになって欲しい。ただ、あなたの父と母が最後に何をしようとしていたか、知っていて欲しかった。ただそれだけです。

　首飾りは父上が私のために作ってくださったもの。これをあなたに捧げます。いつか愛する人ができたら、その方の前でお使いください。

　どうか幸せに。


愛を込めて　母　リューリア』






　手紙にはこう記されていた。レイフェリアは震える指先で、丁寧に手紙を元通りに畳みなおした。

「泣くな」

　大きな手に後頭をがっしりと掴まれる。どうやら自分が泣いていたらしいことに気がついて、レイフェリアは顔を上げた。

「泣かないわ」

　首を振ると小さな水滴が飛んでいく。

　そうだ、泣いている場合ではないのだ。これは重要な手掛かりなのだ。

「……」

　ティガールはレイフェリアの肩を抱いたまま、母の手紙を読んでいた。

　その顔つきは先ほどの情欲をあらわにしたものとは違い、怒らせてはいけない男の顔になっている。

「レイの母上は薬学に通じていたのか？　そういえばレイも薬草には詳しかったな」

「私の薬学の基礎は母から教えてもらったものなの。母は父に嫁ぐ前に王都の薬学校に通ったことがあるらしくて、教本は全部暗記していたわ。あとは父上の侍医や、村の薬師から教えてもらったのよ」

「……」

「ねぇ、ティー。この包みを開けてもいい？」

　レイフェリアは油紙に厳重にまかれた小さな包みを取り上げたが、すぐにティガールに奪われた。

「俺が包みを開ける。あなたは離れていろ」

「大丈夫。ティーも手袋をして。それから口布をまいて、大きく息を吸い込んだりしないでね」

「わかった」

　ティガールが慎重な手つきで油紙を解いていく。

　手紙にあった通り、中には手のひらに載るほどの毛皮の切れ端が入っていた。その隅に鮮やかな緑色の染料がついている。

「どうやら、敷物の一部ようだな」

「ええ。父が疑いをかけられたのは、先国王陛下の末の王女様ご誕生のお祝いに、最上級の白貂の毛皮の敷物を贈ったからなの。時期がちょうど冬で、道中の荒天で、毛皮が湿ってしまったらしく、王宮の空き部屋で、その敷物を広げて乾かしていたと聞いているわ。でも、その仕事をしていた召使いが、その敷物の上で血を吐いて死んでしまったのよ」

「敷物の上でか」

「ええ。召使いの体には傷はなかった。それでその敷物を調べてみると、敷物に染められた模様に毒が仕込んであったという報告がなされた」

「……」

「でも、父は贈った敷物は真っ白で、染料で描かれた模様など最初からなかったと主張したの」

「道中ですり替えられたということか？」

「父はそう抗弁した。でも、王宮で人死が出たことは事実で、まかりまちがえば、妃殿下や王女様に害があったかもしれないとのことで、先王様のお怒りは大きく、父を捕縛しようと捕り手を遣わした。でも、父は辱めを受ける前に王都の屋敷の自室で喉を貫いたの。私が十三の時だった……」

　レイフェリアは淡々と語った。

「父上の死に様を見たのか？」

「いいえ、母が見せてはくれなかった……のだと思う。あの頃の記憶はあいまいで、よく覚えていないのだけど、私はずっと部屋に閉じ込められていたそうよ。無知で無力な子どもだったのだわ」

「それは仕方のないことだ。親であれば誰でもそうするだろう」

「そうね。でもだから、今できることをしたいの。もし、敷物がすり替えられたということを証明できれば、父の汚名を雪げる。財産を奪われ、墓標も建てられなかった父の無念を私が晴らしたい」

「俺はお前の望みを叶える」

「ありがとう、ティー。母は病気で亡くなる時も、私には私の人生を歩んで欲しいと言い残したけど、一方で幽閉同然の暮らしに疲れ、私の未来を憂えてもいた。そして父の無実を叫ぶのは、優しくて体の弱かった母にとっては、荷が重い仕事だったのだわ」

　レイフェリアはその不吉な毛皮を険しく睨みつけた。

　ティガールは慎重な手つきでそれを元に戻し、手を洗った。

「父を陥れようとした人間がどこかにいる。私は絶対にその人間を見つけて罪を暴き、父と母の愛と想いに応えたい」

「敷物をすり替えられたのは、おそらく敷物が王宮に運び込まれてからだろう。その方が怪しまれないからな。運び込む段取りをしてから入れ替えるのは、王宮で働いていて、目的を持った人間ならそう難しいことではない」

　ティガールはルーシーに持って来させた道具で、レイフェリアの傷を手当しながら言った。

　椅子の前に膝をついた彼は、壊れ物を扱うように薬液で指を消毒し、清潔な細い布を巻いていく。相変わらず、体つきに似合わぬ器用な指先である。

「問題は、誰がその指示を出したか、だ。まさかいくら秘密裡に運びたいからと言って、企んだ本人自ら行動するわけはないからな。普通は一番得をする人物を考えるのだが、心当たりはあるか？」

　ティガールの言葉にレイフェリアは眉間に陰を作った。

「それは何度も考えたわ。どう考えても、父が死んで一番得をしたのはイェーツ叔父上なのだけど……でも、あの叔父にそこまでする度胸があるとは思えない。万が一、父の訴えが通って、精細な調査がされたら真っ先に疑われるのは自分なんだし。そもそも、そのずっと前に、あなたの母上を拐かどわかそうとして、リューコ様に脅かされ、逃げ帰ったくらいの臆病者だわ。とてもそんな勇気はない」

　ルーシーの後ろ姿を目で追いながら、レイフェリアは言った。彼女は遠慮して声の届かないところに控えて、用があれば応じられるように待っている。

「……なるほど」

「それに、あの頃の叔父上は、まだ王宮の深部にまで、入る許可を得ていなかったと聞いているわ。だから領地からの荷物がいつどこに届くか、どうやって奥に運ばれるかまではわからなかったと思う……」

　レイフェリアは難しい顔で考えこんだ。

　王宮には幾重にも回廊があり、通り抜けるためには厳しい審査もある。

　更に一番奥の国王の私的宮殿に入るには、四方侯か、それと同等の身分の者、身元の保証された限られた召使など、特別に許されたものだけしか入れないのだ。

「献上品はいったん、一か所に集められるのでしょう？」

「ああ。いったん第二回廊内のどこかの部屋に留め置かれる。そして第三回廊より内側は王族の私的な空間だ。更にその奥に後宮がある」

「王宮の奥のことはわからないから、私の考えはそこで途切れてしまうの……多分母もそうだったのだと思う」

「……王に会うのは五日後になる」

「え？」

　レイフェリアは目を見張った。

「王に、会う？」

「今日、王から許可を得た。フェリアの願いも伝えてある。五日後に謁見だ」

「本当なの？」

　思ったよりずっと早く拝謁の達しが下りたことに、レイフェリアは驚いてしまった。

　だが、ここでためらう理由はない。前に進むだけだ。いよいよ、長年の望みを訴える機会がきたのだ。

　──国王陛下に拝謁できる。

「ゼントルム王は飄ひょう々ひょうとしているように見えて、なかなか喰えない人間だ。決して悪人ではないが、お人よしでもない。要するに為い政せい者しゃという人種だ」

「あなたとは気が合うのではないのですか？」

「合わないこともない。性格はさばけているし、統治者という点では、学ぶ点が多いからな」

「そんな人に私は、とんでもないお願いをしようとしているのね」

「それほど突拍子のないことでもないだろう。前南方領主の娘が、父の無念を晴らしたいという、当然の望みなのだから」

「でも、しくじらないようにしないと。陛下の不興を買っては元も子もない」

　レイフェリアは身の内が震えるのを感じた。

　──絶対にうまくやってみせる。やらなければならないのだわ。

「そんなに険しい顔をするな」

　そう言って引き寄せられたのは暖かい胸。

「……あまり甘やかさないで。私は自分でやり遂げなくてはならないの。あなたに頼るのはここまでよ」

「俺は甘やかしたい。あなたの気持ちは尊重するが、使えるものはなんでも使うといい。俺でもな」

「ありがとう」

　体がぐいと持ち上げられて、床に直に座った彼の胡坐あぐらの上に尻が乗る。

　まだ秋の初めのこととて、暖炉は焚かれていないが、床に置かれた大きめのランプは、肌触りの良い敷物に座った二人を暖かく照らし出している。

「いい気持ち……」

　深く抱き込まれると、まるで遠い昔父に抱かれていた頃を思い出すようだった。この青年が、自分より歳下なのが信じられないくらいにレイフェリアは安心できる。

　厚い胸に体を預け、温かい体温に包まれて、ほんの少し意識が眠りの淵に彷徨さまよった時。

「すまん。我慢ができない」

　獣の匂いをまとわりつかせた男は、レイフェリアを後ろから抱き込んだ。

「……ん？」

　あっという間に後ろから抱きすくめられる。

「あっ！　なにを……」

　胸の前で交差した両手が乳房を掴み、それは絶妙な強さでやわやわと蠢く。

「あっ……ティーったら、だめよ。だって、ここは紅鷲城じゃないわ」

　南方屋敷は平家なので、召使は同じ階にいるのだ。今この瞬間にも外の廊下を通っているかもしれない。庭に面した窓も開いている。

「誰もこない、俺たちだけだ」

　ティガールがレイフェリアの意図を汲んだかのように囁いた。

「全部下がらせた」

　いつの間にか、ルーシーの姿はない。

「でっ、でも、まだ早い時間で……」

「焦らすな。お前の血を舐めてから、こんなになっている」

　ティガールはレイフェリアの下で腰を突き上げる。レイフェリアの臀部が少しずれて、なにか長いものに触れた。それは疑いようもなく、固く凝こった男根だ。

　それはまるで収まるべきところを探すように、レイフェリアの足の間に入り込もうとしている。そして、不ふ埒らちな太い指先は、レイフェリアの胸を包み込み、頂の敏感な部分を弄っていた。

「い……いや、いやよ。こんな」

　桃色に肌を染めたレイフェリアが弱く身み動じろぐ。その仕草が、かえって彼を刺激したようで、ティガールは小さく呻いた。

「くむぅ」

　腰がぐっと迫り上がる。同時に両方の胸の先がきゅっと摘まれて、レイフェリアも思わず声をあげた。

「ああんっ！」

「今すぐしたい」

　耳に熱い息が吹き込まれる。それさえも、甘い刺激となり首が竦む。

「や……は、恥ずか……」

「したい」

　情欲に満ちた掠れた囁きに、レイフェリアはもう逆らう気力をなくしかけていた。

　いつの間にか足が大きく割られている。男の膝が間に入っているのだ。スカートの合わせの裾が割れて白い腿が垣間見えていた。

「……っ！」

　あっと顎が上がる。

　ティガールが後ろから首の根元に喰らいついたのだ。首筋と胸への責め、そして足の間にじりじりと押し付けられるものが、体をどんどん熱くする。

「あっ、ああ……」

　片方の手がするすると腹を滑り、裾を割って忍び込んでいる。

　それは柔らかい腿の内側を撫でているので、スカートがどんどん割れていく。布地がもぞもぞと動いているのを自分で見下ろしながら、あまりの恥ずかしさにレイフェリアは固く目を閉じた。

　そうすることで余計な視覚情報が遮断され、不埒な指先が自分のどこに触れているか、はっきりと意識できてしまう。

　首に熱く吸いつく唇。胸の先を弄ぶ指の腹。そして、じわじわと足の付け根に潜りこもうとする、もう一方の指先。

「……」

　体の中から熱いものが溢れるのを感じた。

「……フェリア」

　低く囁くその声だけで腰が砕けそうになる。

　思わずレイフェリアは腕をあげて逞しい首にしがみついた。体が反り返ると自然に顎が上がり、口づけを強ね請だるような姿勢になる。

　それを逃すような男ではなかった。

　逆さまの唇が吸い付く。すぐに舌が侵入し、口の中を暴れまわった。それは二匹の軟体動物が交尾する様さまに似ている。唾液がいく筋も顎を、首を伝い流れた。

　そして──

「ひぅ！」

　鋭くレイフェリアが息を引く。

　長い指が、下着の隙間から足の付け根の奥へと侵入をはじめたのだ。

「蜜がもう、こんなに溢れている……」

「はぁっ！」

　胎はらの柔らかで熱い壁を、太い指が撫でる。ざらざらした指の腹が上下するだけで、気が変になりそうな刺激が襲うのだ。

「きついな。これで締め上げられたら俺は死ぬかもしれない」

　指を増やしながらティガールが呟く。

「し……死ぬなんて言わないで！　生きて愛して！」

「あなたの言うとおりだ」

　ぐりっと指が回転し、まるで内側から捻られた感覚が全身を駆け抜けた。

「きゃあっ！」

　レイフェリアは下腹を大きく波打たせながら足を突っぱねた。一気に達してしまったのだ。

　同時に、弱くなりかけていたランプの灯が消えた。その瞬間、自分を抱く男の肌に青い紋様が浮き上がった。窓からは月光が差し込んでいる。

　──これが私を動けなくさせているのだわ。

　レイフェリアは大きな息を吐きながら、自分に巻きつく青い紋様を見た。

　ティガールが指を引き抜くと、指の間を繋げた透明な糸が弱い月光に光った。彼はためらいもなく、それを口に含む。

「甘い。血も蜜も、指も。あなたの体は全て、甘い」

「言わないで……あ！」

　くるりと回されると、向かい合わせに抱きしめられる。

　やっと、この胸に頬を寄せることができるのだ、とレイフェリアはほっと気を抜くが、我慢のきかない男は、その間に自分の下衣から、それを取り出していた。

　レイフェリアが思わず腰を引くと、自分の腹を突き刺す勢いで勃ち上がったものが見えた。

　──ああ、こんなところまで……。

　凶器のようなそれにも、やはり青い斑紋が浮かび上がっている。

　切っ先から滴る透明な液が垂れて、茎の部分が妖しくぬらぬらと光っている。

　思い返せば、月光の下もとで抱かれるのは初めてだった。

　一度目は午後、二度目は雨が降っていた。赤夏の宴の夜は、特別な地下の部屋で蠟燭に囲まれていた。

　だからレイフェリアは、鮮やかに斑紋の浮かばせた、素裸のティガールを見たことがない。

　だが、じっくり観察することはできなかった。男の息はもはや飢えた獣のように荒くなっている。

「……このまま入りたい」

「……？」

　このままの意味を測りかね、レイフェリアが戸惑っていると、座ったままいきなり持ち上げられて、落とされた。

「きゃあっ！」

　下着を押しのけ、狙いを定めた獣が、隧道を押し広げながら侵入する。

「く……は」

　貫かれて、レイフェリアの足先がサンダルを履いたまま宙に浮く。がっちりと膝を抱え込まれていているのだ。

　──ふ、深い……！

　あまりの衝撃に声すら出せない。

「わうっ！」

　ティガールは一声大きく呻くと、そのまま揺さぶり始めた。

「お……おおっ！　いいっ！　フェリア、フェリア！」

　レイフェリアは応じる余裕などない、口を開けば舌を噛みそうなくらい、体が揺すぶられているのだ。

　──あの、あの不思議な青い模様が今、私の胎内にある……ああ、これはいったい、なんなのかしら？

　自分の内部で暴れるものは多分、その紋様を触手のように伸ばし、レイフェリアの体中に根のように入り込んでいるのに違いない。そう思わなければ、この身体中に満ちる快感を説明できない。指先も胸も全て内側から満たされている。

「うあああ！」

　獣が唾液をだらだらと流し、口づけとも呼べない接触を求めてくる。

　レイフェリアは夢中でそれに応じた。もはや思考力が失われつつある。自分の足がどんなふうになっているかもわからない。ただ、その付け根が全ての源なのだ。

「があああっ！」

　抽送がひときわ大きくなった時、最後の咆ほう哮こうとともに、ティガールがレイフェリアを抱いたまま床に転がった。

「……フェリア」

　しばらくしてティガールが身を起こす。すまなそうな顔をしているのは、いつものことだ。

　大きな手が伸びてレイフェリアの涙を拭った。自分では気がつかないうちに滲んでしまっていたらしい。

「大丈夫よ」

　レイフェリアはこの時だけは歳上らしく微笑みを返す。床に転がったティガールの上に自分がまたがっているのだ。

　以前東の村でしたように獣を御しているようで、少しおかしい。

「いつも乱暴になってしまってすまない。あなたを前にすると、どうしても抑えられないんだ」

　まだ胎内にわだかまったままのそれは、やや、おとなしくはなったが、まだ自身を主張している。

「いいの。私も嬉しいから」

「そうか……次はゆっくりするから」

　──次？

　レイフェリアが問い返す間もない内から、ティガールは再び動き始めた。

　床に寝転んだまま腰を突き上げているのだ。

「あ……あっ！」

　跳ねる両の胸を大きな手が掴む。三つの箇所で翻弄されて、レイフェリアの心に小さな野心の火が灯る。

　──私が上になっているのに、なんだか悔しいわ。

「ティー、ティー！」

　レイフェリアは思い切って、夢中で暴れているティガールの頬を打った。

「なっ、なんだ！？」

「私が動く。あなたを乗りこなすわ」

　言いながらレイフェリアは、慣れない動きで体を揺らし始めた。

「え……フェリア？」

　──ああ、こんな感じになるのね。

　ぎこちないながらも、自分の心地が良いところをじっくりと探す。

　目を閉じると普段意識しない体の内部がよくわかるのだ。ティガールに貫かれているのではない。自分が彼を包んでいる。

　──あ……ここ、いい。

　それは、猫が硬い柱に体を擦りつけるのにも似ていた。

　自分の良いように、自分が気持ち良くなるように、自分が支配する。決して激しい動きではなかったが、十分陶酔できる。

「あうう……」

　ティガールがうっとりとため息を吐き出し、レイフェリアは愉快になった。

　──今、私は、この獣を従えている。

　慣れてきて、動きは大胆になった。異国の舞踊のように体をひねったり、円を描く。床に上質な敷物が敷かれていなかったら、膝をすりむいていたかもしれない。

「はぁっ！　はぁっ！」

　ティガールの息遣いが一層荒くなった。

　自分のペースを乱されるのは初めてで、焦れているのだろう。しかし、レイフェリアは主導権を与える気はなかった。

「ティー！　我慢して、ゆっくり良くなるのよ」

「わ……かった」

　汗まみれの獣は苦しそうにレイフェリアを見上げた。身体中に巻きつく斑紋が一層鮮やかに浮かび上がる。

「フェリア、もっと激しくして……」

　応じてレイフェリアは更に大きく体を揺すった。自分の良いところ当たるようにティガールに擦りつけると、彼も恍惚のため息をつく。

　そしてレイフェリアも、自分を昂たかめる感覚が掴めてきた。どんどん動きが激しくなる。追い詰めているのは彼女自身だ。

「んんっ！」

　腹筋に力を込めて、硬い雄芯を自分の一番柔らかいところで締め上げる。

　それを数度繰り返した時、突然、ティガールが大きく吠えて、腰を大きく逸らせた。

「うあ！」

　放たれた熱い飛沫を受け、レイフェリアも背中をのけぞらせて達した。

「あんんん……」

　十分に余韻を味わってから、分厚い胸に倒れ込む。その拍子に体が離れ、胎内に空洞ができる。

　と、感じたその時。

「きゃあっ！」

　体がぐるりと反転し、その上に裏返しにされる。今度はレイフェリアが床にうつ伏せになってしまっているのだ。

「え？　ああっ！」

　腰が引き上げられたかと思う間もなく、背後から押し入ってくるものがある。

「い、いや！　なにこれ」

「今度は俺の番だ」

　体を折って耳元で低く囁くと、ティガールは猛烈に動き出した。

　こんな体勢は赤夏の夜だけだと思い込んでいたレイフェリアは、思わず前のめりに逃れようとするが、それを許す獣ではない。

　細い腰を両手で救い上げると立ち上がり、荒腰で責め立てる。違う場所に当たる感覚がレイフェリアを支配した。形勢逆転である。

「やっ！　あああ！　そんなにしないで！」

「止められるか！」

　全身に青い斑紋を浮き上がらせた獣は、崩れそうなレイフェリアを背後からしっかり抱きしめて、なおも暴れた。胸を掴まれ、首筋に歯まで立てられて、レイフェリアは本当に喰われる幻覚に襲われる。

「おう！」

　びしりと熱が胎内に放たれる。しかし獣はなおもつがいを離そうとはしなかった。体を再び入れ替え、濡れた体が向かい合う。

「驚いたか？」

「ええ」

「もっといろいろな繋げ方がある。全部試してみたい」

「いやよ」

　レイフェリアは即座に拒絶した。

「我がつがいは、まじめなようだ。ならこうしよう」

　三度の放出でかなり満たされたのだろう、ティガールは横になると今度は足を閉じたまま、静かに体を揺すりだした。長く楽しもうというのだ。

　二人は腰を絡めるように揺らしあう。汗で粘つく肌や、足の付け根に溢れた体液が、ぴしゃぴしゃと生理的な音を立てた。

　しばらくそうやって互いの肌と肌を愛しむように揺れ合った。

　ぐっと胸に抱き込まれると、男の野生の香りが鼻腔に広がる。汗と、そしてぴりりと辛い刺激的な雄の匂いだ。

「ティー……お願い」

「わかった」

　静かに、そしてゆっくりと腰が押し込まれる。熱い滾りが体の奥深くまで埋まり、馴染んでいく。

「ああ……」

　そうしてレイフェリアはゆっくり達した。この上なく満足された心持だった。

　ティガールの肌の文様に指を滑らす。青い不思議な縞模様。

「綺麗ね、あなた……とても綺麗だわ」

　そう言った言葉を最後に、レイフェリアは眠りの淵に落ちていった。




　王宮は壮麗な建物である。

　外壁は白と金で統一されており、内部は回廊と中庭で三重に仕切られている、広大な建造物だ。

　一番外側は、身元の保証人と許可証があれば、一般市民でも比較的気軽に入れる庭園や図書館、劇場、学問所などのほか、数々の役所がある。

　二番目の回廊内には、政治や軍事を司る宮がいくつも並んでいる。四方侯が宿泊できる施設もあり、王宮の夜会の折などは地方貴族も利用できる。

　そして一番内側には、礼拝所や王家の私的空間がある。つまり、中心に近くなるほど、入れる人間は少なくなるということだ。警備も、腕と身元が確かな者に限られる。

「ここに入るのは七年ぶりになるのね」

　ティガールとともに、第二回廊を潜ったレイフェリアは謁見の場である、美しい宮の一つに入った。

　ここはさすがに貴族ですら入れない。門の外側に関所があるのだ。

　レイフェリアは四方侯の婚約者ということで、関所までは通ることができたが、それでも初めての人物だということで裸にさせられ、専門の女官に身体検査をされた。

「だけど、この宮は初めてだわ。私は多分、謁見用の宮と、その周辺ぐらいしか行ったことがないんだと思う」

　検査が終わって、肩から斜めに掛ける肩けん章しょうを貰ったレイフェリアは、珍しそうにそれを眺めた。

「それは略式の肩章だ。ちゃんとしたものは今作らせている」

　ちゃんとしたものとは、今ティガールが身につけているものと同じように、南方領主家の紋章が刺繍された豪華なもののことだろう。

　紋章は三本の爪痕だが、三つ並んだ三日月にも見える。

「昔のことはあまり覚えていないのだけれど、こんな立派な小宮殿だったら、きっと覚えているはずだから」

　急に緊張してきたレイフェリアは拳を握りしめた。

「いつものように偉そうにしていればいい」

　ティガールがまじめな顔で言った。

「え？　私、そんなに偉そうに振舞っている？」

「いやえっと、言葉づかいをまちがえた。そうだな、いつものフェリアでいい。自分を卑下せず、優美な白鳥のようでいろ」

「そうできればいいけれど」

　この日のレイフェリアの服は、南国風の真紅だった。

　色素が薄い自分には、赤色はあまり似合わないと思っているのだが、ルーシーもヒューマもさんざん褒めそやすし、何よりも南方領主後継のティガールの婚約者として王宮に赴くのだから、南を象徴する赤色を着るのがふさわしい、そう思って身につけたのだ。

　真紅といっても布自体は薄く、幾重にも重ねて着る様式だから、決して下品にはならない。胸のすぐ下に巻く帯は共布で、ここにだけ豪華な金糸の刺繍が入っていた。

「ここで待つ」

　蔦の葉模様のタイルを敷き詰めた謁見室に通されたレイフェリアは、中央に描かれた複雑な意匠の上でティガールと共に膝をついた。

　そろそろ膝が痛くなったと思う頃になって、奥の扉が開く気配がする。

「よぉ、待たせたな。すまん。奥のうるさ方に、うっかり捕まってな」という雑な言葉が降ってきた。

「お待ち申し上げておりました」

　ティガールが膝をついたまま、胸に拳を当てて深く頭を下げる。

「我らは定刻通りに参りましたが」

「だから謝ってるだろう。ほら立てよ。ご婦人がびっくりしているぞ。俺ぁ座るけどな」

　レイフェリアもティガールに腕を引かれて立ち上がる。

　ゆっくりと顔を上げると、茶色の髪の男が立派な椅子に行儀悪く座っていた。

　尻を座面からずらし、白い長衣に包まれた足を投げ出している。歳は三十過ぎというところだろうか？　後ろには、衛士と思われる四人の男性が無表情で立っている。

「ほぉ！　そなたがあの時の娘か！　美しくなったなぁ。昔見たときは、ちっこくて細い雛っ子だったのに」

　男は面白そうに黒い目を瞬かせた。

　これが大陸宗主国、真国王ゼントルム・ヒュルカライネンである。

「大変長らくご無沙汰をいたしております。ノーザン・レイフェリアでございます」

　レイフェリアは再び首を垂れた。ティガールが一歩前に出る。

「陛下。このたびは南方領主後継、サーザン・ティガールと、先の北方領主が一人娘、ノーザン・レイフェリアとの婚約をご了承いただきたく参上仕りました」

「ああ、いいよ」

　レイフェリアがつんのめりそうなほどあっさり、ゼントルムは了承する。

　これが承諾の儀なら軽すぎる。

　同じことを感じたらしいティガールが、不満そうな声をあげた。

「王よ、もう少し謹厳にできんのか？」

「そりゃ、やってもいいけど、帳尻は合わしておかなくちゃな。十八歳になった途端、案内の者を蹴散らかして、血相変えながら嫁にしたい女がいるから、今すぐ許してくれって飛び込んできたのは、お前なんだぞ」

「えっ!?」

　驚いたのはレイフェリアである。

「そんなことが？」

「ああそうだよ。ありゃたった半年前くらいだったなぁ。こいつは、そらもう必死の形相でな。俺は今日、十八歳になった！　って大声で言うんだよ。なに言ってんだ、いい年をして、お誕生日おめでとうって言って欲しいのか？　とか思ったが違った。自分にはどうしても欲しい娘がいるって言うのさ」

「……」

　こっそりティガールを見てみると、不味いものでも食べたような顔で、渋面をつくっている。

「でな、その娘は今、北で苦労しているはずだから、すぐに迎えに行くと言って、大急ぎで行っちまったんだよ」

「……あの時は大変失礼いたした」

　いかにも渋々といった風で、ティガールが頭を下げる。

「それで、迎えに行ったのはいいが、帰りに近くを通るってのに、挨拶もなしですっ飛ばされて、こいつめと思っていたら、やっと今日、婚約者の顔を見せにきてくれたってわけなんだ。そうだよな？」

「恐れ入る」

「まぁ！　そんなこととは知らず、今までご無礼いたしました。今後はそのようなことがないようにいたします」

　レイフェリアも深く腰を折った。

「ああ、まぁな。俺も人のことは言えんがな。こんな不器用で馬鹿な男でも、一途さだけは鉄板だからな。長く連れ添ってやってくれると俺は嬉しい」

「はい。受け賜りましてございます」

「もっと顔を見せてくれ、北方の姫君」

　優しい声に自然と顔が上がる。

「お言葉、胸に刻みつけてございます。ゼントルム国王陛下」

　レイフェリアは、そう言って王に微笑んだ。




「……それで？」

　ゼントルムは、大きなカップで濃い茶を啜りながらレイフェリアに尋ねた。

　ここは謁見の宮ではなく、少し奥まったところにある小宮殿である。

　宮殿といっても、田園の農家を模したような、素朴でこじんまりとした造りだった。

　ゼントルムは専ら、そこを私的な客のもてなしに使っているようだった。木の卓の上に午後の軽食の準備が整っている。

「……はい」

　レイフェリアはいささか緊張している。横ではティガールが、がつがつと菓子を口に運んでいた。

「俺は王太子であった頃、そなたの父君に何度かお会いしている」

「まことでございますか？」

　レイフェリアは目を見張った。

「ああ。あの人は誠実で慎ましく、いつも穏やかに微笑んでおられた。どう考えても陰謀を企んで、幼子や、婦人を害したりする人物には、みえなかった。だがあの頃、若い寵ちょう姫きに入れ込んでいた俺の親父には、とんでもない大事件だと捉えられたのだろう」

「……」

「二人ともこれを見てくれ。この五日の間に、俺も気になって少し調べさせた」

　ゼントルムは数枚の書紙を閉じた冊子を、レイフェリアの前に差し出した。

「これは……」

「俺の直属の機関からの報告だ。七年も昔のことなんで、苦労したらしいが、中身は信頼できる」

　二人は几帳面な文字で書かれた書紙を広げた。

　それによると──。




　七年前、当時の北方領主でレイフェリアの父、エイフリークが自領で作らせていた祝いの品を持って王宮に登城してきたのは、黒冬の月、十日目の午後のこと。

　品物は、最上級の白貂の毛皮で作られた美しい敷物だった。

　それはかなりの大きさで、非常に高価なものだ。

　その日は天気が悪く、運んでいる間に品が少し湿ってしまったので、念のために王に捧げる前に空いている部屋で、一日広げて乾かすことになった。

　王に献上するのは明日の朝になり、エイフリークはいったん城を下り、翌日改めて参上することになったのだが、事件は次の日の朝早くに発覚した。

　早朝、部屋の窓を開けに来た召使いの悲鳴で、衛士が駆け付けた時、その空き部屋の管理係で、昨日敷物を広げていた娘が、暖炉の前で口から血を流して事切れているのが発見されたのだ。

　その上、発見した召使いの娘と、死体を運び出した衛士二人もしばらくして倒れ、命に別状はなかったものの、数日寝込んでしまった。それで毒ではないかという疑いが生じ、部屋中が調べられ、敷物の翠の模様から毒物が発見されたのだった。

　科学院の研究者が調べてみると、毒物の同定はできなかったものの、温められると気化する猛毒で、染料として敷物に染められていたものであるということだった。

　レイフェリアの父、エイフリークが謹慎中の屋敷から審問所に召喚がかかったのは、事件から四日後のことだった。

　エイフリークは素直に出頭し、問題の敷物を見て、自分が贈ったものではないと断言した。彼が側室のために選んだ品は、混じり気のない白貂の毛皮で、模様などは染めなかったと主張する。

　敷物は四日前に馬車で第一回廊を抜け、そこで荷台から下ろされて数人の人の手によって、第二回廊を通り、件くだんの部屋まで運ばれたという。何かまちがいがあるとしたら、その時だろうと推察された。

　しかし、若い寵姫を愛する王の激怒を恐れた審問官は、エイフリークへの疑いが濃いことを王に進言する。

　エイフリークがすぐに投獄されなかったのは、品物を運んだ王宮の召使いの一人が、事件の直後に姿を消したからだ。その男とエイフリークの間には、なんの接点も見出せなかった。そしてまた、エイフリーク自身の人柄が、しばらくの猶予を彼に与えた。

　親しい友人たちは、こぞってエイフリークの無罪を王に訴えたのだ。

　しかし、その頃の四方侯筆頭であった北方領主の失墜を望む人間も中にはいる。

　また、彼の妻が通っていた薬学校に、毒物を扱う部署があることがわかり、疑いはさらに濃厚になったのだ。悪意ある噂が広がり、王都での北方の評判は地に落ち、名誉は踏みにじられた。

　領主エイフリークとその家族は、王都の屋敷内に禁きん足そくを命じられ、そして──。

　事件から七日後、エイフリークは自室で喉を突いて自死したのだった。

　隣室には王に無実を訴える手紙が置いてあった。




「その手紙は残されてはいない。先王──親父によって隠滅させられたのだろう。ただ、そこには自分が死ぬことで責任をとる代わりに、妻や娘には累るいが及ばないことを嘆願する旨が書かれてあったと聞いている」

「そうでしたか……」

　レイフェリアは嗚咽を飲み込んで頷いた。

「俺の親父は、概ね賢明な君主だったと思うが、晩年、若い側室に入れあげてからは、その判断にかなりガタがきていたようだ」

「……」

「だがその親父も五年前に死んじまった。最後までお前の父のことについては、なにも言わなかったな」

　先王の寵姫とその娘は、今では王都郊外の離宮で静かに暮らしているという。

「私の母はどうにかして、敷物の一部を手に入れたのでしょう。母は自分の薬学の知識が父を追い込んだかもしれない、と長いこと嘆き悲しんでいました。しかし、母は何とかして証拠を掴もうと考えたのでしょう。父の死後、必死で緑の染料を分析したのだと思います。私の知らないところで」

「ほう」

「その結果、毒物を含んだ染料は、東方領土でごくわずか産出する鉱石から精製したものだと判明しました。精製の技術そのものは、その地方だけの秘密のようです」

　鉱物の毒は精製が難しい。しかし、レイフェリアは最近までその毒を持っていたのだ。

「しかしな。毒物などは、金を積めば誰にでも手に入れられるだろう。証拠もなく東方を疑うことはできん。できんがしかし……」

「先日も言ったが、俺は東方領主ファハル・ザイードは信用できない男だと考えている」

　断言したのはティガールである。彼の目は強い光を放っていた。

「ここ最近の東方の動きは絶対におかしい。特に三み月つきほど前、ファハルに代替わりしてからは」

「もともと、あの領土は独特な文化で、秘密主義だからな。だがその辺りを尊重してやれば、今まで大きな諍いさかいは起こしていない」

「だが、南方とは、良質な岩塩の採れる南東の土地を巡って、祖父の代に戦になりかけている。それに……」

「ああ、俺もあれから秘かに調べさせてはいる。一つひとつは、さほど大事にするほどのことはない。美味い果樹につく毒虫の一匹二匹というところか。気味が悪いが、果樹を切り倒すこともない。巧妙だな」

　ゼントルムは苦い顔をした。

「……念を押すが、今のところ証拠はなにもないんだ。それにな、東方領主ファハル・ザイードは今、この王都にいる」

「なに？　そうか、祭か！」

　ティガールは渋面を作って言った。王都では赤夏の宴はないが、白秋の祭りは王都中が祝う、それはもう大きな祝日である。

「そうだ。秋は収穫祭だからな。四方侯や、他の地方領主から献上の品々が届く。家族を連れて王都に上り、俺に挨拶をする領主だっている。そら、そなたの叔父も来るぞ」

「イェーツ叔父上が、王都に来るのですか!?」

　レイフェリアは意外そうに言った。

「そうだ。今年は白秋の祭りの上に、姪御──つまりそなたの、婚約が整ったのだ。知らせは行っているだろうし、祝いに現れるのが普通だ」

　──考えてみればそうか。でも、あの叔父上が私に祝いを？

　レイフェリアはどうしても、そんな場面を想像することができなかった。




　王都に人が集う。

　それぞれの思惑を胸に秘めて。

　レイフェリアは、胸の奥がざわざわと泡立つのを感じていた。









６章　東方領主











　王都は秋を迎えようとしている。

　この大陸は広い。北方ではもうすぐ紅葉に染まる季節だろうが、南方ではまだ道端で水菓子が売られている。

　ここミッドウェルシュでは、透明な陽の光がやや黄みを帯びて降り注ぎ、街に溢れる商品には赤や橙、黄土に、深い緑と言った、この季節の色が多くなっている。

　秋の盛りの、短いこの季節に、白秋の祭りは行われる。

　それは南方の赤夏の宴とはまた違い、一日で終わるのではなく、七日間の間、大通りや小さな街角のあちこちで、様々な催しが行われるのだ。

　王宮でもまた、大小の宮殿内でいくつかの行事が取り行われていた。

　レイフェリアはなるべく、華やかな集まりには顔を出したくないと思っていたが、それでも正式に南方領主後継の婚約者となったのだから、出なくてはならない席もある。

　今日は北方領主であるイェーツ叔父の屋敷に、ティガールとともに招かれていた。

　表面上は、姪である自分の婚約を祝う昼食会ということになっている。

　──ああ、気が重い。行きたくない。だけど、これも乗り越えるべき私の義務なんだわ。

「はぁ」

　もう何度目のため息か。

　朝から長いため息ばかりついていたので、ルーシーに体調を心配されたくらいである。

　当然だ。ほとんど顧かえりみられることのなかった身内に会いたいはずがない。向こうだってそれは同じだろう。お互い、立場のためだけの見栄である。

　レイフェリアは諦めて身支度を整えた。

　南方様式の淡桃色の衣装である。装飾品はほとんどつけなかったが、帯にはティガールに贈られた紅玉に銀鎖を巻きつけた飾り紐を吊るした。




　そして今、北方領主屋敷の広い談話室に、ティガールと二人で客として、ギンシア叔母と向かい合わせに座っている。

「ティガール様、申しわけございません。主人は今、急な来客中でございまして……。私どもはつい昨日、王都に来たばかりでして……いろいろと滞っているのでございます。主人からは、後ほどすぐご挨拶させて頂く、との伝言を承っております。私からもご無礼をお詫びいたしますわ。こちらからお招きしておいて……まことに」

　ギンシアがレイフェリアの方を見ずに挨拶をする。

　今まで歯牙にも掛けず冷遇してきた姪が、自分と対等の立場になって、目の前に座っていることが気に入らないのだ。腹立ちと困惑、羨望がありありと伺える。

　存外、たわいのない人だ、とレイフェリアは冷ややかに考えた。

「構いません。なんなら出直してもいいが」

「いっ、いえ！　すぐに、すぐに参らせますほどに！」

　必死な叔母を横目に、レイフェリアは屋敷を見渡した。

　かつては自分の家族が使っていた屋敷。

　ところどころ覚えている場所もあるが、やはりレイフェリアにはあまり記憶がない。

　──いくら子供だったとは言え、こんなにも覚えていないのは不思議だわ。どうしてこうも覚えていないのかしら？　辺境の村での一件がなければ、ティーのことも思い出せなかったし……ひょっとして私って、頭が悪いのかな？

　そう思うと悩ましい。ただ、雰囲気だけは懐かしかった。かつて自分は、ここで遊んだり、勉強したりしていたのだ。

「ティガール様！」

　扉を開けて駆け寄ってきたのはアリーナである。久しぶりに見る従妹は、王都の流行の衣装を纏って、とても華やかだった。

「いらしてくださっていたのね！　お母様ったらひどいわ！　お着きになるのをずっと待っていたのに、どうして一緒にお迎えさせてくださらなかったの？」

「いえアリーナ、それはあの……」

　ギンシアは娘を前に言葉を濁した。

　さすがのギンシアも、自分の娘がティガールに憧れていたことくらいは知っていたようだ。それを隠しおおせるほど慎ましい性格ではないことも。

「いいから、ご挨拶なさい。無礼ですよ」

　ギンシアは困り果てたように、娘をたしなめた。

「申しわけありません。改めまして、お久しぶりでございます。私のこと無礼者だと思わないでくださいませね。私、ずっとお会いしたかったのですわ！」

　ぺらぺらと喋りながら、アリーナはティガールの横に座り、さりげなく腕を絡ませる。

「あら、レイフェリアお姉様もいらしたのね。そうよね、ご婚約されたんだものね」

「久しぶりね、アリーナ」

　レイフェリアは平坦な声で挨拶をした。

「おめでとうと言わないといけないわね」

「気持ちがあるのなら頂くわ」

　動じない従姉をアリーナは悔しそうに見返していたが、やがてレイフェリアが帯に吊るした紅玉に目を留めた。

「あら、お姉様。綺麗な宝石を持っているのね。ちょっと見せてくださらない？」

「アリーナ！」

「構いませんのよ、叔母様。アリーナ、いいわよ。どうぞ」

　レイフェリアは帯に巻きつけた鎖を解き、紅玉を渡した。アリーナは受け取った宝石を陽に翳して覗き込んでいる。

　面取りをしていないほぼ原石の宝石であるが、透明度が高いために陽を受けると、小さな赤い光を部屋中に撒き散らしたようになった。

「まぁ本当に綺麗！　それになんて大きいのかしら？」

　アリーナは万華鏡を覗き込むように夢中になっている。やがて名残惜しそうに目から石を離すと、彼女は信じられない事を言い放った。

「お姉様、この石私にくださらない？　ねぇ、いいでしょう？　だってお姉さまはティガール様とご結婚なさるのでしょう？　記念に私に贈ってくださってもいいわよね？」

　そう言いながら既にアリーナの手は、宝石のついた飾り紐を自分の帯に挟み込もうとしている。レイフェリアは慌てたが、なにも言い返せないうちに、長い腕がすっと伸びて宝石を取り上げた。

「アリーナ嬢。これは俺が我が花嫁に贈ったもの。身につけられるのはフェリアだけだ」

　静かで、それでいて動かしようのないほど、どっしりとした声音に、アリーナの指先がびくりと震えた。

「アリーナ、お止しなさい！」

　さすがにまずいと感じたギンシアが、やや強く娘を制し、アリーナはふくれた顔で横を向いた。明るい居間に気まずい空気が流れ、非常にいたたまれない。

　レイフェリアは今すぐ帰りたくなった。

　しかし、ティガールはさっと立ち上がると、レイフェリアの手を取って頭を下げた。

「お招きいただき感謝する。ギンシア殿、アリーナ姫。改めて紹介させていただこう。こちらは、わが花嫁となるノーザン・レイフェリアだ。彼女に無礼な態度を示さないのであれば、今後ともよろしくお願いしたい」

　これにはギンシアとアリーナのみならず、レイフェリアも驚いてしまった。

　目の前には金と黒の豊かで豪華な頭髪。優雅で完璧な騎士の礼。

「……よろしくお願いいたしますわ」

　自分はこの男の婚約者なのだ。その自覚を持ってレイフェリアも膝を折った。

「失礼いたします」

　その時、再び扉が開き、最初この部屋に案内した家令が入ってくる。

　それは以前、北方屋敷でレイフェリアに無礼な態度をとった男だった。彼は努めて視線を合わさないよう、慎ましさを装って床を見ていた。

「ティガール閣下、主のご伝言をお伝えいたします。お食事の前にレイフェリア様にお一人で、執務室に来ていただきたいとのことでございます。ご領主のたってのご要望なのです。ティガール様には、後ほど改めてお詫びとご挨拶をいたします、とのことです」

「では、叔父上にすぐ伺いますと伝えなさい。では叔母上、アリーナ、失礼いたします」

　想定していたことだったので、レイフェリアは驚かずに立ち上がった。

「大丈夫か？　フェリア」

　ティガールが廊下までついてくる。

「ええ……大丈夫。叔父上とは、いずれ渡り合わないといけないと覚悟していたから」

「俺も」

　ティガールが心配そうに言った。

「いいえ。これは私の問題です」

　レイフェリアはきっぱりと言った。ティガールは不満そうだったが、こういう時のレイフェリアは動かせないことを知っているので仕方なく頷く。

「では行ってきます。また後でね」

　レイフェリアは立ち上がり、奥の廊下へと進んだ。




「叔父上、お久しぶりでございます」

　背後で扉が閉まる音を聞いてから、レイフェリアは頭を下げた。

　イェーツ叔父に会うのは半年ぶりである。

「久しいな。まぁこちらに来て座るがよい」

　イェーツは威厳を見せるようにゆったりと言ったが、今のレイフェリアにはそれが張りぼてにしか見えなかった。

「失礼いたします」

　レイフェリアは用心して一番端の椅子に浅く腰を下ろした。

　叔父は執務机に座って光を背にしている。王都の北方領主家の執務室、かつては父の部屋だったところだ。ここで勉強した時間もあったはずである。しかしやはり、レイフェリアにはほとんど記憶にない。

「で、どうであった？　獣はいたか？　証あかしは取れたか？」

　イェーツはせかせかと質問を繰り出した。もったいぶっている様子だったが、一刻も早くレイフェリアの報告を聞きたいのだろう。

「南方領主家には、人を襲う獣など、おりませんでした」

　一言ひとことを強調するように、レイフェリアは言った。

　恐ろしい獣などいない。情熱的で優しく、不器用な虎ならば、老若二匹ほどいたが。

「なんだって？　奴らは獣を飼っている筈だ！」

　あたふたとイェーツは立ち上がり、レイフェリアの側までやってくる。

　よほどレイフェリアの報告に期待をかけていたのだろう。なんと言っても、彼女の父にかけられた疑いを晴らすことに協力するという餌を投げてあるのだから。

「飼っていませんでした」

　正確には飼っていないのだから、言い切るのに罪悪感などない。

「そんな筈はない！　よく調べたのか!?」

「はい。でも、飼ってはいませんでした。叔父上を襲ったのはおそらく警備用の番犬でしょう。南方の犬は獰猛で大きいですから」

　もっともらしい嘘も交えてレイフェリアは説明する。やはりあまり罪悪感は湧かない。

「犬だと！　あんな妙な模様の犬がいるか！」

「いるのですよ、南には。それに、叔父上にもやましい部分があるのではないですか？」

「私にやましいことだと？　私は自分の婚約者を攫われて助け出しに行ったのだぞ！」

「その方とは確かに一いっ時とき、お知り合いではあられたのでしょうが。正式に婚約はしておられないですよね？」

　レイフェリアの言葉に、イェーツは言葉に詰まる。

「そもそも無理やり迫っていたのは、叔父上の方ではないのですか？　ある事件の後、アムール様は、南方領主のリューコ様と恋に落ちられ、両家で正式に婚約が調い、南方領主の元に引き取られたとリューコ様から伺っております」

「違う！　アムールは、あのくそ爺ぃに騙だまされて、無理やり南方屋敷に連れて行かれ、結婚させられたのだ！」

　イェーツは激昂して叫んだ。

「その証拠に、彼女は早世したではないか！」

「アムール様はご病気で亡くなられたとのことです。でも、そんな過去の経緯は、私には関係のないこと。私が叔父上から頼まれたのは、南方家に凶暴な獣が飼われているかどうかということでしたわ。そして獣など飼われていない、という報告をいたしました。これで私の役目は終わりです」

　しかし、イェーツはレイフェリアの言葉など聞いてはいなかった。

「違う、違うぞ！　アムールと私は恋人同士だったのだ！　彼女は私の婚約者に定められようとしていた。彼女は王都の下級貴族の出だったが、母方から我が北方の血を引く、美しい娘であった。ちょうど今の……お前のようにな」

「……」

　叔父に褒められたのは初めてのことだったので、レイフェリアは、ほんの少し感動を覚える。

「私はアムールが……好きだった。兄は応援すると言ってくれたし、アムールの家に正式に婚約の申し込みをしようと約束してくれた。私は満足していた。すべてはうまくいくはずだった！　なのに！」

　イェーツは彼にしては珍しく、感情を露わにギリギリと食いしばった歯を見せた。

「あの男が現れたのだ！　南方領主リューコ！　奴は十二も年上のくせに、私からアムールを掻っ攫っていきおったのだ！」

　──それを世間では振られたというのでは？

　とは、さすがに言えなかったが、レイフェリアにはアムールという女性の困惑が、手に取るようにわかった。

「諦めきれなかった私は、ある夜、南方領主の館に忍び込んだ。あの馬鹿みたいに広い屋敷にな！　気味の悪い樹木や、汚らわしい花が生い茂り、まるで密林のようだった。私は彼女を奪い返そうとして、勇敢に突き進んだ。アムールの部屋はすぐに見つかった。なにせ一番広くて良い部屋だったからな。庭の池に面した部屋で。俺は泳いで池を渡り、張り出した露台バルコニーから中に忍び込んだのだ」

　イェーツは熱に浮かされたように喋り続けている。目の前には、遥か昔の光景が蘇っているのだろう。レイフェリアは黙って聞いていた。

「部屋にはアムール一人だった。彼女は一人で本を読んでいた。その横顔は美しく……しばらく見惚れていたら、不意に彼女は顔を上げた」

「それで？」

「アムールは俺を見つけて駆け寄って来た。俺はあんな爺ぃに騙されないで、一緒に逃げようと言ったんだ。ところが彼女は断った。あいつを……リューコを愛しているって言った。そして俺に、このことは黙っておくから、早く立ち去るようにと促した。俺は焦った。なんならその場で彼女を犯して……そしたら純潔を重んじる南方の慣習から自由になれると思ったのだ……だが、アムールは」

「抗ったのでしょう？」

　レイフェリアは、これ以上叔父の記憶に翻弄されたくなくて、早くこの話を終わらせようと先を促す。

「違う！　彼女は最後まで俺を気づかって……」

「そこに獣とやらが現れたのですね？」

「そ、そうだ。奴は唸り声をあげて襲いかかって来た。俺は思わず、池に飛び込んだ」

「付き添ってくれた従者を見捨ててね」

「そうだ。あの男は噛み殺されたのだ！」

「いいえ、噛まれはしましたが、殺されておりません。しかし、自分を見捨てた叔父上に愛想をつかして、今は南方で静かに暮らしているようです。私は家令に確かめさせましたのよ。だから再度申し上げますが、南方に人を殺す獣はいません」

「ふん！　ではお前の父の不名誉を晴らすための王への嘆願は、白紙に戻るぞ。残念だったな」

　憎々しげなイェーツの言葉にも、レイフェリアは動じなかった。もはや彼女にとって、この叔父はどうでもいい存在に成り果てている。

「結構です。父上のことは国王陛下へ直接伺って、お願いしました。あの念書はもう必要ありません。こちらに持ってきましたので、どうぞ破棄なさってくださいな」

「おのれ！　この裏切り者が！」

　レイフェリアの言葉に、イェーツはますます言葉を荒げた。

「裏切ってなどおりませぬ。ご報告は以上です。ご気分が悪そうですね。体面上、渋々とり行う昼食会など、中止にしてはいかがですか？　私どもはこのまま帰りますので」

「待て！　このままですむと思っているのか？」

　イェーツはよほど腹だたしかったのだろう、レイフェリアの腕をぐっと掴んだ。

「なにをするのです！」

　しかしその時、背後から声がかけられ、驚いた二人は同時に振り返る。誰かがいる気配はなかったのだ。

「イェーツ殿。淑女に対して乱暴はいけませんね」

　上質の絹のような滑らかな声音。しかし、なぜかレイフェリアの項うなじがぞっと逆立つ。

　イェーツが驚いて手を放した。

「ファハル殿！」

　それは現東方領主、ファハル・ザイードだった。




　ファハル・ザイード。

　三か月前に領土を継承した新しい東方領主。

　彼は二十代半ばの痩せた男で、銀糸の刺繍がたっぷり入った黒づくめの長衣を纏っていた。やや黄色みがかった肌に闇のような黒い目、腰まで伸びた黒髪には、たくさんの飾りがついた布がまかれていた。

　非常に際立った印象の男である。

　しかし、その印象はティガールのもつ明るさとは真逆のものであった。彼の周囲だけ、空気が重い。光の屈折さえ、やや違うような気がする。

「ど、どなたでしょう？」

　その雰囲気に気け圧おされたように、レイフェリアが片足を引いた。

「これはいきなり失礼しました。お初にお目にかかります、レイフェリア姫。いや、本当はまったくの初対面でもないのですが、あなたにとっては初めてかと思いますので、改めてご挨拶を。私は、ファハル・ザイード。ゼントルム陛下から、東方領主の責を任されております」

　艶のある美声である。

　同時に、絹の手袋で背中を撫でられているような、ぞわりとする声でもあった。

　男はゆっくりとした動作で片膝をついて低く腰を屈める。頭の飾りがちらちらと微かな音をたてた。

「東方の……ご領主様にございますか？」

　──それでは叔父上の急な来客とは、この人のことだったの？

　内心の動揺を悟られぬよう、レイフェリアは平静を装って尋ねた。

　一度見たら忘れられないような人物なのに、やはりレイフェリアに彼の記憶はまったくないのだ。

　しかし、今の着目点はそこではない。

　南方領土で起きている事件に関して、ティガールは東方領主を疑っていた。レイフェリアは密かに彼の耳に注目したが、頭には何重も布を巻きつけているため、すっぽりと耳が隠れてしまっている。

　──ウンピョウは耳に蛇の飾りがあったと言ってたけど、考えてみたら、そんな装飾品は東にいくらでもあるだろうし、こんな方がならず者に直接会うわけがないわ。

「左様、私のことはファハルとお呼びください。レイフェリア姫」

「お初にお目もじいたします、東方領主様。私は前北方領主が娘、ノーザン・レイフェリアと申します。ですが、私は姫などではございませんわ」

「いいえ、私にとっては姫でございます。ですが、そんなふうに飾り気のないご様子も少女の頃と変わらない。それに……ああ、昔から変わりませんね。その煙水晶のような紫色の瞳、銀糸の髪」

「……長い間、みすぼらしい色と言われてきましたわ」

　褒められているはずなのに、変な心持ちになるのは、どういうわけなのだろうか？

「とんでもない。そのようなことは少しも思いません。むしろあなたの高貴さを象徴する色だ。北国の高貴な姫君にふさわしい……」

「ありがとうございます。それで、ご領主様は私をどうしてご存知ですの？」

　それが一番気になることだった。

「どうかファハルとお呼びください」

「ではファハル様。ファハル様は、私を知っておられるのですか？」

「ええ。昔、お父上に連れられたあなたと、こちらで何度かお会いしております」

「そうだったのですか……あいにく私は幼すぎて、王都で過ごしたことをあまり覚えてないのです」

　レイフェリアは目を伏せた。しかし、心の奥に妙な齟そ齬ごを感じる。

　──おかしい。ティーのこともそうだけど、こんなに多くのことを忘れるなんて、何か変だ。子どもの私に何が起きたというのだろう？

「……申しわけなく思います」

「いえ、無理もありません。あの時はたいそう不幸なことが起きましたからね。大きな衝撃を受けると、その前後の記憶があいまいになるといいます。そうでしょう？」

　それは父を襲った不幸のことを指しているのだろう。自分も長い間、同じように考えてきたのだ。

「……」

　レイフェリアは目を伏せ、あえて答えなかった。

「イェーツ殿、今日はこの場を設けてくださり、感謝いたします」

「なに、造作もないことです。この者はわが姪ですからな」

　今まで口を挟まなかったイェーツが、感情のこもらない声で言った。

「叔父上と、東方のご領主様がお親しいとは存じませんでした」

「お前に伝えることでもないからな」

　レイフェリアはイェーツに向き直ったが、よほどさっきのやりとりが腹に据えかねているのだろう、叔父の態度はそっけない。

「ここでの私の目的は果たせました。残念ですが、急ぎの所用があるので、私はこれにて帰ります。代わりに側近を置いておきますので、ティガール殿はじめ、皆様にご挨拶をせぬ無礼をこの者が伝えます。申しわけない、イェーツ殿」

「構わぬ。奥の扉を使われるがよい」

「ありがとうございます……時にレイフェリア姫」

　丁寧に一礼し、立ち去ろうとしたファハルは、行きかけたところで突然振り返った。

　長衣がふわりと持ち上がる。その時、腰に下げた風変わりな円盤に、紋様が刻まれているのが見えた。

　一瞬しか見えなかったが、つる草が絡み合っているような不思議な意匠である。

「……なんでございましょう？」

「近々私の屋敷でも、白秋の催しの一環で『宝石に酔う夕べ』という宴が行われます。各地から集めた名のある宝石や、珍しい原石を、趣向を凝らして飾りつけるのです。この上なく美しいですよ。レイフェリア姫には鉱物がお好きと聞き及びます。是非ともいらして頂きたい。無論、ティガール殿とご一緒に」

「ありがとうございます。ティガール様に伝えておきますわ」

　レイフェリアが叔父の部屋を出ると、ティガールが立っていた。出てくるのを待ってくれていたようだ。そばにはアリーナがいて、しきりに何か話しかけている。

「すんだか？」

　ティガールは、二歩でレイフェリアの前に立った。

「ええ」

「部屋からは三人の気配がした。叔父上の他に誰がいた？」

「……東方のご領主様が。ですが、奥の方からご退出されました」

「……」

　アリーナを意識してか、ティガールはなにも言わなかったが、一瞬金色の目が獰猛な光を放った。

「あら、向こうで昼食の準備が整ったようですわ。さぁ、ティガール様、参りましょう。ご案内いたしますわ」

　アリーナがいそいそとティガールの腕を取る。その後の昼食会は、二度と思い出したくないものとなった。

　せっかく秋の良い天気なのに、庭に面した窓は締め切られ、女主のギンシアの好みなのか、ごてごてと飾り立てられた食事用の広間は、どうにも落ち着けない雰囲気だ。

　ギンシアは、とってつけたような話題を次々に繰り出し、痛々しい努力で場を取り持っている。

　主催者であるはずのイェーツは、最初に挨拶をし、姪のレイフェリアとティガールの婚約を形ばかり寿ことほいだ後は、ほとんど笑顔を見せず、隣席の男とばかり低い声で話し合っていた。

　その男は服装からみて、先ほどファハルが言っていた、彼の側近のようだ。

　このいたたまれない席の中、唯一華やかだったのは、アリーナである。

　彼女はティガールにそっけない態度をとられたのにもかかわらず、ティガールの王都での予定を尋ねたりしている。彼が王都の近衛騎士団に知り合いがいると知ると、騎士団の兵舎に遊びに行きたいと強請るなど、わがまま放題だ。

「ねぇ、ティガール様。私に近衛の方々がお勤めするところを見学させてくださいな。王都を守られる方々を見てみたいの」

「さ、申しわけないが、それはできかねます。今期の王都滞在は、私事で手一杯なのです。なにしろ国に帰れば結婚式ですので」

　反応したのは東方の男だった。

「ほう、南方では結婚の儀式は国元で行うのですかな？　わざわざ急いで田舎で行わずとも、華やかな王都でじっくり準備をしたらよろしかろうに。レイフェリア様も、ゆっくり滞在を楽しみたいでしょう？　我が主人からも、お二人を宴に招待するようにと言いつかっております」

「ありがたいお申し出だが、そうもしておられぬ事情がある。国境付近は近ごろ物騒で、最近もつまらぬ揉め事を収めたばかりなので」

「揉め事？　それはさぞ気がかりでござろう。ではレイフェリア姫だけでも、しばらく王都の催しを楽しまれては？　私がご案内いたします。いったん結婚してしまうと、自由に出歩けず、窮屈なものですよ」

「ありがとうございます。でも私はティガール様と共に、南方へ帰りますわ」

　その後もあれこれと気づまりな瞬間がありながら、概ね無事に昼食会をやり過ごすことができた時、レイフェリアは心からやれやれと思った。

「ティガール様ぁ！　今度お屋敷に招いてくださいませ」

　まだあきらめきれないのか。アリーナが猫なで声で甘えた。

「王都でたくさんのお友達をつくりたいのです。国王陛下と親しいティガール様にいろんな方を紹介してもらいたいですわ」

「それならば」

　ティガールは熱のこもらない口調で言った。

「我らはしばらく忙しい故、ご満足いただけないだろう。それに東方領主殿のほうが、こちらでは顔が広いと思われるので、そちらを頼られるがよい。では、イェーツ殿、今日は馳走になり申した。心から感謝申し上げる。我らはこれにて」

「ご満足いただけて何より」

　イェーツは堅苦しい様子で頭を下げた。

「……いい気になるんじゃないわよ。あんたなんて、すぐに飽きられるわ」

　ギンシアに挨拶しているティガールには聞こえないよう、アリーナが囁く。

　──やれやれこれじゃあ、カラカ様の方がずっと可愛げがあったわ。

　いつものレイフェリアなら、面倒なので無視するか、受け流すところだが、今日は少し虫の居所が悪かった。多分、東方の空気を浴びたからだろう。

「ねぇ、アリーナ、いい気になるってどういうこと？　今まで下に見ていた私の婚約者に取り入って、あつかましくいろいろ強請るのは、いい気になるとは言わないの？」

「なっ……！」

　馬鹿にしていた従姉に、こんなに正面切って言い返されるとは思っていなかったアリーナは、怒りで顔を染める。しかし、レイフェリアは容赦なく、壁際の侍女に目を据えた。

「あら、あなた。見覚えがあるわ。以前北のお館で、ご丁寧に私に花瓶の水をかけてくれた人よね？」

　侍女は冷えた視線にすくみ上った。

「今日はかけて頂けなかったのはなぜ？　楽しみにしていたのに」

「ひ、ひぃい」

　レイフェリアは、がたがた震えている侍女には目もくれず、床ばかりを見ている家令に声をかけた。

「ああ、あなたも、一度も私と目を合わせなかったわね。四方候領主の家令として、これは礼儀にかなっているのかしら？　前は上からだったわね。真ん中はないのね？」

「お、お許しを……」

　家令は床と平行になるまでに腰を折っている。どうしても顔を上げられないようだ。

　レイフェリアは不届きな召使いたちに興味をなくし、アリーナに向き合う。

「アリーナ、これは従姉として心からの助言よ。何かを欲しいと思うなら、人を当てにしないで自分で行動しなさい。そして、立場や身分で人を見くびらないように、自分と周囲を育てなさい。では、ごきげんよう」

　そう言ってレイフェリアは、口もきけないアリーナの目の前を横切り、ティガールの手を取った。

「あなた、帰りましょう」

「ああ。いい眺めだった」

「そうね。最初からこうすればよかったんだわ。お腹にためないで、率直に吐き出せばよかったのよ」

　レイフェリアもほっと肩の力を抜く。

「あなたから学んだのよ、ティー」

　かつては父のものだった屋敷だが、今の彼女にとっては、身内とも思えない人たちが住む伽が藍らん洞どうだった。感慨も未練もない。

　これでやっと帰ることができる。やっと見つけた自分の居場所へ。

「さようなら」

　こうしてレイフェリアは、少女時代に別れを告げたのだ。




　屋敷に帰るなり、レイフェリアはティガールに、叔父の部屋での出来事を説明した。

「叔父上の部屋には、きっと最初から東方領主のファハル様がいたのね。なんだか図ったように現れて驚かされた」

「最初からの筋書き、ということか」

「たぶん。彼らには繋がりがあったのよ」

「それで屋敷に来いと言ったわけか？」

　ティガールが考え込む。

「屋敷で何がある」

「……それは」

　レイフェリアは説明した。彼女の興味を引くような宴が用意されていることを。

「私、行きたい。行ってもいい？　叔父上と東方領主、今まで繋がりなんてないと思ってたのに……これにはきっと何かある」

「……」

「例の染料に含まれた毒も、東方由来のものだというし……なんだか、とても重要なことがあるような気がする」

「あなたは止めても行くのだろう……なら、俺も行く」

「ありがとう、ティー」

「だが、確かに非常に妙だ。奴は作法に反してまで俺を避けている。王の前で一緒にいても目が合ったことがない。俺は奴が目障りなのだ。今頃、側近から情報を得ているのに違いない」

「ファハル様が恐れているのは獣では？」

　レイフェリアが、あたりまえのように言った。真実を知らなければ南方の虎は、畏怖すべき恐ろしい存在だ。

「あいつは何を企んでいるのだろう？　今までのことを考えれば俺や、親父殿が目的だろうに。フェリアに接触して、何かを仕掛ける気でいるかもしれない。油断ならん。あなたに危険がふりかかる可能性がある」

「だけど、ここは王都であって、証拠も残らないような辺境ではないわ。いくら何でも東方領主が、南方領主後継に直接手出しするかしら？　他の貴族の目もあるだろうし」

「……」

「でも、逆に言えば、正面からあなたと喧嘩をするつもりはなくて、からめ手から仕掛けてくるのかもしれないわね。何か企みがあるなら、私はそれを探り当てたい」

　レイフェリアは考え込みながら言った。

「父が亡くなって得をしたのが叔父上。そして父を陥れたのは東方産の毒物。どうも気になるの。どうやったらこの二つがつながるのかしら？　年齢は叔父上の方がだいぶ上だけど、どう見てもファハル様の方が強い立場だわ」

「ファハルは、あなたを知っていると言っていたんだな？　記憶はあるか？」

「それが……まったく覚えがないの。でも何か変なのよ。小さいころから私、物覚えはいいほうだったのに、いくら父のことがあったからって、こうも忘れてしまうものなのかしら？」

「七年……もう八年近く前になるのか……ファハルは俺よりも七つ上だから、当時十八歳くらいか。イェーツ殿は？」

「父上より十歳年下だから、当時二十五歳くらいね」

「丸め込んで協力関係を築くにしても、ちょっと不自然だな。だが、なにしろ、あのうさん臭さだからな！　何とも言えん」

　ティガールは忌々しそうに言い捨てた。

「確かに。でも、探ってみないことにはなにもわからない。だから行きたいの。向こうが何か企んでいるのなら、なおさらこれは良い機会だと思う！」

「やれやれ、俺の花嫁は獣より手が負えん」

　ティガールは大きなため息をついた。

「お嫌い？」

「いや、ものすごく好みだ」

「そんなに正直に言うものではないわ。でも……理解のある旦那様でよかった」

　レイフェリアからキスをする。初めてのことに、ティガールの金色の目が蜜のように溶けた。

　そして、それから七日後、東方領主の屋敷に二人は乗り込んだのである。









７章　水晶の夜宴











　その空間は美しかった。

「宝石に酔う夕べ」と銘打った夜会の舞台は、東方屋敷の広い庭園だ。

　周囲の松明を極力減らし、そこここに置かれた大小の台や卓の上に、様々な宝石が飾られている。

　凝った細工の首飾りや、冠のような装飾品もあったが、結晶のままの原石も多く、色も形も様々で、不思議な世界を醸し出していた。

　宝石を最も効果的に輝かせるよう、小さな灯りが側に置かれ、光を吸った石は美しい紋様を放って、周りの花や木々に反射する。

　庭園はさながら幽玄の世界で、その中にいる者は、まるで星の海に迷い込んだ錯覚さえ覚えた。

　今の夜空は曇っているので月や星は見えなかったが、それさえも地上の星を際立たせるための演出のようだ。

　庭園の真ん中によく茂った大きな木があった。その下の小道には小さな蠟燭が並んで灯され、光の道を浮かび上がらせている。

　向こうのやや高くなった場所には、小さな四阿があり、何か置かれていてもよさそうなものなのに、そこだけはなぜか空っぽだった。

「なんて幻想的な光景かしら！」

「この水晶の集合結晶は大きいわねぇ。まるで槍のようにあちこちに突き出しているわ」

「なんて不思議な緑色だ、まるで自分で発光しているかのようだな」

　あちこちで客たちがさざめいている。

　招かれた客はそう多くはない。

　展示品が高価なものだけに、身元の確かな高位の人物が多いようであった。その上、伴う従者も二人までと決められていた。

　彼らはゆらゆらと薄青い空間を漂っている。

「客層はまずまずだな」

　ティガールは油断なく四方に目を配りながら呟いた。側近はオセロットとヒューマだ。ただし、屋敷の直ぐ外には、目端のきくウンピョウと数人の衛士を潜ませている。

「だが、どうも妙な雰囲気だ。俺たちはまるで、舞台の上の俳優の役割をさせられているうだ」

「あなたにそんな例えができるとは思わなかったわ」

　レイフェリアは悪戯っぽく微笑んだ。しかし、彼女もその言葉が的を射ていると感じている。

　──こんなに綺麗なのに、どうも落ち着かない、落ち着けないわ。

　庭の向こうには、料理や飲み物が並べられた広間がある。

　しかし、庭園に灯りが漏れてこないように、分厚い帳で仕切られてあり、そこから出てくると、一層不思議な感覚に陥ってしまうのだ。

「ようこそお越しくださいました、レイフェリア姫……それから南方領主後継ティガール殿。先日は故あって大変失礼をいたしました。深くお詫び申し上げます」

　どこからともなく現れたファハルが、大仰な所作で辞儀をする。ティガールが喉の奥で低く唸った。

　彼の衣装は、この前会った時と同じような黒衣だったが、たいへん凝った豪華な仕立てだ。

「お招きありがとうございます。とても美しくて幻想的な雰囲気ですわね」

　レイフェリアは礼儀正しくあいさつしたが、ティガールは軽く頭を下げただけだ。

　しかし、ファハルは彼のほうを一いち瞥べつもしなかった。彼はレイフェリアだけを見つめている。

　濃い、闇色の瞳で。

「そうでございましょう？　私と私の父ふ祖そが、大陸のあちこちから集めた珍しい石ばかりでございます。まずはこれを」

　そう言ってファハルは、手品のように取り出した紫の花をレイフェリアに差し出した。

「まぁきれい。これはなんですの？」

「絹で作ったただの造花でございます。真ん中に石がはまって綺麗でしょう？　ご出席くださったご婦人の腕に巻くように、差し上げてるのですよ。ほら皆さん、色とりどりの花をつけていらっしゃる」

　レイフェリアの躊躇いに先んじて、ファハルは言い重ねた。

　確かに花は薄闇の中で、ぼんやりと光る。

　宝石の輝きより弱いからあまり気がつかなかったが、言われてみれば、女性の腕には花がくっついていた。はめ込まれた石はそれぞれ色が違い、それが松明の光を吸って花弁を照らしている。ゆらゆらと動いて見えるのは、花を身につけた婦人たちがそぞろ歩いているからだろう。

「庭が暗いのでね。今宵の趣向で、同伴の殿方にご自分のお相手を見分けて頂こうと。レイフェリア姫には瞳に合わせた色です。紫はあなただけに。どうぞ、お手を」

　そこまで言われては断れない。レイフェリアは仕方なく左腕を差し出した。

「俺がつける」

　ファハルがレイフェリアに花の腕輪をつけようと身を屈めるのへ、ティガールは割り込んでさっさと腕輪をつけてしまった。この暗い中で器用なものである。

「あ……ありがとうございます」

「ああ、よくお似合いです。ゆっくりお見回りください。後で本当のご婚約の祝いの品をお贈りしたいと思います」

　そう言ってファハルはレイフェリアに微笑むと、丁寧に頭を下げて行ってしまった。

「……胡散臭い男だ。フェリアを見る目つきが気に入らない」

　ティガールがその後ろ姿に眉をひそめる。

「そうね。でもあの方こそ、何か目印をつけたらいいのに。黒髪に黒いターバン、真っ黒の服だから庭に下りたらわからなくなるわ」

「あんな奴のことは考えるな」

「ヒューマとオセロットはどこに？　ホールで別れたきりだけど」

　あの二人がおとなしく、従者用の控え室で待機しているとは考えにくい。

「オセロットは、この屋敷の使用人からそれとなく情報を聞き出しているだろう。ヒューマは、ひょっとしたらこの庭のどこからか、俺たちを見ているかもしれない。あいつはすばしっこいからな」

「そう……私たちも庭を一通り見てみましょうか。あなた夜目が利くでしょう？」

「そうだな。それに鼻も利くぞ。真夜中前には雨になる」

「ほんとう？　そういえば月は雲に隠れているわね」

「隠れていても月はある。今夜は十二の月だ」

「十二の月ってなぁに？」

「満月まであと少しの、ちょっと欠けた月のことをいう」

「へぇ～、ティーって案外物知りなのね。あ、だから、念のために肌を見せないのね」

　ティガールの今夜の衣装は肌を覆うもので、長い手足が強調されている。もし月が出ていたら、くっきりと紋様が浮かび上がるだろう。

　二人は仲睦まじげな様子を見せながら庭園を歩き回った。

　声をかけてくる者もいたが、皆ティガールの知り人のようで、特に怪しく感じる人物はいない。若い娘は、松明に照らされた美丈夫を気にして、ちらちらとこちらに視線を送っている。

「ティーはここでも人気者ね。ご令嬢方がうっとり見ているわ」

「冗談だろう？　見られているのはフェリアだ。俺は今すぐにも帰りたい」

「それはだめよ。なにも探れなくなるわ。もう少し庭を眺めていましょう。ファハル様は、確かに何を考えているかわからないけれど、とりあえず趣向だけは素敵だわ」

　宝石と花が闇に浮かび上がった庭は本当に美しく、もともと鉱物が好きなレイフェリアは、ここが東方領主の屋敷でなかったら、もっと楽しめるのにと残念だった。

「屋根に兵士が潜んでいたり、物陰に武器が仕込まれていたりする様子はない。妙な匂いもしない」

　鋭敏な感覚を研ぎ澄ませて、辺りを警戒しているティガールだが、今ここに、物理的に彼を脅かせる敵はいないようである。

「だが、俺が奴から受ける印象は蛇だ。静かにゆっくり辛抱強く獲物を狙い続ける」

「ええ。でもファハル様は確か、ご家族がいらっしゃるのよね？」

「ああ。領主になる数年前、妻を娶っているはずだ。俺も一応親父殿の名代で、婚姻の儀式に参列した」

「どんな奥方様だったの？」

「覚えてない。服は立派だったが、なんの印象もない」

「あなたらしいわね。でも、ご家族は王都にはいらっしゃってないのかしら？」

「知らない」

　これ以上ティガールに尋ねても無駄だと知ったレイフェリアは、自分でも考えることにした。

　今までのことを考えてみても、東方領主が南方の領土を密かに狙っているのは確かだろう。そしてティガールを嫌っていることもわかる。どう考えても合わない二人だ。

　これは現在のこと。そしてもう一つ、過去の疑念がある。

　──仮に七年前、東方領主が叔父と結託して、私の父を陥れたとしても、彼の利益はなにもなかったはず……よね。私は何かまちがえたのかしら？　父の事と、ファハル様は無関係だったの？

「フェリア、何かが始まるようだ」

　レイフェリアが考え込んでいると、ティガールがそっと背中を押した。

　見ると、客が誘導されて中央の小道の付近に集まっている。二人は用心しながらその中に混じった。

「今宵は、宝石に酔う夕べの集いにお運びくださり、ありがとうございます。お集りの皆様、宝石たちの宴を楽しんでいただけているでしょうか？」

　いつの間にか姿を現したファハルが、松明の下に立っていた。客たちから感嘆の拍手が起きる。

「そして方々、今宵は特別なお客様がおいでくださっています」

　ファハルはそう言いながら、芝居がかった様子で片手をこちらに差し向けた。

「そちらにいらっしゃるのは、南方領主後継ティガール卿と、その婚約者レイフェリア姫です」

　人々が一斉に、こちらを振り返る。

　こんな趣向があるとは聞いていなかったレイフェリアは驚いた。

　ティガールも驚いているようだ。しかし、賓客を前に無礼な振る舞いはできない。

　おそらくそれも考えてのことだろう、ファハルは松明の下でゆったりと微笑んでいる。

「お二人には心からの祝辞を！　そして私から真心をこめた祝いの品を、この美しい恋人たちに捧げたいと思います！」

　再び拍手が巻き起こる。近くにいた人からは「おめでとうございます」と、口々に挨拶をされた。二人は失礼のないように応じながら、油断なく身構えている。

「さぁ、ご覧ください」

　ファハルは芝居がかったような仕草で辞宜をする。片方の手は、水平に向こうの四阿を示していた。

　見ると、空っぽだった奥の四阿に優雅な台が置かれている。

　その上には何かが飾られているようだ。すぐに柱の燭台に灯りが点され、中が明らかになった。

　先ほどはわからなかったが、四阿の中は花々で美しく飾られていた。真ん中の台座の上には、レイフェリアの拳ほどもある桃色の宝石が輝いている。

「おお！」

「あれは！」

　それは「石の薔薇」と言われる、結晶が花びらのように幾重にも重なった非常に珍しい宝石だった。しかも数個の結晶が縦に連なっており、高さもある。国王の身代金にも匹敵するだろう高価な宝石に、客たちはため息を漏らす。

「レイフェリア姫、どうぞお受け取りください。ですが、少し重いかもしれません。南方領主後継殿、あなたが台から下ろして差し上げてくださいますか？」

　周りの紳士淑女は、行儀よく前の道を開けた。

　ティガールが細い小道を油断なく進む。小道の脇にはごく小さな蝋燭が灯されているから、その通りに歩いていけばいい。

　下からの光を受けて、豪華な髪の男が雄々しく進む。皆、それに見惚れた。

　レイフェリアの周りには遠慮があるのか、人々はやや離れ、小さな空間ができている。

　そして、ティガールが中央の大きな木の下を通った時。

　ガシャーン！

　すさまじい金属音と共に、大きな檻が彼の上に降って来た。

「え？」

　耳が割れるような音が庭園に響き渡る。

　予あらかじめ、大きな樹木のよく茂った部分に仕込まれてあったのだろう。

　派手な趣向で四阿を目だたせ、小道はほとんど照らされていなかったのは、頭上から注意を外らせるためか。

　警戒していたのとは違った単純な罠だけに、逃れようがなかった。

　離れたところから見れば、その物体は巨大な鳥籠のようにしか見えない。優美な曲線でできた美しい鳥籠。

　しかし、中に入っているのは、綺麗な声で鳴く可愛い小鳥ではない。

　怒り狂った金髪の男だ。

「おお！　よく似合っておりますな。南方領主後継殿」

　衝撃の残響の残る庭園。上機嫌でファハルが檻に駆け寄る。

「これはなんだ！　出せ！　すぐに！」

　ティガールは鉄の枠を掴んでぐいぐい揺すぶった。

　しかし、わずかに揺れただけで檻はびくともしない。おそらく檻には落下の衝撃を利用して、土の部分に突き刺さる杭のようなものが取り付けられていたのだろう。

「これも今夜の趣向の一つでね。今夜のお客様に珍しい獣をご覧になって頂こうかと」

「なにっ！」

「先日の芸人の一団、覚えておられるでしょう？　南東の国境で一揆でも起きれば面白いだろうと思っていたのですがね。あの企てはあなたによって潰ついえてしまったけれど、幸い私には別の収穫があったのですよ」

　ティガールが鉄枠から突き出した腕のほんのすぐ先で、挑発するようにファハルは笑った。

「まぁそう怒らずに聞いてください。あの芸人の一団にはね、少し離れたところから監視をつけていたんだ。その者から面白い報告を聞きましてね。いや、前々から疑ってはいたのだけれど、これで確証を得たという事で……これがどういうことだかわかりますか？」

　そう言って、ファハルは胸元から細長い笛を取り出し、ティガールの目の前に翳した。それは細工こそ優美ではあったが、形状はあの芸人から押収した笛と同じものだった。

　金色の目がかっと開かれる。

「ああ、君はこれを見たことがあるのだったね？　この笛は人間の耳に聞こえづらい音が出せる。それを特殊な旋律に混ぜて聴かせた人たちがどうなったか、あなたは知っているでしょう？」

「貴様！　ふざけるなよ！　すぐにここから俺を出せ！　フェリア！　フェリアはどこだ！」

　ティガールは、さっきまでレイフェリアが立っていた場所を探した。

　しかし、そこには彼の恋人の姿は既にない。闇を透かす視力を持ってしても、見つけることは叶わなかった。檻が落ちてきた衝撃の隙を突いて、どこかに連れて行かれてしまったのだろう。

「まぁまぁ、そう怒鳴り散ちらさずに……」

　ファハルは呆然と佇たたずむ客の方を向いて両腕を広げた。

「さぁ方々！　これから私の特技である笛の音を聞いてください。そして、檻の中のこの立派な青年が、どのようになるかをよくご覧になってくださいね！」

　そういうとファハルは細い笛を唇にあてた。

　いつの間にか、灯りは檻の周りだけになっている。

　その闇の中に不思議な旋律が流れた。それは美しいような、もの悲しいような、それでいて時々不協和音が混じる音。

　それは人の心に隠された不安や、恐怖を増幅させる音であった。

「やめろ！」

　ティガールが膝をついて耳を塞ぐ。

　しかし、彼の鋭敏な聴覚は否応なくその旋律を拾ってしまう。音を聴くまいと喚くも、脳内に直接染み込んでくるようなその音に、ティガールは知らず体を丸めた。

「ううっ！　うあああああ！」

　──聴くな！　聞いてはだめだ！　フェリア！　フェリアを助けなければ！

　だが、顔を上げられない。指が押さえつけた耳の変化を感じ取る。

　それは大きく丸く変化していた。同時に歯茎を破って牙が伸び始める。

「きゃあああああああ！」

　闇を割さいて女の悲鳴が上がる。客の婦人が頭をかきむしって、ティガールに向かって叫び出した。

「化け物！　化け物だわ！　助けてぇええ！」

　身分のある者にしては、不自然なほど異様な叫び声である。しかし、その声がきっかけとなって、庭のあちこちから声が上がり始めた。

　客たちは笛の音によって正気を失っている。人々は日ごろの取り澄ました態度を忘れ、口々に喚きだした。

「見ろ！　どんどん大きくなっていく！」

「南方領主は化け物だ！」

「わああああ！」

　周りの騒ぎをよそにファハルは笛を吹き続ける。

　ティガールは最早、自分を保っていることができなくなっていた。

　月が出ていないのに、この笛の魔力はそれをも凌りょう駕がする。

　めりめりと手足が太くなり、服の布を引き裂きながら関節が露わになる。口は大きく裂け、身体中に現れた青い瘢痕は、直ぐに鮮やかな黄色と黒の毛皮へと変化していく。

「ガアアアアアア！」

　そこには恐ろしい獣の姿があった。

「きゃああ！　なに？　これはなに！」

「獣だ！　獣がいる！」

「喰われる！　喰われるぞ！　私たちは餌えさなんだ！」

　檻の中の獣が、鉄の枠に向かって体当たりを繰り返す。

　その度、凄まじい音とともに、獣の咆哮が庭園の闇を劈つんざいた。

「…………ひいいいっ！」

「はわぁ……お、怒っているぞ！」

　客たちは、檻の中で吠えて暴れまわる獣から逃れようと右往左往している。中には倒れこむ夫人もいた。その中でファハルは体を揺らせて笑っている。

「はははは！　これは面白い！　傑作だ！　方々、見られたか？　南方領主後継は、このようなケダモノになってしまわれた！」

「ザイード殿！　これはいったいどういうことです!?　何かの余興ですか!?　うわあ！　頭が割れる！」

　恐怖で息も絶え絶えな妻を抱いた紳士が、ファハルに食って掛かった。

「まぁまぁ皆様、落ち着いて。これは趣向の一つでございます。こちらでお怒りの南方領主後継ティガール様のお得意の芸なのですよ。驚かれましたでしょう？　気持ちが悪いでしょう？　おおっと！」

　檻を背に立ったファハルの背後に、獣が体当たりをぶつける。

「おお、恐ろしや。この獣は虎と言って、とても獰猛で危険なものなのです。南方領主の呪われた血に混じっているようですな」

「なんだって!?　そんなことが……ひいっ！」

　獣が吠える。長い牙がぬらりと光った。

「まぁ、あちらでゆっくり説明いたしましょう。その前に皆様、少し興奮させすぎましたので、こちらの飲み物をお飲みください。とても甘くて鎮静効果がある果汁でございますよ。さぁ」

　ファハルの言葉が終わらぬ内に、給仕が現れ、客たちに美しい切子ガラスの杯が配られる。中にはうす青い液体が半分ほど入っている。杯からはえも言われぬ甘い香りが漂ってきた。

「さぁ、お飲みになって……なに、お酒ではございませんから、お嬢様もご安心くださいませ……ほら、気持ちが落ち着いてきたでしょう？　向こうに休憩室をご用意したしました。そこでゆっくりご説明申し上げますほどに。さ、ご案内いたしましょう」

　給仕たちが客を取り囲んで屋内へと導く。皆一様にぼんやりしている。滑らかな言葉に逆らえるものはいない。

「皆さまご安心を。すぐにお屋敷に帰して差し上げます。我が家の薬師がお世話をいたしますので、少しだけ辛抱してくださいね」

　ファハルは物柔らかにそう言うと、客たちの背中を見送った。

「……そして、私の役に立ってください」

　庭園には護衛を除いて、ファハルと檻に入れられた虎だけとなった。虎は体当たりを繰り返している。

「まぁ、そんなに興奮するなよ。体力が失われるだけだ」

　ぐるるるる！

「そうそう。そうやって、ただ唸っているのがお前にはお似合いだ。ああ、大丈夫。レイフェリア姫は」

　ぐああああうう！

　その名を聞いた途端、虎は真っ白な牙を剥いて鉄格子に噛み付いた。

「おお、浅ましや。服によだれがつくじゃないか。落ち着きたまえよ、虎殿。レイフェリア姫は、安全な場所でお休みいただいている。安心するがいい」

　ぐがうっ！

「ああ、恐ろしい。あの美しく気高い姫を、こんな化け物の花嫁にはできないからねぇ。ちゃんと私が一生可愛がってあげる。心配はいらない」

　があああああっ！

「客たちには私の都合のいいように動いてもらうよ。今夜のことは、あっという間に王都中に広まるだろう。そうすれば、いくら磊らい落らくなゼントルムだって、動かざるを得ないだろう？　南方領主家は、これでおしまいだな」

　虎はがちがちと牙を嚙み鳴らした。金色の瞳が火を吹くように燃えている。

「そうそう。そうやって、おとなしくしていろよ。いずれ見世物小屋を建てて王都の民の眼に晒してやる。だがその前にやることが山ほどある。私は忙しい。まずはあの美しい月光の姫を我が手にす……」

　ティガールを嘲笑するあまり、檻に近づきすぎていたファハルめがけて、虎の前足が稲妻のように伸びた。

「くぅっ！　貴様！」

　三日月のように尖った爪がファハルの二の腕をかすったのだ。服が敗れ、血が地面に滴った。

「おのれぇっ！　ば、化け物めがっ！」

　ファハルは護衛から長柄の槍を取り上げ、狭い鉄格子の隙間から、虎を狙って突き刺した。

　だが獣はひらりと身を躱した。

　逆に怒り狂って槍に噛み付き、柄の部分をへし折ってしまった。木片が飛び散り、虎は転がった金属の穂先を後ろ足で蹴り飛ばす。

「こ、この！　下等な獣が！　私を傷つけたことを、その身で贖あがなってもらおう！　後悔しながらそこで吠えているがいい！」

　ファハルはなんとか威厳を取り繕うと、獣に向かって指を突き出した。

　だが、悪態をつく目には恐怖が滲んでいる。今の一撃が余程堪えたのか、鉄格子とかなり距離が開いていた。

「待っていろ！　お前の大切な娘の記憶を全て奪ってやる！　せいぜいそこで乳でも飲んで待っているんだな！　はは、ははははは！」

　哄笑とともにファハルは屋敷の中に消え、庭園はしばし静かになった。

　小道に点っていた灯も次々に消えていく。




「あ……主様！」

　庭の片隅の木の上で、主人の変容した姿を呆然と見つめているのはヒューマである。

　彼はティガールが言った通り、案内された控えの部屋を直ぐに抜け出し、庭園の外壁近くの樹上から二人を見守っていた。

　主人の強さは十分知ってはいたが、東方領主は何を考えているのかわからない、というオセロットの言に従ったのである。

　そして彼は、庭園で起きたことの一部始終を目撃した。

　彼の主は捕えられ、笛の音によって無理やり変へん化げさせられ、一族の秘密を暴露された。そしてヒューマが主に気を取られているうちに、レイフェリアはどこかに姿を消してしまったのである。

　全ては一瞬の間に起きてしまった。

　二人が客たちに囲まれている間は、滅多なことはできないだろうという油断もあった。

「くそっ！　どうしたら……」

　ヒューマは獣が捕らえられている檻を見た。

　主は我を失って暴れまわっている。その前で東方領主は勝ち誇ったように笑っている。周りには恐怖に駆られた客たち。

　──レイフェリア様の方は、オセロットさんがなんとかしてくれるだろう。俺はここで、あの東方領主の企みが何か、見届けてやる。そして早く主様を元に戻さないと！

　ヒューマは、人々の注意が一方に集中していると見て、屋根や樹木伝いにじわじわと檻に近寄ると、ひらりと中央の樹に飛び移り、真上から成り行きを確認することにした。

　幸い庭が暗いのと、その真下であまりにも驚くべき光景が展開されているので、彼に気づくものは誰一人いない。

　ファハルは客たちを煽り、恐怖に陥れてから召使いたちを呼んだ。彼らは酒のような液体を配って回り、しばらくすると、あれほど騒いでいた人々が一様におとなしくなった。

　──なんだ？　なにをした？　あの飲み物か？

　妙だった。客たちのほとんどは夫婦連れで、若い男女も混じっているのに、連れの方は見ようともせずに、無意味にフラフラしている。

「さ、ご案内いたせ」

　ファハルの声で、客たちは放心したように疑問を口にすることもなく、案内されるままにぞろぞろと歩き出す。まるで思考力をなくした操り人形のようだ。

　なにもかも周到に準備されたことだったのだ。

「くそ！　どうしたら！」

　ヒューマが樹上で手を拱こまねいている間に、虎は前足でファハルを攻撃した。怒り狂った東方領主が槍で突くが失敗し、捨て台詞を残して屋内に消えた。

　──いいぞ。主様は落ち着きを取り戻しつつある。これなら！

　ヒューマは誰もいなくなった庭園に音もなく飛び降りた。




　一方、オセロットは、屋敷の中を探っていた。

　若いヒューマと違い、オセロットは素早い行動は苦手である。しかし、彼には特技があった。

　それは「紛れ込む」ということだ。

　この屋敷は初めてだったが、迷路のような作りにも関わらず、使用人に紛れて極めて自然に屋敷中を歩き回った。

　彼らのお仕着せが、あまり統一感がないこともあって、忙しく働いている振りをしていると、怪しまれることもない。

　しかし、さすがに屋敷の主要部には、そうそう簡単にはしのびこめない。

　オセロットは辛抱強く、少しでも上位の使用人のそばに近づき、情報を集めて回った。

　──なるほど。

　とオセロットは思った。

　この屋敷は渦巻きのような構造になっている。多分、その最も中心に、東方領主の秘められた部屋があるのだろう。

　その時、庭の方から大勢の人々がやってくる気配があった。

「なんだ？」

　普通なら隠れるところだが、オセロットは当然のように召使いたちに紛れ込んで、さも仕事に向かうそぶりで駆けつける。

　彼が見たのは、虚ろな顔つきをした客たちだった。

　めかしこんだ老若男女の客は、案内されるがまま黙って廊下を進み、広くて暗い部屋の中に吸い込まれていく。どう見ても異様な光景だった。

　──宴で何かが起きたな。ティガール様とレイフェリア様は無事だろうか？　いや、そっちにはヒューマがいる。私はこの企みを突き止めなければ！

　オセロットは一行に紛れて、暗い室内に入った。




「う……」

　レイフェリアが目を覚ましたのは、なんとも異国風で豪華な部屋の一室だった。

　壁の高いところから帳が下された二柱式の寝台、いくつも並べられた繻しゅ子すの枕に、複雑な彫刻が施された足置き。

　北方から南方に着いた時も様式の違いに戸惑ったものだが、この部屋は様式の違いというより、更に大きな違和感がある。

　まず、部屋の形が丸い。床にも複雑な渦を描く色違いの石が張られ、大きな丸い柱がいくつも立っている。そして部屋中に濃密に漂うのは、嗅いだことのない香りだった。

「そうだ！　ティー、ティー！　はっ……あ、つぅっ……！」

　半身を起こすと、強い目め眩まいがする。

　とても体を起こしていられずに、レイフェリアは再び寝台に沈んだ。

　軽く吐き気と頭痛もするので、何か強い薬のようなものを嗅がされたに違いない。

　──私、無理やり眠らされたんだ。

　覚えているのは、いきなり上から落ちてきた籠のようなものに、ティガールが閉じ込められたこと。ひどい金属音がして駆け出そうと思ったら、いきなり後ろから伸びてきた手に口元を覆われてしまったことだ。

　意識を失う前に、強烈な刺激臭を感じた記憶が蘇る。

　──強い薬は、効き目はすごいけど覚めるのも早いから、速やかに回復するためにも、しばらくは動かないほうがいいわ。

　──水があればいいんだけど……。

　幸い、転がっている寝台の寝心地はすこぶる良い。仕方がないので、仰向けになって、現在の状況を探ってみる。

　空気がほとんど動かないから、部屋には窓がないのだろう。香の匂いが重く床に垂れこめている。もししたら外では雨が降っているのかもしれない。

　──そういえば、ティーが夜半に雨になると言っていたっけ。

　灯かりはぼんやり点っていて、さして暗くはないが、窓がないということは、脱出する手段が限られる。

　──私はどのくらい眠っていたのかしら？　時刻がわからない……そんなに長い間は眠ってはいないと思うんだけど……。

　レイフェリアが眠ったふりをしていると、しばらくして人が入ってくる気配があった。

　うっすらと目を開けて観察すると、どうやら召使いの女のようである。同じお仕着せをこの屋敷で見た記憶があった。

「あのぅ……」

　レイフェリアは思い切って声をかけると、召使いはすぐに側に来てくれた。

「お目覚めのようですね。ご気分は？」

「ちょっとふらふらしますが大丈夫です。すみませんが……お水をいただけませんか？」

「はい。ただいまお持ちします」

　最初に少し口をつけて見たが、妙な味はしなかったので一気に飲み干す。水は冷たくて美味しかった。これで気分が少し良くなる。

「外は雨なのですか？　あと、今は何時ごろでしょうか？」

「ええ、ついさっきから降り出しましたよ。まだそんなに激しくはありません。時刻は午後十時前でしょうか」

「十時前……」

　この屋敷に着いたのが午後八時前だから、そんなに経たっていない。

　レイフェリアは、そのことにほっとした。

　しかしティガールは、それにヒューマとオセロットの二人は、どうしているのか？

「私、宴の最中に気分が悪くなってしまって……連れが心配していると思うんですけど、どこにいるか、あなたご存知？」

　この召使いがどこまで事情を知っているのかわからなかったので、当たり障りのないことを聞いてみる。

「はい。お嬢様は夜会の途中で倒れられたと伺っています。お連れ様のことは存じませんが、もうすぐご主人様がお見えになるということですよ」

「ご主人様？」

　やはりこの召使いは、詳しい事情を知らされていないようだった。

「東方領主のファハル様ですわ」

「ああ……それなら今夜ご挨拶したわ。私ったらすっかりご迷惑をかけてしまって……」

「お腹は空いておられませんか？」

「ほんの少し。でも、先にお水をもう一杯と、冷たいお絞りをもらえるかしら？　すっかり汗をかいたみたいで」

「ただいますぐにお持ちします」

「それと……ごめんなさい。御ご不ふ浄じょうはどちらかしら？」

　飲んで出して、薬の作用を少しでも軽減しなくてはならない。

「ああ、こちらでございます。お湯を張ったお風呂もございますよ」

　そう言って召使いは出て行ったが、微かに鍵のかける音がした。やはり自由にはさせてもらえないのだ。

　とりあえず体を確かめると傷などはなく、服もそのままだったが、靴は履いていなかった。腕に巻かれた紫の花はまだ手首に残っている。

「もう少しだけふらつきが治まったら、ここがどこか確かめられるんだけど……」

　その時、部屋の空気が動いてレイフェリアは入り口に目を走らせた。

　先ほどの召使いの気配ではない。レイフェリアはぞっと身を震わせた。あまり考えたくないが、入ってくる人物はわかっていた。

「……ど、どなた……ですか？」

　反応を見るために、わざと弱々しく叫んで見る。

「ああ、すみません。驚かしてしまいましたか。目覚められたと聞きまして」

　現れたのは、やはり東方領主ファハルだった。彼は着替えたらしく、先ほどの凝った衣装よりも簡単なものになっている。頭を覆う布も外していた。

「ファハル……さ……ま？」

　レイフェリアは、まだよく事情がわかっていない振りをした。

「あなたがどうして？」

「わかりませんか？　レイフェリア姫」

「わかりません。急に目眩がして、それきり……」

「ああ、申しわけございません。即効性のある眠り薬を嗅いでいただいたのです」

　ファハルは少しも悪びれない様子で言った。

「眠り薬!?　どうしてそんな……」

「あなたの婚約者殿の正体を暴くのに、あまり騒がれては……と思いまして。でも心配には及びません。まだ少しぼんやりするでしょうが、すぐに良くなります」

　──この男、ティーの言った通り、やっぱり何か邪なことを企んでいたのね！　優しそうなふりをして、私を黙らせて……でも、絶対に思い通りにはならないわ。

　レイフェリアの中に怒りがこみ上げる。

　──しかし、今ここで感情を露わにしても、いいことはなにもない。

　そう思って必死に踏みとどまった。今は弱ったふりを見せて、もう少し何かを聞き出す方が懸命だ。

「……他のお客様も周りにいた、あの暗い中で、私のいた場所がわかったのですか？」

　ともかく相手に喋らせようと、レイフェリアは質問を続ける。

「ああ、それは簡単です。あなたにお渡ししたその石に夜光塗料を塗っておいたのです。特殊な青い光を当てればすぐにわかるように。ほらこの石です」

　ファハルは側の小卓に置かれた箱から、拳ほどの大きさの丸い石を取り出した。その石はぼんやりと青く光っている。

「今はこの程度の光ですが、暗闇ではもっと青く光るのです。それがあなたを見つけ出した」

　ファハルがレイフェリアの手元にその石を近づける。それに反応して紫の花が蛍光色に光った。

　──つまり最初から、この目的のためだったのね。

　その時「失礼いたします」という遠慮がちな声とともに、さっきの召使いが盆を捧げて入ってきた。

　盆の上には大きな水差しとガラスの杯、それに深鉢に入った粥も置かれている。ファハルがいたことに驚いた召使いは、盆を置くと急いで出て行った。

「お水を頼んだのです。いただいても？」

「もちろんですとも」

　レイフェリアはファハルに構わず、水を一気に飲み干した。

「どうぞお粥も召し上がってください。心配しなくても、これにはなにも薬は入っておりません。なんなら、もっと良いものをお持ちいたしますが」

　ファハルが微笑を含んだ声で言ったが、この男の前で食事をする気にはなれない。

「後でいただきます」

　しかし、食べ物の匂いを嗅ぐと確かに空腹を覚えた。屋敷を出る前に軽い食事をしたきりだったのである。

「それにしても眠り薬などを私に盛るなんて……あなたの目的はなんなのです？　ティガール様はどこに？」

　レイフェリアは改めてファハルに向き直った。気分は悪かったが、身体の不調は幾分治まりかけている。

「さっきも申し上げたでしょう？　あなたの御婚約者の正体を暴くためですよ。お二人の様子から察するに、あなたはもう、あの家の秘密を知っているのでしょう？」

「……なんのことでしょう？」

　ファハルは南方領主家の秘密をどこまで知っているのだろうか？　レイフェリアは用心深く言葉を選ぶ。

「あの家は代々、体の中に獣を飼う家なのですよ。恐ろしくはないのですか？」

「……特には」

「これはこれは、気丈な姫君だ」

「わざわざそんなことを言うために、私をここへ連れてきたのではありませんよね？　目的はなんです？」

「これはまた、直球な質問ですね」

「あなたはどうも、はぐらかす人のようだから」

　レイフェリアはファハルをまっすぐに見据えた。

「……」

「もう一度伺うわ。目的はなんなの？」

「あなた」

「え？」

　ファハルは、レイフェリアが思いもよらない言葉を漏らす。

「私の目的は最初からあなたですよ、レイフェリア姫。あなた、ただお一人だ」

　ファハルの指先が、白い顎を捉える。

　今度はレイフェリアが黙る番だった。

　──私が目的ですって？

　男の言葉がまったく理解できない。レイフェリアは首を振って彼の手から逃れる。

「もう一度伺います。ティガール様はどこですか？」

「ああ、彼ならさっきと同じところ、庭にいますよ。檻の中には入っていますが、ひどく凶暴で暴れるので、ひっぱり出せないのです」

「突然上から檻が降ってきたら誰でも暴れるでしょう。彼に何をしたのです？」

「いいえ、なにも。ただ笛を吹いただけ。まったく獰猛なケダモノだ。しかし飢えると、どんな獣でもおとなしくなると言いますから。芸でも仕込んで王都の見世物にしようかと」

「笛……あの、獣を呼び覚ます曲を、あなたが！」

　レイフェリアは思わず叫び、絡みつこうとするファハルの腕を押しやった。

「うっ！」

　ファハルが腕を押さえて体を折り曲げる。

　その時、長い髪の隙間から男の耳がのぞいた。レイフェリアはそこに、蛇の形をした宝石が嵌はまっていることを見とめる。それは以前、ウンピョウから聞いていたものだ。

「あなたが辺境の芸人たちに、知恵を与えていたのね！」

「おや、わかりますか？　ええ、そうです。でも、不協和音を交えた音響が、どれだけ人の気持ちを不快にするのかを研究していたのは、私の祖父でした。それを完成させたのは私です」

　ファハルは誇らしそうに言い放った。

「卑劣だわ！　そんなもので人の心を操るなんて！」

「私は薬学や医術など、様々な研究をしておりますが、音のことについても興味があってね。一定の旋律に、ある音を紛れ込ませるだけで、人の心に潜む不安を引っ張り出すことができるのですよ。興味深いでしょう？」

　レイフェリアの罵倒を楽しそうに受け止め、ファハルは話し続ける。

「そして、動物には、人間には聞こえない音も聴く力がある。あの若い獣もそうだったというわけでね。私の笛で、彼の内なるケダモノを呼び覚まして差し上げたのですよ」

　言いながらファハルは、襟元から細い笛を取り出した。レイフェリアは知らないが、それはさっき、ティガールに見せたものと同じものだった。

「……どうして、そんなことを」

「領主、それも四方侯の一人が化け物だということが公になれば、いくらあのゼントルムでも、領主の首をすげ替えなくてはならないでしょう？」

「あの獣……虎こそ、南方領主だってことの証だわ！　それに獣は人を害しない！」

「さぁ、それはどうでしょう？　現に私は傷を負わされた、これです」

　ファハルは腕の包帯をこれ見よがしに見せつけた。さっき彼が痛がったのは、この傷が原因だったのだ。

「まったく危険なケダモノです。今夜、目撃者になってくださった高位貴族や、大商人の皆様はどう思いますかねぇ。彼らはまだこの館にいますが、今頃恐怖に打ち震えているでしょう。なんと言っても、人が獣に変わっていく恐ろしい有様を目まのあたりにしたのですから。今彼らの記憶に、その出来事を深く刻みつけている最中です」

「どうして……なんでこんなことをするの？　私が目的なら、そんな必要はないはず！」

　レイフェリアは必死で、崩れそうになる自分と戦っていた。

　──ここで泣き騒いで、この男に弱みを見せてはならない。

「そう。私の目的はあなただ。だから、彼を失しっ墜ついさせないとね」

「なっ……」

「前にも言ったでしょう？　私は昔からあなたを知っていると」

「……覚えがない」

「それには少し事情があるのです。私は本当に、あなたがまだ幼い頃からずっと、一途に想っていたのです」

「想う？　なにを言っている！」

「あなたは十歳にもならない少女の頃から気高く美しく、一目で私の心を虜にしてしまった……でも残念ながら、それは、あの化け物も一緒だったようですが」

「……」

　もはやレイフェリアに挟める言葉はなかった。彼の言うことが、一ひと言ことも理解できない。

「私はねぇ、王都でずっとあなたを見ていたのですよ。幼いあなたを初めて見た時から、妻にすると決めていて、叔父を通じて、あなたの父君にも内々で申し込んだのです」

「……そんなこと知らない」

「あなたはまだ小さかったし、父君のエイフリーク殿は、娘の気持ちを尊重したいと、私との婚約を認めてはくださらなかった。私はいったん引き下がって、時を持つことにしたのです。あなたが美しく成長するのをね」

　ファハルはひたすら嬉しそうに、今まで凝り固めていた歪いびつな恋心を吐露し続ける。

「私はおとなしく待った。しかし、その内どうも雲行きが怪しくなってきた。あなたの父上は南方領主と親しくなって、屋敷に頻繁に通っているという。そして南方領主家にも息子が一人いました」

　ファハルの表情は急に剣呑なものになった。

「私は非常に不愉快だった。ちょうどその頃、先王の寵姫に久しぶりに子が生まれ、同時に貴族たちの婚約が次々に発表されて、王宮中が祝賀の雰囲気になっていました。お祝いの品々がひっきりなしに届いてね」

　そこでファハルは、意味ありげに言葉を切った。

　僅かな沈黙は、レイフェリアの気持ちをかき乱すに十分な時間だった。

「祝いの品……あ、あなたは……いったいなにをしたの!?　まさか！」

「ええ、もうわかったでしょう？　そうです。お父上の祝いの品をすり替えたのですよ。毒の染料を使ったそっくりな敷物にね」

　ファハルの美しい微笑みが深く、邪悪なものになっていく。

「祝いの品が白貂の敷物だと教えてくれたのは、あなたの叔父上イェーツ殿です。一応、彼の名誉のために申し上げておきますが、イェーツ殿は私の企みについては一切知らなかった。だから、後で彼はものすごく震えていましたけれども」

「お前……お前が父上を……」

　レイフェリアは掴んだ掛け布が破れんばかりに握り込んだ。

「とても簡単でした。運搬係の男一人、買収するだけでよかったのです。私は王の寵姫か赤子が亡くなればいいと思っていたのですが、死んだのが偶たま々たま召使い女一人だったし、買収した男も死にました。確固たる証拠はなにもなかったので、お父上は公式には罪には問われることはなかった。しかし、名誉は踏みにじられ、信用を失い、終ついには自死されてしまった……お気の毒なことでしたが、私の目的は果たされた。ああ、そんな握りしめると、その美しい指に傷がついてしまいます」

「触るな！」

　レイフェリアは伸ばされた手を払いのける。

　ねっとりとした皮膚の感触は、不愉快極まりないものだった。

「お前……お前が、父上を陥れ……罪を着せて……」

「ええ。でも、北方領主家は残されてしまった。取り潰してしまえば、あなたはすぐ私の手に入ったのですが。物事はそうそう計画通りにはいきません。おかげで大きな回り道をしてしまった」

　ファハルは感慨深げに頷いた。

「あなたは北の奥地に幽閉されている間に、私も立場上、妻を娶らねばならなくなってしまって……そして真国王家も代替わりをし、皇太子で、北方領主家の存続を強く主張していたゼントルムが王となった」

「……」

「東方は祖父の代に領地の一部を失って衰えていたから、立て直さねばならなかった。ここはここで難しい土地柄でね、無能な我が叔父を亡き者にするにも時間がかかり、やっと私が領主になってこれからという時に、あのケダモノが、先にあなたを迎えに行ってしまったのです。あなたもご存知のように、いくつかの妨害も失敗してしまって……本当にあの獣には苦労させられましたよ」

「言うな！」

　レイフェリアは、寝台からファハルに向かって飛びかかった。

　しかし、その跳躍には力は入らず、寝台から落ちただけで、ぐにゃりと床に崩れ落ちてしまう。

「姫！　まだ動いてはいけませぬ。お危のうございます」

「姫などと呼ぶな！　離せ！」

　レイフェリアは絡みつく腕から身を捩よじって逃れようとした。しかし、ファハルによって再び寝台の上に引っ張り上げてしまう。

「おお、怒りに染まって紫の瞳が燃えている……なんと美しい、この美をもたらしたのが私なのだ」

　ファハルが恍惚として呟く。

「私が敷物に仕込んだあの毒はね、温まった空気に触れると気化して、触れたり吸い込んだ人間に害をなすのです。希少な鉱物から取れるのですが、我が国独自の製法で精製します。そう、我が東方領主家は、昔から毒使いの家系なのですよ」

「この……毒蛇め！」

「ふふ。でも毒は一方で薬にもなる。そして、人の心を操ることもできる。私があの時、あなたに施した薬は、少し量を誤ってしまいましたね。私もまだ若かったものですから。まったくしくじりましたよ」

「なに？　あの時？　薬だと？　お前は……私になにをした？　あの時とはいつだ!?」

　怒りで声が掠れた。

「レイフェリア姫。姫にはお父上の亡くなられた前後の記憶が、非常に不鮮明なのではありませんか？　特にその前の記憶が欠落しているのでは？」

「……」

　その通りだった。

　混乱と悲しみで記憶が飛んでいると、無理やり思い込もうとしていたが、どこか納得できないでいたのだ。

「私はね、あなたの屋敷に弔問に行った折に、あなたに記憶を曖昧にする薬を吹きかけたのです。あなたがずっと、みすぼらしい獣を抱えて泣いておられたので、心安らかになるように」

「な……なんですって？」

「ほらこの薬です。紅色で綺麗でしょう？」

　ファハルは懐から、優美な形の小瓶を取り出した。

「これは原液なのですが、これを百倍に希釈し、霧状にしてあなたに吸わせたのです」

「なんてひどいことを……」

「ですが量を少しまちがえたか、あなたが敏感すぎたのか、その前後の記憶が飛んでしまったようだった。獣のことも忘れてしまったようで、それは喜ばしいことだったのですが。今思えば、その折にあなたを連れ出してしまえば、こんな回り道をしないですんだのです。あの時は人目が多くて、それは叶いませなんだ」

　ファハルは悔しそうに言った。

「まぁ、今それを言っても仕方がない。ともかく私は、幼い頃のあなたとお会いしています。私たちは濃密な時間を過ごしたのです」

「……信じない」

「大丈夫です。少しずつ思い出させてあげます。でもまずは、その衣装を着替えていただきましょう。そんな下品な赤は、あなたには似合わない。北の地に生まれたあなたには、もっと高貴な深い紫、青……そして煌びやかな黒が似合う」

「服なんかどうだっていい。今すぐティガール様に会わせなさい！」

「実はもう、仕立てさせてあるのですよ。別の部屋に飾ってあるのです。持ってこさせましょう。私が自ら着つけて差し上げます。少しお待ちを。動けないことはもうわかったでしょうから、ここでおとなしくしていてくださいね」

　レイフェリアを無視してそう言うと、ファハルはいそいそと部屋から出て行った。

　──あいつ、完全に頭がおかしい！

　あんなにべらべら自分の罪を告白したのは、いつでも自分の記憶を操作できると考えているからだろう。

　──これ以上嬲なぶられてたまるものか！

　身体中に虫唾が走る。

　けれども、少しの間でも一人にされたことは絶好の機会だ。

　ファハルが戻ってくるまでに、できるだけのことをしておかなければ。

　気持ちの定まったレイフェリアは、すっかり冷めた粥の器を取った。




　一方、闇に沈む庭園では。

　気配を隠して潜んでいたヒューマは、近くに人の気配がないことを確かめ、そっと檻に近づいた。目だたないように、体中に枝や木の葉をくっつけている。

　しかし、虎はしきりに地面に頭をつけていて、彼の方を見ようともしない。

「主様……主様！　私がわかりますか？」

　思いきって呼びかけると、虎がやっと反応し、振り向いた。

「よかった！　私です。元に戻れないんですか？」

　ヒューマの問いに虎がそっぽを向く。どうやら、音の呪縛はなくなったものの、獣化を自分で解くまでには至らないようだ。

「そうですか、この檻には扉はなさそうだし、この重さではひっくり返すこともできないし……ところで主様は、なにをされていたんですか？」

　さっき虎がうずくまっていたところには、穴が掘られていた。

　檻は小道の上に落ちてきたので、中には石畳の道が通っている。だが、その幅は狭く、檻がはみ出た部分はただの地面である。虎はその部分を掘って脱出しようとしていたのである。

「なるほど！　檻の下を潜って逃げようという算段ですね！　よし！」

　ヒューマは外側から掘ろうとしたが、石が多くて土は固く、道具で掘ったほうがいいと思い直した。

「幸い、ここは庭だ。どこかに庭仕事用の道具があるはず……え？　なんですか？」

　獣は何か尖った道具を前足で蹴り飛ばした。ファハルから奪った槍の穂先である。

　獣の腕では扱えないが、これで掘れというのだろう。

「ああ。これは上等の道具だ」

　ヒューマはさっそく周囲の土を掘り返した。

「うまい具合に、今この付近には誰もいません。主様の姿を恐れてのことでしょうが、護衛も皆、屋敷の内部や庭の周囲を守っているようです。外に潜ませたウンピョウたちを呼びに行きたいけど、まずは一刻も早くここから出ることが先決です」

　檻の外で地面を掘りながら、ヒューマは話を続ける。

　土は踏み固められていて、なかなか掘り進められなかった。獣は泥だらけになりながら地面に頭を埋めている。おそらく爪も鼻も傷ついていることだろう。

「オセロットさんは、屋敷の中にいます。彼のことですから、きっとなにか探っているでしょう。もしかしたらレイ様の連れて行かれた先を追っているかも。そりゃっ！」

　ヒューマは気合とともに、地面に食い込んでいた石を放り投げた。既におびただしい土が辺りに飛び散り、小山のようになっている。

「それに他の客のことも気になります。彼らは明らかに異常でした。多分、あいつは、薬や音を使って、人心を操ろうとしていると思われます。だとすると、レイ様が危ない！」

　グオゥ！

　獣が吠えた。

「ああ、もう少しだ！」

　ヒューマもひどい汚れようだが、掘り始めて三十分ほど経つと光明が見えてきた。

　穴の底に小さなトンネルが開通したのである。

「よし、あと少し！　ん？」

　その時、ぽつぽつとヒューマの肩を叩くものがあった。ティガールの予知した雨がついに降ってきたのである。

「しめた！　土が柔らかくなるぞ」

　ほんのわずかの間に雨は強くなり、辺りは漆黒の闇となる。建物から漏れる僅かな灯りだけが頼りだった。

　土は泥でい濘ねいとなって二人を更に汚したが、必死になって掘り進める彼らは、そんなことには構いもしなかった。

「よし！　この感触ではもう少しだ！　主様、俺がやります！　どいてください！」

　ヒューマは自分で掘った穴の中に身を躍らせると、両手を大きく使って一気に二人を隔てる壁を突き崩した。

「せいやっ！　あと少し！」

　虎は穴から少し下がって青年の動きを待っている。ヒューマは腕も折れよとばかりに土に向かった。

「でやああああああ！」

　出しぬけに大きく土が崩れ、体が前につんのめる。ようやく獣が通れるくらいの穴がぽっかりと開いたのだ。

「うわっ！」

　ヒューマを突き飛ばすように、虎が踊り出る。美しい毛皮には泥がべっとりとへばりついて正真正銘の化け物のような姿だった。牙だけが弱い光に白々と光る。

「主様！　このまま行ってください！　俺もすぐに追いつきます！」

　ヒューマが口の中に入った泥を吐き出しながら叫ぶ。

　ゴゥ！

　虎は一声吠えると青年を飛び越え、闇の中に姿を消した。









８章　我欲の果て











　──これはいったいなんなのだ。

　オセロットは柱の陰に潜んで、うめき声をあげる客たちの様子に戦慄していた。

　ぼんやりした表情の客たちは、塔の下の部屋に並べられた寝椅子に一様に寝かされた後、黒い服を着た薬師のような男たちに、怪しい飲み物を飲まされた。

　するとすぐに彼らは眠ってしまい、しばらくしてうなされ出したのだ。

　皆一様に「化け物！」「助けて！　喰われる！」などと叫んでいる。まるで終わりのない悪夢を見ているかのように。

　──うわ言の内容から見て、彼らはティガール様が獣に変へん異いするところを見せつけられたのだろう。変異の原因はやはり「音」か？

　しかし、この屋敷に獣が乱入した様子はない。つまりティガール様は、今だ庭に捕らえられているのだ。今頃ヒューマがなんとかしようとしているのだろう。

　──ではレイ……レイフェリア様は？

　嫌な予感がオセロットを襲った。

　ティガールを庭に捕らえておく必要があるということは、レイフェリアと引き離す目的があるということだ。

　彼の唯一の弱みが彼女だということを。東方領主は気づいたに違いない。

　とすれば──。

　──レイフェリア様も、どこかに捕らえられているはずだ。

　オセロットは、レイフェリアがただの貴族の令嬢でないことを知っている。

　普通ならば、おとなしく捕らえられることはないだろう。しかし、目の前のあの客たちの様子を見れば、この屋敷の主がどんな卑劣な手段を使ってくるか、わかったものではない。

　レイフェリアの身に危機が迫っている。

　──こうしてはおれない。急いでレイフェリア様を探さなくては！　だが、どこに？

　オセロットがそう思った時。

「ああっ！」

「どうしたっ！」

　客の様子を見ていた薬師の一人が慌てふためいている。

　柱の近くで横になっていた女性が、急に体を捩って苦しみ出したのだ。

　彼女は十代前半の少女のようだ。客の中では一番若いだろう。

「あああああああ！　助けて！　助けてぇ！　お父様！　お母様！　怖い！」

　娘は胸をかきむしって悶絶している。

「まずい！　薬が体に合わなかったようだ！」

　すぐに黒服の薬師が駆け寄ってくる。

「すぐに解毒せよ！　今夜この屋敷から死人を出しては拙い！　吐かせるのだ！」

「やっています！　しかし、これはもう……」

　哀れな娘は痙けい攣れんを起こしたように、四肢を捻じ曲げて苦しんでいる。口も目も限界まで開かれ、泡を吹いている。見るに耐えない光景だ。

「いかん！　ファハル様を呼んでくるのだ！　これは我らの手には負えん！」

「はっ！　すぐに」

　バタバタと薬師の一人が部屋を出て行く。

　オセロットはこの好機を逃さなかった。

　──よし！　あいつは今から東方領主の元へ向かう。おそらくそこにレイフェリア様もいるはずだ！

　彼は身を翻し、音もなく後を追った。




　そこはオセロットの予想通り、この屋敷の中心にあたる場所だった。この屋敷は、円形の建物が渡り廊下で連なる変わった構造で、ところどころに尖塔が建っている。

　中心に建つ塔が一番高く、優美な形をしていた。この不思議な屋敷の核となる部分だろう。

　──やはり、あの塔の中か？

　塔の周囲は内庭のようになっていて、そこだけ回廊越しに空が見える。入り口は一つだった。

　その扉の前にも二人の護衛が立っていて、駆け込んだ薬師が何やら耳打ちをしている。護衛はすぐに扉の鍵を開けて薬師を中に通し、自分もその後を追った。

「しめた！　これでここの護衛は一人だ！」

　オセロットはすぐさま残った護衛の背後に回り、当て身を食らわせた。

　声もなく護衛が崩れ落ちる。すぐに猿さる轡ぐつわを噛ませ、近くの部屋に押し込んで、鍵と着ているお仕着せを剥ぎ取る。これで何とかごまかすしかない。

　塔の上から駆け下りてきたのは、やはり薬師と東方領主だった。オセロットは、何食わぬ顔をして一人で塔の扉を守っていた。

　先ほどから降り出した雨が本降りとなって明かりが弱まり、うまい具合に顔をごまかしてくれている。

「お前！　私が戻るまで、この中に誰も入れるな、誰も出すな！　守れなんだら命はないぞ。すぐに応援をよこす！」

「は！」

　自分の鍵で扉を施錠した東方領主が、薬師と護衛を引き連れて、慌ただしく回廊に出て行く。姿が見えなくなるまで見送って、オセロットは塔を見上げた。

　この上にレイフェリアが囚われている。

　オセロットはそう確信した。

　鍵を開け、重い扉を開けると中は意外に明るく、美しいホールになっている。その奥にらせん階段が見えた。

「ご無事で！　レイフェリア様！」

　オセロットは一気に階段を駆け上がった。




「よし！」

　レイフェリアは粥を食べ終わった。

　食べたことのない味だったが、たいへん美味で、穀物に細かく刻んだ肉や野菜がたっぷり入った滋養豊かなものだった。冷めにくい器に入った濃い茶もあったので、それも有り難くいただいた。

　ここは言わば敵陣であるが、食べ物や料理人には罪はないのだ。

「悔しいけど美味しかった」

　久しぶりに食物を入れてもらった体が喜んでいる。血の巡りも良くなり、力が戻ってくる。

　仕上げに水差しから水をたっぷり注いで飲む。先ほど奥にある不浄にも行ったので、体の中の薬物は、これでかなり排出できただろう。

「あいつはどうしたんだろう」

　ファハルはすぐに戻ると言って出て行ったきり、帰ってくる様子がない。

　先ほど廊下から慌ただしい複数の足音がしたから、もしかしたら想定外の出来事が外で起きているのかもしれなかった。

　レイフェリアはそろそろと寝台から立ち上がった。

「これならいけそうだわ」

　万全ではないが、ふらつきはほぼ収まっている。ファハルが戻って来ない内に脱出しなければならない。

　──でも、この場所は屋敷のどの辺りかしら？

　この館がどれほど広いかわからないが、レイフェリアが知っているのは、正面玄関から庭に抜ける、ごく表の部分だけである。

　庭園から見上げた時は暗かったので、屋敷の広さはわからなかったのだが、南方領主の屋敷の規模から見ても相当広い。

　──ああ、この鍵は私には壊せそうにない。

　レイフェリアはこの部屋のたった一つだけの扉に触れてみたが、当然ながら堅固な鍵がかけられている。

　この部屋の周辺には人がいる気配はないが、どこかに見張りがいるだろうし、窓もないから、ここが唯一外に向いている出口である。

　レイフェリアは立ち止まってしばらく考えた。

　──そう言えばあいつは、私の記憶を消したと言っていた。

　彼が上着から出した瓶には濃い紅色の液体が入っていた。あの液体には人の記憶に作用する成分が入っていると考えられる。

　レイフェリアを眠らせた薬といい、人々を操った音の操作といい、ここには人を惑わせる技術が多く存在するようだ。かつては敷物に致死性の毒を仕込み、イェーツ叔父には獣を殺す毒を与えた。東方領主家は薬使いの家柄。ここはまさに毒の王国である。

　以前、叔父の部屋で彼に会ったとき、帯に紋章を刻んだ円盤が見えた。蔓の絡まるようなあの意匠は、今思えば蛇だったとわかる。それは彼の耳にもあった。

　蛇は知恵を象徴する動物。特に薬医学や魔術を司つかさどると言われている。

　形状があまりにも象徴化されすぎているので、一般にはあまり知られてはいないが、四方侯家の紋章は動物を意匠としている。

　レイフェリアの北方領主家は大鷲の嘴くちばし、南方領主家は三日月型の鋭い爪、西方領主家は霊長類を示す五本の指。

　それはもはや伝説の時代、古い祖先から受け継いだ知恵や特性から、象徴となるものを表しているのだ。

　西方と東方は技術。そして南方と北方は体術。

　そう考えたら、獣に変異する南方領主家は、色濃くその名残を残しているということになる。長らく血の純正を保ってきたのに違いない。

　そして、ティガールほどでなくても、レイフェリアにも跳躍力がある。見かけより体重も軽い。

「知らないことが多すぎる。これからもっと調べてなくては」

　今さらながら自分の無知が悔やまれる。

　──ともかく、ここから出なければ。何としても！　まず、ティガールを助け出さなければならない。

　ファハルの言ったことが本当なら、彼はまだ表側の庭園の檻に閉じ込められているはずだった。

　──他の客たちは、どうなったのだろうか？

　そしてオセロットやヒューマはなにをしているのか？

「……!?」

　背後で扉の開く音がした。

　──まずい！　もうあいつが戻ってきた！

　しかし、扉が開いて滑り込んできたのは、意外にもオセロットだった。この屋敷の衛兵の装束を身に着けている。

「レイフェリア様！」

「あなた、オセロット!?」

　レイフェリアは安堵のあまり、へたりこみそうになった。

「ティガール様は!?　無事!?」

「わかりません。しかし、そちらはヒューマが何とかするでしょう。ともかく今の隙にここからお逃げください」

「わかった！」

　レイフェリアの決断は早かった。逃げる機会は今を置いてない。

　オセロットの持っていた短剣で、長いドレスの裾を切り取ると、部屋を飛び出す。

　部屋を出ると螺旋階段があった。ここは塔の上だったのだ。何階層か駆け下りた時、下方に人の気配がした。

「もう嗅ぎ付けられたか」

　オセロットが当あて身みを当てた衛士が気がついたか、応援の衛士が来たに違いない。

「くそ、どうしたら！」

「大丈夫よ。私はここから出るわ」

　レイフェリアは塔の壁に穿うがってある、明かり取りの窓を指した。ちょうど人一人が通り抜けられる大きさだ。幸い木戸があるだけで格子は嵌っていない。

「ガラスを破ればなんとかなるわ。私の能力は知っているでしょう？」

「外は雨です。それにこの闇ですが」

　オセロットは心配そうに言った。

「ええ、わかっているわ。でも今は行くしかない！　そうでしょう？」

「わかりました。では！」

　すぐに納得したオセロットは持っていた警棒でガラスを砕く。雨音が音をかき消してくれるので、遠慮なく破片を外に落とした。

「これを！　レイフェリア様！　ご無事で！」

　オセロットが短剣を手渡す。

「ありがとう！」

　レイフェリアは、ドレスの残骸を足に巻きつけて窓枠に取りつく。かなり下ったので、飛び降りれない高さではない。

「行けそうだわ」

「わかりました。私のことは気にせずお行きください！　どうぞお気をつけて！」

「ええ、後で会いましょう！　絶対よ！」

　そう言うと、レイフェリアは暗闇に身を躍らせた。

　空は墨を流したように暗く、降り注ぐ雨音が空間の大きさを示している。

　──こんな造りの屋敷だったのね。

　一番近い木の影に下り立ったレイフェリアは、改めて周囲を見渡した。

　自分のいた部屋も丸い形だったが、東方領主の屋敷はどの建屋も円形をしており、レイフェリアのいた塔を取り囲むようにいくつもの建物がある。

　まるで蛇がとぐろを巻くように。

　他にも塔があり、その周囲は中庭と回廊になっているようだ。こんな事態でなければ、風変わりで美しい建造物だと思ったことだろう。

　レイフェリアは、塔の裏から一番近い建物の屋根へと跳んだ。

　幸い、南方屋敷と同じく、塔以外の高さはそれほどではない。優美な尖塔が目だつように設計されているのだろう。

　さっきの部屋が暖かすぎたので、雨で湿った大気の中を飛ぶのは気持ちが良かったが、すぐに体が濡れはじめた。灯りの漏れている窓や廊下もあるが、屋根の上は暗く、雨に濡れて足場が悪い。

　この中を飛び渡るのは、かなり難しい芸当だった。薬の影響も完全に抜け切ったとは言えない。

　──だけど、最悪の状態は脱したはずだわ。

　レイフェリアはいつもより慎重になって、距離も高さも抑えながら、屋根から屋根に飛んだ。

　目指すはティガールのいる庭である。方角がわからないが、都の大通りから来たことは知っているから、少しでも明るい方向へと跳んだ。

　──あ！　あれは！

　何度目かの跳躍でレイフェリアは、外郭に近い建物の二階にファハルの姿を見つけた。

　──戻ってこないと思ったら、こんなところにいたのね。あんなにしつこく私に拘こだわっていたのに、予想外のことでもあったのかしら？　もし向こうにとって拙いことなら、こちらに有利に働くかもしれない。確かめなくては！

　レイフェリアは慎重に狙いをつけて、窓の庇ひさしに降り立った。

　そっと中を窺う。

「あれは……」

　中は広い部屋だった。

　ファハルが向こうの寝台に横たわる、若い女性の上に屈み込んでいる。

　最初、何かいかがわしいことをしているのかと思ったが、女性がまだ少女と言っていい年齢で、非常に苦しそうにもがいているのが伺える。

　ただ事ではないと悟ったレイフェリアは、もう少し様子を確かめることにした。

　少女は着飾っていて、服に見覚えがある。今夜の客の一人だろう。

　よく見ると、他にも黒服の男たちがいて、おろおろした様子で見守っている。やはり何かよくないことが起きているのだ。

「声の聞こえるところに行かなくては」

　レイフェリアはそっと窓を持ち上げると小さく開けた。ここは二階で、窓に鍵をかける必要もないのだろう。

　そこから中が伺える。低いが声も届き、暖気が漏れてくる。

「薬は吐かせた。この娘は体が小さいから効きすぎたのだろう。繰り返し見せられる悪夢に耐えられなくて発作を起こしたのだ」

　ファハルが後ろの男に言った。

「さすがはファハル様。ようございました。今夜の催しは公に知られていますので、死人を出すのは、さすがに拙うございますから」

　そう言った男には見覚えがあった。

　叔父の家での昼食会に、ファハルの代理として出席したあの男だ。

　やはりファハルの腹心だったのだ。おそらく、王都の様々な屋敷に出入りして情報を集めたり、今夜招く客を選別したりしていたのだろう。

「それはそうだ。今夜の客たちには、人間が獣に変化する様子を見せつけ、脳裏に刻みつけて、それを王都中に吹聴してもらわねばならんからな。忌々しいあの男を四方侯の座から引きずり下ろすために」

「では、意識のないうちに娘を下の部屋に下ろしましょう。この娘の父親もまだ眠っておりますが、直に目を覚ますでしょう。今しかありません」

「待て。その前にこの者の記憶を弄っておこう。この屋敷で発作を起こしたことは、忘れてもらわねばならん。獣の記憶は多少曖昧になるだろうが、それは他の者がいるから問題ない」

「なにしろ、有力な人物ばかりですからね。では、例の薬を」

「うむ。今度は十分に希釈せよ」

　ファハルはそう言って、懐からあの紅色の液体の入った瓶を取り出した。

　──やっぱりあの薬は記憶を操作するものなんだ！

　ファハルの部下は、水の入った容器をファハルに差し出し、彼はそこに二、三滴の液体を垂らした。

　ふたは特殊な構造になっていて、霧状に中身を噴霧する構造になっているようだ。

　何度も攪かく拌はんしてから、しっかりとふたが閉められる。鳥の嘴のように、横に突き出した部分が娘の顔に近づけられた。

　──いけない！

　レイフェリアは窓から中へと飛び込んだ。

「やめなさい！　その子に手出しはさせないわ！」

「誰だ！」

　まさか背後から声が上がるとは思っていなかったのだろう。たっぷりと驚愕を含んだ視線がレイフェリアに注がれた。

「レイフェリア姫！　なぜ!?」

「一時間ぶりですわね、ファハル様。できれば会いたくなかったけれど」

「小娘！」

　ファハルの背後から、黒服の男が飛び込んでくる。

「者ども控えよ！　この方に無礼はならん！　レイフェリア姫、私は気分の悪くなった令嬢を、治療していただけですよ。でも、どうしてあなたがここに？」

「ここであなたが怪しい術をすると聞いて、後を追ってきたのです」

　レイフェリアは、適当な出まかせを言った。

　──こいつは動揺している。今なら何とかなるかも！

　しかし、ファハルはすぐに、いつもの勿体ぶった仮面を身に着けた。

「なんと！　おかしなことをおっしゃる。ああ、わかりました。あの獣ですね、あいつが檻を破ってあなたを助け出したに違いない！　獣はどこです？　あなたの前でもう一度捕まえてみせましょう」

「獣はもういないわ」

　レイフェリアは大きく一歩踏み出した。乱れた髪の際からぽたぽたと雨の雫が滴る。

「さぁ、どきなさい。そのお嬢さんに手出しはさせないわ」

　しかしファハルは動じない。

「突然失礼したことはお詫びいたします。このお嬢様のお命を助けることを優先しましたので。ああでも、そのままでは風邪を引いてしまいます」

　そして、部下に唇だけで命じる。

　──獣を探し出して捕らえよ。場合によっては殺せ。

　男たちは黙って部屋を出て行った。

「上にも綺麗な部屋があるのです。そこでお着替えを」

「ありがとうございます。でも、そのお嬢様には近づかないでくださいな。その方は今夜のお客様でしょう？　この屋敷ではお客に妙な薬を飲ませるのですか？」

「……」

「その方を解放しない限り、私はあなたに従いません」

　ファハルはちらりと横たわる若い娘を見下ろした。苦しげな表情は収まり、今はただ深い眠りに落ちているようだ。彼はうっすらと笑った。

「いいでしょう？　娘一人くらいなんとでもなる。でも、条件があります」

「なんです？」

「あなたが私のものになってくださること。そうすればこの娘は、すぐにこの下の階にいる父親の元に返してあげましょう。もともと発作で苦しんでいるのを、私が助けてあげただけなのですから。私はこの国一番の薬師を自負していますからね」

「言いますわね。その発作も、あなたの薬が引き起こしたものなのでしょう？」

「相変わらず情のこわいお方だ。でも、そんなところも愛おしい。すぐにも我が妻に」

　ファハルはすっかり落ち着きを取り戻している。

「妻？　あなたには奥方がいるはずでしょう？」

「ああ、あれはやむなく貰ったとりあえずの女ですよ。身分があるだけの、何の役にも立たぬ女。言ったでしょう？　私は昔からあなたを妻にと決めていた。わが国は複数の妻を認める国ではありますが、あなたを手に入れたら、あの女は離縁して構いません。なんなら殺してもいいのですよ」

「なんてことを……」

　まるで天気のことを話すように残酷な言葉を紡ぐこの男に、心底恐怖と嫌悪を覚える。

　しかし、それが逆にレイフェリアに力を与えた。紫の瞳が力を持って輝く。

「私の父のように殺すと言うのか！」

「心外な。あなたもよくご存知のはずだ。姫のお父上はご自身で死を選んだのです」

「そうなるように陥れたのはお前だ！」

　──もはやこの男に敬意を払う必要はない。

「おお、姫よ、姫よ。どうか落ち着いてください。あなたはまだ混乱しているのです。この上に休める部屋があります。どうぞそちらでおやすみください」

「その方の安全を保障するのが先だ！」

　レイフェリアの怒りに、ファハルは少し考えてから微笑を返し、手を叩いて部下を呼んだ。

「この娘の父親を連れて参れ。くれぐれも丁重にな」

「は！」

　呼ばれた薬師はすぐに出て行き、しばらくして一人の紳士を連れて戻ってきた。彼は憔悴した様子だったが、娘を見るとすぐに駆け寄った。

「ニコル！　どうしたんだ！　ファハル殿……いったいこれはどういうわけですかな？」

「あなたもご覧になったでしょう？　南方領主後継のティガール殿が、恐ろしい獣に変身した有様を。皆様はそれを見て恐慌状態に陥っていたので、休んでいただいていたのですよ。お嬢様は取り分け重篤な状態だったので、私の施術で落ち着かせました。ほら、安らかに眠っていらっしゃる。もうなにも心配はございません」

「た、確かに、私は恐ろしい光景を見た！　あれは本当のことだったのか？」

「もちろんです。我々は南方領主に騙されていたのですよ。私が見破ったからよかったものの、これは大問題です！」

「勝手なことを言わないで！」

　レイフェリアは叫んだが、ファハルはおかまいなしに娘を抱き上げると、黒服の男に渡した。

「さぁ、ご一緒に下の部屋へ。雨がひどくなってきました。今夜は皆様、この屋敷にお泊まりくださいませ。部屋の準備は整っておりますし、皆様の御屋敷にも使いを出しておきましたのでご安心を」

　流れるようなファハルの説明にやや首を傾げながらも、娘が無事なのを知って安心したのか、紳士は黙って踵を返した。

　しかし、その前にずぶ濡れのレイフェリアに不審の目つきを投げかける。今夜の主役だった彼女の、あまりの変容ぶりに、誰だったか思い出せないのだろう。

「さぁ、これで約束は果たしましたよ」

　ファハルはレイフェリアに一歩近づいた。

「この部屋はあなたにふさわしくない。上の部屋に来て下さい。大丈夫、もう誰もきやしません。そこで着替えてくださいませ」

　そう言って彼は紳士が出て行ったばかりの扉を示した。

「さぁ……こちらへ。あなたが先に上って下さい」

　レイフェリアは黙って従った。ゆっくり時間をかけて上に登る。

　ここに飛び込む際に見た感じでは、この建物は外殻近い比較的大きな建物で、四階建てだった。

　窓から飛び降りて逃げるにしてもぎりぎりの高さである。しかも暗い雨の夜だ。いくらレイフェリアでも下手をすれば命を失う。

　しかし、今は選択の余地はない。できるだけ時間を引き延ばしてオセロットか、ヒューマが来てくれるのを待つのだ。

「前に扉があるでしょう？　鍵は掛かっていませんから、どうぞ中にお入りください」

「……」

　レイフェリアは覚悟を決めて扉に手をかける。

　中からは強い香の匂いがした。

「おや、気の利く誰かが灯りと暖炉をつけてくれたようですね。さぁ濡れた服をお脱ぎください」

　距離を取っていたと思っていたのに、突然耳元で囁かれ、レイフェリアは驚いて飛び退いた。

「あなたが向こうを向いていてくれたら着替えます。この部屋には衝立てもないようですから」

　ここは下の部屋よりずっと見栄えは良いが、上の階だけあってやや狭いので、調度の類たぐいはあまり置かれていない。

　それでも、奥に置いてある寝台だけは目だった。おそらく、配下の者がある目的のために使う部屋なのだろう。

　寝台の向こうに窓がある。窓は閉まっていたが、湿気がそこから押し寄せて、濃密な香の漂う部屋の空気を、更に重苦しいものにしている。

「いえ、あなたは油断のできないお方です。そちらの暖炉の前で服を脱いでください」

　そういってファハルは、寝台の上に替わりの服を広げた。先ほどのドレスとは違い、ごく普通の服である。

「申しわけございません。ここにはこんな服しかなくて。でも、濡れた服がぴったり張りつくその姿も、大変そそられる。魅力的だ」

　闇の瞳が細められる。笑っているのだ。

「……あなたは恥知らずという、ご自覚はあって？」

　レイフェリアは、とにかく時間を引き延ばそうと話し続けた。

　何気なく見えるように、じりじりと寝台の方へと移動する。寝台を回り込んだら窓まで一気に跳べるのだ。

「いいえ。そんなものはないですね」

「そのようね」

「ええ。だからね、こんなこともできます！」

　そう言うとファハルは、レイフェリアがとった距離を一気に詰めより、腕を取って寝台に放り投げた。今までゆったりした態度と所作の男の意外な運動能力に、レイフェリアは完全に虚をつかれた。

「あっ！」

　視界が大きく反転し、気がついた時には大きな寝台の上に投げ出されていた。

　完全に組み敷かれている。

「……ついにここまで堕ちたか？」

　南方領主後継を捕らえ、自ら招いた客をせん妄状態にさせ、少女の意識を奪い、レイフェリアを監禁した。

　この上更に、自分を穢そうというのか？

　レイフェリアは侮蔑の強い眼差しを、自分を見下ろす男に注いだ。

「その瞳を私だけのものにできるのなら、いくらでも堕ちましょう」

　ファハルは微笑を浮かべながら首を傾けた。黒髪がするすると落ちかかる。黒い蛇の耳飾りが姿を見せる。

　部屋の中に漂う香の香りが更に強くなった。湿気で、匂いが下方に溜まっているのだろう。

　──この香りを深く嗅いではいけない！

　レイフェリアは初めて恐怖を感じた。

「気づいておられるのでしょう？　この香りには少し媚薬が混ぜてあります。体に害などありませんが、今のあなたには効果が早く現れるでしょうね」

　先ほどの薬の効果が完全に切れていないことを、ファハルは知っているのだ。

「……あなたの意のままになどならない」

　息を止めて、それでも必死に男を睨みつける。

「おお、美しい。まだそんな目ができるのですね。それこそ高貴なる乙女の目です。ですがレイフェリア姫、おそらくあなたの純潔はもう、失われているのでしょう……だから私はあの獣を憎む権利がある。私が最初に見つけた宝石なのに……」

　更に顔が近づき、男の息が頬にかかった。

「でも、あなたの未来は私のものだ」

「やっ……やめ……」

　薄い唇が覆いかぶさった。

「んっ！　んんっ！　や……」

　ティガールの熱いそれとはまったく違う、苦い味のする唇から逃れようと必死で首を振る。

　しかし、男の冷たい唇は執拗に吸い付いて離れない。そればかりか、ちろちろと細い舌先がレイフェリアの口腔を侵し始めた。

　──い、いやだ！

　受け入れたくないのに、体が痺れたようになっていく。

　香の効力か、それともこの男の体液そのものが毒なのかもしれなかった。

「く……」

　否応なく濡れた音が耳にしみこもうとする。それを受け入れたくなくて、必死に首を振ると、ぞっとするものが首筋を這った。彼が喉を舐め上げたのだ。

「は……なせ！」

「なぜ？　こんなに甘いのに……本当はもっと、あなたにふさわしい場所があったのですが……もう、耐えられそうもない」

　そう言ってファハルは体を密着させた。絡まる足の間に忌まわしい感触がある。

　レイフェリアはかろうじて悲鳴を飲み込んだ。

「ああ……甘い。もうこれであなたは私のものだ。そろそろ抗うのも難しいでしょう？　本当は香の力など借りたくはなかったが、今は仕方がない」

「ひぅ……」

　服の上から胸に頬ずりを受け、レイフェリアの嫌悪感は最高潮に達したが、愛撫に本腰を入れ始めた男が腰を上げたため、足が自由になったことに気がついた。

　──この男は私の脚力を知らないはずだ。機会は一度きり。相手がすっかり油断するまで耐えろ……！

　レイフェリアはくったりと力を抜いた。

　身体中を這いずり回る掌と舌の感覚に耐えながら、呼吸を最小限に抑える。

　永遠とも思える十何秒かが過ぎた時、その瞬間が来た。レイフェリアの下半身にファハルが身を沈めたのだ。

　──今だ！

「せぇえええええ！」

　ありったけの力を込めて利き足を跳ね上げる。その爪先は過たず、男の鳩尾みぞおちにめり込んだ。

「ぐぅ」

　ファハルはうめき声を上げながら、寝台から転がり落ちた。

　その隙に窓際まで跳び、窓ガラスを肘で打ち破る。雨風がどっと吹き込んだ。

　破片が飛び散り、鋭い痛みが走ったが、それでかえって意識がはっきりとした。

「ファハル様！」

　扉の外に控えていたのだろう、男たちがなだれ込んでくる。

「この女！」

「来るな！」

　レイフェリアは窓枠に足をかけた。

「危ない！　姫！」

　なんとか体勢を立て直したファハルが、男たちを手で制しながら叫んだ。

「来るな！　来るなら飛び降りる！」

　窓から雨と風が激しく吹き込み、ずたずたになったドレスの裾が翻る。それはまるで炎のように見えた。

　レイフェリアにとっても、これは賭けだった。

　万全の状態でも、下りられるかどうかの高さである。真下では、すぐに捕えられてしまう。隣の建物に下りなくてはならないが、今の体調とこの雨風の中で、一番近い屋根の上に無事に着地できる可能性は極めて低い。

「私は本気だ。わが先祖の名にかけて、お前の人形にはならない！」

　言いながら、後ろ足で更に窓を破壊する。

　激しい横風とともに降り込んだ雨が、ファハルの半身を濡らした。

「姫、姫よ……私の手段が悪かった……もう手出しはいたしませんから、どうかおやめください。ここから落ちたら死んでしまいます」

「あなたに飼い慣らされる小鳥となるよりも、自由な大鷲となって死のう！」

　レイフェリアは凛と声を張った。

　不意にファハルはよろめき、ばさりと腰を折り曲げた。黒髪が床にとぐろを巻く。

　あまりに突然のことに、窓枠に手をかけたまま、レイフェリアは動きを止めた。

　──なに？　何が起きたの？

「あなたは……あなたはいつもそうだ！」

　突然顔を上げたファハルの目つきが激変している。彼はレイフェリアを見据えながら、彼女を見ていなかった。

「年端のいかない少女の頃から、私がいくら話しかけても、心がこもらない上辺だけの微笑みだけをよこして、卑しい動物ばかりを構っていた。汚らしい獣を投げ捨てようとした私の手を打ったことを、あなたは覚えていないでしょう？」

「……なにを言っている？」

　いきなり語り始めたファハルに、レイフェリアが眉をひそめる。

「けれども、あの時、私を睨みつけたその紫の宝石に、一瞬で魅了されてしまったんだ。あらゆる鉱石を生ずる我が東方でも、見たことがないほど美しい、稀なる宝石に。ああ、今もそうだ……この暗い中でも燃え上がる至高の紫、最も高貴なる色、至高の宝石！」

　熱に浮かされたようにファハルは喋り続ける。

「これを手に入れるためなら、何でもするとも！　領主も王も、身内すら滅しても構わない。生家を取り潰し、権利を奪おう。そしてなにもかも失くして、私の元へ転がり込んでくるといいのだ！」

「お前の自分勝手な欲望に、これ以上振りまわされてたまるものか！」

「いいえ、あなたは私のものになるのだ。あんな化け物には渡さない！」

　言いながらファハルは一歩踏み出した。レイフェリアは更に体を外に傾けた。

「言うな！　ティガールは美しい！　美しくて尊い！　お前など、触れることすらできなかったくせに！」

「……あんな化け物と私を比べるのですか？　あなたはひどい方だ」

「ひどいのはお前だ！　子どもの私にいやらしく触れて……服を脱がそうとしたな！」

「……思い出したの……か？」

　ファハルがびくりと肩をこわばらせる。

　レイフェリア自身も、思わず叫んだ言葉に驚いていた。

　──私……私はなにを言っているの？

　しかし、突然脳内に蘇った光景は頭の中にあふれ出し、叫ばずにはいられない。

「お前の手から逃れようと逃げ込んだ片隅にティーがいたのよ！　ティーだけが私を助けてくれた！　お前の目の届かないところに私を連れて行ってくれた！　私を守ってお前に噛み付いてくれた！」

　──そうだ！　ティーが噛みついたのは、この男だったんだ！

　国境の村で、ヒューマの腕に噛みついた獣を見た時、レイフェリアは記憶の一部を取り戻したのだ。

「……」

「だから私は彼を愛する！」

「黙れ！　黙れ黙れ黙れ！」

「黙らぬ！　私は彼と共に生きる！」

「させぬ！　あなたは私の隣に立つのだ！」

「お前の横になど立つものか！」

「立つとも！　立たせて見せる！　そうだ……もう一度これを……」

　ファハルは胸元から紅色の液体の入った瓶を取り出した。にやにやしながらふたを開けている。彼自身も既にずぶぬれになっていた。

「さぁ、姫。なにもかも忘れて私とやり直しましょう。怖いことはなにもありませんよ」

「……」

　レイフェリアは背後の暗い闇を見下ろした。真下には樹木が風に揺れている。

　うまく梢の先にでも捕まることができたら、大怪我ぐらいですむかもしれない。

「さぁ……この雨風ならちょうどいい。いい具合に薄まって都合よく記憶が消せる。さぁ姫、こちらへ」

　ゆっくりとファハルの腕が伸びてきた。

「私の記憶は私のものだ。私はお前の手の届かぬところにゆく！」

　レイフェリアは迫る手から逃れるように闇を振り向くと、ぐんと膝を曲げて大きく宙に飛んだ。雨の帳を引き裂いて体が落下していく。

「馬鹿な！」

　驚愕する声が上から落ちてきたが、レイフェリアは揺れ動く枝先を掴むことしか頭になかった。

　──どうか、どうか風よ、私に味方を！

　その時、暗い梢の中から飛び出して来たものがあった。

「……っ？」

　それは体を長く伸ばして跳躍し、落ちるレイフェリアの体を受け止めた。

「な、なに？」

　考える余地はない。レイフェリアはずぶ濡れの毛皮にしがみついた。

　軽い衝撃が走る。地面に着地したのだ。

「ティー……」

　レイフェリアは逞しい首に両腕を回す。もう安心だった。

「ガアアアアア！」

　虎は雨の降り注ぐ空に向かって、一声長く吠えた。

「ティー！　やっぱり来てくれたのね！　私の獣！」

　ざらざらした舌が、雨と涙を舐めた。




　虎は稲妻のように闇を駆ける。

　その上に低く身を伏せた娘が乗っている。辺りは墨を流したような雨の帳。

　だが、獣はまるで真昼の野を駆けるように、数ある庭と回廊を潜り抜け、屋敷を守る正面の門までたどり着くと、そこで再び大きく吠えた。

　雨音を劈つんざく咆哮だ。

「主様！」

「レイ様！　ご無事ですか？」

　駆け寄って来たのはオセロットと、ヒューマである。

　彼らは抜刀していた。警備の門兵とやりあったようである。地に横たわる塊は、もう動いてはいなかった。

「レイフェリア様！」

　虎の背中から崩れるように落ちたレイフェリアに、慌てて二人が駆け寄る。

「お怪我を!?」

「いいえ、大丈夫。少し目眩がしただけ」

「まさか東方領主がなにか……？」

「少しね……でも、あいつが……ファハルが、父上を陥れた張本人だってわかったのよ！　あいつが自分で言ったの！」

「なんと！」

　オセロットが目を見張った。

「……そうよ。このことを国王陛下にお伝えしなければ……え？　なに？　なにが言いたいの、ティー？」

　虎がレイフェリアに体を寄せて、その手に口こう吻ふんを押し付けている。

「え？　人の姿に戻るの？　でも……」

「レイ様、ティガール様がこの姿のままでは、話もできませんし、剣を持って戦うこともできません」

「でも、虎の方が、戦闘力が高いんじゃ……でも、そうね」

　ティガールが虎だということを、明らかにするのはよろしくない。

　だが、主客が混乱した今の状態なら、なんとかごまかせるかもしれないと思い当たったレイフェリアは、おとなしく虎の求めるままに自分の指を舐めさせた。

　雨風と怒りと疲労のせいで、指先はいつも以上に冷たくなっている。

　それを熱くて薄い舌が絡みつくようにぺろぺろと舐めた。こんな時なのに、その仕草が愛撫に思えてレイフェリアの頬が熱くなる。

　しかし、そのおかげか、虎の体は次第に縮み、裸の男の姿に変わりつつあった。

　ヒューマが着ていた上着をその背に掛ける。その下で完全に人間の姿に戻ったティガールは、上着を腰に巻きつけ、オセロットから大剣と短剣を受け取った。

　雨がその肌を激しく叩く。

　肌には見事な紋様がくっきりと現れていた。雨で月も見えないのに、その紋様は青く浮かび上がっている。これだけでもかなり異常なことなのだろう。

　体には相当な負担が強いられているのかもしれない。

「ティー！　あなた大丈夫？　寒くないの……んんっ」

　あっという間に抱き寄せられ、口づけられてレイフェリアのつま先は宙に浮いた。

　──ああ、この唇だ……雨に打たれていても、こんなに大きくて熱い。本当はもっと、欲しいけど、それは今じゃない！

「ティー！」

　こんなことをしている場合ではないと、咎めるようにティガールを睨むも、彼はレイフェリアを抱く手を緩めようとしない。

「……奴になにをされた？」

　その問いはティガールにとって、切実なものなのだろう。ひとまず彼を納得させなくてはならない、とレイフェリアは思った。

「……大してされてないわ。口づけと、体に少し触れられただけ。でもそれだけよ。あいつを蹴り飛ばして窓から飛び降りたから」

「畜生っ！」

　ティガールは奥歯を噛み締めた。まだ完全に引っ込んでいなかった犬歯が、ぎりぎりと物騒な音を立てる。

「あいつを殺す！　殺してやる！」

「ティー、落ち着いて！　私はこの通り大丈夫よ。あなたが来てくれたから、どこにも怪我一つしてない。本当によく受け止めてくれたわ……」

「大怪我をするのは奴らだ！　見ろ！　大慌てでやってくるぞ。俺をここへ呼んだことを死ぬまで後悔させてやる！」

　ティガールの言葉通り、背後から大勢の気配が迫ってきた。

　衛兵を従えたファハルが二人を追って来たのだ。雨よけの覆いをした灯りを持つ者もいて、闇がやや後退する。

「いたぞ！　取り囲め！」

　ファハルはティガールを見つけると、いつものもったいぶった態度をかなぐり捨てて怒鳴った。

「化け物の分際で、私のものに触れるな！」

「毒蛇がなにを言うか！　フェリアは俺の女だ！　二度と触れさせない！」

　ティガールが剣を構え、ヒューマとオセロットもそれぞれ腰を落として、臨戦態勢を取る。

「お前のことなぞすぐに忘れさせてやるさ！　お前たち、あの化け物を殺せ！　切り刻んで家畜の餌にしてやる！」

　命令一下、周りを囲んだ衛士が一斉に槍や剣で打ちかかって来た。

「囲め！　寸刻みになぶり殺しにしろ！」

　たちまち、金属がぶつかり合う音があちこちから響きだした。

「恐れるな！　消耗させるんだ！」

「主様！」

　ティガールの前に飛び込んできたのは、ヒューマである。

「雑兵は私たちに任せて！　レイ様をお護りください！」

「おお！」

「自分の身は自分で守れるわ。ティー！　戦って！」

　レイフェリアは、もしまた自分を人質にされてはと、急いで近くの建物の影に逃れた。

　ふと見ると、二の腕にはまだ紫の花が光っている。外すのをすっかり忘れていたのだ。目印になってはいけないと、花をもぎ取ろうとしたが、余程しっかりした材質でできているのかうまくいかない。

　仕方なく、花を握り潰すだけにして、目の前の戦いに意識を集中した。敵は十数人はいるだろう。

　ティガール、ヒューマ、オセロットはこの雨の中、善戦していた。

　夜目の利くティガールの獅子奮迅ぶりは、さすがとしか言いようがない。

　真っ先に灯りを持つ男を次々と打ち倒していき、狙われると知った残りの者は灯りを放り出して、武器を手に持った。

　辺りは一気に暗くなる。闇が戦いを有利にしてくれるだろう。

　ティガールは、三人の衛士を相手にしても意に介さず、素早い身のこなしで繰り出される剣先を躱すと、鋭く強い一撃を打ち込む。

　斬られた相手は、呻き声もあげずに倒れ、動けなくなった。

　最小限の動きで最適な攻撃だ。虎でいる時と遜そん色しょくのない戦闘能力である。

　その動きは激しくも美しい。闇の中で彼が遅れをとることはないだろう。

　ヒューマとオセロットも、ある程度夜目が利くのか、的確に敵を打ち倒していく。

「……っ!?」

　背後に気配を感じて飛びのく。

　ファハルだった。彼はいつも蛇のごとく忍び寄る。

「またあなたなの？　しつこい男は嫌いよ」

　レイフェリアは下がりつつ、いつでも跳べるように膝に力を溜めた。もう捕まるわけにはいかない。

「姫には驚かされてばかりですね。獣が来たとはいえ、あんな高さから飛び降りるとは、勇気というのも憚はばからられる度胸だ。さすがの私でも想定外でした」

「あなたに褒められても嬉しくない！」

「フェリア！　そいつから離れろ！」

　恐ろしい勢いで、ティガールがファハルに向かって剣を投げた。

　それをぬめりと躱した男は、身を翻しつつ、指の間に挟んだ針のような武器を一気に放つ。光の束がきらめいて飛んだ。見たことのない武器だ。

　ティガールは剣で一気に払い落としたが、雨に紛れた一つが素足の甲に突き立った。しかし、彼は少しも怯ひるまず、両側から襲いかかる二人の衛士を素手で殴り倒した。

「さすがに化け物だな。その針には即効性の強力なしびれ薬が塗り込んであったのだが、まだ立つか。雨で少し流れ落ちたのだろう。だが、そろそろ効く頃合いだ。あんなに激しく動いたのだから」

「……くっ！」

　その言葉が終らぬ内に、ティガールが濡れた地面の上に片膝を落とした。毒が回って来たのだ。

「ティー！　動いてはだめ！」

　駆け寄ろうとした腰に長い腕が回る。

「行かせませんよ。さぁ、姫、今の内に……なに!?」

　レイフェリアの姿は、突然ファハルの目前から立ち消えた。渾こん身しんの跳躍で垂直に跳んだのだ。その隙にティガールが体当たりを食らわす。

「うあっ！」

　北方領主は大鷲の一族。ファハルは、完全に不意を突かれ、水飛沫をあげながら石畳に仰向けに転がった。

　その喉にティガールの両手が伸びた。くびり殺す気なのだ。ティガールの足には深い傷があった。しびれ薬が周りきらぬように自分で切りつけたものだろう。

「殺してやる！」

「ぐぅう……」

　組み敷かれたファハルも、彼の指を外そうと爪を食い込ませる。

　本来ならティガールの力の方が強いはずだが、強力なしびれ薬の効果は、まず末端に現れている。だから今、二人の男の力は拮抗しているのだ。

　周囲では戦いが続いていた。ティガールの前後をヒューマとオセロットが守っている。

「死ね！　毒蛇！」

「お……のれ……っ！」

　ティガールが唇を噛み締めながら、指も折れよと拳を握りこんだ時、肩にそっと柔らかい手が置かれた。いつの間にかレイフェリアが後ろに立っている。

「フェ……リア？」

「ティー、いけない」

　レイフェリアは敢えて静かに言葉をかけた。

「じゃ……まを……するな！」

「だめよ、ティー。殺してはだめ」

　ファハルが白眼を剥き、舌を突き出して喘いでいる。その顔には死相が浮き上がりはじめていた。

「なぜだ？　この男は父上の仇だろう？　俺にとっても敵だ！」

「それでも殺してはだめ……あなたに傷がつくわ。復讐とはこうするの」

　馬乗りになったティガールの脇の下から、レイフェリアは、ファハルの上着の胸元に手を入れる。

「な……にを？」

　ティガールがほんの少し力を弱めたのか、ファハルは潰れたような声を絞り出した。

「ご安心くださいませ、ファハル様。私は、あなたの命など欲しくはない」

　レイフェリアの手には、ファハルが見せた紅色の液体の入った瓶が握られている。

　この薬のおかげで昔、彼女は父が亡くなった前後の記憶や、王都でティーと過ごした記憶が思い出せなくなってしまっていた。

　そして、今また、無関係の人たちや、自分に再び使われようとしていたのだ。

「あなたは幼い私にこの薬を使って記憶を失わせた。希釈がどうとか、おっしゃっていたわよね。このまま使えばどうなるのかしら？」

「や……めろ！　やめてくれ！」

　レイフェリアは瓶のふたを開けると、ファハルの顔の真上に立った。

　雨が激しくその顔を叩いている。彼の目が限界まで見開かれた。闇色の瞳に初めて恐怖が映り込んでいる。

「やっ……やめて」

　ティガールはレイフェリアの意図を汲んで、ファハルの口を無理やりこじ開ける。だから、彼の声はもう言葉にはならない。

「ひぎぃいいいい！」

「さようなら、ファハル様」

　美しい瓶を傾ける。血のような赤い水が、雨に混じってファハルの顔に降り注いだ。









９章　未来











　後始末は淡々と行われた。

　ヒューマは一晩中屋敷の近くで待機していたウンピョウを呼び寄せ、南方屋敷から応援を寄越すように告げた。

　オセロットは、不安に駆られている客たちの対応に当たった。

　塔の一階に強制的に集められていた貴族や商人たちは、人間が獣に変化する有様を繰り返し悪夢に見る薬を与えられていたため、ティガールは姿を見せられず、駆けつけた屋敷の者たちを護衛につける。

　その間にティガールは馬で王宮に駆けた。しびれ薬のおかげで大変だったという。

　そこで何が話し合われたか、レイフェリアは後になるまで知らなかったが、王は彼に薬物使用の許可を出したようである。

　王に派遣され、ティガールと共に東方屋敷にやって来た王宮の医師は、客たちにあの赤い薬を飲ませた。

　ティガールが檻の中で虎に変身した記憶を、忘れるようにするためである。

　無論、ファハルの腹心の薬師を締め上げて適切な分量と濃度を聞き出し、この夜の記憶だけを曖昧にするように調整した物だ。

　四方侯家の中で南方領主家だけが、伝説の時代の血を色濃く継承していることを知る人間は少ない。獣の血は、獣と王が知っていればいいことなのだ。

　赤い薬は、もともと恐怖や不安を和らげる効能がある薬品で、量さえまちがわなければ、命に係わるようなものではない。

　だが、ファハルだけは違った。

　彼はレイフェリアによって原液を直接掛けられてしまった。この薬は、希釈液の経口摂取や粘膜から染み込むことで効果を上げる。

　原液を直接嚥下させられた、東方領主ファハル・ザイード。




　彼は家族に囲まれて、穏やかな日々を送っていた。

　彼は自分の名前も、身の上も全て忘れ、幼子のように無垢な心で日々を生きている。

「私はやりすぎたのでしょうか？」

　数日後、ティガールとともに報告に上がった王宮で、レイフェリアはゼントルム王の前で全てを告白した。

「四方侯の一人である、東方領主様を廃人にしてしまいました。存分なご処分を覚悟しております」

　様々な色合いの大理石が敷き詰められた床の上で、レイフェリアは膝をついている。

　ティガールはこの部屋への立ち入りを許されなかった。ゼントルムはレイフェリアの話を聞きたかったのである。

　ここは以前も入ったことのある、国王の私的な謁見室である。

　ゼントルムは、大きな椅子の上で片膝を挙げた楽な姿勢をとって話を聞いていた。

「まぁ、そう悲壮な顔つきをしなくてもよかろう」

「……」

「それに、廃人とまではいかぬであろうよ。ただ、その……毒薬、いや薬品なのか？　を奴にぶっかけた時、雨で幾分薄まったのと、摂取した量が少なかったことが幸いしてか、名前は忘れていたものの、自我はちゃんとあるし、生活能力もある。ただ、無垢な子どもになっているだけだ。つまり、自分がやってきた罪深い行いの記憶が、全て抜け落ちているのだ。もちろん、そなたに関することの全てを忘れてしまっている」

「それでも」

「医師の話では支援されつつ、元どおりの生活をしていれば、ある程度回復する可能性があるそうだ。無論すべて元通り、というわけにはいかぬだろうが」

　事件の翌日に、ゼントルムはファハルに会っている。

　王自ら、東方領主の現在の様子を確認し、その後見人となった親族のものに、ファハルの犯した罪を伝え、しかるべき沙汰を待てと言い置いていた。

「承っております。しかしそれでも、私がしでかしたことによって、東方領主家、ひいては、その治世の混乱を招いてしまったことには変わりはありません。罰はお受けいたします」

　レイフェリアは深く首を垂れた。

「だからそう、生きまじめに思い詰めるなって。命には別状はないし、本人は今、すっかり毒気を抜かれ、妻に世話を焼かれて穏やかな心持ちでいる。童子のように顔つきまで明るくなってな。東方領主家には親類縁者が多いから、その中から俺が適切な人物を領主の後継に推してやる」

「さようでございますか」

「奴の腹心を締め上げたら、ファハルがそなたと、そなたの父にしたことを全て白状したぞ。敷物に毒で模様を描いたのはそいつだった。緑色の染料も押収した。奴には一生かけて償わせる」

「……」

「東方領主家自体の罪は問わない。あの家が医学や薬学の面で、この国に貢献してきた歴史は確かにあるのだから。わが身内を危険に晒したことは許しがたいが、ファハルも相応の罰を受けたのだから、これ以降、害はないだろう」

　それでもレイフェリアの表情は晴れなかった。

「聞けば、そなたの貞操も命も危なかったのだろう？」

「貞操はともかく、命に関してはファハル様に罪はありません。私は自分から塔から飛び降りたのですから」

「だが、その原因を作ったのは奴だ」

「……でも」

「もうよい。奴のしたことと、そなたのしたこと。これで相そう殺さいとする。よいか」

「はい。ありがたきお沙汰、心より感謝いたします」

　レイフェリアは神妙に言った。

「そしてこれが一番重要なことだが、先の北方領主だった、そなたのお父上のことだ」

「はい」

「奴はそなたを手に入れんがために奸かん計けいを用い、エイフリーク殿を陥れた。すり替えた祝いの品に毒物を仕込み、結果として女官が一人死んでしまった。我が父は怒りと老いで、判断が鈍っていたとは言え、本来はもっと調査をするべきだったのだ」

「……」

　先王、ゼントルムの父は老いてから迎えた若い側室を寵愛し、授かった初めての姫の誕生を、それは喜んでいたという。女官が死んでしまわなければ、側室か赤子が命を落としていたと思うと、犯人を捜しださなくてはいられなかったのだろう。

　そして、王の怒りを操作してエイフリークを追い詰めるように、唆そそのかしたのがファハルだったということも、ゼントルムの調査で明らかになった。

「結果、エイフリーク殿は疑いを晴らせないまま、嫌疑が確定してしまうことを恐れ、妻とそなたに類が及ばないように、自ら死を選んでしまった。これは王家にも責任がある」

「しかし、先国王陛下は既に亡くなり、ご側室様とその姫君も、今は穏やかに離宮でお暮らしになっていると聞き及びます。そのことを私は受け入れておりまする。父の疑いも晴れた今、これについてはこれ以上追及するつもりはございません」

「そうか……これでそなたの七年間を相殺できるとは思えないが、もう一つそなたに伝えるべきことがある」

「伝えること……でございますか？」

「そうだ。俺だって王宮でちんまりと座っていたわけではないぞ。わが調査は、そなたの叔父にも及んだ」

「イェーツ叔父上？」

　レイフェリアは意外な名前に目を見張った。

「ああ。そなたの報告通り、イェーツは、エイフリーク殿の祝いの品の目録と、その品が王宮に届く日時と、どの門から搬入されるかを兄に尋ね、その情報をファハルに渡してしまったと告白した。無論ファハルが誘導したのだがな。ただイェーツは当時、まさか自分のしたことが兄の死の原因になるとは、思ってもみなかったらしい」

「……そんなことがあったのですね」

「ああそうだ。だから、そなたの父のことに関しては、弟たるイェーツにも責の一端はある。彼はそなたら母子に辛く当たっていたのだろう？」

「そうです」

「イェーツは自分のしたことを正当化して、自分が領主に収まり、そなたら母子への負い目から目をそらしたのだろう。自分のしたことを罪だと認めてしまっては、彼の自己が崩壊してしまうからな」

「そんなものなのでしょうか」

　──粘着質で小心者な叔父。彼は母と自分を罪人の家族と貶めることで、自分を保っていたのだろうか？　しかし、それではあまりに、失意の中で死んだ母が浮かばれない。

「正直、私は叔父も、その家族も好きではありませんでした」

「さもあろう。そなたにはイェーツを告発することも可能であるぞ」

「告発」

　今まで思いもよらなかったことだ。

　しかし、それはレイフェリアの心に響くものではなかった。

「確かに、母に対する仕打ちは今も許せません。でも、今さらそのことを糾弾しても、母は帰ってきません。許すことはできませんが、私も過去に拘って生きたくはないです」

「そなたは強いな」

　ゼントルムが静かに言った。

「……そう思えたらよいのですが。それで、叔父は現在どうしているのでしょうか？」

「とりあえず王都の屋敷に蟄ちっ居きょを命じてある。その家族もだ。伝えたいことはあるか？」

「はい、ございます」

「それは？」

「北方領地における父の名誉回復の触れを民に示すことと、両親の廟びょうの建立を願いたいです」

「それだけで良いのか？」

「はい。叔父はずっと父に劣等感を持っていたのでしょう。身内のことを悪く言うのはよくないですが、彼は陰険で気の弱い人物です。しかし、一概に悪い領主というわけではありません」

「ほう……？」

「父の死後、四方侯の中で最弱になってしまった領主の地位や、減ってしまった交易の中で、ある程度の増税はあったものの、堅実に領地の運営を行なっておりました」

　レイフェリアはまじめに言った。

「そなた、なかなかの適切な評価の目を持っておるな。為政者になれるぞ」

「いいえ。私は南方領主後継の花嫁となるのですから、北へはそうそう帰れません。陛下には従妹のアリーナに、叔父よりは誠実で英えい邁まいな人物を、婿に推挙してやってくださいませんか。私にそうしてくださったように」

「ははは！　やはりそなたは強い。強くてしなやかだ。では……そうだな。そなた、その要求を、自分の言葉で直接伝えるが良い。イェーツを我が前に呼び出してやるほどに」

「……」

「こら！　あからさまに顔をしかめるな。今、ええ～とか思っただろう。だが、これは大事なことなのだぞ。それに俺にだって責はある。俺は、公にそなたに詫び、父君の名誉回復をこの王宮で成さねばならない」

「私は、陛下にはなんの恨みもございませんが」

「それでも、それが欠ければこの件は結審しない。為政者とはそういうものだ。だから、そなたもイェーツと向き合え」

「わかりました。これは確かに私と叔父の問題です。あまり気は進みませんが、腹を括って叔父と対峙いたします。ですが、王宮ではなく、かつて父の屋敷だった北方屋敷での面会をお願いしたいのです」

「そなたに不利ではないか？」

「慣れておりますわ。叔父の領分で、私は自分の言いたいことを言ってきます」

　レイフェリアはきっぱりと言い切った。

「よし承った。せいぜい怒鳴り散らしてくるのだぞ」

「はい」

「うん……では、そろそろかな？」

　ゼントルムはレイフェリアの肩越しに後ろの扉へと顔を向けた。つられてレイフェリアも振り返る。

「なにが、でございますか？」

「来る、来よるわ。ほら、聞こえてくるだろう？」

「……？」

　確かに扉の向こうから、重いものを落とすような音が連続して聞こえる。

　それはどんどん大きくなり、ついには扉から直接響いてきた。

「おおお！　俺の部屋を叩き壊す勢いで暴れている！　あいつ本当にしびれ薬喰らって、自分の足に斬りつけたやつなのか？」

　どぉん！

　その時、ひと際大きな打撃音とともに扉が揺れる。こんなことができるのはただ一人だろう。

「うわ！　怒ってらぁ！　頼むよ。あの扉一枚二千万金もするんだ。壊れたら俺が侍従長にどやされるんだよ」

「はぁ……わかりました」

　ゼントルムがあごで合図をすると、二人の侍従がさっと扉を開く。と、同時に猪のような勢いで派手な男が転がり込んできた。

「フェリア！」

　王の前で床に両膝をついていたレイフェリアは、そのままの格好でティガールに抱き上げられる。

「王に虐められていたのか？」

「いませんが」

「本当か？　今、跪かされていたのだろう？」

「自分から跪いていたのです」

「そうか。膝は痛くないか？」

「膝」

　王の御前で女の膝を心配しているこの男は、いったいなんなのだろう？

「あーあ、少しは大人になったかと思ったんだけどなぁ……」

「王よ、東方領主の屋敷で狼ろう藉ぜきを働いたのは俺だ」

「知ってるよ」

「フェリアにはなんの罪もないぞ！　俺が一人で暴れたんだ。衛兵だって七、八人は倒したし」

「七、八人だって？　冗談言うない！　二十人ほど再起不能だぞ！　けど、誰一人死んじゃいないよ、その点は褒めてやる。で、とりあえず……って聞いちゃあいないな。ああ、今宵は満月だったな」

「フェリア、屋敷に帰るぞ」

「ええ」

「帰って、早くあなたを抱きたい」

　背後で「おいこら！　挨拶ぐらいしていけ！」という抗議の声を完全に無視し、ティガールは、すたすたと大股で歩き出した。

「私もそうして欲しいわ、ティー。あなたの熱を早く私にちょうだい」




　もつれあう爪先。

　からみあう腰。

　貪りあう唇。




　両側に開け放たれた寝室の大きな扉を、閉めたのは誰だったのか？

　ティガールはそんなことに頓着はしなかった。

　扉から寝台まで抱き合いながら移動する間に、二人の着ているものがどんどん舞い落ちていく。

　その部屋は広かった。

　南方様式の常で開放的に作られている。レイフェリアは知らなかったが、そこは領主専用の寝室だった。

　部屋の調度は白が基調だが、ところどころに朱があしらわれていて、異国風ではあるが趣があり、品よくしつらえられている。

　大きな寝台の向こうの壁は、全面ガラスになっており、その奥に見えるのは、たくさんの観葉植物である。

　部屋が冷えないように外は温室になっていて、秋の大きな月から光が惜しみなく降り注いでいる。

　そして、部屋の真ん中に巨大な浴槽があり、色とりどりの花が浮いていた。

　南国の鮮やかな緑は部屋の中にも進出し、あちこちに置かれた鉢植えの、鮮やかに咲いた花から漂う香気が、二人の熱をいやが応にも高める。

　ぱすん！

　レイフェリアの白い体が、鮮やかな橙色の麻の敷布に沈んだ。

　二人とも昂ぶっているので、おとなしくしていられない。

　特にティガールはそうだ。

　華奢に見えるこの娘が、非常に優れた体術の持ち主だということは、嫌というほど知っている。

　反射的に起き上がろうとする隙を与えず、虎は熱と質量のある体で覆い尽くした。

　あっという間に絡め取る。

　ティガールは腕と足の間にレイフェリアを挟み込み、二人は抱き合ったまま、敷布の上をごろごろと転がった。無論裸である。

　彼の大きな寝台は、二人の体重と動きを頼もしく受け止めてくれる。

　噛み付くような口づけは、何度も角度を変えて執拗に続いた。二人の腹の間には熱く硬い楔が挟まっている。

　やがて堪えきれなくなったティガールが、レイフェリアの腿を高く抱えた。身体中、青い斑紋に覆われている。レイフェリアの大好きな姿だ。

「あおうっ！」

　前戯のない挿入だったが、痛みはなかった。お互いたっぷりと濡れている。

「くふぅ……大きい」

「フェリア、突くぞ！」

　何度も慣らされた体は、一番太い部分を受け入れる時も、ほんの少しの圧迫を感じただけですぐにその形に馴染んでいく。

　すぐに荒々しい抽送がはじまった。

「おう、おう、おう！」

「ティー、もっと……もっと頂戴！　最初は激しくして！」

「フェリア！」

　お互いの律動がうまく共鳴しあい、二人は一気に上り詰めた。

　体の前面を全て擦り付けあい、密着した二つの体が悦楽で痙攣する。

　離れたのはたっぷり数分後だった。




「……素敵だった」

　うっとりとレイフェリアは、金髪を振り乱した獣を見上げた。その金色の瞳は爛々と光っている。

「まだだ。フェリア、俺の上になれ！」

　ティガールは腰をしなやかにくねらせ、仰向けになった。

「ああ、堪らない。早く！」

　獣はジリジリした様子で腰を揺すり上げ、レイフェリアは荒馬を乗りこなす騎兵のように、彼を受け入れ、絞り上げた。

　圧倒的な快感にティガールは腹を震わせ、深いため息を漏らす。

「どう？」

「くそ！　引きちぎられそうだ！」

　ティガールは猛然と体を突き上げる。彼女の重みなど、彼には猫が乗ったほどにしか感じられない。

「フェリア……フェリア！」

「ひゃああ！」

　この獣は、荒馬よりも性質が悪い。がっちり腰を掴まれ、体の中心が繋がっていて、下りたくても下りられないのだ。

「ああ、いいっ！　もっとだ！　もっとフェリアをくれ！」

　腹筋のみで体を起こしたティガールは、レイフェリアの半身を抱え込んで腰を振りたくった。

　荒ぶる獣がレイフェリアの五臓をばらばらにするように暴れる。

「ティ！　ティー！　そんなに……あんっ！」

「あうううう！」

　どっと前に倒れこむ。

　自分の体液がどくどくと脈打ちながらレイフェリアの胎内に溢れるのを、ティガールは恍惚として味わった。

　荒い吐息がお互いの肌にぶつかる。

「フェリア……？」

　思わず下敷きにしてしまったつがいを気遣いながら、ティガールがのろのろと顔を上げた。

「だ、だい……じょうぶ……んむぅ」

　全部言い終わらないうちに虎は獲物の唇を覆い、中も外も舐めしゃぶる。大丈夫ならもっと強請れるのだ。

「もういっかい……」

「いやよ。お風呂に入りたい」

「なんでだ？　別に汚れてない」

「なんですって？　どこもかしこもどろどろだわ。それに、あのお風呂が素敵だから入りたいの」

　そう言って、追いすがる腕をしなやかにすり抜け、レイフェリアは薄絹を引っ掛けて温室へと向かった。

「まぁ綺麗！　それになんていい香り」

　するりと湯に滑り込む。思った通り、湯温も深さもしっくりくる。ほんの少しの間、レイフェリアは香り高い湯を存分に楽しんだ。

　ほんの少しの間──。

　ざぶん！

　躍り込んできたのは獣だった。

　月光に浮かび上がる見事な体たい躯く。

　温室から差し込む満月の光と、湯の照り返しで肌に浮かぶ斑紋が一層青い。

「もう……あなたは。ゆっくりお湯に浸かりたいのに」

　レイフェリアは側に浮かぶ、大きな白い花を掬い上げた。

「浸かればいいさ。ほら洗ってやる」

　レイフェリアの文句に、ティガールは傍に置いてある香油をたっぷり手に取り、白い肌になすりつける。

　その透明な香油は油分が少ないらしく、湯は汚れずに、肌がひたすら滑らかになる。潤滑油のようなものだ。

「ああん」

「……気の利いたことをする」

「え？　なぁに？」

「いや。ほら、こちらを向け、全部洗ってやる」

　ティガールは床に埋め込まれた浴槽に腰を下ろして、足の間にレイフェリアを挟み込んだ。それほど深くはないので、ティガールの上半身は半分くらい外に出ている。

「うーん」

　ごつごつした手が全身を這い回る感触に、レイフェリアは身を任せた。

　とても気持ちがいい。

　時折、微妙な場所をくすぐられるが、寛大な気持ちで許すことにする。浮かぶ花々で、お互いの肌が見えないのも好ましい。

「いい香りね。お花も香油も」

「そうだろう？　これはよく夫婦の寝屋に置かれる香油だ。そら！」

　くるりと回転させたれて、今度は背後から洗われる。もうこうなると、ティガールの思うがままだった。

　両の胸も、滑らかな腹も、その下の窪みもいいように愛されて、レイフェリアはくらくらとなった。水面をゆらゆら滑る花が肌に当たって、さらなる刺激になる。

「あああ……もう、そんなにしないで。あ！」

　足の間に潜り込んだ無遠慮な指先が、体の芯を捉えたのだ。

「ああん……」

　香油のせいで、膜が貼ったように滑らかだ。それとも彼女自身の香油で濡れているのだろうか？

　無骨な指先は信じられないような丁寧さで、雌芯に触れ続ける。

　微妙な圧力で、ただ触れるだけの動きにレイフェリアは焦れた。

　──もっと、強く触れて欲しい。押えて、捏ねて、摘んで欲しいのに！

　ティガールがわざとそうしているのだと気がついて、レイフェリアは自分から腰を蠢めかせる。まるでティガールの掌で踊りを踊らされているようなものだ。

「ああ、すてき……いいわ」

　少し前までの彼女なら、羞恥心で、この行為を心から楽しめなかっただろう。

　しかし今のレイフェリアは、不思議なほど恥じらいを感じない。

　緑溢れる温室、咲き誇る花々、立ち昇る香りがどんどん自分を大胆にしていく。

　無骨な指先が心地よくあたるところを探して、自分から体をゆすり上げる。レイフェリアは心ゆくまでその行為を楽しみ、そうして上り詰めた。

「あああ！　飛ぶわ！」

　背中を逸らせて達したレイフェリアに、ティガールが自分の雄芯を見せつけた。

「次は俺を天国に連れて行ってくれ」

「だめ。私もう、茹ゆだってしまいそう」

「なら、ここで」

　そう言うが早いか、ティガールは素焼きレンガの床の上に横たわった。中心から青い斑紋に彩られた男根がそそり立っている。

「……欲張りね」

　レイフェリアも湯から出て、レンガの上に座った。温まった肌にひんやりと気持ちがいい。

「舐めて」

　請われて、素直にそれを口に含む。美しい獣の雄大な雄。

　レイフェリアの小さめの口に、それはとても収まるものではなかったが、精一杯丹念に愛撫する。いつも自分がしてもらっていることを真似て。

「おう……いい。お前の熱い舌を感じる。舌と指を使って」

　レイフェリアも香油を手にとった。

　おそらくそれには僅かに催淫効果があるのだろう。

　薬はもうまっぴらだったが、この香油からは悪いものは感じなかった。たっぷりと指に絡ませて、レイフェリアは固く熱い雄芯に指先を滑らせた。

　時に柔らかい先端部分を飴のように舐めあげる。

「あおお……いいっ！　もっと、もっと！　フェリア、もっとして！」

　駄々っ子のようにティガールが強請る。雄芯はもうはち切れそうだ。

「ん～」

　ちゅる、と音をさせて吸い上げた途端、ごう！　と吠えた獣が体を反転させた。

　最後の理性で、硬いレンガの上で揺さぶっては行けないと判断したのだろう。

　湯に飛び込んで浴槽の縁にレイフェリアを押し付けると、腰を掴んで背後からずぶずぶと侵入する。

「きゃあ！　せっかく楽しくなっていたのに！　悪い虎！」

「俺にはお前の方が妖しい獣に見える……フェリア！」

　荒腰を使って責め立てながら、ティガールは唸った。

　湯が大きく波打ち、花が床にあふれる。

「お、互い様、だわ」

　揺さぶりの合間に、レイフェリアは答え、自ら足を開いて深く彼を受け入れた。

　レンガの上で胸が潰れて少し痛い。しかし、それを上回る快感が体の奥から駆け上がった。

　こんなになってしまった自分が信じられなかった。ほんの少し前までは男など、嫌いでさえあったのに。

　今は、彼が弾ける瞬間を待ち望んでいる。

　自分を求めて戦い守り、甘えて愛してくれるこの獣が愛おしくてならない。

「おっ！　おっ！　おっ！　おおお！」

「いや！　ああ……私の中で大きくなる……うんっ」

　ティガールが一際荒々しく、中でうねった。過剰な刺激が脳天まで突き抜け、レイフェリアの腰が大きく撓る。

　腹筋が緊張し、下腹が一気に引き絞られた。

「ああああう！」

　ありったけの子種が注がれる感覚。幾度か体が大きく揺れ、吐精は長く続いた。

　ざぶりと大きく湯が揺れて、二人は上り詰めた。折り重なったまま、しばらく二人は動けなかった。

　素焼きレンガの床にはあふれた花がそこら中に散らばっている。

「フェリア……よかった……ものすごく」

　くたりと力を手放して喘ぐレイフェリアの半身を掬い上げて、ティガールは半開きの花びらを舐めしゃぶる。

「俺の、俺のものだ」

　口づけというのもはばかられる荒々しい接触の合間に、ティガールは唸った。

「この唇も、髪も……指先まで全て俺のものだ」

「そうよ……全部あなたのもの……でも、あなたもそうよ……私の獣」

　レイフェリアも負けずに、息継ぎのたびにそう言った。豊かな髪に指を突っ込んで豪華な頭を抱きしめる。

「私の美しくて可愛い獣。いつか獣のあなたにも抱かれたいと思うわ……あっ……いや」

　ティガールの楔が胎内で大きく跳ねた。収まりかけていたものが再び大きく膨らむ。

「ああ、そうしよう。いつか獣の姿であなたを犯したい」

　またも鎌首をもたげた情欲を宥なだめるために、ゆるゆると腰を動かしながらティガールは囁いた。そのまま白しろ蝶ちょう貝がいのような耳たぶを唇に挟む。

「だが、今はこれをもう一度、あなたの中に収めて欲しい……」

　ぐん、と奥まで潜り込む。今度はひどくゆっくりだった。このまま再び二人は揺れ続けることになるのだろう。

　獣の欲は、とどまることを知らないのだった。




　満月は中天を過ぎていた。

「フェリア、南に帰ろう」

　男はレイフェリアの首に鼻を埋めながら強請った。

　二人は大きな寝台の上で向き合っている。それは、大きなティガールが四人は余裕で寝られる巨大な寝台。まさしく虎の寝床だ。

「ええ、帰りましょう。白秋の行事の全てが終わってからなら」

「面倒だ。それにここは寒い」

「ティーは昔から寒がりだったわね。あんなに立派な毛皮があるのに」

「毛皮は今関係ない」

　確かにティガールは何一つ身にまとっていない。寒いのはあたりまえだ。だがしかし、それはレイフェリアも同じなのだ。

「あなたの肌はこんなにも熱いのに」

　レイフェリアは男の滑らかな皮膚に指先を滑らせた。

　彼の皮膚は分厚く硬い。しかし、非常に滑らかで体温が高く、その下の筋肉のうねりを感じさせる。

　月が沈みかけて、斑紋はさっきよりも薄くはなったが、まだくっきりと見える。

　ティガールも、レイフェリアの冷たい指先が大のお気に入りで、愛し合う時には飽かずその指先を舐め、自分の体に触れてもらいたがる。

「私は寒くないのだけど」

「お前は北の人間なのだからな」

　ティガールはレイフェリアの指先を咥えながら言った。

「私の指はお菓子じゃないわ」

「菓子より甘い。氷蜜のようだ」

「くすぐったいから、いやよ」

「お前も俺を咥えていたじゃないか……あっ！」

　レイフェリアは指先を引き抜き、すばやく起き上がった。

　そろそろ自分の部屋に戻るべきだ。数日後には王宮での今季最後の宴である清せい秋しゅう祭さいが行われる。準備をしなくては。

　ティガールは南方領主リューコの代理として出席し、そしてレイフェリアはその婚約者として初の披露目となる。疲れた顔で出席するわけにはいかない。

「部屋に戻るわ。ここにいては眠れそうにないから」

「だめだ！　だめ！　もう……もうしないから！」

「あっ！　こんなところに痕が！　こんなにはっきり！　ひどいわ！　当分治らない」

　レイフェリアは、首筋や胸元の濃い痣あざを嫌そうに数えた。

「胸の開いた服を着なけりゃいいじゃないか」

「嫌よ。せっかく陛下が誂あつらえてくださったのに！」

　部屋の隅には豪華な衣装が二つ飾られている。

　二人に王から贈られたものだ。南方風のものではない。

　王都ミッドウェルシュの王室ご用達の仕立屋で、その中でも一番人気の服飾職人が手がけた最高傑作なのだ。

　瞳に合わせた紫の生地は、柔らかく体に絡みつき、月光を吸ったようなレイフェリアの髪色を際立たせる。

　身ごろは細く高い位置で結ぶ帯の端が裾まで流れ、広がった袖口と裾は布が幾重にも重ねられていて、細かな宝石が星空のように縫いつけられていた。右の胸元に南方領主家の紋章が銀の糸で刺繍されている。

　印象としては上品な中に華やかさの漂う、レイフェリアの好みに合う一着だった。

　で、問題の胸元は結構開いている。

　化粧で隠すことができればいいのだが、とレイフェリアは思った。

　ただ──如何せん。

　隣に立つはずの男には、紫が壊滅的に似合わない。

　婚約披露の席では、男女が揃いの服を着るのが緩い慣例になっているのだが、ティガールの髪は濃い金色と黒の斑まだら。肌は浅黒。

　ヘタをすると、派手を通り越して、けばけばしくなってしまう。

　──これで紫が似合うと考える方がおかしいわ。ひょっとすると陛下の嫌がらせ？　もしくは道化か？

　──まぁ、有能なオセロットが何とかするでしょうよ。

　衣服には無頓着でも、その気になれば、彼は誰よりも優雅にふるまえる。長い手足をしなやかに扱い、足音もたてずに移動できるのだ。

　美しい獣──しかし。

「あなたは今日一日、寝ているつもりなのね？」

　尚も未練たらしく、横たわったまま自分を見つめるティガールに、ついにレイフェリアは嫌味を言った。

「そんなことはない！　もう少しだけ、あなたを眺めていたいだけだ」

「もう……これで我慢して。ね？」

　仕方がなさそうに、美しい髪を撫でてやる。

　豊かな髪は乱れているようでも滑りがよく、手に馴染んで触り心地がいい。うっかりするとずっと撫でたくなってしまうから、レイフェリアも人のことは言えない。

「我慢するのは得意だ」

　ティガールはやっと身を起こしながら自慢そうに言った。

「我慢が得意？　あなたが？」

「そうだとも。俺が何年我慢したと思っているんだ。声も聞けず、姿も見ないで」

「……」

「嘘じゃない。虎はな、動かないで獲物の動きを待つんだ。じっと、身を潜めて息を殺して。そして襲いかかる時は一気だ。狩りとはそういうものだ」

　ぐいと腕が引かれる。

「あっ！」

「あと一回だけ、口づけを」

　レイフェリアの返事を聞かずに、裸の男は足と腕で華奢な肢体を拘束する。

　もうこうなっては止めようがないので、レイフェリアはおとなしく嵐の過ぎるのを待った。

「あーあ、また痕をつけたわね。これじゃせっかくの衣装が着られないかも。この服を着た私を見たくないの？」

「見たい。でも、なにも着ないあなたが一番美しい。ああくそ！　仕方がない。俺も支度をする。一緒に風呂に入ろう」

「それだけは絶対遠慮させていただきます。絶対くり返しになるから！」

　布を体に巻きつけたレイフェリアは、大急ぎで寝室を飛び出した。

　後には勢いよく勃ち上がったものをもて余した虎が、しょんぼり首を垂れていた。

　明日には別の宴が二人を待っているのだ。




「叔父上。レイフェリアでございます」

　自ら扉を開ける。北方屋敷の執務室は、窓の覆いが全て下されていて、薄暗かった。奥に人影が見える。

「本日は面会をお許しくださり、ありがとうございます」

　──ここにはもう来ないつもりで立ち去ったのに……。

　彼に会ったのは、十日ほど前だというのに、イェーツはすっかりやつれて見えた。大儀そうに椅子にもたれる様子は、小心者で几帳面な普段の姿とは似ても似つかない。

　イェーツは、どろりとした投げやりな目線を姪に向けた。

「お前一人か？　あのけばけばしい男はどうした」

「私一人で伺いました。ティガール様には屋敷でお待ちいただいております」

　本当は例によって，一人では行かせられないとごねたのだが、レイフェリアは頑として譲らなかったのだ。

　今日のレイフェリアは、どっしりとした布地を重ねた水色の北方の伝統衣装を身につけている。南方領主後継の婚約者としてではなく、北方領主だった父の娘であるということを主張するためだ。

　胸には母から受け継いだ小箱から出てきた、紫の宝石をつないだ首飾りを巻いていた。

「叔父上様。私の本日の用向きは、陛下よりお伝えされていると思います」

「そうだな……俺を責めにきたか？」

　イェーツは呟くように言った。

「責められる理由があると思われるのですか？」

「さぁな。だが、好きにするがいいさ。なにもかも、もうどうでもよくなった。俺がこうしている内に、言いたいだけ言って帰るがいい」

　そう言うと、イェーツは疲れたように目を閉じた。

「叔父上」

　冷えた声音にイェーツの頬がぴくりと強張る。

「まじめに話をしていただきましょう。私にはそうお願いする権利があると思いますが」

「そうだ。言ったろう。好きなだけ俺を詰なじれ」

「今までのことは、もはや言いますまい。ただひとつ伺いたい。あなたはご自分の兄である、私の父を嫌いだったのですか？」

「……ああ、嫌いだったよ。大嫌いだったとも」

　イェーツは、椅子の背から体を離して答えた。

「俺は庶子で、兄上は正当な血を引く嫡男だった。いつも温厚で思慮深く、そして優秀だった。容姿と武芸にも優れ、リューリア様に愛されていた。なのに、平凡な私にも公平に接してくれてな。俺がそれを疎うとましく思っているとも知らずに」

「……」

「だから俺は成人すると、学問を理由にずっと王都で過ごしていた。故郷には帰らないつもりで」

「事件のことを話してください」

「……そうだったな。お前の権利だよな」

　イェーツは黙って宙を見つめ、やがてレイフェリアを見ずに話し出した。

「俺は友だちも少なかった。おまけに例の件で、王都での評判を落としてな」

　それは、アムールに一方的な恋をし、降られた挙句、南方屋敷に忍び込んで獣に襲われた一件のことだろう。

　しかし、レイフェリアはあえてそれには触れなかった。それはもう決着がついている。

　今は父の事を聞きたかった。

「俺はふさぎ込んでいた。だから東方の貴族だという、立派な風ふう采さいの男が急に親しくしてくれるようになったことを喜んでいた。彼は北方に興味を持っていて、いろんなことを尋ねてきた。交易したいと言ってな」

　それは独り言のような呟きだった。

「ちょうどその時、先国王陛下に慶事があり、兄は白貂の毛皮を祝いの品に贈ることになった。男はその事についても詳しく聞きたがった。白貂は北の貴重な特産品だったから、私は自慢げに知っていることを話した……だが、その結果はお前が知っているとおりだ」

「叔父上はなにも知らなかったのですね」

「言いわけになるならな。私は悪くないと何度も自分に言い聞かせた。私から情報を聞き出した男は姿を消し、二度と会ってない。名前も偽名だった。そして兄上は、私になにも言わずに亡くなった」

　イェーツの顔が激しくゆがむ。

「そうだ。なにも、一言も言わずにだ！　私は信用されていなかった！　あたりまえだ、自分を陥れるきっかけを作った弟のことなど、信用できるわけがない！」

　執務机に拳が打ち下ろされる。

「私と母を遠ざけた理由はそれですか？」

　レイフェリアは静かに尋ねた。

「ああそうだ。顔を見るのも、つ……疎ましかったからな」

　頑なに自分を見ようとしないイェーツの姿を見て、レイフェリアには憐れみと軽蔑以外の感情が湧かない。

　おそらく彼は悪人ではない。ただ、自分の弱さ、卑劣さからひたすら目を逸らし、安易な都合の良さばかりを求めた。それはそれで罪と言えるのかもしれない。

　だが、もうどうでもよかった。

　彼に陳謝されたところで、その言葉にはなんの重みもない。矮小な自己満足を与えるだけだ。

「叔父上、私は両親のことであなたを責めようとは思わない。だから謝罪の必要もない。あなたはいつも、本質から目を逸らして来られた。多分、一生そうして残りの人生を送られるのでしょう」

　イェーツはなにも言わない。

　その薄い肩は、ずっしりとした重荷を背負うように丸まられていた。

「身内はこれで片づきました。あとは、対外的な問題です。国王陛下にもお伝えしましたが、私の父の名誉回復の書面を領地の内外にお示しください。そして、両親の墓を建ててください。それだけで結構です。碑文は私が書きましょう」

「……」

「私はもうすぐ南方領主後継、ティガール様へ嫁ぐ身。廟に詣でるための通行許可証をいただければ、叔父上とご家族との縁はないものとしたいと思います。これ以上あなた方に煩わされたくない。その方がお互いのためでしょう」

　レイフェリアは瞳に力を込めて一息に述べた。

「ですが、今後南北の人や物資の交流、交易は発展させるべきだと思います。お互いの繁栄のために。私はその一端を垣間見ました」

　イェーツは初めてレイフェリアに目を向けている。薄く開いた唇は、半ば喘いでいるようだ。

「いかがですか？　イェーツ殿」

　冷たい声が鞭のように、彼を打つ。

　イェーツは大きく一つ息を吐き出し、しばらく下を向いていたが、やがて顔を上げると小さな声で呟いた。

「あいわかった」

「ありがとうございます」

　丁寧に辞宜をしてレイフェリアは、すっかり小さくなったような叔父を見返した。

　胸元で母の形見の宝石が光る。

　イェーツは最初から気がついていたらしい。濁った眼差しでその宝石を眺めている。

「それは義姉上、リューリア様のものだった」

「ご存知でしたか？」

「ああ。兄上が結婚式で義姉上に贈ったものだからな」

「母上から全ての財産を没収しておいて、これを見逃したのですか？」

　透明度の高い宝石の連なる首飾りは、一財産の値打ちがある。

「そうだ。俺はこの家に伝わる宝石や財産を奪った。だがそれは違う。兄上が自分で石を選んで懇意の職人に作らせた逸品だ。だがギンシアに見つかったら、絶対に奪われていただろう。あれは欲深い」

「叔父上の暖かいお心、母上も喜んでいたことだと思います」

「……あの人は、俺にも優しかったからな。リューリア様は俺の初恋の女性だった。出会ったときは既に、兄上の婚約者であったが……美しい人だった、今のお前のように」

「……」

「いつもそうだ。愛しいと思った者は俺のものにはならない。リューリア様も、アムールも」

「アムール様は母に似ていましたの？」

「……」

　イェーツはかなり時間が経ってから、小さく首しゅ肯こうした。

　──ああ、この人は本当に弱い人だったのだ。

　レイフェリアは思った。

「森の小屋には時折思い出したように僅かな金品が届きました。それは叔父上からだったのでしょう？」

「……さぁな」

　イェーツは肩をすくめる。それは肯定したも同然だった。

　──でもそれは自分が優位に立って初めて、示せた慈悲だわ。だけど、どんなに貧しくても母は、領主館を訪ねることはなかった。母にとって叔父は、亡き夫の弟でしかなかったのだ。私が他人だったら、少しは同情できたかもしれない。でも、そうではないから、この人を許すことはないわ。そう、絶対に許しはしない。憎むこともしないけれど。

　叔父も、ファハルも。

　レイフェリアは大きく首を振って、述懐を振り払った。

「叔父上、私は南方領主家に、獣はいませんと申しましたね」

「ああ……そう申していたな。だが、私は嘘はついていない。獣は確かにいたのだ」

「南方領主家には、人を襲う獣は存在しない、と私は申しました」

「ああ」

「ですが、別の獣がいるようです」

「別の獣？」

「はい。つがいと決めた女を生涯愛し、守り抜く戦士──という名の獣が」

　レイフェリアは誇り高く言った。

「……戦士が獣、か」

「はい」

「そうか。そうだったのか。だから、獣は私を……なるほど、それは襲われるはずだ。そしてお前は、自分の獣を見つけたのだな」

「そうです」

「レイフェリア。俺が言っても空々しいだけだろうが……」

　イェーツは小さく笑って、立ち上がる。

「息災であれ……兄の娘よ」

　そう言って、彼は頭を下げた。




　レイフェリアは叔父の部屋を出ると、奥の階段を使って庭に出た。

　もうこの屋敷に来ることもないだろう。

　かつては父のものだった屋敷。ここで作法や歴史をまなんだ。内装はすっかり変わっているが、庭はほとんどそのままだった。

　──この庭を通って誰にも会わずにこっそりと帰ろう。

　そう思っていたのに、葉っぱの大きな木の陰にいたのは、やはり彼だった。

「……一人で大丈夫って言ったのに」

「だから、おとなしく待っていただろう？　すんだか？」

「ええ。あっけないけれど、こんなものね。別に復讐したかったわけではなし」

　庭は秋の盛りだった。花こそ少ないものの、暖かい色に彩られた木々が小道や池にやさしい影を落とす。

「ここだ、ここで俺はあなたに出会った」

　ティガールが指示したのは小道の奥の小さな噴水の陰。たしかに、隠れるにはもってこいの場所だった。

「あなたに抱き上げられたとき、俺にはわかってしまったんだ。目の前の女の子が、俺の一生に関わる存在だと」

「そんな頃から私を見つけてくれてありがとう」

　レイフェリアは、抱き上げるには大きく育ちすぎた獣の両肩に手を置いた。

　すぐにティガールの腕が回される。

「この温度が好きだ」

　レイフェリアの指先に唇を押し当ててティガールが囁く。そういえば、彼はそもそもの最初から彼女の指を味わうのが好きだった。

「冷たいでしょう？」

「冷たいのがいい。俺が熱くしたいから」

「ふ……でも、触れるだけよ。ここではまだ、ね？」

　ティガールは残念そうにしながらもおとなしく従い、指先にいくつもの口づけを落としていく。

　レイフェリアは男の滑らかな腕に指先を滑らせた。滑らかで熱い大好きな感触。

「我慢する」

　ティガールは名残惜しそうに体を離した。

　──そう、まだ終わってはいない。

　王都での最後の仕事、清秋祭が三日後に迫っている。

　そこでゼントルム王は、招かれた客たちの前でレイフェリアの父の無実を公にし、叔父は北方領土での父の名誉回復の証を約束するのだろう。

　レイフェリアの長い間の望みがようやく叶おうとしている。

　しかし、今レイフェリアが感じているものは達成感でも高揚感でもない。ただ、物事があるべき位置に収まったという、節目のような感覚だった。

「……」

　最後に屋敷を見ておこうと振り返る。

　樹木の隙間、二階の窓辺に立つ小さな姿があった。アリーナだ。

　彼女は黙ってこちらを見下ろしている。二人の娘の目と目が合った。

　アリーナはしばらくレイフェリアを見つめていたが、やがてくるりと背を向けると、そのまま奥へと消えた。




　王都での最後の日々は慌ただしく過ぎていった。

　王宮主催の収穫祭である、清秋の宴の始まりを告げる言葉の中で、国王ゼントルムはレイフェリアの父、エイフリークの死が冤罪を被こうむったためであることを認め、衆人の中でかつての調査の不始末を謝罪した。

　そして、現北方領主イェーツも、北方における前領主の一人娘である、レイフェリアの立場を回復し、前領主夫妻の霊を慰める廟と寺院の建設を領民に約束した。

　その後、南方領主後継ティガールとレイフェリアの婚約が正式に認められた。

　二人は清秋の宴に出席した恋人たちの中で、一番目だつ組み合わせだったろう。

　ティガールはその体格と派手な風貌、で周りの貴婦人の視線を一身に集めていたし、彼ほどではなくても、淡く怜悧な美貌の北の娘レイフェリアは、貴公子たちから感嘆の眼差しを当てられていた。

　なにもかもが刺激的で目まぐるしい光景だった。

　レイフェリアはその中心にいたはずなのに、後から考えると、自分の意思がそこに介在していたかどうか、怪しく思う。

　大勢の貴族や要人が集う華々しい収穫祭も、国王の祝辞も、その後に繰り広げられた盛大な舞踏会も、まるで劇場で舞台を見ているように感じるのだ。

　もともと目だつことが苦手な性質もあったのだろうが、レイフェリアにとっては、叔父と二人で最後に会った時に、長年の目的を達することができたと、気持ちに区切りがついてしまったからだ。

　だから、王都での全ての行事や役割が終わったとき、心からほっとした。




「帰るか？」

　その冬、最初の木枯らしが吹いた朝、レイフェリアとティガールは、ゼントルムの宮に辞去の挨拶に赴いた。

「帰ります。陛下には心から感謝を申し上げます」

　二人は王の前で膝をついて敬意を示した。この磊落な王のお陰で、様々な面倒ごとを回避できたことは事実なのだ。

「そうか。で、帰るのは北か、南か？」

「南に決まっている」

　ティガールは不服そうに答えた。言うまでもないというのだろう。

「南方はまだ暖かい。冬になりきる前に結婚式をあげる」

「ふぅん。招待状をもらえるかと思ったんだがな」

「もらったって、あなたは王都を離れられないだろうに」

「違いないな。まぁその内、祝いの品が届くだろうから楽しみにしていてくれ」

「もったいないお言葉でございます」

　レイフェリアは深く腰を折った。

「また、来年会えるのを待っている。なんなら三人で来てくれてもいいんだぞ」

「ありがとうございます。帰ったらリューコ様にもお伝えいたしましょう」

「こらこの鈍感娘めが！　俺の言うのは違う三人だ」

「……え？　あ！」

　ゼントルムの言葉の意味を理解したレイフェリアは、たちまち真っ赤になった。ティガールはなぜか上機嫌で、珍しく自分から頭を下げている。

「王よ、我がつがいに多方面からのお心遣い、感謝する。では今はこれにて御免」

　ティガールは勢い良く立ち上がった。

　──やれやれ、これで長年の懸案事項の一つにケリがついたわ。南と北はこれで当分治まってくれるだろうよ。

　──しかし、それにしても美しいつがいだ。彼らは当分表に出ぬほうが幸せだろうよ。黙っていても目だつ存在だからなあ。王都にいては新たな厄介ごとの火種になりかねん。

　睦まじく私室を出ていく若い二人を見送りながら、ゼントルムは笑いを一つ零した。




　南方領土、首府ログウッド。

　秋の最後の佳き日に、南方領主後継の結婚式は行われた。

　城下町を見下ろす紅鷲城には大勢の人々が集まっている。

　その日、逞しい半身を陽の元に晒した若き花婿は、横に立つ淡色の髪を結いあげた美しい花嫁を誇らしそうに抱き、父領主と領民の祝福を受けた。

　花は惜しみなく二人の上に降り注ぎ、透明な日差しは季節を超えて、良き春が来ることを約束するようだった。

「これにてこの二人を夫婦とする！」

　リューコが紅鷲城のバルコニーから高らかに宣言する。

　集まった人々はそれに応じて、大きな歓声をあげた。

　皆片腕を大きく掲げている。そこにはレイフェリアが親しくしていた薬屋の老店主や、宝飾店の職人たちもいる。

　そして、そもそも最初からこの二人に関わっていた、ヒューマとオセロットが背後に控えている。

　ヒューマはあまりの感激に涙を流し続け、隣のルーシーに呆れられていた。

　オセロットはいつものように穏やかな微笑みを浮かべて、抜かりがないか周囲に気を配っている。

　マヌルは自分が中心となって仕立てたレイフェリアの花嫁衣装が、赤い壁の中で非常に映えるのを見て、満足のため息を漏らしていた。

　それは南方では初めて見る、純白の花嫁衣装だった。

　広めに開いた胸元には紫石の首飾り。その周りを繊細なレースが取り囲み、袖は大きく広がって長く垂れている。

　身ごろはすっきりと細い胴を際立たせ、低めに結んだ帯からスカートが柔らかく広がっていた。帯には紅玉の飾り紐が巻き付いていた。

「本当にお美しい花嫁様でございますわねぇ、オセロットさん」

「まったく左様で。それに勇気も、胆力もおありになる立派な女性でございます」

「これからは北方からたくさんの人がやってきますわ。私たち、北から来た者も、これからは胸を張ってお仕えできます！　レイフェリア様のおかげですわ！」

　ルーシーが花を撒きながら嬉しそうに言った。

「俺はっ……！　俺は最初から知っていましたよ！　今日の日が来る事をね！　だがら驚ぎはじまぜんっ！」

「その割には泣いているよね」

　ウンピョウがヒューマを見上げて笑った。




「フェリア」

　ティガールはレイフェリアの指に唇を寄せて言った。

「やっと公に我が妻と呼べる」

「だめよ、皆が見ているわ。今夜の宴が終わってからね」

　今は白い花嫁衣装だが、今夜の披露宴には赤い服を着る予定だ。

　しかし、ティガールには服装そのものにはあまり関心がない。

　式典や披露宴は仕方がないから、しきたり通りに行っているが、彼の目は早くも新あら床どこでのレイフェリアしか写っていないのだ。

「もう少し笑って、集まってくださった方々に手を振って」

「畜生！　せめてこの冷たい指を喰ませてくれ」

「仕方のない人ね、ティー。今はここまでよ」

　そういうと、レイフェリアは飽かずに自分の指先を啄ばんでいる男の、派手な髪に口づけを落とした。

　おおおおお！

　わああああ！

　北の姫と南の獣の結びつきを見た人々から、大きな歓声が上がる。

　それは大いなる熱量となって、晴れ上がった空に吸い込まれていった。




　そして二年後の春。

　青い湖を見下ろす白い廟の前に佇む、二つの姿があった。

「この湖を見るのは三年ぶりです。冬になると、よくこの上を滑ったものだわ」

「こんなに深くて青いものが固まってしまうとは、なかなか信じられないが、そうだったな」

「叔父上を少し見直しました。こんなに美しくて、立派な廟を立ててくださったのですから」

　レイフェリアは大理石でできた柱を指でなぞった。

　廟の正面には、彼女の両親を模した彫刻が飾られている。この中に二人は眠っているのだ。

　足を踏み入れると、中の空気はひんやりと湿っぽく、中央に置かれた墓石もまた、なにも語りかけはしない。

　後ろの壁にはめ込まれた、色ガラスに染められた光だけが唯一の華やぎである。

「ああ、死者が大切にされることは尊いと思う」

　ティガールは厳粛に言った。

「父上、母上。お久しぶりでございます。遅くなりましたが、こうやってお尋ねすることが叶いました」

　レイフェリアは、両親の名前が彫られた冷たい石に指を滑らせる。

「お二人が今、心安らかであられることを信じて、私の幸せを持ってまいりました。どうぞ……」

　そういって、背中に背負った袋をそっと前に回して、中に入ったものを取り出す。

　それは、濃い金色の髪を持った、小さな男の赤ん坊だった。

　さっきまでぐっすり眠っているようだったが、自分を取り巻く空気が変わったことに気づいてうっすらと目を開ける。

「うーあ？」

　小さな握りこぶしを突き出して彼は、不思議そうにレイフェリアを見上げた。色ガラスの光が一つ目に飛び込んで、彼の目が紫色に煌めく。

「起きたのか？」

　ティガールが息子を覗き込んだ。

「ええ、この子もお祖父様とお祖母様に挨拶をしたかったのでしょう。ねぇファルコン」

「あーむー」

　寝起きなのに機嫌よしの赤子は母親の声に応える。

「俺も、すっかりご挨拶が遅れてしまった。あなた方の娘御を、俺は子どもの頃から我が妻にすると決めていた。ご壮健な折にお会いできなかったことは残念だが、我が南方の血を以って全力で守り抜く……息子とともに」

「え？　ファルコンを守るのではないの？」

　まじめくさったティガールの言葉を聞き咎め、レイフェリアは尋ねた。

「ああ。ファルコンはすぐに大きくなる。我が獣と、あなたの鷲の血を受け継ぐ強い男になる。きっと王国中で一番強い戦士になるだろう」

「まぁ親馬鹿ねぇ」

　レイフェリアは声を立てて笑った。

「父上、母上。私はこのように幸せですわ。いずれまた新しい家族をお目にかけに来ましょうほどに、どうぞゆっくりお休みくださいませ」

　そういってレイフェリアは最後に墓石をひと撫ですると、すっくりと立ち上がった。




　廟から出ると、空は一層明るく、澄んで見えた。

　北も南も、東も西もこの空の下では一つなのだ。

「帰りましょうか」

「ああ、帰ろう」

　レイフェリアは夫が指を絡めるのに任せて歩き出した。

　風がその髪を解きほぐす。

　空と風が混じり合い、遥かに広がる未来が二人の前に広がっていた。








了










月下の獣けものは氷の美姫に喰らいつく


恋に憑かれた次期領主は運命の乙女を諦めない　下
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